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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　１．（水彩）




　私立日ひ炉ろ理り坂ざか高校一年、木きの下した水すい彩さいの世界が崩ほう壊かいを始めた──言わば彼女がそれまで丁てい寧ねいに並べてきたドミノ、それをあっさり『どん！』と突き倒したのは、夏の夜に鳴り出した一本の電話だった。

　そのとき水彩は、それまで積み立ててきた日常通りにいつもの時間に家族と食事をし、いつものように皿を洗い、そしていつもするようにまず洗面所で服を脱ぎ、身体からだにバスタオルを巻き、髪をまとめていざ浴室に入らんとしていたのだが、

「水彩、携帯が鳴っているぞ！」

　これまたいつも通りに喜び勇んで洗面所まで携帯を持ってきた父にうんざりし、ありがと、とひったくるように携帯を受け取った。

　そしてため息。

　また、置きっぱなしにしていたか。

　高校入学記念に携帯を買ってもらったのはいいがあまり使いこなせてはおらず──何しろ使用料は自分のお小こ遣づかいからで、そうなるとどうしても使い渋ってしまう──ついつい玄関に置きっぱなしにしてしまい、父にいい口こう実じつを与えてしまう。

　だれからの電話かディスプレイで確認すると、水彩はいまだバスタオル姿の娘をながめたままの父に再度、言った。

「ありがと」

「……水彩ちゃあん」

「ダメ」

　これまたこれまで積み重ねてきた日常のなかで、何度も繰り返された光景。

　和わ歌か丘おかの小学校で教師をしている水彩の父は、みずから写生部を立ち上げるほど絵を描くのが好きで、とくに人物画を描くのが好きで、娘の絵も描きたがる。それも、できればヌード、とか。だから機会があるごとに父はそれを持ち出す（とは言っても実現しないのは理解していて、もはや恒こう例れい行事なだけだろうけど）。もちろん毎回丁てい重ちようにお断り申し上げている水彩だし、断る理由だって山ほど（親だし男だし教師だし思春期だしモデルって恥ずかしいしつらいし親が子の絵を描くのってけっこうイタイし）あるのだが、どこかで理解できる気持ちもある。水彩自身も、変な気持ちではなく本当に純粋に、女の子のヌードを描きたいと思うときがある。女性である水彩の口から言うのも不ふ遜そんだが、女性の裸体は確かに、真実に美しい。世界でもっとも美しい、なんて言葉をときには大げさではなく感じられるほどに。そして絵を描く人間にとって、美しいイコール描き表したい、となるのもまた真実だ。それが挑ちよう戦せんであれ屈くつ服ぷくであれ、美しい、と圧倒されるものに出会ってしまうと、水彩は思わずそれを描きたくなる。欲しい、と思うものが現れたとき、人は様々な手段を講じてそれを手に入れようとする。そして水すい彩さいにとって、その手段こそ『絵を描くこと』なのだ。だから水彩も、ときどきヌードを描きたいという思いにかり立てられる。月に一回参加している専門学校のデッサン会でやっているような人じん体たい勉強のためのヌード写生ではなく（とはいえこれも確かに有ゆう意い義ぎではあるが──裸体を勉強していない人物画は、文字通り『骨』のないものとなる）、純粋に、絵に描くためのヌードを見たいという気持ちになる。だから父も、もちろん雑ざつ念ねんもあるだろうし、というより九九％は雑念だろうが、それでも少なくとも残り一％の部分で、純粋に水彩の姿を描きたいのだろう。

　だからって承しよう諾だくできるわけでもないが。

　ドアを閉め、頼むまえに断られてとぼとぼと肩を落として去っていく父の姿を締め出す──ドアはバタン、と必要以上に大きな音を立てた──と、水彩は洗面所のバスタオルかけに寄りかかり、携帯に出た。

「もしもし？　千ち鈴すず？」

　聞こえてくる、明るく弾はずんだ友人の声。

「水彩？　もう、長いよぉ。いつまで待たせるのよ。いつもいつもいつも……」

　ごめんごめん、と謝りながらも、水彩は友だち──名は藤ふじ見み千鈴という──のうれしそうにはずんだ声に、自分も気分が明るくなるのを感じた。何よりもうれしかったのは、ここ一ヵ月ほどずっと千鈴につきまとっていた『空から元気』感が微み塵じんも感じられなかったこと。たとえば彼女がまえの電話で「今年の夏は、もう宿題全ぜん部ぶ終わっちゃったよ！」とか言ったときのあの『空元気』感、うれしそうに「聞いて！　あたしダイエットに成功したの！」とか言ったときのあの『空元気』感、聞くたびに胸が締めつけられ、泣きたくなり、でも水彩が泣き虫の心配性だからこそ千鈴は水彩に心配をかけまいとこんな『空元気』を張ったりするのだと思うと泣くこともできず、「本当？　だったら写させて！」とか「えー？　いいなぁ！　このやろう！」とか笑って答えて電話を切らせるあの『空元気』感、それが今日の千鈴の声からはまったく感じられない。

　きっと、何か、本当にいいことがあったんだ。

　それで電話してきたんだ。

　久しぶり、本当に久しぶりに聞く友人の『空元気』でない元気な声にうれしくなり、そのいいことを聞きたくて、水彩は急いでたずねた。

「どうしたの？　何かいいことでもあった？」

　焦らすような千鈴の声。

「うん……まぁ、ね。いいこと、ってわけでもないんだけど……なんだと思う？」

「ええ？　引っ張るなぁ。意い地じ悪わるしないで教えてよ」

「当ててみて。水彩にも予想できることなんだから」

　なんだよぉ、自分だって話したがっているくせにぃ、と思いつつ、水すい彩さいは素直に考える。

　なんだろう、あたしにも予想できること？

　すぐに思いついたのは──

「もしかして、……えと、なんとかいう芸能人に会えた、とか？」

「え？」

　きょとんとした声が、すぐに笑いにつつまれる。

「……ああ、『美作みまさか沖おき也や』のことね。ううん。残念ながら、はずれ」

　そうかぁ、と水彩は頭をかいた。

　もっとも、本気で当たりだと思っていたわけでもない。一週間ほどまえ、他ならぬ千ち鈴すずから『美作沖也』のことを聞いていたので言ってみただけだ。この『美作沖也』という芸能人／俳優は、年ねん齢れいは二十三歳さいくらい、知る人ぞ知る有名な俳優と女優の間に生まれたサラブレッドであり、表おもて立だってはいないが海外を漫まん遊ゆうしている間に軽度の麻ま薬やく依い存ぞん症を患わずらったらしく、それから更こう生せいするために──そしてマスコミの目からのがれるために──お忍しのびで『日本の異い郷きよう』日ひ炉ろ理り坂ざかは和わ歌か丘おかの地にやってきているらしい。

「そんな芸能人って最低よね！」とは、水彩の母親の弁。「何が軽度の依存症、よ。きっと、『箔はく』がつく、とか思ってやるのよね、麻薬とか、そういうこと。ほらよくいるじゃない、自分は昔ワルだった、なんてこと自慢げに言う芸能人。それがかっこいいって思っているのがまた！　悪あく影えい響きよう！」

「まぁでもやっぱり、親が親だし、お金ばっかりじゃなくてストレスも、やっぱあるんじゃないんですか？」穏おだやかに答える千鈴。口く調ちようこそ静かだが、最近連続して不幸の渦か中ちゆうにある彼女のせりふはなにげなく、重い。「それに、本当かどうかも分からないんです。あたしも看護婦さんにうわさを聞いただけですから。なんでも病院の近くのホテルに泊まって、更生のための特別な『解げ毒どく治療』を受けているとかって……」

「……看護婦さんがそういうこと、話していいのかしら」

　水彩の母親は常に、批判的な態度を崩さない。

「だから当然、内ない緒しよですよ！」

　はいはいとうなずく水彩の母の横で、

「だったら、毎日通っているんだもん、千鈴、いつか会えるかもね！」

　多分そういうことを言いたいんだろうと思い、水彩は声を張り上げた。そうだよね！　本当に会えたらどうしよう？　すごいよね！　なんて二人で言いあい笑いあう。一度しかない高校一年の夏休み、家族の世話に毎日通った病院でかっこいい芸能人に出会えたら、それは確かにすばらしい出来事になるだろう。たとえドラッグ漬けの芸能人だったとしても。ぶっちゃけ『美作沖也』なんて芸能人、まったく興味なかったとしても。空から元気、空元気──いかにもそれがすばらしい奇き跡せきであるかのように二人で笑いあったのが、つい先日の話。

　そうだよね、いくら芸能人だからって、そんな人に会えたぐらいでこんなに喜ばないよね、と水すい彩さいはうなずいた。あたしだってぜんぜんうれしくない。ましてやつらい時じ機きにある彼女にそれを喜ぶ余よ裕ゆうがあるとはとても思えない。もちろんこのときの水彩に、その『美作みまさか沖おき也や』本人とすぐに出会うことになるなど、ましてや彼に刃は物ものを突きつけられ胸をもまれることになるなど知るよしもない。だから水彩は『美作沖也』のことなどすっかり頭から払いのけ、別の可能性を考え始めた。

　えー、でもなんだろう？

　彼女が本当に喜ぶようなこと？

（……それって……まさか？）

　一つだけ……いや、まさか。

「分からない？」

　本当に早く伝えたいのだろう、焦じれたのか、携帯からの千ち鈴すずの声が大きくなった。

「仕方ないなぁ、じゃあ、ヒントを上げよう。ヒントはね、あたしの……お母さん！」

　千鈴の、お母さん？

（この喜びよう）

（──うそ）

（まさか、まさか、もしかして──）

　一瞬脳のう裡りに浮かび上がる、記き憶おくのなかでは百本、千本、いや一億本ものチューブでつながれまさにチューブの海に浮いているかのような──ちなみにこれを『スパゲティ状態』と言うそうな──千鈴の母親の姿。生命維い持じ装置によってただ生かされているだけのあの──

（……まさか、そんな、……でも）

（この喜びよう、まさか──）

「うそ？」思わず声を上ずらせ、水彩はつぶやいた。「……本当に？」

「そう！」

　待ちきれなくなったのだろう喜びに声を輝かせ、千鈴はついに答えを言った。

「お母さん、とうとう死んじゃった！」

「ほんと──ええ？」

　しあわせにあふれた声につられて、本当に？　よかったね！　と言おうとして──

　水彩は、固まった。

　彼女、いま、なんて言った？

　うれしさがほとばしるような口く調ちようで、彼女はいま、なんて、言った？

　ドミノが倒れ始めた瞬間だった。




　　　２．




「どうも要よう領りようを得ないなぁ。……通夜、ってわけじゃあないんだな？」

「……さぁ」

　外は夕ゆう闇やみ、太陽は姿を隠かくしたがいまだ明るい蒼そう色しよくの空気のなか、先に立って玄関前まえの階段を降りつつたずねてくる父に、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の制服に身をつつんだ水すい彩さいは自信なげに言葉を返した。

「……分かんない、けど、違うんじゃないかな」

（「それでね、水彩、いまから病院に来て欲しいの。……うん。家族のみんなも、一緒に」）

（「びっくりさせてあげるから！」）

　正直、びっくりなんてしたくない。

　いまでさえ、妙にどきどきしているのに、これ以上驚おどろかされたら……

（「お母さん、とうとう死んじゃった！」）

「亡くなられたのは確かなんだろ？」

　父の言葉に、うん、たぶん……と言葉を濁にごす。

　千ち鈴すずの、あの喜びにあふれた声は、いつもの『空から元気』だったのだろうか。でもそれは、いったいなんのための空元気？　だいたいあの口く調ちよう、『空元気』とはとても思えない。

　考えられるのは──


　１．ショックのあまりおかしくなった。

　２．ショックのあまりおかしくなった。あたしが。



　そして水彩は、考えれば考えるほど『答えは２』のような気がしてきているのだった。千鈴がおかしくなったと考えるよりは、自分がおかしくなったと考えるほうがまだ納なつ得とくいく気がする──なんといってもいまだ耳に残っているのは、千鈴のせりふではなくその声のしあわせそうな調子なのだから。そう、電話から離れたいまとなっては、ただ声の感じばかりが残り千鈴が本当に『そう』言ったのかも疑わしい。そうだ、いくらなんでもあの千鈴が母親が死んだなんてこと、うれしそうに言うはずがない。あたしが聞き間違えたというほうがまだ可能性が高い。あるいは千鈴の元気な声が聞きたいと思うあまりに、勝手にしあわせそうだと思い込んでしまったか──

（「びっくりさせてあげるから！」）

　びっくりなんかしたくない。本当に。

　娘の沈んだ様よう子すに、しかし言葉をかけられず、水彩の父──木きの下した一いち路ろはこっそりと息を吐いた。夏の半なかばの事故からこっち、家族を一人亡なくし、二人亡くし、今日三人目も亡くしてついに、娘の友人藤ふじ見み千鈴は一人になった。そのことはもちろん悲しいし、かわいそうだとは思うが、一いち路ろにとってはそれ以上に親しい友人の不幸に打ちのめされている娘のほうが心配だ。付き合い下べ手たで引っ込み思じ案あんな娘にとって、友だち、というのは重い意味を持つ。だから娘は友人藤ふじ見み千ち鈴すずの不幸を、あたかも自分のことのように感じて苦しんでいるだろう、そう思うとたまらなくなる。だからといって何かしてやることもできず──こういうときに何を言っても慰なぐさめにならないことは分かっている──一路は娘から視線をそらし、前方を見、そしてはじめて門のまえにタクシーが止まっているのに気がついた。

　あれ？　と首を振り、娘にたずねる。

「母さん、タクシー、呼んだのかな」

「……知らないってば」

　なんでそんなこと聞くの？　そんなにあたしを傷つけたいの？　と問いかけるような娘のシリアスなまなざしに胸をえぐられ、ごほんとせきをし、一路は後方、玄関で鍵かぎをかけている妻を一いち瞥べつした。

　と、バタンと前方でタクシーのドアの開く音。

　一路はおそるおそるタクシーに近づき、ドアから社内をのぞきこんだ。

「あの……うちは……」

「いえいえ、分かってますよ。ワンメーターもないんでしょ？　ええ、聞いてます。あの病院ですよね？」

　みなまで言うな、とでもいうふうにうなずくと、まだ若く見えるタクシーの運転手は一路たちが向かおうとしている病院の名を口にした。

「これはサービスですよ、木きの下したさん。ワンメーターだってぜんぜんかまわないし、乗車賃ちんだってサービスします」

「はぁ……」

　木下さん、と名前を呼ばれたことに戸と惑まどい（やっぱり妻が呼んだのかな？　電話で）、一路は思わず運転席を確認した。

　助手席のまえに明らかに手作りのプレートが吊つり下げられており、名前とそして毛もう筆ひつで『優良運転手を目指します！』と力強く書かれているのが見える。

　──手書き？

　運転手ははにかんだ。

「ああ、それね。急なことで間に合わなくてね。実はね、ずっとタクシーの運転手になりたかったんですよ、わたし。プログラマー、なんかじゃなくてね。でも親が許してくれなくて……ああ。さぁ、乗ってください木下さん、早く病院に向かいましょう。娘さんの友だちが待っていますよ」

　なんとなく不安なものを感じつつも、タクシーに乗り込む一路。

　そのあとに、無表情の娘がのろのろと続く。

　しばらくして妻が走ってやってきて──

「ちょっと、タクシーで行くの？　そんな遠くないのに、もったいない」

　凍りついた一いち路ろにかまわず、

「ご心配なく、奥さん」運転手は微笑ほほえんで答えた。「ちゃんと話はついています。無料でお送りしますよ。こんな不幸なときですからこそ、みなさんは少しはいい目を見るべきです」

　妻──名は水みず香かという──は目を見開き、夫に非難の目を向けた。その目はこう言っている──あなた、娘の友だちの不幸をだしに、タクシー代を値切ったの？　いくら儲もうけたとしてもそんなの褒ほめられることじゃないわよ？　思いもよらぬ冤えん罪ざいにあわててぶんぶん首を振り、一路は運転手を見た。おいちょっと待て、なんかおかしいぞ？　だいたい、無料？　常つね日ひごろ小学校で児童に「知らない人から物をもらってはいけません」と注意している身としては、無料、という言葉は実に気にかかる。

　おい、ちょっと待て、とたずねようとして──

　バタン、とタクシーのドアが閉まった。

　気がつくと、ちゃっかりと車内に乗り込んでいる妻。

　口を開けたままの一路に、

「それではいきますね」運転手がにこやかな笑みを向けてくる。

「……ああ、すいませんが、スピードについては期待しないでください。当然のことながら、タクシーは制限速度を超えたりはしません。安全第一、それでも道について知り尽くし、お客さまを早く、確実に目的地にお送りできるタクシーこそ理想のタクシー、とまぁこう思っているわけで──」

　タクシーは木きの下した一家を乗せて、走り出した。無料で。




　　　３．




　その男が刃は物ものを持ってタクシー内に乗り込んできたのは、病院の五〇メートルほど手前、和わ歌か丘おかに二つあるうちの一つ、高級ホテル『観鶴台ホワイトクレイン』のまえだった。

　ちなみに病院から五〇メートルほど手前のそこは、木下家から五〇〇メートルと離れておらず、その道のりを運転手は実に『安全運転』していた。少なくとも運転手が気を配っていた安全は自分や乗客だけではなく、道路から突とつ然ぜん飛び出してくるに違いないボールや子供、カルガモ、あるいはヘビやカエルやかたつむりにも向けられていたであろうことはその速度からも疑いようがない。これが日ごろだったら一路は車から降りて後ろから押してやっただろうが（基本的には彼は親切な男である。そしてせっかち）、今日はなぜかそんなつもりになれなかった。

（世に無料のものなんて、ありえない）

　ぶっちゃけ、早く病院に着きたくない、という気持ちもあった。娘はじっと考え込んで自分の世界に浸ひたりこみ、外の状況など気にも留めていないようだったし、妻は妻で電子手帳を開き、葬そう儀ぎ屋ややらなんやら──もしも必要なら──いつでも手配できるよう準備をしていた。他人がそこまでするのは出すぎたことかもしれないが、なんと言っても水すい彩さいの友人藤ふじ見み千ち鈴すずは家族を全員亡なくしたわけだし、やろうと思えばしてあげられることはいくらでもある。死者を生き返らせる以外は。だからタクシーがのろのろしていることに対する苦情は──運転手も含めて──どこからも出ず、車内の会話は事実上一いち路ろと運転手の一いつ対たい一いちとなっていた。もっとももっぱらしゃべっているのは運転手のほうだったが。運転手は自分のタクシーに対する熱き思いを語り、プログラマーという仕事の孤独を語り（その気になればね、プログラマーは部屋から一歩も出ず、だれとも話さず仕事できるんですよ。ええ。携帯トイレさえ使う度ど胸きようがあれば、ね。ま、いくらなんでもできるとは言っても、パソコンは下の世話まではしちゃくれませんから。ええ。やつらはそこまではしてくれませんし、それは結局、パソコンは家族にはなれないってことなんですよ！　家族になれない相あい棒ぼうなんて、ね！）、そしてタバコをスパッとやめる簡単な方法について語った。その話は要約すると、友ゆう愛あいに目覚めればタバコなんて簡単にやめられる、なぜなら自分の身体からだは自分だけのものではなく、自分の所有物ではなく、自然からの借り物であり、それをニコチンやタールでけがすなど自然をけがすも同然の恥ずべき行いであり、そしてみんなとの一体感を感じることはタバコなんかよりはるかにすばらしいものだから、だそうで、それは到とう底てい一路には受け入れられる話ではなく（彼はタバコのためならば寿命の三年や五年投げ出してもいいと思っている男だった。もっともこれから三年や五年後もそう思っているかはさだかではないが）、一路が「こいつは宗教者だろうか」と思わせる材料の一つだった。そしてその感覚は、ようやくできた、

「なんで無料なんだ？　そのまえに、どうしてうちのまえで待っていた？」

　という質問──乗ったときから何度もたずねようとはしていたのだが運転手の怒ど涛とうの話し振りになかなか口を挟めなかったのだ、教師として常つね日ひごろ「人の話は最後まで聞きなさい」と児童に諭さとしている身としては──に対する答えを聞いて疑ぎ惑わくから確信となる。

　若くて陽気な運転手は言った。

「みなさんは、神を信じていますか？」

「……か、神？」あっけに取られた一路に。

　運転手はうなずいた。

「そうです。神。わたしはね、思ったんですよ。こんな不幸があって、みなさん神さまを恨んでいるのではないかって。ほら、千鈴さんもね、神さまを恨んでいましたよ。神さまはなぜ自分の家族を奪ったのか、と。どうせ奪うつもりだったのなら、なぜ事故で一気に殺さずいままで生かしておいたのか、と。事故自じ体たいからは助けたくせに、なぜ自分のまえから一人ずつ、順番に連れて行くようなまねをして、なぜ自分一人を残したのかと……わたしはいったい、どう答えればよかったのでしょう」

　絶ぜつ句くした一いち路ろの隣となりで、娘がかすかに顔を上げる。

　若い運転手は運転中であるにもかかわらず振り返り──たいしたスピードは出ていなかったが、それでも一路は急激に、あたかもジェットコースターにでも乗っているように『金きん玉たまが縮み上がる』のを感じた──一路に言った。

「神には神の思し慮りよがある、そう言うのは簡単です。あるいはこれは神の与えたもうたあなたのための試練であると。あるいはあなたのどこかに罪があったのだ、と。いっそのことこう言いますか？　あなたはどこかで神の不ふ興きようを買い、その報いを受けているのだと──」

「神さまなんていないんだ」水すい彩さいがいきなり口を挟む。

　陽気な運転手は言葉を止め、うなずき──顔は正面に戻していた──首を振った。

「ま、そう言われても仕方ない、と思います。実際に。日本人には、とくに。子供が死に、善人が死に、悪に死に、理り不ふ尽じんに死んでいる──こうした死のまえでは、少なくともその渦か中ちゆうでは、あらゆる言葉が無意味になる。実際、みんな叫びたいはずですよ、『なぜおれたちはこんな我慢をしなけりゃならんのだ！　責任者出でてこい！』とね。しかし神は答えない。ですから──」

「あなた、キリスト教のかた？」

　好こう奇き心しん混じり、そして皮ひ肉にく交じりに口を挟んだ妻に、一路は突然、いわれのない怒りにかられた。妻に向かって怒ど鳴なりたくなる。いったいどうしてそう思うんだ？　キリスト教以外にも神を奉ほうじる宗教はいくらでもあるだろう？　よせ、やめろ、こいつにそんな、皮肉交じりの口を利くんじゃない！　怒りは、同時にあせりだった。なぜか分からないが急激に、先ほど運転手が運転しながらこちらを見るという暴ぼう挙きよに出たときから急激に、一路はあせりに襲おそわれていた。なぜだろう、ここに、この車内／密室（しかも無料！）に、こいつといてはいけない気がする。さっき『金玉が縮み上がった』ときからずっと、その思いが消えてくれない。あるいはそれは、この若い運転手の目が赤色──ウサギならともかく人間ではありえない色──に見えたせいかもしれない。もちろん見み間ま違ちがいに違いないが、しかし確認しようとルームミラーをのぞきこんでみても、角度が悪いのか運転手の瞳はおろか姿そのものが映っておらず確かめられない。それがまた気分が悪い。あれでバックミラーの用をなしているのか？　だいたいこんな車に乗っていていいのか？　どれほど安全運転しようとも、バックミラーは機能せず、運転手が運転途と中ちゆうに振り返るようなタクシーに。

　いいや、乗っていてはいけない。

（世に無料のものなんて、ありえない）

　急激な怒りとそれに倍するあせり、そしてだんだんとせり上がってくるわけの分からない恐怖にかられ、一路はうめくようにつぶやいた。

「降ろしてくれ」

「……ですからね、わたしはとにかく、行動しようと思ったのです。そう、善意を示す行動を」

　水すい彩さいの母による話の一時中ちゆう断だんも、そして一いち路ろの言葉も気にしてないかのように、まるで何もなかったかのように、言葉を続ける運転手。

「不幸にあるみなさんのために、せめてこの、車という素す敵てきな乗り物で、ワンメーターの距離でも無料で運ぼうと思ったのです。みなさんを。善意で。そう、乗り物──人間とは究極のところ意志の乗り物であり、善意の操あやつるものであり、人々のそうした善意のなかにこそ神の意志が宿ると信じて──」

「降ろしてくれ！」

「お父さん？」

　驚いたような娘の声に、一路はようやく、自分が両手で娘の耳を押さえていることに気づく。

　それは異い様ような行動だと自分でも思ったが、それでもやめようとは思わない。

　だから一路は娘の耳をふさぎつつ、必死に声をしぼり出した。

「あんたの、言うことは分かった。だから、早く、降ろしてくれ」

「何か、気分を害してしまいましたか？　もしもそうなら謝り──」

「降ろしてくれ！　早く！」

「でももう少しで病院ですよ」

　でももう少しで病院ですよ、という言葉が、まるで「もう少しでパラダイスですよ」とでも言われたかのように、響ひびく。天国ではない、パラダイス。公衆電話ボックスの内側にぺたぺた張られているかのような、大サービスあるいはご奉ほう仕し価格、なんて言葉が付ふ随ずいしているかのような、あのいかがわしい単語──

「降ろしてくれ！」

　車が止まった。

「あの、何か悪いところでも──」言いかける運転手を無視し、一路は自ら扉を開け、外に出た。わけも分からずあっけに取られている妻と娘に業ごうを煮やし、自ら逆ぎやく側がわに回って扉を開く。そして妻を引っ張り出す。そのまま車内に身を乗り出して──

「いくらだ」

「いえいえ、お代なんて──」

「──財さい布ふ！」

　夫の強い言葉に、あわてて財布を探し出す水みず香か。その一部始し終じゆうを、水彩は半なかば怯おびえて見ていた。お父さん、どうしたの？　千ち鈴すずといい、父さんといい、今日はみんな、おかしいよ？　思わず運転席を見て。

　水彩と運転手の視線が合う。

　若く、そしてあらためて見ると実に魅み力りよく的な顔立ちをしている青年の運転手は微笑ほほえんだ。

「……なかなか敏感だな。おもしろい」

　と、微び妙みように顔をしかめて舌した打うちをする。

「臭くさいのが、来たな」

　運転手の視線につられ、水すい彩さいはようやく財さい布ふを取り出した母の向こうを見た。

　そして、確かに見た。

　そこにはだれもいないのを。

　そのときはまだ、そこにはだれもいなかった。そこはホテルの正面だったが、ロビーの巨大なガラス張りの回転扉とびらが回り男が飛び出してきたのは絶対に、水彩が視線をそちらに向けたあとだった。

　ホテルから出てきた男は、夕ゆう闇やみのなか、迷うことなくまっすぐこちらに走ってくる。

　蒼あおい闇やみにまぎれてよく見えないが、その右手に持っているのは──

「ほら！」

　一いち路ろは再び車内に身を入れ、運転手に千円札を二枚、投げた。

　自分でも何を言っているのか分からずに、叫ぶ。

「運んでもらった金は払った！　これでもう、借りはない！　これでもう、借りはないんだ！　さぁ出ろ、水彩！」

「お父さん！」

　娘を引っ張り出すのに懸けん命めいになりすぎ、そしてそんな夫に仰ぎよう天てんしすぎ、一路と水みず香かは後ろから青年が走ってくるのに気がつかなかった。息を切らした青年はまず水彩の母に体当たりして彼女をアスファルトに突き倒し、ついで手に持っていた包ほう丁ちようを父の腕に切りつけた。喪も服ふくにもなるフォーマルな格かつ好こう、ということで着ていた背広はなんの役にも立たず、切り口からピピッ、と二筋、しずくが飛んだ。急激な熱さにひるんだ一路を押しのけると、若者は気づいていないのか、水彩にかまわず無理やりタクシーに乗り込んできた。たちまち車内に満ちる、強くどぎつい、香水の香り。複数の香水の交じり合ったきついにおいに思わず吐き気を覚ええずいた水彩に、青年がそこではじめて気がついた、とでもいうように水彩を見る。そして二人の視線が、合う。青年は、実にやつれた顔をしていて、しかし目だけはぎらぎら光っている。どこか正気を失った、白しろ目めはどんより青みがかり、破裂した毛もう細さい血管がひびのごとくに目立った瞳。

　二人は刹せつ那な、視線と視線を合わせたが、次の瞬間、青年は水彩など見えなかったかのようにかぶりを振り、ドアを閉め、鍵かぎをかけて一路の手を防ぐと包丁を運転手に突きつけ叫んだ。

「出せ！」

「いやだ」あっさり答え。

　運転手は振り返った。

　その目はいつの間にか、濃いサングラスで覆おおわれている。

　闇のようなサングラスを青年に向け、若い運転手は笑うように、言った。

「おれの素す敵てきな乗り物を、おまえの臭い臭においで穢けがすんじゃない」

　あまりにもどすの効いた声。

　息を吞のむ音がしたが、水すい彩さいにはそれが青年が発したものかそれとも自分の発したものか分からなかった。しばしの沈ちん黙もくを、水彩は刃は物ものから、青年の視線から逃げるようにうつむいて、耐えていた。どれほどの静せい寂じやくがあったのだろう、次の瞬間、青年の手が水彩の首にまわされる。同時にタクシーの扉が開き、夜の涼りよう気きと、娘を返せ！　放せ！　という父の怒ど号ごうが聞こえてくる。何が起きているのだろう、と水彩は思った。自分がうつむき下げている視線のうえで、いったい何が起きているのだろう。青年は刃物を水彩のほおに当てた。加か減げんが利かず刃やいばは水彩のほおに赤い線を走らせたが水彩はそれに気がつかない。離れろ！　おれから離れろ！　という声が、すぐ耳みみ上うえで発されているはずの声が、なぜか遠くに感じられる。そして水彩は、ビニールのおもちゃのようにどこに引っかかることもなくするりと車外に引っ張り出された。その際、ほおの線が二本に増えたが気にするものはだれもいない。

　青年は水彩とともに外に出ると、盾たてのように水彩をまえに突き出した。

　首にまわされていた手が、腰へ、そして胸へとせわしくまわる。

　遠えん慮りよ仮か借しやくなく成長途と中ちゆうの胸を握られ、激げき痛つうに思わずうめく水彩。

「！」

　少しだけ青年の力が緩み、身体からだが離れ。

　再び、青年と視線が合う。

　青年は、あっけに取られた顔をして水彩を見ていた。

　信じられない話だが、どうもこれまで水彩が女だということに気がついていなかったらしい。

　ついで、青年の顔に浮かんだ表情を、この先どれほど生きられるにしろ、水彩は決して忘れないだろう。

　青年は、笑った。

　その口の端はしをまげ、下げ卑ひた笑みを浮かべた。

　水彩を無力な子供と認めての笑い。

　次の瞬間、まだ胸に置かれたままだった手に力がこもり、青年のほうに引き寄せられる。その手は胸に当てられたまま。力をこめて抱き寄せられたその瞬間、水彩は痴ち漢かんを受けた女性が感じるおよその嫌けん悪おを味わった。それは、怒り、憎ぞう悪お、生理的嫌悪、屈くつ辱じよくそしてそれらを上回る、恐怖。無力感、絶望感、そしてなぜか──罪ざい悪あく感かん。何も悪くないのに、明らかにこちらのほうが被害者なのに、それなのにあたしは罪の意識を感じている。こいつはあたしが女だと知り、無力な子供だと知り、笑った。胸をもみつつ笑った。なのにあたしは動けずに、固まっている。声を出すことすらできないで、罰を受ける罪人のように──

「水彩！」

「娘を放して！」

「おれに近づくな！」

　男は包ほう丁ちようでぶん、と横に、空を切った。

　刃やいばが水すい彩さいの身体からだから遠く離れる。

　いまだ、と水彩は思った。

　そう、いまだ、いまがチャンスだ。あたしのことをあなどっている、こいつに嚙かみつけ。頭ず突つきをしろ。映画みたいに。身体を離せさえすれば──

　──ただ震えるだけの足。

　いまだ痛みの走る胸に手のひらを当てられたまま、ああ、と思う。ああ、こんなやつにあんな目で見られるのも当然だ、あたしはこんなにも、弱い。頭のなかは変に冷静なのに、『蛇へびににらまれたカエルみたい』なんて思うだけの余よ裕ゆうがあるのに、あたしの身体は動かない。ただ震えるだけ。まるで頭と身体が切り離されたみたいに。こんなにも冷静なのに、自分はもうすぐ死ぬのだろうか。あっさりと、殺されるのだろうか。死とはそんなに簡単に、やってくるものなのか？　美み鈴すずの家族を襲おそったみたいに、あっさりと、こんな冷静な自分にも。

　男はあらためて水彩のあごのしたに包丁を突きつけると、妙にうわずった声で、水彩にささやきかけた。

「おい、携帯を出せ」

「……」

「聞いてんのか？　携帯だよ！　いまどきのガキなら持ってるだろうが！」

　耳元で怒ど鳴なられ、さらに強く胸をもまれ──というより握りしめられ、激げき痛つうに鼻の奥が鳴る。そして初めて水彩は、ほおの傷に涙がしみて、自分が泣いているのに気づく。うわぁ、あたし、泣いている。こんな男にいいようにされ、親のまえで胸を触られ、泣いている──頭の奥の奇き妙みように冷静な部分で、思う。情なさけないなぁ、それに……携帯？　ああ、また携帯を置きっぱなしだ。しかも今度は洗面所に。情けない。本当に、情けない。もう絶対、絶対に忘れないようにしなきゃ。そう、まさしくこういうときのために携帯を買ってもらったのに。こういうときに使わないでいつ使うって言うのよ。あたしも今どきの女子高生なんだから携帯ぐらい慣れないと──

　母、水みず香かの声。

「こんなことしてなんになるの！　バカなまねはやめなさい！」

　母はいつでも何かに批判的。

「きっと、すぐに、警察が──」母の声が止まり、

　──息を吞のむ音。絶ぜつ句く。

　水彩の視線のうえで、ああ、と青年がうめくのが聞こえた。

　声を荒げ、叫ぶ。

「畜ちく生しよう！　だったらおまえ、おまえが警察を呼べ！　警察を、自衛隊を、──軍隊を呼べ！　早く呼べってんだよ、畜ちく生しよう！」

　自ら警察を呼ぶよう脅おどす青年に、一いち路ろは思わず妻を見た。

　水みず香かは携帯を取り出し、しかし先ほど息を吞んだまま固まっている。

　怪け訝げんに思い、とりあえず駆け寄ろうとして──

「待て！」青年の声が一路にかかる。「おいおまえ！　おまえは十字架かだ！　十字架を持ってこい！」

「……は？」

「十字架だよ！　十字のかたちになってるやつだ！　十字架ぐらい知ってるだろう！　畜生、バカにしてんのか？　殺すぞ！　……ああ、ダメだ！　来るな！　近づくなぁ！」

　ひっという娘の悲鳴。

　──十字架？

（こいつ、狂ってる）

　一路は穏おだやかに、言った。

「待て、落ち着け、あんたには近づかない。ただ妻のところに行くだけだ。な？　落ち着いてくれ。いいな？」

　そうだ、落ち着け、混乱するな──それは青年と同時に自分にも言い聞かせるべき言葉。全身を怖おぞ気けに襲おそわれ、手足が震えのどがせり上がるパニックの予よ兆ちように怯おびえつつ（「落ち着け、落ち着け、落ち着け──」）、一路は当初の予定の通り、ゆっくりと妻に駆け寄った。何があったか絶ぜつ句くしている妻の震える肩を抱き、助けと、ついでに律りち儀ぎに十字架を求めて周囲を見渡し──

　妻と同じく。

　言葉を失う。

（──な、なんだ？）

　いつの間にかの人だかり。

　気がつくと、背後に、いや四し方ほうに人の群れがある。背後の道が見えないほどに、五十人、六十人、いやそれ以上──たくさんの人ひと影かげに囲まれている。にもかかわらずそれまで気がつかなかったのは、夕ゆう闇やみのせいではない。決してパニックのせいだけではない。集まった人間は、それだけの群集でありながらまったく音を発していない。声も出さず、身じろぎもせず、絵に描かれた人影のようにただ立って黙ってこちらを見つめている。ひそひそ話も談だん笑しようもなく、ただのオブジェクトのように、じっと──一路は首をめぐらした。人、人、人──だれもが口を閉ざしたまま、まるで珍ちん奇きな置物でも見ているかのようにこちらの様よう子すをながめている。（置物が置物をながめている、と一路は思った。）息すらも感じさせない観客は、道路に出てきている人間たちだけではない。店から、車から、家の窓から顔を出し、音もなく、じっとこちらを凝ぎよう視ししている。突然、背後に矢のような気配を感じ、一路は振り返った。そして見た。和わ歌か丘おかでもおよそ一、二を争う高層──二十階建てのホテル、その窓から、ベランダから、バルコニーからテラスから──あちこちからこちらをのぞく無数の人、人、人の顔。静せい寂じやくのなか、ただじっと、物も言わずにこちらを凝ぎよう視ししてくる目、目、目の数々──

（──狂ってる）

　猛もう烈れつな立ちくらみに襲おそわれて、一いち路ろは片ひざを着いた。

　と、その肩に手が当てられる。

「よ、寄るなぁ」明らかに怯おびえの感じられる青年の声を打ち消して。

「もしもし？」

　突然聞きこえたまだ若い少女の声に、一路は振り返り声の主ぬしを見た。

「大丈夫ですか？」少女の声が言う。

　娘と同じ、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の制服を着た少女が一路の肩に手をやり微笑ほほえんでいる。まるで一路がただ転んだのを助け起こそうとでもしているみたいににこにこと、微笑んで。日常のよくある一コマのように。だが実際は、一路はただ転んだわけではなく、向こうでは娘がのどに包ほう丁ちようを押し当てられているわけで……

　少女が再び、穏おだやかな声でたずねた。

「大丈夫ですか？」

「……ああ」

　突然、一路のなかで笑いの発ほつ作さが湧わき上がる。なに、大丈夫？　大丈夫かだって？　ああ、もちろん、もちろん大丈夫だよ。そんなの見れば分かるだろう？　ただ娘が包丁を突きつけられ、ほおから血を流しているだけだ。包丁を持っている男は頭の線が一本切れていて十字架かなんか欲しがっていて、娘の命がそういうやつに握られているのは問題といえば問題だが、それを言うなら包丁を持っているのがローマ法ほう王おうだろうが絶ぜつ世せいの腕うで前まえを誇るコックさんだろうがこの状況では問題なんだ。ああそうさ、あとはオールＯＫだよ。こうやって、まるでよくある駅でのひとコマのように何事もなく平然と声をかけてくれなくても──

　おかしいのはおれか？　世界か？

「もしもし？　あの？」少女の声。

「大丈夫──退さがるんだ」

　果てのない混乱に襲われながらも、とにかく、一路は少女を後ろに押しやろうとした。

　が、少女は動かない。

　微笑んで言う。

「大丈夫ですよ」

　……なに？

　少女は背後、ホテルを見上げた。

　まるで何かを探すようにしばらくホテルを凝ぎよう視しし、首を振り、やがておもむろに腰のポケットからハンカチを取り出す。一いち路ろに渡すのかと思いきや、そのままそれを自分の鼻に当て、青年と水すい彩さいのほうに歩いていく。

　ま、待て！　と止めにかかろうとする一路を、背後からにょろりと出てきた数本の手がやさしく止めた。

「な、なんだ、おまえたち……」

「まぁまぁ、まかせて」先の少女と同じく日ひ炉ろ理り坂ざか高校の制服に身を包んだ少年たちが、笑う。

「──ぼくたちにまかせてください」

　と、まるでその言葉に続けるように、

「あたしの名は三み輪わ方かた遼りよう子こ」

　振り返り、ハンカチで鼻を押さえたまま、少女はくぐもった声で名乗った。

「ここの、現場責任者です」

「──げ、現場責任者？」

「大丈夫ですから、安心して待っていてください」

　隣となりでは、妻がやはり何人かの女子高生（少なくとも見かけは）に止められなだめられている。

　前方から聞こえてくる、明らかに恐怖に怯おびえた怒ど鳴なり声。

「よ、よせ！　そ、それ以上近づくな！」

　嘲ちよう笑しようとともに少女が応える。

「はいはい。そんな言わなくても、あたしだって近づきたくなんかないわよ。本当にあんた、臭くさいんだから。……だいたい、そんな臭いかかえて、本気で逃げられると思ったわけ？　一キロ先からだって分かるわ。

　あなたは、臭い。

　……いまだって、キメてるんでしょ」

　あからさまにうろたえる青年。

「ち、ちが……仕方なかったんだ。耐えられなかったんだ、夜が……夜が、夜が怖くて」

「……それで？」

「さ、逆さからうつもりはないんだ、ただ、ただ──畜ちく生しよう！」突とつ然ぜん一路をにらんで、声を荒げる。

「おまえ！　十字架かだ！　早く十字架を持ってこい！」

　少女がなだめるように言う。

「やめなさい。あなたはヤクでぶっ飛んでいて、冷静な判断ができていないのよ。賭かけてもいい。後悔するわ。薬が切れたとき、きっとあなたは後悔する。間違いなく、愚おろかなことをしている自分を嫌けん悪おする。だから、さっさと、いまのうちに──」

「うるさい！　畜生、近づくなぁ！」

　人ひと質じちにしている水すい彩さいの胸をねじり悲鳴を上げさせ、青年は携帯を持ったままの水みず香かに叫んだ。

「警察！　早く警察を──」

　と、それに応えるように、人ごみの後ろから胴どう間ま声ごえが上がる。

「警察ならここにいるぞぉ！」

　目を見開き、一いち路ろは声のしたほうを見た。

　それこそ賭かけてもいい、この夜の静せい寂じやくのなか、サイレンの音はおろか、自動車の音すら聞こえなかった。絶対に。それが──

　偶然ここを通りがかって、野や次じ馬うまにまぎれて見物していたとでもいうのか？

　人ごみがすっと開き、

　本物らしき制服に身を包んだ男が二人、現れる。

　見覚えのある男の姿に、一路は思わず息を吞のんだ。

「桂かつら木ぎさん！」

　教師として何度か会ったことのある、この近くの交番勤務の巡じゆん査さ部長──本物の警官。

　この奇き妙みような状況のなかで唯ゆい一いつ確かなもの、見覚えがあり頼れるものを発見し、一路の肩から力が抜ける。いつだって批判的な妻の顔にもかすかな安あん堵どのゆるみが浮かぶのが見える。状況はいまだ危険（かつ不ふ可か解かい）なままだがそれでも安心を感じ、もう一度、桂木さん！　と呼びかけ駆け寄ろうとして──

　そして一いち路ろは、『よく知っている近所の警官桂かつら木ぎさん』が実に自然な動作で腰から拳けん銃じゆうを抜くのを見た。

　笑顔を浮かべたまま固まった一路に頼もしい笑みを浮かべて返すと、桂木さんは笑顔のまま、銃じゆう把はに紐ひものついた三八口こう径けいを両手に構え、天を狙い、あっさりと引き金を引いた。
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　轟ごう音おんが大気を震わせる。

　その情景は幻まぼろしでもなんでもない、現実の光景だった。目のまえでそれを見ていながらまったく理解できてなかった一路と水みず香かは、拳銃音に不意をつかれて思わず地面に倒れこんだ。銃声が実体となって胸を撃うったとでもいうように。実際、銃じゆう口こうが天を向いていなければだれもが二人が撃たれたのだと思っただろうし、ひょっとして二人はそう思って倒れたのかもしれない。音のない夜を切り裂いた銃声は、それほどすさまじいものだった。不意をつかれたのは確かだったが、それでも、これだけの爆音ならたとえ不ふ意い打うちでなくともだれだって身を震わせて身体からだを縮こまらせるだろう。奇き妙みように冷静だった水すい彩さいも、そして水彩に刃やいばを突きつけていた青年も一いち様ように身をこわばらせて、大気を震わす銃声を聞いた。だがその一方で、冷静に、水彩は見ていたし、確信していた。

（──賭かけてもいい）

　いまこの場で銃声に反応したのは、あたしとこの刃は物もの男、そして両親の四人だけだ。他の人間は、目のまえにいる三み輪わ方かた遼りよう子こという人はもちろん、あのタクシーの運転手、父母をとりまく高校生たちとさらにはその後ろの観衆たちも、だれもまったく動じていない。まったく動じた様よう子すがない。これだけの数がいながらたったの一人も。まるで何もなかったみたいに。まるで銃声が響ひびくのが分かっていたみたいに。あるいはこの辺では銃声など日常茶さ飯はん事じで、警官が警けい告こくもせずに撃つのも珍しくもなく、もう聞き飽きているとでも言うように──

　三輪方遼子は銃声を気にしたふうもなく、背後のホテルを見上げている。

　何かを探している、というよりも、何かを待っている、とでもいうように。

　しばらくして、周囲を見渡す。

　仰ぎよう天てんして口も聞けないでいる一路と水香の様子を確かめ、水彩に微笑ほほえみかけると、三輪方遼子と名乗った少女は青年に視線を戻し、口を開いた。

「……聞こえたでしょ？　ひとつ。警察はもう、ここに来ている」

　ハンカチで鼻を押さえたまま、蒼そう白はくに息を切らせた青年に指を折って数えてみせる。

「二つ。十字架かはこの近くにはない。あれはその辺のコンビニで買えるものではないし、あなたみたいなのが粗そ末まつに扱っていいものでもない。だいたい、あなた、本当に、警察が来れば助かると思っていたの？　十字架があれば逃げられると？　人生展てん望ぼうが甘すぎるわね。甘やかされたのがよく分かる──いい？

　三つ。あなたはここから逃げられない。絶対に。あたしたちがいるのはこのホテルのなかだけじゃない」

「あ……あ」

「分かったら、その子を放しなさい。いいかげんにしないと──」

　人ごみが、同時に動いた。

　何かの号令でもあったかのように寸分の乱れもなく、ざっと一歩、同時に進みだし、青年を囲む輪を縮まらせる。

　青年がひっと息を吞のむ。

　三み輪わ方かた遼りよう子こは笑った。

「いい？　──その子はね、朝あさ比ひ奈な菜な々な那なに招かせるための大事な大事なパーツなの。あなたとは価か値ちが違うんだから。それに、……やっぱり自分の主しゆ観かんで見なけりゃダメね。その子、なかなかかわいいじゃない？」

　水すい彩さいにうふん、とウィンクすると、三輪方遼子・現場責任者は背後を振り返り、両親を押さえている一団に向かって叫んだ。

「ねぇ、やっぱり、この子あたしがもらうわ」

　目を丸くする水彩の両親の周りから、ええ？　ずるいよ！　と抗議の声が上がる。

「そんなぁ。三輪方さん、もう真ま嶋じまさんを予約しているじゃない」

「だって、そっちは結局、全部終わってからになるんだし。それにこの子、絶対、あたしの主観のほうがいいって。分かるでしょ？　ほら」

（な、何がほら？）

　うつむいている水彩の頭のうえで、何が起きているのか。

　しばらくの静せい寂じやくののち、答えが返る。

「もう、しょうがないなぁ。でも、その子だけだよ！　こっちはもらうからね！」

「はいはい了りよう解かい」

　いったい何が起こっているんだろう、と顔をかすかに上げ、あんぐりと口を開けている両親をながめつつ、水彩はぼんやり思った。包ほう丁ちようを突きつけられているのは分かるが、ああ、それ以外は何も分からない。そもそも、この人たちの言っていることが分からない。同じ日本語のはずなのに、何を言っているのか、言われているのか理解できない──

　唐とう突とつに、異邦人エイリアン、という言葉が浮かぶ。

　そう、異邦人エイリアン──この人たちは異邦人エイリアンだ。きっと異邦人エイリアンなんだ。だから──

　聞こえてくる、少女の声──

「さぁ、もういいでしょう？　美作みまさか沖おき也や。これ以上手て間まかけさせるなら──」

　少女は薄く笑い、言った。

「あたしがあなたに何をできるか、何をするのに躊ちゆう躇ちよがないか、そこのところを考えなさい？」

　しばらくして。

　あっさりと、青年の手から包ほう丁ちようが落ち、

　胸に触れていた力が消えた。

　だが水すい彩さいはちっとも、助かった気がしなかった。




　　　４．




　ぶちゃにちゃどす、と、肉がつぶれるいやな音が聞こえてくるのを、水彩は母のおなかにしがみつき、じっと聞いていた。

　ちなみに音はちょっと離れたところ、二人の警官（一人は水彩も知っている桂かつら木ぎさん）が胸を張って立っている向こうから聞こえてくるのだが、夜の暗がりと警官の後ろに組まれた人ごみによる人ひと壁かべが邪じや魔ましてそれがなんの音なのかは分からない。そこにさっきまで包丁を持っていた青年、『美作みまさか沖おき也や』（ああ、やっぱり、芸能人なんてろくなものじゃない）がいるはずだということ以外は。だが、それは瑣さ末まつに過ぎない。本当に恐ろしいのはそんなことではない。本当におぞましいのは、水彩が母のおなかにしがみつき必死で目をそらそうとしているのは、その人ごみのなかに自分の知り合いがいるという事実。近所のおばさんが、文房具屋のおじさんが、画材屋の店員さんがいるという事実。知り合いが、私刑リンチに参加しているという事実──

（……異邦人エイリアン）

（異邦人エイリアン、異邦人エイリアン、異邦人エイリアン──）

「……彼は、どうなるんだ」

　妻と娘を抱きかかえつつ、父がタクシーの運転手にたずねた。

「大丈夫、ぴんぴんしてホテルに戻れますよ、もちろん」

　タクシーの運転手にするにしては変な質問に、それでもあっさり答えるサングラスの男。

「ただね、彼は悪いドラッグを常用しているせいで、理り屈くつ、というのがまったく通らないのですよ。だからこの際、原始的ですが、痛み、というかたちでしっかり教育しておこう、ということで」

　サングラス男を指差して、三み輪わ方かた遼りよう子こが口をはさむ。

「大たい抵ていの怪け我がは、この人が治せますから」

「ええそうです。わたしなら治せます。そうですね、設定としてはすばらしい腕を持ちながら日本の医療の現状に絶望している若い医い師し見習い──」

「見習いでどうするのよ。とにかく、木きの下したさん、あまり深くはないみたいですが、その腕の手当てを。……あなたも見てもらったら？」

　三輪方遼子は優しいまなざしで、水彩を見た。

「痛むでしょ？　その胸。きっとあざになっているわよ。ごめんね、本当に。もう二度と、こんなことはさせないから」

　親しげに水すい彩さいの二にの腕うでをなでる。

（「ねぇ、やっぱり、この子あたしがもらうわ」）

「……だが、いったい……」言いかける父をさえぎり。

「これは『ドッキリ』なんでしょう？」

　まるで三み輪わ方かた遼りよう子こから守ろうとでもするように娘をその手に抱きしめつつ、母水みず香かがさっきから何度も繰り返している言葉を挟む。

「これは『ドッキリ』なんでしょう？　ええそうよ、訴えるわ。絶対に訴えてやる。何が『美作みまさか沖おき也や』よ、芸能人？　冗じよう談だんの分からないやつって思われてもいい、笑いものにされてもいい、絶対あんたらを訴えてやるから！」

（……『ドッキリ』……）

　母がそう主張するのも無理はない。それは、実に受け入れやすい考え方だと水彩も思う。そう、ドッキリ、それなら全てに説明がつく。相変わらず言葉を発さずに、まるで動物園の檻おりの鉄棒のように並んで立ってこちらを取り囲んでいるギャラリーのところどころに見覚えのある顔があるのも、いつでも批判的な水彩の母をまぁまぁまぁとなだめている三人の女生徒や父の後ろに影のようにつかず離れずしかし親しげに控えている二人の男子生徒が同じクラスのクラスメイトだということにも、そして、この耳から離れないどすべきべしっという音を自分の知っている人たちが加か担たんし作っているということにも、すべてに説明がつく。ああ、そうだ、と水彩は心のなかでつぶやく。そうともこれは『ドッキリ』だ。きっと、みんなグルなんだ。みんなでグルになって、あたしたちを『ドッキリ』にかけているんだ、ただあたしたちを驚かそうとして──

（「びっくりさせてあげるから！」）

「ええと、まぁ、とりあえず」

　何を言っても『ドッキリ』と繰り返して聞こうとしない水香に辟へき易えきした様よう子すで、サングラス男／タクシーの運転手／絶望した若い医い者しや見習いは視線を水彩に移した。

「まずは何をおいても、当初の予定をすませましょうか」

「……？」

　当初の、予定？

　そうだ。

　顔をめぐらし、ホテルのすぐ近く、病院のほうを見る水彩。

　と、まるでそれを待っていたかのように、病院の自動ドアが開くのが見える。

　遠く、ドアから現れる、友人千ち鈴すずの姿。

　そしてそのあとに続く──




「……ああ」




　だれかが嘆たん息そくするのを聞きつつ。

　ああ、と水すい彩さいは思った。

　半なかば放心したまま、こちらに手を振っている千ち鈴すずとその母親に、手を振り返す。もはや脳のう裏りに焼きついているあのスパゲティ状態なんかよりもはるかに強烈な、いかにも元気そうな千鈴の母親の姿に向かっておどおど手を振り返しつつ、思う。




（「お母さん、とうとう死んじゃった！」）




　あのときだ。

　あのとき、きっと、何かが壊れてしまったんだ──タクシーの運転手兼けん凄すご腕うでの医い者しや見習い（自称）に先せん導どうされ、三み輪わ方かた現場責任者に優しく押されて静せい寂じやくをまとった観衆とともに千鈴とその『元気』な母親のほうに向かいつつ──抵抗する力などもはやなかったし、そもそも最初からそんな力などありはしなかったのだ、あったと思ったのなら結局それは幻げん想そうで──水彩ははじめて、生まれてはじめて神に祈った（この状況ではきわめて自然にそれができた。実に自然に）。ああ、神さま、やめてください。どうか、驚かせるのをやめてください。この『ドッキリ』をいますぐやめさせてください。何が起きているにしろ、これはあたしの想像を、受け止められるキャパシティをはるかに超えすぎています。これじゃああたし壊れちゃいます。お願いだからやめてください──

　進む足は別の生き物のごとくに歩み、

　蒼あおい夏の夕ゆう闇やみは、いつしか黒へと染まっている。

　倒れ始めたドミノは、もはや止まりそうになかった。




　　　５．（エレナ）




　パン、というどこか軽い、しかし大気を突き抜けるような音がしたとき──白状してしまおう、鴨かも音ね木ぎエレナはそれが銃声であることを知っていた。かつて本物の銃声を聞いたことがあるわけでもなく、その音が発生する現場を見ていたわけではないにもかかわらず、彼女はそれが本物の銃声であると分かっていた。それどころか、心のどこかで準備していた──銃声を聞くことに対する準備を。もちろんここは屋内であり、しかも二十階建てホテルの最上階のスイートルーム、壁と距離にさえぎられた音などたかが知れているが、それでも心の準備はしておくに越したことはない。何事につけ。

　まぶたを開く。

（……あれ？　わたし、寝てたんか？）

　奇き妙みように酔ったような視線を、しかしすばやくめぐらし、豪ごう華かな調ちよう度どで飾られた洋よう装そうの部屋、そして三人の友人の様よう子すをうかがう。

「なんだろ？」最初に声を上げたのは、友人にひざ枕まくらをしてもらっていた舞まい原ばる家の長女のお姫さま、サクラ。

「さぁなんだろね」不ふ機き嫌げん感かんを声に隠かくさず答えたのが、ひざ枕を提供していた日ひ炉ろ理り坂ざか高校二年二組の委員長、山やま本もと美み里さと。「ほら、サクラ。……お願いだから、いいかげん動かないで」

「……エレナ、起きたの？」

　多分エレナにしか聞こえなかったであろう小さな声の持ち主は、神かん名な木ぎ唯ゆい。エレナのいとこにしてもっとも親しい、大事な友だち。

　エレナは身体からだを起こし、それまで枕まくらにしていた少女を見た。

　うつ伏せのまま、しかし本から顔を上げいぶかしげにこちらを見ている唯の姿に突然泣なきたくなるのを覚え、身体を返して枕にしていた彼女の背中に顔を押し付ける。ぬくもりに鼻をこすりつけつつ、思う。大丈夫、守るから。唯も、山本も、そしてサクラも、きっとわたしが守るから──

（──でも守るって、いったい何から？）

　しがみつくように唯にくっついたエレナを見て、うれしそうにサクラが笑う。

「鴨かも音ね木ぎさんって、甘えんぼだぁ」

「あんたが言うなあんたが」

　身体を起こそうとするサクラの頭を押さえて、山本美里がため息をつく。

「お願いだから、じっとして！　本当に危ないんだったら！」

　視線をめぐらし、エレナは二人を見た。

　サクラは美里のひざを枕まくらに横になり、美里はサクラの肩を押さえて耳かきを手に困っている。どうやら耳みみ掃除をしようとしているようだが、サクラがあまりに動くために取り掛かれないでいるらしい。サクラも一応はおとなしくしようとしているのだが、次の瞬間には『もうしあわせすぎてしあわせすぎて、踊らずにはいられない！』とでもいうかのごとく動き出す。実際、美里にひざ枕で耳掃除してもらえるのがうれしくてうれしくてたまらないのだろうし、それが伝わっているからこそ美里も苦労しながらも耳掃除をしてやろうとしているのだろうが。

　二人ともバスルームから出てきたばっかりで、パジャマに包んだ湯ゆ気げが立たんばかりの身体に『マイナスイオンが出る扇せん風ぷう機き』（備え付けではなく、サクラが持ち込んだもの）の風をあて、石せつ鹼けんとシャンプーのにおいを部屋中にふりまいている。ちなみにお風ふ呂ろを使う順番はじゃんけんで決め（さらに言えばバスルームは五室そなえてあったのだが、なぜか四人はホテルに滞在中、バスルームはひとつだけしか使わなかった）、唯、エレナ、美里そしてサクラの順でひとりずつ使うことになっていたのだが、美み里さとが入って一分後、唯ゆいは読書に没ぼつ頭とうしているしエレナはうたた寝しかけているし、で相手にしてもらえずさびしくなったサクラが突然服ふくを脱ぎだし止める間もなくバスルームに乱入し、そのせいで美里はへそ曲げ気味だった。もっとも本気で怒っているわけではなく、どちらかといえばそこまでなつかれていることへの照れくささゆえの不ふ機き嫌げんさだろうが──

（──って、あれ？）

「……わたし、寝てたん？」だれにともなくたずねる。

　身体からだを起こしかけるサクラの頭をひざに押さえつけ（「いた！　いた！　出ちゃう！　出ちゃうよ山やま本もとさん！」）、うなずく美里。

「少なくとも、寝ているように見えたけど」

「……ん。そう」

　顔を枕まくらに戻そうとして、唯と目が合う。

　いぶかしげにこちらを見ている唯に、聞こえるようにつぶやく。

「きっと、夢うつつやったんやろな、わたし。なんとなく、みんなの会話聞こえてた気ぃするし」

　唯がたずねる。

「さっきの音で、起きたの？」

「ん。多分」

「なんの音だったんだろ！　なんかさ、鉄てつ砲ぽうの──」やっぱり口をはさんでくるサクラに、

「──ああああ、もう！」

　いままさにサクラの耳じ孔こうに入れんとしていた耳かきを高く持ち上げ、ついに美里は金切り声を上げた。

「お願いだから、いいかげんにしてよ！　本当に危ないんだってば！」

「おとなしくしてるよう……」

「おとなしくし続けてよ！」声を抑え、語るように、懇こん願がんするように言う。「……ねぇ、サクラ。もっとシリアスに考えて？　もしも耳みみ掃除中ちゆうにサクラが動いて、あたしがサクラに怪け我がさせちゃったら、あたしどんな気持ちになると思う？　もしもサクラの鼓こ膜まくとか破っちゃったら、あたしもう──」

「そんなの大丈夫だよ。あのね、鼓膜って破れても再生するんだよ？　だから──」

「違う！　そうじゃなく──って、う、うわ、想像した！　だめ！　もうだめ！　うわ！　うわ！　もうだめだぁ！」

「うわぁ落ち着いて山本さん！」

　身もだえしている美里の姿に思わず唇を曲げつつ。

　エレナは立ち上がった。

　そのまま、窓へと向かう。

　身を起こし、たずねる唯ゆい。

「……エレナ？」

「ん？　ああ、一応確たしかめよう思て」半なかば無意識に動いていた自分に気づき戸と惑まどいつつ、それでもエレナは平静に答えた。「ま、車のバックファイアかなんかやと思うけどな」

　たずねるサクラ。

「バックファイアって、何？」

「バックファイアってのは、……とにかく、車が立てる音や。銃声っぽい。映画とかでようある──」

「映画なら、実は銃声、だよね」唯がつぶやく。

　少しどきどきし、ん、とうなずいて、エレナはそのまま窓に向かった。

　唯の顔を見たかったが、視線が合うのが怖くて目をそちらに向けられない。仕方なく、なるべくゆっくりと窓へと向かい、のろのろとカーテンを開く。もたもたと鍵かぎを開けつつ、こっそりと窓に反射した唯の様よう子すをうかがう。

　読書に戻ったその姿にほっとする。

（そうだ、いくら唯でも、分かるはずがない）

（あの音が、……なんの音か、なんて──）

　だいたいあの音は、車のバックファイアに決まってる──いやそれがどんな音かは知らないけれど。

　エレナは最後にもう一度、窓に室内を映し、唯は読書、美み里さとは子こ守もり唄うた？　そしてサクラはひざ枕まくらに没ぼつ頭とうしこちらを気にしていないことを確認し、ようやく窓を細く開き、すばやくベランダに出た。

　クーラーの効力及およばぬ蒸むれた夜気を浴びつつ進み、

　手すりの合間から、

　階下を見る。

　和わ歌か丘おかでも二位の見晴らしオーバールツクを誇る高級ホテル『観鶴台ホワイトクレイン』の最上階、スィートルームのベランダからではさすがに、夜よ闇やみに覆おおわれた地上の様子は分からない。はっきりとは。それでもエレナにはなぜか、ホテルの正面にタクシーがあり、それを七十四人の人間が囲んでいるのが分かった。人間の姿だけではない、自分も合わせて全部で二百二十六の瞳がそこを見ているのも分かった。なぜだろう見えないのに、視覚ではなく、別の感覚で、分かる。かりかりという壁を引っかくような感覚で、分かる。いや、分かるというより、知ることが、できる。

　──知ることが、できる──

（こちらを見ている？）

「何かあったの？」美里の声。

「──え？　ああ──」

　うん、とエレナは答えようとした。

　うん、あのな、よう見えないんやけど、何かあったみたいや。というより『美作みまさか沖おき也や』が脱走しようとして『木きの下した水すい彩さい』にちょっかい出して、それで『三み輪わ方かた遼りよう子こ』と『コア』本体がじきじきに事態を収拾しているみたいやな。でもまぁそれだけ。あとはなんにも。だからなんも心配いらんよ。実際、彼女は本当に、そう言おうとした。少なくとも、そう言おうと思った。もっとも、口をついて出たのは、

「いや、なんも。やっぱり、単なるバックファイアやな」だったが。

　そこではじめて。

　全身を恐怖が襲おそう。

（──ええ？）

　どうしてわたしは、ぜんぜん違うことを言っている？　いやそのまえに、どうしてわたしはただちらっと見ただけで──いいや多分見るまえから──そんなことが分かった？　知ることができた？　そして、ああ、そして何より、どうしてわたしは、こんなに怖がっているのにもかかわらず平然と普通に部屋に入って窓を閉め、何事もなかったかのようにカーテンを閉めようとしているのか？

　足のさきから頭とう頂ちようまで、身体からだの中心を冷たい何かが駆け上がるなか。

　外とは一線を画した、クーラーの効いた室内に戻り、

　ちゃんと鍵かぎがかかっているのを確かめ、落ち着いて、カーテンを、閉める。

　外の世界を切り離す──

「……エレナ？」

　物もの心ごころついたころから聞きなじんでいる少女の声に、エレナは微笑を浮かべて振り返る。力ない笑顔を浮かべたまま、ともすれば震えそうになる──そういう感覚はある、にもかかわらずまったく平静に動いている──全身を必死に操あやつり、唯ゆいのもとへと向かう。

「な、なんかあったの？」

　何か感じるところでもあったのだろう、心配の混じった美み里さとの声に、しかし何も答えず、エレナは身体を起こした唯に抱きつき、もたれかかった。

「……エレナ」小さいけれども落ち着いた、安心できる唯の声。

「鴨かも音ね木ぎ？　どうしたの？」立ち上がりそうな美里の声に、

「ううん。なんも。……ただ、な」

　力いっぱい唯を抱きしめながら（ダメだ、美里に外を見せてはいけない）、エレナは急いで答えた。

「なんか、さっき、怖い夢を見たみたいで、……いまになって、なんか、突然……」

　言ってから、それがある意味本ほん当とうのことであるのに気づく。

（……わたしは、何か、夢を見ていた）

（ああ、そうだ、夢……）

「ああ、怖い夢」うなずく美み里さと。

「ん。なんか子供みたいやね、わたし」

「そんなことないよ、怖い夢はイヤなもんだよ。うん」

　悪あく夢むの大たい家かであるかのごとく、サクラが重々しく首を振る。

「イヤなもんはイヤだよね。ほら山やま本もとさん、鴨かも音ね木ぎさんをぎゅうっと抱きしめてあげて！」

　えええ？　なんでよ？　と戸と惑まどいつつも本当にそうしたほうがいいのかこちらをうかがってくる瞳に思わず笑い、ええてそんなん、と首を振りつつも、エレナはますます強く唯ゆいを抱きしめた。

　唯がたずねる。

「どんな夢、だったの？」

「……なんやろ、分からん。けど……」

　全身で唯の小さな身体からだを、その高い体温を味わいつつ、思いをはせる──いったいいま、わたしに何が起きたのか？　高さ二十階から地上のことが分かったような、いやそのまえに、銃声だと分かったような、そもそも銃声が鳴ることが分かっていたような──

　これは、なに？　いったい何が起こっているの？

（そしてわたしはなぜそれを、みんなから隠かくそうとしているの？）

　違う、これは幻げん覚かくだ──唯の胸に顔を押し付け、必死に自分を納なつ得とくさせようとする。そうだ、全部自分の思い込み、勝手な想像なんだ。確かに、あれは銃声だと思った。でもそれが真実だと、なぜ分かる？　確かに階下で事件が起きているような気がする。でもそれが現実に起きているとなぜ分かる？　実際には、なんの音だか確かめるすべはないし、そもそもベランダには出たが、夜の闇やみのせいで階下は見えなかったのだ。はっきりとは。全部わたしの思い込み、悪あく夢むの影えい響きようが見せたサスペンスフルな幻覚だ──

（だいたい、『美作みまさか沖おき也や』ってだれ？）

（『木きの下した水すい彩さい』？『三み輪わ方かた遼りよう子こ』？　聞いたこともないのに、いったいどこからそんな名が──）

　ひっ、と、エレナの口からうめきが漏れる。

「エレナ？　震えているよ？」はじめて、唯の口く調ちように不安が混ざる。

　エレナは首を振った。

「ああ……ううん、大丈夫、ごめんな、唯。……唯」

「え？」

「お願い、うちを、抱きしめて──」

　おそるおそる、唯の手が背中にまわり、そして力が、こもる。

　抱きしめられるのを感じ、エレナはますます強く、唯ゆいにしがみついた。

　心のどこかですまなく思う。

　人に抱きつくのは好きだが抱きつかれるのは嫌いな──正直うざいと感じてしまう──自分がこんな頼み事をすれば、かえって唯を心配させてしまうだろう。それでも、抱きしめていてほしい。強く押さえていてほしい。わたしがどこかに飛んでいってしまわないよう、しっかりと、つなぎとめていてほしい。なぜなら──

（ああ、わたしは、知っている。『三み輪わ方かた遼りよう子こ』を知っている）

（会ったことはおろか見たことさえないのに、その存在を知らないはずの人間を、なぜかわたしは知っている──）

　知っている？　いや、違う。

　それは『知っている』なんて言葉では語りつくせない。むしろ『思い出せる』とでも言うべきか。『三輪方遼子』について考えた瞬間、まるで蛇じや口ぐちをひねったように、すさまじい情報の奔ほん流りゆうが頭のうちから押し寄せてくる。そう、たとえばエレナは三輪方遼子の最初の記き憶おくが五歳さいのころ、家に自分以外のだれもいないなか、暗い部屋に一人っきりでずっとテレビを見ていた記き憶おくであるのを知っている。そのときやっていた番組は『フランケンシュタイン三度目の花はな嫁よめ』──深夜番組──で、フランケンシュタインとフランケンシュタインをつくった科学者が絶ぜつ世せいの美女を取り合うというコメディだったことも知っている（正確にはフランケンシュタイン博士と博士の作ったモンスターなのだが子供にはよく分からなくて、三輪方遼子は中学生になって原作を読むまで怪物の名前がフランケンシュタインだと思い込んでいたのだが、もちろんエレナはそのことも知っている）。三輪方遼子の父はテレビ局のプロデューサー、母はフリーのライターであり、二人とも遼子の遼、という字をしばしば忘れ、それをワープロのせいにしていた（「だっていまどき、手で書くことなんてないじゃない！」）。そして三輪方遼子は、二人のそのどちらにも、抱きしめられた記憶がない。それどころかどんな人間にも抱きしめられた記憶がない──少なくとも高校生になるまでは。そして、そして何より恐ろしいのは、エレナの心を震わせたのは、エレナが三輪方遼子の『事実』──だれにも抱きしめられた記憶がないこと──だけではなく、『感情』──それをまったく異常だとも、さびしいとも感じていなかったこと──を知っているということだ。三輪方遼子本ほん人にんしか知りえないことを知り、本人しか感じられないことを感じている、つまり『思い出せる』ということだ。そう、三輪方遼子はさびしいと思ったことはなかった。水のなかに住む魚にとって水という存在が当たり前であるように、三輪方遼子にはその状態が当たり前だった。彼女は孤独だったが、それを知っている人間は彼女を含めてだれもいなかった。何しろ彼女は孤独以い外がいの状態を知らなかったのだから。だから彼女はどれほど周りに友達がいても自分のその状態、言わば《家に自分以外のだれもいないなか、暗い部屋に一人っきりでずっと『フランケンシュタイン三度目の花嫁』を見ていたときの楽しくもどきどきした状態》を保とうとしていたし、それは長らく成功していた。

　──真ま嶋じま綾あやに会うまでは。

　そして『ザ・ワン』に会うまでは──

（そして、いまや三み輪わ方かた遼りよう子こは知っている。寂しさとは何か。孤独とは何か。遼子はそれを知っているし、知ってしまったいま、もはや二度とそこには戻りたくないと思っている。気づいてしまったいま、あの暗い部屋に一人でテレビを見ているようなそこに戻るくらいなら死ぬほうがましだと思っている。それをわたしは知っている。わたしはそれを分かっている。わたしはそれを『思い出せる』。なぜならわたしは──）

「……エレナ？　泣いているの？」

　──どこからともなく聞こえてきた唯ゆいの声に、エレナはしばらく反応できなかった。

　しばらくしてようやく、顔を上げ、自分を抱きしめてくれている唯を見る。

　目め尻じりに手をやり、濡ぬれていることを確認して、笑う。

「うわ、なんやろな、わたし。どうしたんやろ、こんな……」

　このさびしさは、いったいだれのさびしさなのだろうか。わたしの？　それとも？

「……エレナ」

　顔を唯の胸へとうずめ、力をこめて抱きしめる。

　そしてつぶやくように、言う。

「唯は、わたしを見捨てへんよね」

「うん」

「だってうちら、姉妹きようだいやしね」

「うん」

　ゆっくりと身体からだをずらし、エレナの頭をひざに載せ、やさしく髪を撫なでる唯。

（何年ぶりだろ、唯にこうしてもらうのは）

（昔はよく、こうしてもらったなぁ。だれかにいじめられるたびに、こうして……）

「鴨かも音ね木ぎさん、よっぽど怖い夢を見たんだね」サクラがポツリと、言った。

　さらに何か言おうとするのをとめ、美み里さとがサクラをひざ枕まくらに戻す。そしてそのまま、軽くごほんと咳せきをして、照れからかかすかにほおを赤くしつつも再び、先ほどまでサクラを落ち着かせようと歌っていた歌の続きを歌いだす。わざとらしく節ふしを取り、強調して歌っているのは恥ずかしいからだろうが、それでも歌うのはやめない。さすがは合唱部──美里のその不器用な気き遣づかいをおかしく思いながらも感謝して、エレナはそっと、目を閉じて歌に身をゆだねた。
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　どれほどの時間が経たったのだろうか。

（眠っていたのだろうか？）

　ふと目を開き、エレナは自分がいまだひざ枕まくらをされたままなのに気づいた。

　目のまえには、同じくひざ枕してもらってしあわせそうにしているサクラの顔がある。

　まったりとしてとろけるような、実じつ年ねん齢れいよりはるかにしたの子供のようなその表情。

　手の甲こうに載せていたティッシュをまるめ、美み里さとがサクラの頭をたたく。

「はい、おしまい。ほら、おりて──」

「ええー。やぁ。もっとぉ」

「これ以上やったら皮かわ削そいじゃうよ」

「きっとちゃんと再生するよぉ」

「そういう問題じゃ……うわ、ああ、想像させるなぁ」ぶんぶん頭を振る美里。

　サクラは上うわ目め遣づかいに美里を見上げ、言った。

「じゃあ、じゃあ、また今度、してくれる？」

「一回だけって約束でしょ」

「むぅ。じゃあ、この一回をずっと続ける」むぎゅう。

「わぁ！　ちょ、ちょっと、分かった分かった、またしてあげる、だから離れて！　どこ触ってんのよ、こら！」

　ようやくサクラをひざからおろし、チリ箱にティッシュを捨てに立ち上がる美里。

「ああ、もう……」

　サクラに後ろから抱きつかれ、文句を言いかけ、あきらめたようにため息をつき、そのままサクラを引きずって歩いていく。ずるずると。その脱だつ力りよくした表情、それに続くサクラの『どう？　なんだかんだ言っても結局最さい後ごに勝つのはどっち？』とでもいうような得意げな笑顔に、エレナは思わず微笑ほほえんだ。

「……なんかサクラちゃん、山やま本もとさんと一緒にいるとどんどん子供化していくね」

　頭上から聞こえてくる恐らくエレナにしか聞こえなかっただろう小さな声に、だねぇ、とうなずく。ついで顔を上げ、唯ゆいと目が合い、自分がいまだひざ枕をされたままなのに気づき、顔を赤らめ起き上がる。

「……あ、ごめん。うち、わたし、どれぐらい……」

「それほどでも。三分ぐらい？」

「……わたしのキャラじゃないよな、こんなん……」昔なら、ともかく。

　肩をすくめ、何も言わず、聞かず、唯はうつ伏せになった。

　そのまま、何事もなかったかのように読書をはじめる唯ゆいの姿に突然、エレナの胸がつまる。何かがこみあげ、またも泣きたくなるのを、唯を抱きしめたくなるのを、必死でこらえる。そして思う。いつだって飄ひよう々ひようと、唯はそばにいてくれる。まるでそれが当然のことであるかのように、いつもエレナの隣となりに。神かん名な木ぎ家は鴨かも音ね木ぎ家の分ぶん家け──仲のいい分家であり、物もの心ごころついたころから二人はいつも一緒だった。だからエレナは知っている。だれよりもよく唯のことを知っている。異い邦ほうを感じさせる名と白いかんばせ、一七三センチメートルという高い背を持つエレナは一見クールでタフで頼りがいがあると思われているが、そして自分でもそうあろうと努めてはいるが、こと頼りがい、という点に関して言えば、エレナなど身長一四二センチメートル満たない唯の足もとにも及ばない。背も声も、身体からだのパーツ自体が全体的に小さっぽくどこかおどおどしているように見える唯だが、中身はその正反対、本当に『タフ』で『クール』なのだから。まだ唯のほうが背の高かった昔、つまり唯が事故に遭い、成功率三〇％なんて手術を受けざるをえない破は目めになるまえから、エレナは唯に守られてきた。その背に隠かくれ、犬やら悪ガキやらいじめっこやらというこの世の現実から守ってもらっていた。そしてそれは、唯が三メートルも離れればもう聞こえなくなるような声しか出せず、医者の許可がなければマラソンに参加できないようになったいまでも本質的には変わらない。だから──

（だから、わたしは決めたんだ。唯があの事故に遭ったときから）

（これからは『うち』が守られるんじゃなく、『わたし』が唯を守ろうと──）

　唯に抱きつきたくなるのを必死でこらえ（いいかげん、甘えん坊はやめるんだ、変わらなきゃ、わたしが）、何事もなかったかのように唯の背中を枕まくらによこになる。

　そしてつぶやく。

「夢を、見た……思い出した」

　振り向かずにたずねる唯。

「悪あく夢むを？」

「悪夢というか……あのときの、こと」

「……」

「……唯が事故に遭った、あの日……」

　戻ってきた美み里さととサクラのことも知らぬげに、熱に浮かされたように、エレナの言葉は、続く。

「あのとき、わたしは本当に、こわかった。唯の、お父さんもお母さんも、助からなくて……」一瞬、他人がいるところで話してはいけないんじゃないかと思う。心がブレーキをかける。だがエレナの言葉は止まらない。「……このまま唯も死んじゃうんやないかと思て、怖くて怖くて……」

　沈ちん黙もくののち。

　唯がつぶやいた。

「……血が、足りなかったんだよね」

「ん。だからお医者さんたちは、一生懸けん命めい血を探してた。放送が何度も流れた。血が欲しい、血をくださいって。わたしはわけも分からず動き回って、唯ゆいのお母さんの身体からだから血が抜かれるのを見ていた。それでもまだ血が足りなくて……」

「大事故だったからね。献けん血けつできる人はあらかた抜いたあとだったし」

　そうだ、とエレナの胸に怒りがふくれる。

　もう少し早く医者が診しん察さつしてくれていれば、唯はもっと楽に助かったかもしれない。だが、最終的に死者五十八人、負傷者三百二十七人という大だい惨さん事じとなったその事故において、唯にはすぐに分かる外傷がなく、そのため後回しにされた。異常が発見されたときにはもう、唯の片かた肺はいは機能しておらず、緊きん急きゆうで開かい胸きようされたときには輸血用の血など使い切っていた。

　とにかく血が、足りなかった。

　だから、エレナは──

　唯の口が、開く。

「すごかったって、お医者さんびっくりしてたよ。いまでもあそこでは伝説なんだから」

　何が？　と遠えん慮りよがちにたずねる美み里さとの声。

　答える唯。

「エレナ、そのときまだ小学生だったのに、自分で自分の血を抜いたの。あたしに輸血しようとして。注射器使つかって、見よう見まねで。量なんて考えず、自分で勝手に……」

　ええ？　と美里が息を吞のむ。

「それって……鴨かも音ね木ぎ、血管の場所とか知ってたの？　注射器の使い方とか」

「知らなかったに決まってるじゃない。小学生だったんだから。それなのに、エレナ、図ず解かいを見ただけでまるで熟じゆく練れんした看かん護ご婦ふみたいにあっさりと肘ちゆう正せい中ちゆう皮ひ静じよう脈みやくとやらを探り当て、自分で針を突き刺したってんだからもう、お医者さんたちびっくりしちゃって」

「うわぁ……すご」

「すごいどころの話じゃないよ。限界ぎりぎりまで、それも急激に血を抜いたせいで、エレナ倒れちゃったんだから。本当に、エレナまで危き篤とく状態になったんだよ？　急性失しつ血けつで、本当に死んでいたかもしれなかったんだから。それなのに、血を戻すのを拒こばんで……」

　はっはっと苦にが笑わらいを浮かべるエレナ。

　そう、医者たちは抜いた血を戻そうとしたが頑がんとしてエレナは拒んだ。唯に注射器を使った急速輸ゆ血けつがされるのを見届け、そこでようやく倒れた──あの件で、自分はたくさんの人に迷めい惑わくをかけ、緊急時とはいえほとんど違法な行為をさせてしまった。しかも、確かく率りつで言えばその行為で唯を殺してしまっていた可能性のほうが高かったのだ。もちろん、あのときはそんなこと知らなかったが。

　思わずつぶやく。

「ほんと、奇き跡せき、やな」

「違うよ」淡たん々たんと唯ゆいが答える。「あそこにいたお医者さんと、元もと軍ぐん医いさんと、ボランティアの人たちの力だよ」

「そりゃあ、まぁ、そうやけど……」

　でも、と思う。

　思い出す。

　あのときエレナは祈った。

　神に。

　横に血まみれの唯を見ながら、もうろうとした意識のなかで、エレナはどことも知れぬ神に祈った。唯を助けてくださいと。わたしは助けないでいいから、唯を助けてくださいと。唯を助けてくれるなら、わたしの大事な宝物でもなんでも、なんなら命だってあげるから、だから唯を助けてくださいと。

（そして）

「──唯は、助かった」

「それにエレナも死ぬこともなく、ね」

「大だい団だん円えんだ！」サクラの声に、

「……うん」大きく息を吐く唯。

　珍しく長く話して疲れたのか、再び深しん呼吸して、ぺらりと本のページをめくる。ちなみに唯の視線は、話している間もずっと、本──『新にい妻づま記き』とかいう題名の、サクラが妹の部屋から勝手に持ち出してきた希き少しよう本ぼん──にそそがれたままだったりする。

[image: ]

　美み里さとがため息をついた。

「そんなことが、あったんだ。二人」

　唯ゆいが答えないので、代わりに返事をするエレナ。

「ん、まぁ、ね……」

　心配げに、唯を見る。

　──勝手にプライベートなことを話して、怒っているのだろうか。でも話したのは、ほとんど唯だし──

　サクラがたずねる。

「それで、姉妹きようだい？」

「ん？　ああ。同じ血が流れているんやから、これでわたしらは義ぎ姉妹きようだいや！　ってノリで」

「いい話だなぁ。ね？」

「こ、こら、な、何よその目は。変なこと考えないでよ？」サクラに向かって首を振り、美里はエレナに視線を移す。「……じゃあ、さっき見た悪あく夢むって、そのときのこと？　助からなかったヴァージョン、とか？」

「……ん、多分……」

　はっきりとは思い出せないが、きっと──

「じゃあもう大丈夫だ。安心しなさい」相変わらず本に顔を向けたまま、唯が言う。

「これは夢じゃなくて、あたしもエレナも二人とも、あれからちゃんと生きているんだから」

「うん……」そうだ。

　二人とも助かって、いま、ここにいる。

　二人ともちゃんと、生きている。

　こらえきれず（もうみっともないとこ見せちゃったんだし、いいや、今日ぐらい）、甘えるように唯に抱きつく。慣れ親しんだ小動物を思わせる温かさ、柔らかさ、そしてお風ふ呂ろ上りのにおいを味わいつつ、思う。そうだ、現実ってこういうことだ。生きているってこういうことだ。結局のところ、エレナが何を祈ろうとも唯を助けてくれたのは神ではなくお医者さんたちであり、それが現実であり、こうした感かん触しよくのなかでなら、さっきのことも単なる妄もう想そうに過ぎないと思える。そうとも、銃声も、階下の事件も『三み輪わ方かた遼りよう子こ』のことも、全部わたしの妄想なんだ。変な夢を見たせいで脳の配線がおかしくなって、妄想たくましくしてしまったんだ。全部わたしの頭のなかだけの話で、本当は『三輪方遼子』なんていないんだ、存在しないんだ。すべて、すべてわたしの──

（──ああ、なんだこのかりかり音──）




《大丈夫？　『オード』が感じられないけれど》




　頭のなかに突然響ひびいたその声に、エレナは小さく悲鳴を上げた。

「エレナ？」唯ゆいの声。

　顔を上げ、こちらを見ている。

「……ん？　いや、なんも」

《いい？　聞いて？》頭に声が響くなか。

　悲鳴が続きそうになるのを必死にこらえ、嗚お咽えつに変えて口のなかでかみ殺し、他の三人の様よう子すをうかがう。

　きょとんとしている唯。

　あとの二人は、エレナの様子にさえ気づいていない。

　三人には、この《声》は聞こえていない──

《ごめんなさい、あなたはどうやら、『ハーフ』だったみたい……こちらの配役ミスだわ》

　かりかりと、頭をかじられているような感覚のなか。

　エレナは壁を見た。

　正確には壁の向こう、ホテルの廊下を──もちろん壁しか見えないが──

　女の声が脳内に響く。

《でも、いまさら配役は変えられない》

（女？　いや違う）

（この声こそ他ならぬ、『三み輪わ方かた遼りよう子こ』その人の声だ）

《『オード』が感じられないなんて……つらいだろうし、心細いだろうけど、お願い、がんばって。舞まい原ばるサクラに気づかれないよう──いい？　大事なのはそれ。だれかがそばにいなければならないの。サクラに近しい人間が。あなたしかいないのよ。いまはまだ》

（いや違うこれは現実じゃないあの壁の向こうに女なんか三輪方遼子なんかいないんだこれは全部幻げん覚かくだわたしの妄もう想そう──）

《何かあったら、いつでも遠えん慮りよしないで助けを求めて。だれかが聞いてくれるから。いい？　その部屋の三人と、下階の『美作みまさか沖おき也や』以外はもう全員、わたしたち──『オード』でつながる家族だから。……分かる？》

　そっと、エレナは自分の頭とう皮ひに爪を立てる。

　引っかくように食い込ませる。が、痛みでもかりかりという音は消えない。女の声は消えてくれない。

《あなたは決してひとりじゃない。みんながあなたを助けてくれる》

（ああ絶対に幻覚だこんなこと起こりえないありえない幻覚だそうだ幻覚の声──）

《──じゃあ、これ、ここに置いておくから》

（……え？）




《──採とれたてよ？》




　それじゃ、明日──そう言い残し、《声》が壁の向こうから去っていく。もちろん、何が見えるわけでもない。足音が聞こえるわけでもない。それでも分かる。視覚と聴覚以い外がいの感覚で、かりかりという引っかくような感覚で、だれかが去っていくのが分かる。

「……エレナ？　もしもし」

　目のまえで手をひらひらさせられ、エレナはようやく視線を唯ゆいに合わせた。

「あ……唯」

「どうしたの？」

「え？　あ、いや……なんか、のどが渇かわいて」意識せず言葉が口からのぼる。

　口にしてはじめて、その言葉が真実であることに気づく。

　エレナはサクラにたずねた。

「……なぁサクラ、このホテルって、飲み物の自動販売機とかあるん？」

「ええとね、この階にはないけど、三階したに降りれば。でも、この部屋にも冷蔵庫あるよ？　ジュースもワインも、ビールも入れさせといたし」

「び、ビールがあるの？」美み里さとの目がピカンと光る。「い、いや別に、どうでもいいけど」

「そうなの？　山やま本もとさんが喜ぶかなって思ったのに……」

　いやいやいやと首を振る美里とサクラを尻しり目めに、エレナは立ち上がった。

　ドアに向かって歩き出す。

　有う無むを言わさず。独り言のようにつぶやきながら。

「なんか飲みたいもんある？　ウーロン茶でええ？」

　何か声が聞こえたが、なぜか理解できず、それでも振り返らず、足を止めることをせず、エレナは廊下に出た。

　ドアを閉め、周囲を見渡す。

　──だれもいない。

　しかしそれは、確かに、そこにあった。




　　　７．




「じゃああたし、そろそろ引っ込むね？」

　ひざ掛けを落とし、立ち上がり、美里が言った。

「えぇ？　もう？」サクラが抗議の声を上げる。「まだ早いよぉ」

「ごめん、もう眠くて。さすがに今日は、つかれたよ」

「ん。じゃあ、お開きにしよか」うなずくエレナ。「わたしもけっこう疲れてる。どうせ明日から、まだまだいくらでも時間はあるんやし……」

（そうか？　本当に、そうか？）

　立ち上がる。

「じゃあ、お休み」エレナの言葉に、

「うん、お休み」こちらも立ち上がりつつ、返事を返す唯ゆい。

　美み里さとも手を振る。

「お休み。また明日ね。って、こらサクラ、あんたの部屋は、向こう！」

「まだ眠たくないよう！　もう少し話そ？　眠たくなるまででいいからぁ」

「眠たくなるまでって、あんたねぇ」言いかけて、はぁ、とため息をつく。今日だけでもう一万回も、サクラには何を言ってもダメ、というのを学んでいるわけで。「……今日だけだよ。いい？　ていうか、眠たくなったら自分の部屋に戻ってよ。一緒に寝るのはダメだからね。絶対ダメ。いい？　せっかく部屋が四つもあるんだから、お願いだからひとりで寝かせて──」

「それって前フリ？」

「──前フリじゃない！　だいたい前フリって何よ？　なんであたしが前フらなきゃならないのよ！　そりゃあ芸人さんって素す敵てきなお仕事だと思うけど、でもだからって、だれもがみんな芸人さんを目指していると思うなぁ！」

「はぁい！」

　がっくりと意気消しよう沈ちんし、とぼとぼと部屋に入っていく美里。

　そのあとに続くサクラの『いまはこんなこと言っているけど、でもはたして最後に勝つのはどちらかな？』みたいな自信にあふれた表情に思わず笑い、肩をすくめると。

「お休み」

「お休み」

　エレナと唯もおのおのの部屋に引っ込んだ。

　そしてだいたい十五分後。

　リビングにだれもいないことを確認すると、エレナは部屋から出、そのまま洗面所へと向かった。




　　　　◆




　洗面所のドアを閉めるとしばらく待ち。

　だれかが出てくる気配がないことを確かめ、電気をつけ、トイレのふたを開け、そしてポケットからそれを取り出す。

　廊下に置かれていた、真っ赤な液体の入った試験管テストチユーブ。

　透明な容器のなかでさらさら揺れる、真っ赤な液体──

（いや、違う、そんな、まさか──）

　そっと、チューブのふたを取る。

　たちまち立ちのぼってくる芳ほう香こう。

　いいにおい──

　違う！

（違う、これは血じゃない）

（そうともこれは血液じゃない。血って、もっと生なま臭ぐさいもの。決していいにおいなんかしないもの。だからこれは血なんかじゃない──）

　だから、そう、きっと飲んでも──

「！」

　一瞬芽め生ばえたその思し考こうに怖おぞ気けが走り、吐き気を覚え、顔を試験管から遠ざける。ああ、そうだ。これはもちろん血液じゃない。こんなにいいにおいのするものが、おいしそうに感じるものが、血液であるはずがない。でもだからって、廊下に落ちていたものを勝手に拾って飲むのは人として、どうか？

（──人として、どうか？）

　手のなかで揺れる真っ赤な液体。

　きちんと密みつ封ぷうされていたせいだろう、拾ってからそれなりの時間が経たっているにもかかわらず（エレナの主しゆ観かんではほとんど永遠ほどの時間が過ぎていた）いまだ変色がはじまっていない鮮やかな赤色は、見つめていると吸い込まれていきそうになる。意識が遠くなるような、眩暈めまいにも似た感覚のなか、思う。ああ、これはバッテリーだ。これこそ生命のバッテリーだ。これがわたしのエンジンを回す。これがわたしのエンジンを、原始のころより引き継がれてきた眠れるエンジンを呼び覚ます。これこそ力、栄養にしてその触しよく媒ばい、生命のための最初の一歩──

（違う！）

（これは血じゃない！　こんなおいしそうなもの、人間の血であるはずがない！　だからこれは──）

（飲んだって、別に──）

　試験管を持った手が、震えだす。

　制御できない震えによって、チューブから飛ひ滴てきが二粒つぶほど、人差し指のうえに載る。無意識のうちにチューブを持ち替え、指に載ったそれを、舐なめる。意識せず。たちまち舌に甘さが広がる。砂糖のような、蜂はち蜜みつのような、でもぜんぜんべたつかない、ねっとりしてないさらさらとした、どこか牛乳を思わせる味──

（ああ、おいしい）

（ああ、おいしい。とてもおいしい。だから、これは──）

（血なんかじゃない！）

　むさぼるようにそれのついた指を舐なめ、しゃぶり、もはやそれだけでは足りず、次の瞬間にはチューブは唇のまえにある。すぐに訪れるであろう甘かん美びな瞬間を想像し、惜しむように、少しでも長くそしてたくさん味わおうとでもいうように、舌を伸ばして、そして──

　洗面所。

　鏡に映った自分の姿にようやく気づき、次の瞬間、エレナはそれをトイレのなかへと叩き込んだ。

　ぱりんと軽い音がして、飛び散った赤がたちまち白い便器をけがす。

　白い下地に鮮せん烈れつな赤。

　女性の周期を連想させるその光景に先の自分の姿が重なり、猛もう烈れつな吐き気に襲おそわれエレナは便器のうえにかがんだ。見るに耐えない光景に、目をつぶり、見えないながらも必死に手を伸ばし、ハンドルを探し当て、水を流す。たちまち流れ渦うずを巻きだす洗せん浄じよう水すいをほおに浴びつつ、エレナはえずいた。これまで口に入れたものすべてを吐き出そうとでもいうように、激しくえずく。勢いが強すぎるのだろう、手洗い用の浄水が跳ね返った細かい水すい滴てきがうえから降ってくるなかで、しかしそれを避けようともせず何度も何度も嘔おう吐とする。

　水流の音がだんだんと、小さくなるなか。

　エレナは洗面所の床に、座り込んだ。

　頭を抱え、身体からだを揺する。

　もはや否定できない現実に、胎たい児じのように身体を丸め、ただ揺する。かすかに嗚お咽えつを漏らしつつ、思う。ああ、ダメだ、もうこれ以上、ごまかせない。ここで何が起きているにしろ、わたしに何が起きているにしろ、それは全部、幻げん覚かくじゃない。妄もう想そうじゃない。銃声も、階下のタクシーも、『三み輪わ方かた遼りよう子こ』の存在も──

　そして。

「……血だ」エレナは声に出し、つぶやいた。

「ごめんなさい、木きの下したさん、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……」

　水流の音が完全に沈ちん黙もくしても、エレナはそれを繰り返し続けた。

　闇やみのなか、

　少女が頭を打ち付ける音だけが、ごんごんと、響ひびく──




　　　８．（昇）




　こんこんという音に、

　三み鷹たか昇のぼるは目を開いた。

　それまでベッドのなかに横たわり、目は閉じていたが、しかし眠ってはいなかった。

　こんこんという音に目を開いたあとも、凍りついたように動かず、ただ闇やみを、その黒色を見つめ続ける。

　クーラーに冷やされた、作られた冷気のなか、少年は首まで布ふ団とんをかぶる。ふと、自分の腕のなか、寝息を立てるものを見つめる。冷気に凍こごえ、ぬくもりを求めるように昇のぼるにしがみついている妹のあゆむはまだ五歳さい。

「……昇さま」

　ドアの向こうから、押し殺した声が届く。

「お願いです、昇さま。このドアを開けてください。そして私を招いてください。そうしなければ、私はそこに入れません」

　凍りついたように動かず、ただただ闇を見つめ続ける少年。

「お話がしたいのです。昇さま。怖がらないで。私はあなたと家族になりたい。私はみなさんと家族になりたい。私はみんなとひとつになりたい、ただそれだけなんです──

　ああ、昇さま。

　……あなたのお母さまのことを、知りたくはありませんか？　家族になりさえすれば、お母さまのことだってすぐ──」

　無表情に、壁を、闇を、黒色をただ見つめ続ける昇。だがしかし、思し考こうは名前も知らぬ母のこと、そしてすぐ、職場に泊まっているであろう父へと向かって飛んでいく。お父さん、お父さんは、大丈夫？　十字架かはちゃんと持っていったし、だから大丈夫、だよね？

　できればいますぐ、帰ってきてほしい。

　でもこんな夜に外に出てほしくはない。あいつらがうろついている夜に、外を歩いてほしくない。父にそんなことをさせるぐらいなら、ひとりで耐えていたほうがいい。電話でも、昇は父にそう言った。帰ってきてくれなくていい、ただ無事でさえあれば……

　大丈夫、だよね？

　こんこんと、ドアがたたかれる。

　そうしていれば気づかず行ってくれるだろうとでもいうように、昇は身じろぎもせず、黒い壁を見つめる。見つめ続ける。ときおり妹に目をやり、白くも安らかな寝顔に胸をしめつけられつつ。

「……昇さま、昇さま──」

　あゆむは何も知らない。気づいていない。

　そして何も知らなくていい。気づかなくていい。小学生、それも高学年──五年生になる自分すらほとんどぎりぎりで耐えているのだ。幼稚園児の妹に耐えられるはずがない。こんな夜なんか。だからあゆむは、知らなくていい。気づかなくていい。父さんとぼくが、きっと守ってみせるから。

　カリカリと壁を引っかくような音。

「……昇のぼるさま、昇さま、お願いです、昇さま──」

　ああ、ドアを、そして窓を見るのが怖い。

　だから壁を、そして妹を見つめ続ける。

　やがて、視線が妹の顔からしたへと移る。

　首からさがってシーツに垂れたその銀色の十字架かは、昇がかけてやったもの。大事なものだから絶対に身体からだから放しちゃいけないときつく言ってある。そう、これがきっと守ってくれる。あゆむを、ボクを、父さんを──

　こんこんこん

　カリカリカリカリ……

　音を増幅する静けさ、

　冷気に満ちた黒い闇やみのなか、震え、白く輝く十字架を見つめ、緊きん張ちようのせいだろう、声に出していることさえ気づかずに、三み鷹たか昇はつぶやいた。

「……神さま、助けてください」

　ああ、神さま、お願いします、ぼくたちを、助けてください。

　ぼくの家には、吸きゆう血けつ鬼きがいます。

　いや、ぼくの家だけじゃない──

　ぼくの町、和わ歌か丘おかは、もう吸血鬼の巣そう窟くつです──







[image: 第二幕『エメラルドの都』]







　　　１．




　和わ歌か丘おかの夏の朝は、早く静かに、いつの間にかに白い光を世界に満たして生命を呼ぶ。鳥が鳴きはばたきをはじめるかすかな音や、少し気の早いせみが練習しているかのようにじじ、じ、とたまに鳴き、やがてみんみんうなりはじめる、そうした音を聞き、和歌丘の住人たちは目を覚ます。和歌丘は、おおまかに三つのブロックに分けられる。山すそに広がる森や林の『自然区』では、まず鳥たちが目を覚ます。川のはじまる湿しつ地ち帯たいを中心に、キツツキやシジュウカラのたぐいが早さつ速そく木をつつきはじめる。といっても木に穴を開けようとしているわけではなく、振動に驚いて出てきた虫を食べようという寸法であり、彼らはまさに起きろ起きろと気をつつく。また和歌丘の夏の森にはオオルリもいて、一鳴二鳴、早朝にだけその声を聞かせてくれる。もちろん、和歌丘の森には鳥以外にも小さなものではねずみから大きなものではいのししまでさまざまな野や生せい動物が生息するが、その多くは夜や行こう性であり、朝はまさしく鳥の時間帯なのだ。

　森の活動についでようやく、次は『居きよ住じゆう区く』の住人たちが目を覚ます。

　一戸建てよりアパートやマンションが多い居住区の住民たちは、最初に起きるのがだれかはともかく、そのだれかが使う水道の音で朝をむかえる。早く起きただれかが使用した水の、ごうごうという流れる音、地や壁やらに埋め込まれた水道管に流れてうなるそのさまは、血管をかけめぐり細さい胞ぼうを動かす血液の様よう子すを連想させる。森が有機的な生き物であるように、家というのもまた一個の生き物であり、朝の訪れとともに眠りから覚めその活動を開始する。

　そして最後に、『街』の区画が目を覚ます。

　もっとも、その区画の住民にとって、朝とはひとつの区切りでしかない。その区切りを迎えてようやく動き出すものや、逆に動きを止めるもの、朝も夜も関係なくただただ動くものがいる。おのおのがおのおののペースで動いているが、それでも朝はひとつの区切り。夜から朝へと変わるとき、そこでは確かに世界が変わる。ここにもやはり鳥がいて、ヒヨドリが飛び、ハトが鳴き、カラスが電線に止まるなか、街の住人たちのあるものは起き、あるものは寝て、移動を開始しおのれの世界をシフトさせる。死から再生、再生から死、きれいに住み分けができているかのように、夜の住民は朝にその場を明け渡し、朝の住人たちは夜のことなど知らぬげに一日をはじめる準備に動く。すべてのものは血液となって、世界という身体からだを動かすための循じゆん環かんを、開始する。起きるものも眠るものも、生きるものも死ぬものも、みな等しく生命の循環の一部となって。

　土地はひとつの生き物となり、

　人はその血液となり、それを祝福するかのように、太陽は白い光を世界に満たす。

　朝はこうしてやってくる。




　　　　◆




　だが和わ歌か丘おかの朝は、もはやこれまでの朝ではなく、その血液はもう土地のものではなかった。




　　　２．（エレナ）




「おはよう」

「おはよう、唯ゆい。はやいね。よく眠れた？」

　鴨かも音ね木ぎエレナの言葉にかすかに肩をすくめると、リビングからひとつながりになっているダイニングのカウンターテーブルに座っていた神かん名な木ぎ唯は、読んでいた本『新にい妻づま記き』にしおりをはさみ、席を立った。

　水差しを取りつつたずねてくる。

「紅茶、飲む？」

「あ、ええよ、自分でやるから」

「ついでだから。……よく眠れたみたいね」

「ん？　なんで？」

「昨日はちょっと、顔色悪かったから。でも今け朝さはそうでもない」

　そうかな、と微び妙みような笑みを浮かべ、エレナはカウンターに座った。

　実は、昨夜から一いつ睡すいもしていない。

　が。

　眠らず朝をむかえたにもかかわらず、確かに、エレナは自分がはつらつとしているのを感じていた。

　ふと席を立ち、リビングに向かいカーテンを開く。

　ぶ厚いカーテンをおそるおそる開き、薄いカーテンと窓を一緒に開く。たちまち光が満ち溢あふれるなか、心のどこかでほっとして（世界にはちゃんと朝が来たし、自分も灰になったりはしないらしい）うん、とのびをする。

　朝の光を全開で浴び、清せい浄じような空気を胸いっぱいに吸い込んで──

「よし！」

「え？」

「ううん。なんでも」

　──結局、一晩かけてエレナが得た結論は、悲劇のヒロインに酔うのもそんなに悪くはない、ということだった（短い間なら、という但ただし書きがつくが）。なんとなれば、落ち込むだけ落ち込んだならあとは開き直るしかないのだから。そうとも、自分は昨夜、それこそ映画一本分ほどの時間、たっぷり悲劇のヒロインを演じた。自分こそ世界でもっとも不幸な女だと思い、枕まくらを嚙かんでほおを濡ぬらした。落ち込み、恨み、怒り、怖がり、絶望の涙を泣けるだけ泣いた。よくもこんなに水分があったなと思うほど──なんでも体重の三分の二は水分だそうだが、それが本当なら自分はダイエットに成功しちゃったかもしれない──泣いた。

　それだけ泣けば、もうじゅうぶんだろう。

　もしかしたらもっと泣けたかもしれないが、一時間半ほどしたころ突然「そう言えば、『トム・ソーヤーの冒険』にこんな場面があったな」と思った瞬間から急に涙が出なくなった。そして逆におかしくなって──

　落ち込むだけ落ち込んだなら、あとは開き直るしかない。

（そうだ）

　確かに、自分の身体からだには何か──正直おぞましい──変化が起きている。

　そしてホテルの外でも、悪い何かが確実に、起きている。

　だが考えてみれば、自分の身体の変化がなければホテルの外で何かが起きていることにも気づかなかっただろうし、そして気づくことができなかったら、当然戦うこともできなかったのだ。

　昨日の《声》の内容からかんがみるに、舞まい原ばるサクラを中心に自分たちが何かに巻き込まれているのは間違いない。ならば。

　これは、チャンス。

　この状況に立ち向かい、戦うための。

　やつらの正体がなんであれ、付け込む隙すきは必ずある（現に『三み輪わ方かた遼りよう子こ』は、エレナが仲間であることを疑っていない）。敵を知り、そして自分を極力隠かくすことができれば、きっと立ち向かえる。

（そうだ、みんなはわたしが守る）

　絶対に、負けるものか。

「わたしは、エレナ。日ひ炉ろ理り坂ざかは四し季き老ろう家けの第三位、鴨かも音ね木ぎ家の、長女──」

「何？　突然」

「いや別に」

　徹てつ夜やしたにもかかわらず、ぜんぜん疲れを感じない。それどころか気が充実し、力にあふれた感がある。無意識に手の甲こうで唇をこすり、人差し指をぺろりと舐なめると、エレナはクーラーの冷気を逃さぬよう窓を閉め、レースのシェードを降ろし、振り返った。

「ふたりは？　まだ寝てるん？」

「多分。あたしもいま起きてきたばっかりだから」

「ん。そう」まぁ、だれかが起き出す音が聞こえたからこそエレナは部屋から出てきたのだが。

「まぁ、まだ六時まえやしな。さて、それじゃあせっかくの機会、日炉理坂一の美少女の寝顔をとくと拝ませてもらおかな」

　聞かせるような大声でわざとらしくつぶやくと、エレナはサクラの部屋のドアをそっと開いた。

　時が止まったように静まり返った部屋のなかを二度ほどぐるりと見渡し、息を吞のみ、茶ちや葉ばを蒸むしている唯ゆいのもとへとあわてて走る。

「さ、さ、さ」

「……さ？　どうしたの？」

「さ、さ、サクラがいないんだけど？　どこ？　って、え？」

　唯が指差した方向を見る。

　山やま本もと美み里さとの部屋のドア。

　ああ、とうなずくと、エレナは美里の部屋の前に立ち、ゆっくりとドアを開いた。

　たちまちあふれてくる冷気に、うわ、クーラー何度に設定しているんだと顔をしかめる。これじゃあ風か邪ぜ引いちゃうぞ？　ドアのすぐ近くにあるパネルを操作し室温を二度ほど上げると、ベッドに視線をめぐらして──

　ふわぁ、とエレナはため息をついた。

　後ろに続いた唯が、カップを渡しながらつぶやく。

「サクラが入ると絵になるね。……ビールの空き缶が三つも転がってなかったら、だけど」

「邪じや魔まだったらどけましょう。おりゃ」

「……写真に撮とったら、みんさん泣いて喜ぶかも」

　そりゃ高く売れるかもなぁ、と一瞬、携帯（カメラ付き）を取りに戻ることを考える。が、なんとなく離れがたくて、結局、エレナは古こ風ふうにいかめしい天てん蓋がい付つきのダブルベッドのはしに浅く腰掛け、ベッドの真ん中、暖を取り合うようにくっついている美里とサクラの姿の鑑かん賞しようを続ける。

　湧わき上がるのは、いとおしさ。

「……かわいいってな、得だよなぁ。もう」

「まぁ、ね」

「なんでも、子供をかわいい、と感じるのは、遺い伝でん子しの策さく略りやくなんやて。子供が少しでも生き延びるのに有利なように、小さい、とか目が大きい、みたいな子供的な特徴イコールかわいいイコール守りたい、と感じさせてるんやと」

「……確かに、動物の子ってたいていかわいいけどね。どうだろ。サクラ見た目ほど子供じゃないし」

「まぁな。……あーあ、みんな見た目にだまされてるし」

　そして最初の結論へ。

「……かわいいってな、得だよなぁ。もう」

　鑑賞に、戻る。

　時おり、紅茶でのどと鼻び腔こうをうるおす。

　エレナと反対側に座って同じようにしている唯ゆいと、たまに視線を合わせてため息をつく。ふと、思い出したように何かを話すが、やがて沈ちん黙もくのほうが多くなり──

　鑑かん賞しようを、続ける。

　──どれほどの時間が経たっただろうか。

　山やま本もと美み里さとの目が開いた。

　何かの気配を感じたのだろうか、ぱちっという音が聞こえるようないきおいでまぶたを開く。右を見、左を見、エレナと唯に挟まれてのぞきこまれているのを確かめ、ずぶずぶと布ふ団とんにもぐりこみつつ、言う。

「……何やってんのよ、あんたら」

「寝顔の鑑賞」

「……うわぁ、もう。……ああ。……えと」

　布団から首を出し、怒るのとおはようを言うのとどちらをさきにしよう、とでもいうように二人をながめる美里だったが（まだ半分寝ねているらしい）、かたわらにサクラの頭があるのに気づき、第三の選せん択たく肢しこそ正解だと思ったのだろう、サクラに抱きつき顔をうずめた。

「山本さん山本さん」寝なおそうとする美里の肩をそっと揺する唯。

「……ん、何……。あと五分……」

「サクラちゃん寝てるから、いまのうちに、お風ふ呂ろ入っちゃえば？　昨日はゆっくり入れなかったんでしょ？」

「……ああ、うん。うん……ああ、そうだね」

　ふわぁ、とあくびを漏らしつつ、美里は身体からだを起こした。

　未み練れんがましくサクラを見るが、やがて首を振り、サクラを起こさないようそっと、ベッドから出る（誘ゆう惑わくに負けずするべきことをちゃんとする、美里のこういうところは見習わなきゃなとエレナは思う）。クーラーの冷気にかすかに震えつつ、椅い子すに向かい、バッグから着替えやら洗面用具やらなんやらを取り出すと、いまだ寝ぼけまなこのまま、美里は言った。

「じゃあ、サクラをよろしく。乱入なんかさせないでよ」

「あいさ」

　部屋から出て行く美里。

　ばたん、とドアが閉まると同時。

「おはよ！」サクラが飛び起きた。

「うわ？　サクラ、起きてたの？」

「うん！　起きてたよ」

　目を細め、かすかな笑みを浮かべてエレナを見つめる。

「あたし、だますのうまいでしょ？」

「や、……はっは」

「でも本当にすごいね。ぜんぜん分からなかった、サクラちゃんが起きてるの」

「寝るまね得意なんだ。ハナちゃんがね、昔から、あたしが寝ないと寝てくれなかったから」ちなみにハナちゃん、というのはサクラの妹。「こつはね、……ええと、自分が寝てるって信じること！　そうすれば、起きてても寝ているような感じになるの」

「でもなんでまた、寝ているふりなんか」

「だって起きたら、山やま本もとさんを起こしたくなるんだもん」

「なんだそりゃ」

　まぁ、起こしてしまう、ではなく起こしたくなる、なのはサクラらしいが。

　唯ゆいが言う。

「じゃあ、聞いてたよね？　山本さんのお風ふ呂ろ、邪じや魔ましちゃダメだよ」

「しないよぉ。分かってるってば。顔を洗うのはあとにする……はい！」

「え？」

　いきなりブラシを渡され、エレナはあっけにとられた。

　が、すぐに唇を曲げ、「はいはい」と一応わざとらしくため息をついたあと、こちらに背を向けたサクラの髪をとかしはじめる。口のなかで、ずるいよなぁ、とつぶやきつつ。そうとも、何がずるいかって、サクラがかわいいのがずるい。自分の髪をとかしたがらない人間なんていない、と心から信じきっているようなその行動がずるい。まぁ実際、何なに様さまのつもりだおまえ（本物の姫さまだけど）とカチンと来るまえにちょっとうれしくなってしまっている自分がいるのも事実だが。そりゃあやっぱり、女だし、かわいい子の髪をいじるのは楽しく、つまりサクラがかわいいせいで──

（かわいい、と感じさせるのは、遺い伝でん子しの力。多かれ少なかれだれもが持つ、生まれついての、生物としての、力──）

「……やっぱずるいよなぁ。もう」

「何が？」

「いいえ！　別に！」

　だがまぁ、サクラのそれが作為であれ天然であれ、かわいいと思ってしまうのだから仕方がない。なんだかんだ言ってもこういうサクラが好きだからこそ、いまエレナはこうしてサクラの「家出」に付き合っているのだし、実際楽しく感じているわけなのだし。きっと唯も、山本も──

　ふと、サクラのうなじに目をやって。

　そのはじけて輝くような部分が、何かおそろしいもの、昨夜のことに関連した、考えたくない何か、を連想させ、エレナはあわてて目をそらした。そしてはじめてエレナは、その瞬間まで自分が昨夜のことも、『三み輪わ方かた遼りよう子こ』の声や外で起きている事件のことも、それどころか気がつくと頭のなかで響ひびいているかりかりという音のことさえ忘れていたことに気がついた。それは同時に、意識することだった。こうして友だちといることが、友だちの髪を梳すき、たわいもない話に興きようじることが、どれほど心安らぐことかを。同じ時間を友だちと一緒に過ごせるということが、どれほど価か値ちのあるものであるかということを。どこにでもあるようなありふれた時間が、本当はとても価値のある、すばらしいものだということを──

　ああ、と思う。

　ああ、わたしは再び、そういう時間を取り戻せるのだろうか──

（いいや、絶対取り戻す。取り戻してみせる。みんなと一緒に心のそこから笑っていられるような時間を）

（ここで何が起きているにしろ、絶対、絶対、わたしはみんなを守ってみせる！）

　──かけがえのない、わたしの時間──




　　　３．（水彩）




　ガチャ、という音に、木きの下した水すい彩さいは目を覚ました。

　まず飛び込んでくるのは装飾華か美びなベッドの天てん蓋がい──お姫さまが寝るような、おとぎ話でしか知らないベッド。クリーム色の壁にかかった絵や織物、花か瓶びんまでいちいち派は手でな代しろ物もので、ここが自分の家、自分の部屋であるはずもなく、水彩は一瞬夢ゆめを見ているのだと思う。だがすぐ気づく。これは現実であり、通学時、駅に行く途中に何度も見上げ、自分がこんな豪ごう華かなところに泊まることなんてきっと一生ないだろうなぁ（だいたい近くに家があるし）なんて思っていた高級ホテル『観鶴台ホワイトクレイン』のその一室だということを。

　ある意味思おもいがけなく夢がかなったわけだが、心をよぎるは空くう虚きよのみ。

（夢のまま、だったらよかった……）

　夢ならどんなによかったか。

　身体からだを起こし、ベッドから降りようとして、水彩は自分が裸であるのに気づく。下着すらつけてはおらず、急いでシーツをかぶって隠かくし、でも恥ずかしくてベッドから出ることができず──

　ふと気づき、おそるおそる首くび筋すじを触る。

　昨夜、穴を開けられたはずのそこに傷は感じられない。指を見ても、血の汚れも何もない。ただそれだけのことで、全身から力が抜けていく。自分がとんでもない部屋に普通でない格かつ好こうで寝ていたにもかかわらず、ただ指に血がついてないというだけで、他のすべては忘れて昨日のあれは夢だったのではないかと思ってしまう。そう信じたい自分がいる。それは逃とう避ひ、とても危険な兆ちよう候こうなのに。

「あ、起きた？」

　水すい彩さいは声をしたほうに目をむけ、大おお仰ぎような椅い子すに深く腰掛けた日ひ炉ろ理り坂ざか高の制服の少女にようやく気づき、おそるおそる視線を合わせた。

「……三み輪わ方かた、遼りよう子こ、さん」

「遼子でいいよ」

　一瞬、もう一度「三輪方さん」と呼びかけてやろうかと思ったが、やめる。

　代わりに微び妙みようにとがめるような目で──思い切りにらみつけてやりたいのはやまやまだが、怒らせるのが怖い──彼女を見、たずねる。

「……どうして、あたし、裸……」

「ああ。ごめんね。血で汚しちゃったから。血の汚れって、すぐ洗わないと落ちないのよね」

「……（でも、なんで、下着まで……）」

「すぐに用意させるから。朝食は？　このホテルって、料理もけっこう」

「帰りたい、です。そういう約束……」

「……うん。覚えてるって」

　その顔に一瞬、悲しげな表情が浮かんだが（そして水彩の絵描きとしての目はそれをばっちりとらえたが）、すぐに消しさり、遼子はいたずらっぽい笑顔を見せ、言った。

「一晩経たったけど、まだ気持ちは変わらない？　『ザ・ワン』に、あたしたちの一員になる気はない？」

「……ありません」

「そう」

「あの……」

「ええ。あなたの両親も同じ答えだった。もっとも、あなたのお母さんのほうは心がゆらいでいるみたいだけど」

「……」

「でも、あたしが本当に欲しいのは、あなたなんだけどな？」

「……朝あさ比ひ奈なさんをおびきよせるために？」

　遼子の口もとがななめをつくる。

「まぁ、そう思ってもらってもかまわないけどね。どうせ『ザ・ワンひとつ』になれば、すべて分かってもらえるんだから。誤ご解かいなく、正直な気持ちを。誤解が生まれない世界、それってすばらしいと思わない？」

「……」

「だから臆おく面めんもなくこう言える。あなたがあたしを招き、受け入れて、『ザ・ワン』になってくれるなら、あなたの両親はほおっておいてもいいんだけど？」

「……卑ひ怯きよう、です。そんなの」

「まぁ、よく考えて。まだ時間はあるし。ただし、あなたのお母さんがいつまで保もつかは分からないけど」

「そんな、の」

「あ、ごめん、待って」

　突然、三み輪わ方かた遼りよう子この瞳が焦点を失う。

　お話をしているのだろう、と水すい彩さいは思った。

　どこか別の場所にいる、『家族』と。

（……そうだこの人たちは頭のなかで会話する）

（家族は心で通じ合う、なんていうのを本当に、やっている。本当に、つながっている、心で）

　しばらくして。

「……めんどうね」遼子は首を振った。「博物館はいいけど、宝石店と、カラオケか……」

「え？」

「ううん。こちらの話」

　立ち上がり、こちらに歩いてくる遼子。

　反射的にあとずさった水彩に苦笑し、方向を変え、窓へと向かい、スイッチを押す。たちまち窓を覆おおったダブルシェードが巻き上げを開始し、いまから昼の暑さを予想させるまぶしい朝の光が部屋のなかへと満ち満ちる。

「──あ」

「どう？」

　全身に光を浴びて。

　水彩の見つめるなか、少女は芝しば居いがかってくるくる回る。スカートを少しつまみあげ、真新しい朝の陽ひのなか、光に透すけた夏服をまとい、あたかもローブ姿のギリシャ神話の女め神がみのように。

　顔のまえに手をやって光をさえぎりつつ、それでも遼子を凝ぎよう視ししている水彩に、光のなか、少女は微笑ほほえんだ。

「ごめんね？　灰にならなくて。……期待してたんでしょ？　そういうの」

「……あ、いや、別に」心臓の鼓こ動どうが跳ね上がるのを感じ、水彩は視線をそらした。

　同時に、

「失礼します」

　声と同時にドアが開き、メイド姿の女性がカートを押してやってくる。

　反射的に身体からだを隠かくした水彩には目もくれず、ベッドの脇に衣類の乗ったカートを止め、一瞬遼子と目を合わせると、メイドは場を辞じした。

　シーツで自分の身体を隠しつつ、カートに手を伸ばす水彩。

　と。

「まだよ」

「え？」

　いつの間にかそばに来ていた遼りよう子こに押され、カートが押しやられ離れていく。

　あ、あ、とシーツが解けないよう押さえつつ必死で水すい彩さいは片手を伸ばしたが、もう少し、というところで届かない。

「あ、あの……」

　遼子は微笑を浮かべ、言った。

「せっかくだから、もうちょっと……もらっちゃおうかな」

　水彩の顔が引きつる。

「そんな……夕に一回だけって」

「あたしって気まぐれなの。それに昨日は、半分別べつに分けちゃったしね」

「でも、そんな……」

「大丈夫、ちょっとだけ。ね？　一〇cc弱、くらい？　気分の問題、だから」

「……でも」

「お願い！　気分程度だから。……ね？」

「……」

（──そうだ）

　抵抗しても、意味がない。

　ゆっくりと伸びてくる指に、水すい彩さいはシーツを胸もとで握り締め、震えつつ、目を閉じた。

　ほおに手が、触れる。

　撫なでられる。あごへとまわる。そして。

　耳もとで、ささやかれる低い声。

「──シーツ、汚したくないんだけど」

　一拍ほどのためらいののち。

　白いシーツがはらりと落ちる。

　風に肌はだがかすかに揺れる。

　普段は気にも留めないような、本当に緩やかな、風の、流れ──そして。

　重なってくる、温かさと、

　首くび筋すじに広がる熱さ。

　恐ろしい、恐ろしいほどに甘かん美びな熱さ──
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　　　　◆




　水彩が着替え終わるのを待って（ずっと見物していた）、椅い子すに深く腰掛けたまま、遼りよう子こは口を開いた。

「じゃあ、ロビーでご両親が待っているから──ロビーまで、行けるよね？　ひとりでも」

「はい」

「送ってあげたいけど、あたしの姿を見たらきっとあなたのお母さん、ヒステリー起こすから。……ああそうそう、はい、これ」

　ドアのまえに立った水彩に、何かを投げる。

　受け取ったのは、錠じよう剤ざいの入ったガラスのびん。

「……これは？」

「造ぞう血けつ剤ざい。適当にポリポリやって」

「……」

「そんな顔しないでも、怪しい薬じゃないってば。害も副作用もない。二〇〇〇年の叡えい智ちを誇る『ザ・ワン』特製の薬だから。安心して」

「……」

「それじゃあ、午後からデートだからね。迎えに行くから、ちゃんと待っててよ？」

「……はい」

「聞きたいことをまとめておいて。あたしはなんでも答えてあげるから。包み隠かくさず、すべてを、ね」

　きっと、と微笑を浮かべて言う。

「すべてを知れば、あなたは自分からあたしを招きいれてくれる」

「……失礼します」

　遼りよう子こを見ず、きびすを返し、水すい彩さいはドアを開き、外に出た。

　振り返らずにドアも閉めずに、歩き出す。

　後ろでバタンと音がした瞬間、走り出したくなるのを必死でこらえ、ただ、歩く。走ってしまえばその瞬間、頭のなかで何かが外れて走り出し、自分を制御できなくなるような気がして。そしてそうなった瞬間どこかでドミノが崩れだし、もうすべての取り返しがつかなくなるような気がして──

（いいや、取り返しなんてもう、とっくの昔につかなくなってる）

（だったら、どうしてあたしは耐えているの？　先も見えないこんな世界を）

（どうせ何もできないなら、こんなことをずっと耐えていくぐらいなら、いっそのこと──）

　ふと、脳のう裏りに稲いな妻ずまが走る。

　天てん啓けいのように頭のなかを閃ひらめいたのは、昨日、水彩のほっぺとあごに合わせて三本赤い線を引き、胸をもんで紫むらさき色のあざをつくった男のあの笑顔。身体からだに受けたあざも、傷も、タクシーの運転手にして若い医者見習いにして『コア』とか『第一人格』とか名乗る青年によって跡あと形かたもなく消されていたが、しかし心の傷は消えないし、それは結局、自分の手で癒いやすしかない。

　歯を食いしばり、走り出したくなるのを必死でこらえ、水彩は歩き続けた。




　　　４．（遼子）




　水彩がドアから消えると同時、まるで計っていたみたいに反対側の扉が開き、メイドが現れた。

　ふところから手紙を取り出し、遼子に渡す。

《……エレナさまから、手紙です》

「……ごめん。読んで。あと、声出していいわよ」

　うなずき、メイドは『観鶴台ホワイトクレイン』の印刷のある封ふう筒とうを開いた。

「では──」

　椅い子すに身をもたせかけて目を閉じている遼子の頭のなかに、たちまちメイドの見ている情景が送られてくる。『観鶴台』の便びん箋せんを使い書かれたその手紙には、なかなかの達たつ筆ぴつで、エレナの現在の状況、これからの予定、そして『ハーフ』とは何か、『オード』とは何か、自分はどうして違うのか──などの疑問が書かれている。

「よかったですね」メイドが言った。

「え？　……ええ、そうね。……確かに」

（……確かに、よかった、けど……）

　遼りよう子こはかすかにため息をついた。

　確かに、状況はいい方向に動いている。

　いまだ舞まい原ばる家に感づかれた気配はなく、しかもサクラは家出してきたとかで自ら檻おりに飛び込んできてくれた。さらに彼女が引き連れてきたの友人のなかには、どこで仲間になったか知らないがすでに『端たん末まつ』がひとり──確かに中ちゆう途と半はん端ぱな『端末』だが──入っている。

　これを幸運と言わずして何を幸運と呼べようか？

（──鴨かも音ね木ぎ、エレナ……か）

　鴨音木エレナが『オード』を感じられない、それどころか双そう方向のつながりさえ持てない、と分かったときには確かにひやっとした。何しろいま現在、サクラのそばについていられる（いてもおかしくない）『端末』はエレナ以外にいないのだから。彼女にがんばってもらうしかない──だから遼子は昨夜から、おそらくファイトをなくして仕事から離れたがっているであろうエレナをどう説得して続けさせよう、そればかりを考えていた。だがふたを開けてみれば、彼女はその後もめげたりも絶望したりもせず、むしろ昨夜以上の熱意を持ってしっかりと自分の仕事を果たそうとしてくれている。

　なんという幸運だろうか。

『オード』を感じることができない、それがどれほど恐ろしいことなのか、絶望的なことなのか、遼子は分かる。『ザ・ワン』の一員ならだれでも分かるし、それを恐れる。一度『オード』に触れてしまえば、もはやそれから離れることなど考えられない。自分がエレナの立場だったら、孤独による絶望と恐怖のあまり、もう一歩も動けなくなっているだろう。だがエレナはそれに立ち向かってくれている。エレナがそれに立ち向かえるだけの強きよう靭じんな精神力を持った『端末』だったということ──こんな幸運があるだろうか？

　だが。

　遼子はメイドを見つめ、たずねた。

「サクラたちは、午前中は勉強して、昼からは宝石屋、博物館、そしてカラオケに行く予定、ってなっているんだけど、この宝石屋、というのは、鴨音木エレナが提案したのよね？」

「はい。サクラさまが一緒なら、普ふ段だん見られないような豪ごう華かな宝石類を見せてもらえるかもしれない、と」

　メイドの言葉と同時に、盗とう聴ちよう──盗聴器ではなく外部からの集しゆう音おん──で得たその場の状況情報が『オード』によって導かれ、遼子の頭のなかへと流れ込む。四人の会話──午後どこに行こうかという話になり、せっかくサクラがいるんだからそれを利かせるところに行こうということになり、エレナが宝石屋、唯ゆいが博物館、そして美み里さとが遠えん慮りよがちにカラオケ、と提案していく状況が、その会話が脳内に、まるで自分が聞いていたかのごとくよみがえる。いいや、自分で聞いていたのも同然だ。なぜならわれらは『オード』でつながる『ザ・ワン』の一部、『端末』にして大家族、なのだから。

　だが。

「……どうかしたんですか？」

　遼りよう子この不安を感じたのだろう、メイドが心配げにたずねた。同時に遼子の全身に、メイドが心配する気持ち──応援する気持ちが伝わってくる。それを感謝し、『オード』で感謝の気持ちを伝え返しながらもしかし、遼子は自分が何を心配しているのかをメイドに伝えなかった。

　通常、『端たん末まつ』同士は自分の心を隠かくすことはできない。

　ただ自じ我が・人格が異なると言うだけで、『ザ・ワン』はみな平等に互いの経験記き憶おく感覚等などを共有する。だが遼子をはじめとする各場の現場責任者──『第二人格』は、自分の体験を固有のものとしたまま『第三人格』に属する『端末』の感覚を共有することができる。つまり自分の思し念ねんは隠して『端末』の思念を知ることができるし、操あやつることも許されているのだ。これは司し令れい系統の混乱をさけるための措そ置ちであり、上位に位置する司し令れい塔とうを存在させることで昨夜のような一いつ糸し乱れぬ統とう制せいを取ることが可能になる。

（だが……）

「もういいわ。仕事に戻って」

「はい」

　メイドを退さがらせたのち、遼子は目をつぶり、『オード』を走らせ、和わ歌か丘おかに幾いく重えにもはられたネットのなかで鴨かも音ね木ぎエレナに通じる『糸』を見つけ出し（『オード』を感じられない彼女を見つけ出すのはなんとも難しく、そしてさびしい作業だった）、エレナに念ねん話わを送った。

《予定は確認したわ。問題はないけど、カラオケは、ホテルにして。こちらで用意しておくから》

　返事はない──つながっているのは確かなのだが。

　相手と双そう方向につながれないということの、なんと味あじ気けなくも悲しいことか。

　暗くら闇やみを手探りしているような心細さに怯おびえつつ、遼子は続けた。

《いい？　了りよう解かいなら何かを二回、たたいて。不ふ都つ合ごうなら、三回》

　しばらくして、盗とう聴ちようを担当している『端末』から二回の合図があったという念話が入る。

　ふぅ、とため息をつき、遼子は再びエレナに念話を送った。

《合図は確認したわ。じゃあ、よい一日を。何かあったらすぐに助けを求めて。この町のいたるところに、『ザ・ワン』──あなたの家族はいるんだから》

　ついで、

　……思わず言いかけるのを必死でこらえ、別の言葉を送る。

《もしも、……そんなことありえないとは思うけど、もしもサクラに何か気づかれたと思ったら、躊ちゆう躇ちよせず彼女を拘こう束そくして。何よりも彼女を最優先。最悪の場合──殺してもかまわないから。他の二人は言うに及ばず。いい？》

　しばらくして、合図があったとの念ねん話わが入る。

　遼りよう子こはうなずいた。脅きよう迫はくまがいのことをしたことを微び妙みように恥ずかしく思いながら。

《じゃあね。近いうちに話せる時間をつくるから、手紙の疑問にはそのとき答えるわ。以上》

　念話を切り、椅い子すに深く腰掛けなおす。

　正直、いまだ『オード』でつながれない彼女とは、なるべく会いたくない。

　目をつぶり、さきほど言いかけてやめた言葉について考える──

（──ところでエレナ、あなたは分かっているの？　この町で十字架かが手に入るとしたら、元もと牧師の家かさもなくばインテリアショップ、アクセサリー店、宝石屋だってこと──）

　……考えすぎだろうか。

　確かに女として、金持ちの財さい布ふがあるんだし、日ごろ見られない宝石が見られるかもしれないならそこに行きたがる気持ちも分かるが──

（そうだ、だいたい彼女はすでにわれわれの仲間──『ザ・ワン』だ。十字架には拒きよ否ひ反応を起こすはずだ。そんな場所に、みずから行こうとするはずがない。きっと気がつかなかっただけ、あたしの考えすぎなんだ──）

　──相手とつながれない、相手の心を感じ取れないということの、なんと心細いことか。『ザ・ワン』になるまえの自分はどうして平気で生きてこられたんだろう、そんなことを思いつつ、遼子はふと、先に手をまわし、宝石店から十字架っぽいアクセサリーを隠かくしておくことを考えた。が、すぐに無理だと結論付ける。何しろ店の人間はすでに全員『ザ・ワン』なのだ。十字架にはさわれない。もちろん、『第一人格コア』が外国から連れてきた部下には狼男ライカンスローブ等の十字架に平気で触れられる仲間もいるにはいるが、彼らは全員和わ歌か丘おかと外の境きよう界かいにいてそこを行き来する人間の監かん視しをしており、何しろ少ない数で広いエリアを監督しているのだ、もしものために、というだけで呼び出せるような余よ裕ゆうはない。だいたいそこまでするには『第一人格コア』の許可が要いるが、遼子たちと違い『ザ・ワン』の完成形である『コア』は昼間は動けず連絡が取れない。もちろんいざとなったら『コア』を無視して行動するつもりではいるが（つまりはそれが現場責任者の仕事なのだから）、いまの段階でそこまでするのは──

（いいや、大丈夫、そこまでする必要はない。あたしの考えすぎなんだ）

（そうだ、だいたい、他ならぬ『コア』が鴨かも音ね木ぎエレナに危険はない、と言い切ったんじゃないか。確かに『ハーフ』っぽいところはあるが、変化はしっかり進行していると。時間がかかっているだけで、いずれ『オード』でつながれると。自分で血を吸えるようになれば──）

　だが。

（……どうもあたしは、彼女を信用できない）

　それは、『オード』でつながれないからなのだろうか。

　首を振り、仲間を、『ザ・ワン』を信用できない自分をいらだたしく思いつつ、遼子は席を立った。

　次の仕事に向かって歩き出しつつ、思う。こんなことを考えてしまうのは、仕方ないこととはいえ、自分が完全に『ザ・ワン』化していないからだ。完全な『ザ・ワン』となれば、仲間を疑う、などということはなくなる。こんなつまらないことなどに頭を悩ませることなどなく、永遠に、ひとりじゃないことの充足感だけを味わっていられる。

　早く完全な『ザ・ワン』になりたい。

　それはみんながひとつの家族となった、真の天国。理想郷きよう。




　　　５．（沖也）




　部屋のなかはまるでそこに熊を放しでもしたかのように破壊の爪あとが散乱していたが、しかし、美作みまさか沖おき也やの瞳には割れた花か瓶びんも穴の開いた壁も、引き裂かれたカーテンから差し込む朝の光すら映っていなかった。

　いま彼の目に見えるのは、机のうえに広げられた焦こげたアルミホイルと、ストロー、そして左手のなかにある、ビニールに包まれた未み開かい封ふうの注射器のみ。

　その注射器を沖也によこした友人──少なくとも昔はそう信じていた──は、沖也にこう教えてくれた。いわく、ドラッグは吸うものである。もちろん、飲んでもいいし嚙かんでもいい、舌に載せるのもひたいに貼はるのももちろんアリだ。だが注射してはいけない。注射器に頼るようになったらそれはもはやドラッグではなく、天国のふりをした地じ獄ごくへ向かう特急電車のチケットとなる。沖也にそれを教えてくれた異い国こくの友人はこうも言っていた。注射器は男のアレの象しよう徴ちようであり、それを刺すのを許すのはタマのない玉たま無なし野や郎ろうだけだ、と。この友人のいる国には『注射部屋』と呼ばれるものがあり、そこでは国が合法的に、麻ま薬やく中毒者にヘロインを支給する。注射器で。なぜか？　麻薬と病気を広めないためだ。どこぞの玉無しが一本のアレを仲間内で使いまわして病気を広めないよう、国がわざわざつっこんでくれるのだ。沖也の友人はそこを『去きよ勢せい部屋』と呼んで嫌っていた。そしてすべての玉無しを蔑さげすんでいた──もともと持っていたのをどこかに捨ててきた野郎はもちろん、もとから持っていない存在も。果たして、彼がそういう存在を食い物にしているから軽けい蔑べつしているのか、それとも軽蔑しているから食い物にしているのか、沖也には分からない。だが大事なのはそこではない。大事なのは、注射器をつかうようになったら終わりだということだ。そうなったらもはや天国のふりをした地獄へ向かう特急電車に乗り込むか、それとも玉無しとなって他人の食い物にされるかしかない、ということだ。だからもちろん沖也は、ドラッグを吸ったことはあっても静じよう脈みやくに注射したことはなかったし、これからも使うつもりはない。認めよう、確かに依い存ぞん症しようを患わずらってはいるが、それは軽度のものであり、そして人は立ち直れるのだ、意志の力で。やり直せるのだ。何度でも。

（そうだ、おれはやり直すんだ、人生を）

　ビニールに包まれた、注射器を見つめる。

　それはある意味、沖おき也やに人生の転てん機きを与えてくれたものだった。その注射器を渡されるまで、彼は彼の友人こそ才能であり、偉い大だいと呼ぶに足る傑けつ物ぶつであり、世界を──おもに沖也の世界を救ってくれるカリスマだと信じていた。だがある日、その友人に呼び出されて若い日本人女性の写真を見せられ、いまどこどこにいるから彼女を連れてきてほしい、と言われたとき、心のなかで何かが音をたて、割れた。なんならこいつを使え、と注射器を渡されたとき、絶対壊こわれない、と信じていた自分を守る心の殻からはいともあっさりと、割れた。

　沖也はたずねた。

「……彼女を、あのフィルムに使うんですか？　おれにスカウトして来いと？」

「ああ。日本人同士だし、おまえの顔なら楽勝だろう？」

　そして沖也の友人は、おれは人種で差別はしない、とのたまった。肌はだの色や生まれた国がいったいなんだというのだ？　人はみな平等であり、だからおれは女優を人種で選んだりはしない。大事なのはフィルムを作り、世のなかに供給し、世界に世の真実を知らしめることだ。世界には確かに暗く汚れた部分があり、それから目をそむけていては真の成長は望めない。そしてだれかが、その『世界の暗く汚れた部分』を伝えなければならない。そしてそれこそがおれたち、つまり、おれとおまえの仕事なのだ。そう、彼の撮とるフィルムは一般に『スナッフ（殺人）フィルム』と呼ばれるものだったが、沖也の友人は間違いなく自分の仕事に誇りを持っていたし、確かにその映像は若かった沖也に衝しよう撃げきを与えた。ああ、友人は若き沖也に言ったものだ。どうだ？　すごいだろ？　もちろん残ざん酷こくシーンはＣＧを使っているが──そんなの当然、当たり前だが──それでもじゅうぶんリアルだろう？　ＣＧを感じさせないだろう？　これが真の映像力というものだ。そして、これを使って世間に世界の真実を知らしめることが、おれたち、つまりおれやおまえのような人間の使命なんだ──

　沖也の友人は玉たま無なしを軽けい蔑べつし食い物にしていたが、それゆえに玉無しに対する愛にあふれていた。自分の仕事を成り立たせてくれる玉無したちに、平均的な子供が昆こん虫ちゆうに対して与えるような愛情を与えていた。そして若かった沖也は、自分の父や母より偉大な役者になりたいと常に思っていた沖也は、彼の愛情を善きものと信じ、その言葉と『映像力』を信じた。

　が、彼と出会ったとき心のなかで形成された殻は、同じ国の人間を連れて来い、と注射器を渡されたとき、割れた。

　もともと冷めた人間だったこともあり、いったん割れると彼への熱ねつ狂きようはあっという間に、消えた。

　もはやいまでは、彼の言葉も行動も、すべてが疑わしい。

（ああ、そして何よりあのＣＧの進歩が疑わしい）

（あれは本当にＣＧなのか──）

　スカウトして来い、と言われた日本人女性がどうなったか、沖也は知らない。

　もちろんスカウトなどせず、さりとて警察にもいかず、取るものも取らず、その晩のうちに沖おき也やは日本へ帰った（逃げた）。あまりにあわてていたためにドラッグを所持しているのを忘れ、警察に逮たい捕ほされ実じつ刑けい判決（麻ま薬やく所持容よう疑ぎ・初犯・執行猶ゆう予よつき）を受けたがそれはそれほどショックではなかった。それどころかほっとしていた。そうとも、罰は受けよう、それだけのことはしてきたのだし、罰は喜んで受けよう。そしておれはやり直すんだ、もう一度、人生を。そうともまだまだ間に合うし、人はやり直せるのだ。

（──彼女はいったい、どうなったのだろう──）

　素直にカウンセリングを受け、治療に同意し、親に言われるままにこの田舎いなか町にやってきたのも、すべてはやり直そうという強い意志があったからだ。

　じっと、注射器を見る。

　それは沖也が持ち込んだものではなく、このホテルに送られてきたもの。

　粉ふん末まつ系の各種ドラッグ、そして注射器を使う溶よう液えき系のハードドラッグと一緒に。そんなものが宅急便で送られてきたことに対し、沖也はそれほど驚かなかった。何しろかつては偉い大だいと信じた相手なのだ、いくらでも闇やみのルートを知っているのだろう。さすがに日本まで追って来はしないだろうが──

　戻って来いと言っている。

　ドラッグについて思い出せ、と。それが与えてくれる喜びと安心感について思い出せ、と。戻ってくればいくらでも用意してやろう、だが戻ってこなければ──忘れるな？　もはやドラッグは手に入らず、そして注射器は天国のふりをした地じ獄ごくへ向かう特急電車のチケットなんだぜ？

　沖也は注射器をにらんだ。

　だれがこんなの使うものか。

　もうドラッグとは縁えんを切るんだ。

　ああ、確かに粉末系のドラッグは使ってしまった。だがそれは、このホテルが吸きゆう血けつ鬼きどもの巣そう窟くつだったからだ。そんなホテルで過ごす最初の晩だったのだ、思わず吸ってしまったからってだれがおれを責められる？　やつらが嫌う聖せい書しよにだってあるだろう？　すねに傷のないものだけが彼女に石を投げつけろ、とかなんとか。こんなホテルで一晩正しよう気きで過ごせというほうが、無む茶ちやなのだ。だがもう大丈夫、やつらがこちらに何もしないのは分かったし（おとなしくしていれば、だが）、何よりドラッグは使い切ってしまったし。もう大丈夫。

　残るは溶液系のハードドラッグと、この注射器のみ。

　もちろん沖也は注射器を使うつもりはない──天国のふりした地獄に向かうつもりはない。当然だろう？　それを使ってしまえば、もはや先には破は滅めつしかない。だから、この注射器とその中身を残しているのは、使うためではない。

（ではなぜ捨てない？）

　それは……そう、これをおのれの反はん面めん教師とするためだ。これを見るたび危機感を思い出し、意志を鍛きたえるためだ。そうだ、大切なのは意志。立ち直ろうという、意志。やり直そうという意志さえあれば、人はきっと、何度でも──

「失礼するわよ」

　突然聞きこえたその声に飛び上がらんばかりに驚き、反射的に注射器を隠かくしつつ、沖おき也やは振り返った。

　鼻にハンカチを押し当て部屋内に入ってきた少女をにらみつけ、叫ぶ。

「な、なんだ？　勝手に入ってくるな！」

「ああごめん。驚かせた？　……うわ、窓、開けるわよ。臭くさくってほんと、たまらない」

　言うなり、勝手に窓を開けていく。

　たちまち光が飛び込みあふれ、昨夜のまま、荒れまくったままの部屋の様よう子すをさらけ出していく。

　鼻を押さえて換かん気き扇せんのスイッチを押し、部屋を見渡すと、少女──三み輪わ方かた遼りよう子こは首を振った。

「……あとでメイドをよこすわね」

「あ、ああ……」

　遼子が日光のなかでも平気なことに思った以上のダメージを受けつつ、たずねる沖也。

「……それで、い、いったい、なんの用で……」

「朝ごはんよ。食べるでしょ？」

　よく見ると、少女の背後にパンその他の朝食の乗ったカートが見える。

　三輪方遼子は部屋を見回し、アルミホイルとストローの載った机にため息をつくと、カートをそのまま沖也におしやった。

「それと……これ」

　ポケットに手を突っ込み、ぞんざいにゴムで巻かれた色とりどりの紙の束を取り出し沖也に投げる。

「なんだ？」

「『ザ・ワン』特製のドラッグよ」

「……は？」

「どうせ昨日で持ってた分、全部使つかっちゃったんでしょ？」

「──ふざけるな！」

　急いで紙の束を床に投げつけ、叫ぶ。

「どういうつもりか知らないがな、お、おれは、ドラッグはもうやめるんだ！」

「あら。それはいい心がけね」

　怒ど鳴なりつけてくる沖也にまったくひるむことなく、ハンカチで鼻を押さえたまま、遼子は微笑ほほえんだ。

「そうしてくれると助かるわ。ドラッグ漬けの人間て、本当に、臭くさいんだから。あなたがやめると言うんなら、それはとてもいいことだわ」

「おれは、本気で」

「ただね、いまは昨夜の『薬』が効いていて禁きん断だん症状は収まっているみたいだけれど、『薬』の効果はやがて切れる。そのときも、あなたはいまみたいに冷静でいられるのかしら？」

「……それは、確かに、つらいのは知っているが、でも……」

「でも、じゃない」

　冷たい瞳で沖おき也やを見る。

「いい？　昨日も言ったけど、あなたが邪じや魔まをしない限り、あたしたち──『ザ・ワン』はあなたに手を出さない。それは約束するわ。はっきり言えば、臭いあなたは仲間にする価か値ちすらないから」

「……」

「でもね、たとえばあなたに、禁断症状のあまりに部屋から飛び出されたりしたら困るのよ。あるいは昨日みたいに、ホテルを飛び出して事件を起こされたりしたら、ね。あなたは有名人だから」部屋を見渡す。「それに、芸能人のあなたに会いたい、なんて思って姫さんがこの部屋まで来るかもしれないし。そんなとき、部屋がこんな様よう子すでしかもあなたが禁断症状に転げまわっていたら、非常にやばいと思わない？」

「……そ、そんなことおれには」

「いずれあなたには、別の場所に移ってもらう。でもいまは、極きよく力りよく外界の注意を引きたくない。だからあなたには、どうにかここでがんばってもらわないと──」

　少女の瞳がうつろになる。

「……？」

　しばらくして、目に焦点を戻し、遼りよう子こは微笑ほほえんだ。

「……だからね、とにかく、そのペーパードラッグは、保険、よ。あなたがどうしても、禁断症状に耐え切れなくなったときの」

「保険……」

「ええ、そう。だいたい、昨日までスパスパ吸っていたものをなんの問題もなくいきなりスパッとやめられると思う？　そりゃあたしはドラッグを吸ったことはないけどね、ダイエットなら知ってるし」

「だ、ダイエットは」

「そうね。確かにそれは別物だけど、似ているところもあるでしょう？　いい？　ダイエットに必要なのは、意志の力と計画なの」

「意志の力と、計画……」

　そうよ、と少女はうなずいた。

　床からドラッグの染み込んだ紙の束を拾い上げ、目のまえでそれを左右にぺらぺら揺らしながら、同意を求めるように言う。

「計画無しにダイエットしたって、それは結局意い味みがない。いきなり体重を減らすのは身体からだを壊すし精神のバランスも崩すし、何よりリバウンドがすごいのよ。いい？　結局ね、無理なダイエットは体重を逆に増やしちゃうの」

　右に左にと跳ねるように揺れる紙の束を凝ぎよう視ししつつ、それは確かにそうだ、と沖おき也やは心のなかでうなずく。確かに、無理なダイエットはリバウンドを呼ぶと聞く。無理に食べ物を断った影えい響きようで、逆に食べ過ぎてしまうと。それに……

（ペーパードラッグの依い存ぞん性せいはほとんどない、と聞いたことがあるような）

　目のまえで紙を揺らしつつ、三み輪わ方かた遼りよう子この口が開く。

「ダイエットをするにしたって、拒きよ食しよくするのは絶対よくない。ちゃんと計画を立てなくちゃ。タバコをやめる人だって、ただやめるんじゃなく、代わりに飴あめを舐なめたりガムを嚙かんだりするでしょう？　パイポ、なんてのもあるし。そういうのに頼るのって男らしくない、とか思う？」

「いや、そうは思わない」はっきり首を振る、沖也。「何かの力を借りるのは、決して悪いことじゃない」

「本当に、そう思う？」

「ああ。プライドに邪じや魔まされるのは弱い人間だという証しよう拠こだ。本当に強い人間は、安っぽいプライドなんかに惑わされない」

　沖也は力強く、言い切った。

　その間も、沖也の瞳はじっと、揺れる紙を見つめている。

　揺れる紙の間から見える少女の双そう眸ぼうはどこか赤く光っていたが、沖也はそれに気づかなかったし、気づいたとしてもとくに不ふ思し議ぎには思わなかっただろう。

　その目を赤く輝かせ、少女は微笑ほほえんだ。

「何かを成し遂とげるには意志の力が必要、この点はあなたにも同意してもらえると思うんだけど」

「……ああ、もちろんだ。大事なのは意志」

「でもその意志を支えるのは努力とそして計画──そうじゃない？」

「そのとおりだ」力強くうなずく。「おれもそう思う。いきなり、その」

「そうね、いきなりドラッグをやめようと思うのは、確かにかっこいいけど結局実じつ現げん不可能なのかもしれない。できたとしてもリバウンドがあるかもしれない。でも、きちんと計画を立てれば──」

　少女がぷるん、と紙の束を振った。

　沖也の見ているまえで束から一枚紙を抜き出し、爪の先ほどを破ってぺろっと唇を舐める。沖也がつばを飲むまえで、扇せん情じよう的に舌を伸ばし、そっとやさしく、カラフルな青の紙し片へんを舌に載せて言う。

「たとえば、少しずつドラッグの量を減らしていく、というのは？　みっともなく見えるし、世間からは『結局やめられないんじゃないか』とバカにされるかもしれないけれど、そう、ええと、なんて言うか」

「──現実的だ」沖おき也やは言った。

　時おり青色の見える少女の口もとを凝ぎよう視ししつつ、まるでいまはじめていった、とでもいうように、その言葉を繰り返す。

「現実的だ」

　少女もうなずく。

「そう、現実的。実じつ際さい現実に、どこかの国では『注射部屋』とか言って、国が麻ま薬やく中毒者にヘロインを与えている。でもそれは麻薬中毒者を増やすためではなく、あくまで彼らを助けるため、打ちすぎを防ぎ治療するための、あくまで計画的なもの。でしょう」

「──そのとおりだ！」

　頭のどこかで警けい鐘しようがなったが、それはすぐに立ち消えて、沖也は思う。そうとも、『注射部屋』とは彼の友人──いいや友人なんてもんじゃない、単なるペテン師、犯罪者──が言うところの『去きよ勢せい部屋』なんてものではなく、あくまで麻薬を断つ手伝いをするためのものなのだ。だからこそ国が支援するのだ。沖也の友人──のふりをしてだまし、沖也を利用していた極ごく悪あく人にん──は間違っている。それを利用するのは玉たま無なしなどでは断じてなく、何がなんでも麻薬から立ち直ろうとする意志の人々であり、勇気を持つ人たちであり、大切なのは──

「大切なのは、計画を貫つらぬき通す意志」

　それは瞳を赤く輝かせた少女の言葉だったが、沖也には自分が発した言葉のように思えたし、だいたい、チャンスさえ与えられれば沖也は自分でその言葉を言っただろう。つまりその言葉は自分の言葉だといっても過言ではない。だから沖也は繰り返した。

「──大切なのは、計画を貫き通す意志」

「そう、計画を貫き通す意志」

「計画を貫き通す意志──」

　呆ほうけたようにその言葉を繰り返しつつ、じっと、少女の手のなかのドラッグを凝視する。心のなかで思いつつ。

（ペーパードラッグ／幻げん覚かく剤ざいの依存性は、それほど高いものではない、と聞いたことがある。いいやほとんどないと確か、聞いた）もっとも売ばい人にんの言葉にかかればどんなドラッグもそれほど依存性はないのだが。（いきなりは無理でも、少しずつ、少しずつ──そう、計画的に減らしていけば、きっと──）

「おれはドラッグをやめられる」沖也はつぶやいた。

　沖也のつぶやき、そしてひとときたりともカラフルなペーパーから離れようとしない彼の視線に、少女は笑い、そしてはじめてそんなものを持っているのに気がついた、とでも言うように、手のなかの紙の束を見た。

　どうしてこんなものを持っているのだろう、とでも言うように、不ふ思し議ぎそうに手のなかのものを見ながら、言う。

「これがあれば、あなたはドラッグをやめられる？」

「ああ！」

「でも、本当に信じていいの？」上うわ目め遣づかいに沖おき也やを見やる。「もちろん、あたしはあなたにドラッグをやめてほしいし、そのために手伝えることがあるなら手伝いたい。それがお互いのためなんだから。でしょう？　でも、これをあなたに渡すことで、あなたの中毒がますますひどくなったりしたら──」

　突然の恐怖にかられ、沖也は叫んだ。

「おれには意志がある！　計画を貫つらぬき通す意志が！」

　もしかしたらその紙がもらえないかもしれない、という可能性が、胸を押しつぶすような恐怖となって沖也を襲おそう。そのあまりにも暗い未来に、たちまち身体からだが振動を開始する。いやだ、だめだ、おれにはそれが必要だ、それがなければおれはきっとやっていけない。立ち直れない。身体中から生ぬるい汗を噴ふき出させ、たまらず、ひざまずくようにして少女に駆け寄り（少女はあからさまに顔をしかめてハンカチを口もとに当て、身を引いた）、沖也は懇こん願がんした。

「頼む、信じてくれ！　おれには意志がある！　立ち直りたいという意志があるんだ！　計画を貫き通せる意志が！　絶対に──」

「これがあれば、立ち直れる？」

「ああ！　そうだ！　それさえあれば──」

「約束できる？　決して事件を起こさず、サクラたちがたずねてきても平静に、役者らしく、いい印象を与えられる？」

「ああ！　ああ！　約束する！」

　心の扉が開き、招かれるさまを見るのは、いつだって、すばらしい。

　それがたとえ美作みまさか沖也のような臭くさいやつのものであっても、仲間にする気がなくても──三み輪わ方かた遼りよう子こは微笑ほほえんで、ようやく沖也にペーパードラッグの束を渡した。感かん激げきと禁きん断だん症状に全身を震わせつつも満面の笑みで握手を求めてくる沖也に、嫌けん悪お感をこらえて必死で応えてやりながら──もちろん鼻はハンカチで覆おおったままだったが──心のなかで笑う。

（美作沖也、あなたは本当は、知っているはずよね？　そんなやり方では麻ま薬やく中毒は治せない、ということぐらい。徹底的に断つ以外に、治す方法はないということぐらい）

（そう、あたしはだましてはいない。だましているのはあなた自身──あなたは自分で自分をだましている。自分で自分を正当化して、渡されたドラッグがどんなドラッグか知ろうとさえせずに──）

　そしてそれは、美作みまさか沖おき也やに限ったことではない。

　こうやって、人間はどんどん滅んでいくのだろう。

　美作沖也を滅ぼすものこそ、『ザ・ワン』をまえにして人間が滅んでいく理由なのだ。

「ありがとう！」

「いいえぇ。どういたしまして」

　その顔に心からの笑みを浮かべて──どんな心か知るのは本人のみだが──うなずき、遼りよう子こは部屋を辞した。
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　美作沖也が早さつ速そくほかほかの朝食をよそにカラフルな紙し片へんを舌に載せ出したちょうどそのころ、三み鷹たか昇のぼるは朝食をすませ、妹あゆむの目のまえで自分の部屋のドアに髪かみの毛を貼はり付けていた。

　一本をドアのした、そしてもう一本をあゆむの手の届かないドアの上部に貼り付けるところを見せながら、あゆむに言う。

「いいか、あゆむ。兄ちゃんの部屋にだれか入っていないか、ときどき見て確認するんだ。もしもこの髪の毛が切れていたら、すぐ兄ちゃんに電話するんだぞ」

「うん！」

「よし」全身でうなずく少女の頭を撫なでてやる。

　こうして頼んでおけば、お兄ちゃん子のあゆむのことだ、きっとしっかり見張っていてくれるだろう。

　もっとも、昇の本当の目的は、『だれか』ではなく『あゆむ』を部屋に入れないことにあるのだが。

　吸きゆう血けつ鬼きはその場所の主あるじに招かれない限り、その場所に入ることはできないらしい。だが。

　もしもあゆむが部屋に入って、知らずに吸血鬼を招いたりしたら？

　あるいは、たとえあゆむが招こうと、部屋の主である昇が招かない限り他のだれが招こうと入ることはできないのかもしれない。が──

（かもしれない、に頼ってはいけない。そうですよね、堂どう島じまコウ、さん）

（人間は、自分が信じたいことを信じてしまう。でもそれは、とても危険なことなんだ）

　用心はするに越したことはない。

「お兄ちゃん？」

「……じゃあ、しっかり頼んだぞ、あゆむ」

　頭を撫でてやりながら言う。

「ごめんな、兄ちゃん家にいられなくて」

「ううん。お兄ちゃんぶるーりーだーだもん、いろいろ忙しいんだよね！　あゆむ、お父さんとしっかり留る守す番ばんしてるから！」

「ああ」

　ああ、と着ている青色のＴシャツを引っ張って見せながら、思う。そうだ、父さんと一緒にいれば、あゆむはきっと大丈夫。父さんは言っていた、もう仕事には行かないと。行かなくてもすむようにしてきた、と。これからはずっと家にいられると。だからあゆむは大丈夫だし、どちらにしても、あゆむを連れて行くわけにはいかない。あゆむに、いまこの町で何が起きているか悟さとらせないと決めた以上。

　ぼくが守ると決めた以上──

（日ひ炉ろ理り坂ざかの重じゆう鎮ちんである父さんは、いいやおとなたちはみな、監かん視しされてて動けない）

（ぼくが──子供のぼくが、やるしかない）

「じゃあ、しっかりな。兄ちゃん夕方までにはきっと、帰ってくるから」

　最後にもう一度、あゆむの頭を撫なでてやると、三み鷹たか昇のぼるは玄関に向かった。




　　　　◆




　玄関で妹と別れ、裏庭に回り自転車を出す。

「昇さま。お出かけですか？」

　裏庭の掃除をしていた三鷹家のメイド、サキの声にわずかに肩を震わせて、しかし答えず自転車を押す。

「昇さま？　あの、昼食は──」

「……夕方まで、戻らない。あゆむと父さんにも言ってあるから」

「そう……ですか」

　かすかに沈んだサキの声に、唇を嚙かみ、息を吸って向き直る。自分より頭あたま四つも五つも高い女性を見上げて、昇はあざけるような声を出した。

「……太陽の光、平気なんだな」

「ええ。いまはまだ……きゃっ？」

　火ひ箸ばしでも当てられたかのように、腕をかばいつつ身を離すサキ。

　かばわれたその左手には、くっきりと、十字架か型のあざが浮き上がっている。

　昇は右手に三〇センチメートルほどの長さの十字架──今け朝さ、父親がどこからか手に入れてきてくれたもの──を握り締め、無感情に言った。

「あざが、できる程度なのか」

　涙を浮かべ、あざをまえに突き出して見せるサキ。

「あ、あざができる程度って、かなり痛いんですよ？　これ。ほとんど火傷やけどですよ？　ほら！」

　昇はしばらく十字のあざを凝ぎよう視ししていたが、やがてぷい、と背を向け、何事もなかったかのように自転車を押しはじめた。

「昇のぼるさま？　……もう」ため息をつく音。

　しばらくして。

「昇さまは、サキのこと……お嫌いですか？」

　相手をしてはいけない、と心のなかで念じつつ、気がつくと、立ち止まり、昇は答えていた。

「おまえは、サキじゃない」

「いいえ。私はサキです。昇さまが子供のころからずっとお世話させてもらったサキです。覚えていませんか？　夏に、ハワイに行ったとき──」

「おまえは化け物だ！」

　振り向かずそう怒ど鳴なると、昇は再び自転車を押し出した。いつも通学するときのくせ──徒歩で幼稚園に通う妹のために、門までは押して歩くくせがついていた──のせいで、自転車に乗らず押し出したことを後悔しつつ。

「化け物、ですか」

　聞きなれた声の哀かなしさが、胸を打つ。

　しばらくして。

「昇さま。私は、舞まい原ばる家に拾われるまで、孤こ児じ院にいました」

　自転車に飛び乗り一いち目もく散さんに漕こぎ出したくなるのを必死でこらえ、せめて門までは、と自転車を押す昇の背に、よく知る声が追いすがる。

「だから私は、うれしかったんです。三み鷹たか家の方々に、受け入れてもらえて。温かく、やさしく、本当の家族のように。と言っても私は本当の家族というものを、知りませんが」

「……サキは、家族だよ」ぽつりとつぶやく、昇。「……ぼくにとってはお姉さんだし、あゆむにとってはお母さんだ、った」

「そう言ってもらえてサキがどれほどうれしいか、分かっていただけますでしょうか」

「……」

「サキを、信じてください」サキは言った。「私は本当にみなさんを愛し、だから──」

「おまえはもう、サキじゃない！」

「いいえ、私はサキです」りん、とした声。「……確かに人間ではなくなりつつありますが、しかし中身は間違いなく、サキです。みなさんを愛し、家族になりたいと思う──サキのままの心です」

「うるさい」

「私は本当に、みなさんを愛しているからこそ、家族になりたいからこそ──」

「だまれ！」

　門までいくのを待たず、昇は自転車にまたがった。

　自転車を漕ぎ出しつつ、叫ぶ。

「サキの声で、サキの顔で、そんな話をするな！　バカ！」

　立ち漕こぎで、勢いをつけてペダルを踏む。

　重いペダルが漕がれ出し、自転車が前進を開始する。が、変速ギアを高いところに入れているために、なかなかペダルが回らない。

　背後から聞こえてくる、サキの声。

「ちゃんと、考えてみてください。本当に、私たちは悪なのか。私たちを受け入れるのが、そんなに悪いことなのかどうか。恐怖に目をくらまされ、悪だと信じたいだけで悪だと決め付けているだけではないのかどうか──

　では、いってらっしゃいませ。昇のぼるさま。気をつけて──」

　落らく胆たんしたようなその声をみなまで聞かず、返事もせず（そもそも化け物相手に返事をしたのがバカだったのだ）、ひと漕ぎ、ふた漕ぎ、ようやくスピードの乗り出した自転車に乗り、昇は和わ歌か丘おかでも有数の名門、三み鷹たか家の門をくぐって外に出た。それでもなお背中を引っ張っているような雰ふん囲い気きを、後うしろ髪がみを引くような言葉の残ざん響きようを必死で振り払おうとでもしているかのように、さらにさらにとスピードを上げて。

　角を曲がり、街に出たところで。

「昇さん！」

「リーダー！」後ろから二種の声がかかる。

　人差し指を伸ばして両の眼がん窩かをぬぐったあと、少しスピードを落とし、昇は振り返って自分と同じように青いＴシャツを着て自転車に乗った二人の姿を確認した。

「なんだよ、先に集まってろって言ったろ？」

「……すいません」

「おれらも、いまから向かうところだったんだ」

　明らかにほっとしている感じの二人の顔に、うそだろ、と心のなかで思う。どうせ待ち伏せしていたんだろ？　とくに理由があるわけでもなく、ただ不安で──頼るために。

（そうだ、ぼくはこいつらの──ブルー・チームのリーダーなんだ）

（絶対に、へこたれるわけにはいかないんだ）

　よこに並んだ自転車に、話を振る。

「十字架かは？」

「見つけました。小さいけど……」

「おれのは指輪なんだけど、大丈夫かな？　ほら、こんな──」

「ちゃんと十字のかたちをしているなら、大丈夫だよ」

　そう、大丈夫。きっと、なんとか──

　自転車は並んで走り、やがて街を抜けた。
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　街を抜け、さらに走ってようやく見え出す和わ歌か丘おかの森。

　森の入り口のところにたくさんの自転車が停まっているのを確認し、昇のぼるは安あん堵どした。

　自分もそこに自転車を停めつつ、自転車の数を数える。

（一、二、三、四……十五台！）

　歩いてこられるような場所ではない以上、その数はそのまま集まった人間の数だと思っていいだろう。自分たちもあわせて十八人──メールを出した数からすれば決して多くはないが、現在の状況を考えればこれだけ集まってくれたのは僥ぎよう倖こうと言える。

　やはりほっとしたのだろう、

「よかったぁ」昇の隣となりで、やせぎすの少年──名は乗のり田た頼より道みち、同級の五年生、仲間内からはノリと呼ばれている──がため息とともに声を上げたのにうなずいた、そのとき。

　森のなかから声が響ひびいた。

「昇さん！」

「大だい丸まる？」

　森のなかから飛び出してきた青いシャツを着た少年──名は大丸健けん、『ブルー』所属の和わ歌か丘おか第二小学校三年生──が転ばんばかりに駆け寄ってくる。紅あかく高こう潮ちようしたほおと真っ赤になった三年生の瞳に、昇は目をつぶり、両手で自分の顔面をばつっとたたくと、まるで顔を洗ったあとだとでも言わんばかりにさっぱりした表情をつくって大丸にたずねた。

「どうした？　大丸。怖かったのか？」

『泣き虫大丸』の二つ名を裏切らない表情をその顔に浮かべ、昇の腕を取り、引っ張る大丸。

　涙なみだ声ごえで言う。

「──なかで、なかで──」

　昇の顔が引き締まる。

「……何かあったのか？」

「──れ、『レッド』のやつらが！」

　昇は他の二人の少年と顔を見合わせて、大丸を乗田にまかせると森のなかへと駆け出した。
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　和歌丘第二小学校の児童は、大きく四つの勢力に分けられる。

　まず、幸運にも騒ぎに巻き込まれずにすんでいる『一般人カラーレス』、そして『ブルー』『レッド』『ホワイト』それぞれの色のＴシャツをトレードマークとする三つのチーム。

　そうしたチームのもともとの由来は、山を越えた日ひ炉ろ理り坂ざか小学校に生まれた『ブラックＴシャツ・マフィア』だった。

　名前のとおり黒一色のＴシャツを着て徒と党とうを組んだその存在は、そのはじまりは六年ほどまえ、堂どう島じまコウという少年が自分をいじめる人間に対する自衛と復ふく讐しゆうのために小学生とは思えぬ手腕を発はつ揮きして小学校内につくった組織だったが、あまりにしっかりと構こう築ちくされた組織は堂島コウが卒業していなくなっても瓦が解かいせず、むしろ目的を持っていた指導者がいなくなったことで凶きよう悪あく化かした。元来縄なわ張ばり意識が強い地域であることもあり、日炉理坂を訪れた和わ歌か丘おかの児童らが襲おそわれて金品を奪われたり、暴力行為を受けたり、などの事件が多発するようになり、ついには和歌丘まで徒党を組んで押しかけてくるようになった。これは和歌丘の児童にとって由ゆ由ゆしき事態であったが、おとなは『ブラックＴシャツ・マフィア』などお笑い種としてまともに考えようとはせず──もちろん彼らの組織としての活動が巧みであったせいもある──起きた事件は単なるけんかとして片付けられ、根本的な解決はなされなかった。

　ならば自分たちの身は、自分たちで守らなければならない。

　日炉理坂によく行く児童や襲われやすい地区に住む者たちは自然と集団で行動するようになり、普段も徒党を組むようになり、それが暴力への恐怖と怒り、復讐心そして自衛の意識に加速されて攻撃的な『チーム』となっていくのにそう時間はかからず、こうした経けい緯いを受け和歌丘第二小学校にまず誕生したのが『ブルー・チーム』である。

　だが、『ブラックＴシャツ・マフィア』の脅きよう威いに対抗して安全に和歌丘と日炉理坂を歩けるように誕生したはずの『ブルー・チーム』は、いつしか和歌丘第二小学校内の脅威となる。徒党を組んだ『ブルー・チーム』の校内での横おう暴ぼうが眼めに余るようになり、やがてそれに対抗するために『チーム・レッド』がつくられる。この両者の争いを調ちよう停ていするために、さらに児童会を中心とした有志によって『チーム・ホワイト』が結成され──おとなたちがこれは冗じよう談だん事ごとではない、と気づいたときにはもはや手遅れ、日炉理坂各地の小学校内はチーム同士によってギャングもかくやの勢力争いが繰り広げられる場となってしまったのである。

　もっとも、和歌丘第二小学校のそれは、四し季き老ろう家けと呼ばれる日炉理坂の有力者のなかでも第二位に位置する三み鷹たか家、その長男である三鷹昇のぼるが新たに『ブルー』の四代目リーダーとなったことで沈ちん静せい化かしつつあった。

　何しろ和歌丘でもっとも力のある三鷹家の息子むすこなのだ、敵にしていいことはない。昇が『ブルー』のリーダーとなったことで、かつて七つあったチームはいっきに三つまでに減り、校内での暴力事件は激げき減げんした。だがそれでも、やはり敵てき対たいをやめないものがいる。『ブルー』に次ぐ勢力であった『レッド』はいまだ敵対行動を続け、調ちよう停てい役を自じ認にんしている『ホワイト』も残り、現在はその三みつ巴どもえの争いとなっているのだが──

（まさか、『レッド』のやつ、こんなときまで──）

『レッド』のリーダー、新しん堂どう一いち郎ろうは昇より一学年上の六年生、中学生に間違われるような体たい軀くを持つ典てん型けい的なガキ大将であり、そのため自分より年下で身体からだも小さくしかも金持ちの息子むすこである昇のぼるを嫌い、敵対している。六年生である自分が卒業したあとのチームのことなど考えもせずに（昇にはそれこそ考えられないことだが）。

　森のなかを進む。

　すぐに見えてくる、だれが名づけたか『コンサートホール』と呼ばれている広間の様よう子すを眼めにし、昇は思わずため息をついた。

　うっそうと茂った木き々ぎ葉は々ば草くさ々ぐさの合間でうまい具合に地面が露ろ出しゆつし広間となっているそこは、まわりに座るに手ごろな切り株もたくさんあり、夏は木こ陰かげで身を休められ冬は広間のひなたでのんびりできる絶ぜつ好こうのスポットであり、縄なわ張ばり的には『ブルー』のものだがしばしば各チームの会議場としても使われる。だがいまそこの雰ふん囲い気きは、とても『会議』なんてものではない。昇から向かって右側に青いＴシャツを着た児童が三人と、まったく統一感のない格かつ好こうをした少年たち──つまりこれが『ホワイト』──が三人、怒りもあらわに臨りん戦せん態勢となっていて、左側には真っ赤なＴシャツを着た児童が八人。赤いＴシャツのその軍団は、背後の七人は無表情、まえに立った『レッド』のリーダー、新しん堂どう一いち郎ろうだけがニヤニヤ笑っている。

　昇は広間に踏み出し、落ち着いた声を発した。

「どうした？　何があった？」

「昇さん！」左側の真ん中に立っていた青いＴシャツの少年──名は御ご殿てん和かず孝たか、仲間内でゴテン、と呼ばれる四年生、『ブルー』所属にして昇の片かた腕うで的存在──がかけてくる。

「昇さん！　畜ちく生しよう、こいつら、こいつら──」

「よぉ昇。遅かったな。てっきりびびって布ふ団とんの中で震えてるのかと思ったぜ」

「っざけるな！　昇さんはそんな──」

　かっとなって飛び掛からんとする御殿を押さえ、後ろに控えさせ、昇は薄ら笑いを浮かべて近づいてくる『レッド』のリーダー、新堂一郎をじっと見つめた。

「新堂さん。なんの騒ぎですか？　これは」

「さぁな、なんだろうな」ぺっ、と芝しば居いがかって地面につばを吐く新堂。

　昇は手を差し出した。

「あなたがぼくを嫌っているのは知っています。でもいまは……ここに来てくれたということは、状況は分かっているということでしょう？　意味のない争いはやめましょう。いまは、みんなで協力して──」

「無む駄だだ」

　背後から聞こえた声に振り返り、いつの間にかそばに来ていた青いＴシャツを着ていない少年──名は騎き射しや場ば勇ゆう知ち、昇と同じ五年生、冷静沈ちん着ちやくを旨むねとする児童会副ふく会長にして『チーム・ホワイト』のリーダー──を見やる昇。

「……無駄？」

　昇のぼると視線を合わさず、冷めた眼めで新しん堂どうを見る騎き射しや場ば。

「新しん堂どうさん。さっきみたいにもう一度、昇に言ってやったらどうだ？　まるで自分がすごいアイディア、百億稼かせげる特とつ許きよでも見つけたような口く調ちようでな」

　昇は視線をホワイトリーダーからレッドリーダーに移した。

　新堂の唇がゆがみ、開く。

「なぁ昇。なんでおれたちをここに集めた？」

　にやにや笑う新堂一いち郎ろう、そして無表情、でもどこか怯おびえている『レッド』の面めん々めんを順に見つめたのち、昇は答えた。

「いまのこの状況を、打破するためです」

「おまえのそういうところがきらいなんだ。かっこつけず簡単に言えよ」

「……吸きゆう血けつ鬼きを、やっつけるためです」

「そうかそれは残念だったな」

　右手の親指を立て、自分、そして後ろの七人を指し示し、笑って新堂は言った。

「おれたち『レッド』は──吸血鬼側に、つくぜ」

　ふわっ、と後ろから、息を吞のむ音。

　背後のざわめきを背中で感じ、目を合わせようとしない『レッド』のメンバーをもう一度、順々に凝ぎよう視ししたのち、昇は新堂の目を見、たずねた。

「それがどういうことか、分かっているんですか？」

「ああもちろん。決まってるだろ？」

「……もしもやつらが、あなただけを助けてやる、なんて言ったんだとしたら──」

「違う」首を振り、笑う新堂。「おれたちは自分から、吸血鬼になる。吸血鬼──『ザ・ワン』としてひとつとなり、そして永遠に生きる地上の支配者になるんだ」

「ふざけるな」御ご殿てんの怒ったような声。「人間を、裏切るのかよ、あんた」

「裏切るってな人聞き悪いな。進化するんだ、おれたちは。人間より優れた種、吸血鬼にな」

「化け物じゃねぇか！」

「化け物けっこう、上等だよ」笑い、ぐるりと場を見渡す。「いいか？　化け物だろうがなんだろうが、吸血鬼のほうが強いんだ。これから世界はな、吸血鬼のものになるんだ」

「そんなん──」

「だったら言ってみろ。どうやって吸血鬼を倒す？　この町を見ろ。おとなはもう半分以い上じよう吸血鬼になっていて、でも外の世界はそれにぜんぜん気づいていない。だれか試してみたろ？　外に連絡するのも無理だし、いいか？　たとえ連絡できたとしても、吸血鬼はぜんぜんかまわないんだぜ？　いまみたいにひっそりとやっているのは別の目的があるからで、人間を怖がっているわけじゃない。やつらはその気になればいつでも、こんな町全ぜん滅めつさせられるんだ！　そのことは聞かされているだろ？」

　確かに聞かされている──昇のぼるはこぶしを握った。

　確かに、言われた。

　もしも舞まい原ばる家や外の世界にばれてしまったら、そのときは家族はおろか町ごと滅ぼす、だからおとなしくしていろ、と。多分ここにいる人間全員がそれを言われているだろう。家族を、友だちを人ひと質じちに取られ──

　思わず言葉が口を出る。

「だからこそ、ぼくらがやらなきゃいけないんだ」

「やるって何をだよ。おれたちみたいな小学生に、いったい何ができるってんだ」

　せせら笑い、場を見渡す。

　昇の後ろに隠かくれるようにしている大だい丸まるを見つけ、顔を近づけて言う。

「知っているか？　いまは舞原家の注意を引かないようほっておかれているだけで、時が来たら、逆らう人間は全員殺ころされる──えさにされるんだ。身体からだ中の血を全部ちゅーちゅー吸われてな！」

「よせ」

　ひっ、と嗚お咽えつをはじめる大丸を御ご殿てんに預けて退さがらせ、昇は無感情に、新しん堂どうを見つめた。

「じゃあ、あなたは本気で言っているんですね？　吸きゆう血けつ鬼き側につく、と」

「ああ、そうだ。……何がやっつける、だ。おまえらだって本当は、分かっているんだろ？　おれたちはもう、えさになるか吸血鬼になるしかないんだ。それにな、吸血鬼になるのの何が悪い？　死ななくなり、──とにかく、いろんなことができるようになって、……とにかくいいことだってたくさんあるんだ。人間なんかよりずっといいんだ。分かるか？　吸血鬼はな、人間よりずっと優れているんだよ」

「……」

「ネアンナントカ人が滅んだように、恐きよう竜りゆうが滅んだように、時代が来たんだ。新しい支配者の時代がな。人間が滅び吸血鬼が支配する──これは時代の当たり前なんだ！」

「そうやって、説得されたのか」揶や揄ゆするような騎き射しや場ばの言葉。

　新しん堂どうのつたない演説を笑うような騎射場の声は、しかし本人が思っているほどの効果を出せてはいないだろうと昇は思う。確かに新堂の言葉は幼い。だが、この状況では説得力があるのも事実。

　新堂は一瞬顔かおをしかめたが、すぐににやけた笑いを戻し、騎射場をねめつけた。

「だったら騎射場、おまえのその賢い頭で言ってみろ。どうやって吸血鬼をやっつける？　どうやって、この町を助ける？　なんか手があるのかよ？　っていうか、おまえらのなかにひとりでも、本気でどうにかなると思っているやつがいるのかよ！　吸血鬼になるのが怖くて逃げてるだけじゃねぇのか？　注射を怖がるガキみたいにな。

　言ってみろ！　無敵の吸血鬼を、どうやってやっつけるって言うんだよ！」

　沈ちん黙もく。

　新しん堂どうは騎き射しや場ばを見ていたが、昇のぼるは自分に視線が集まるのを感じていた。

　背後にいる『ブルー』のメンバーはもちろん、『ホワイト』のメンバーやリーダーまでが昇の背中を見つめている。それを感じる。

　場の雰ふん囲い気きを読んだのだろう、『レッド』のリーダーはあらためて、昇の顔をのぞきこんだ。

「なぁ、おえらい三み鷹たかの昇さんよ。みんなをここに集めたのはおまえだろ？　言ってみろ。なんか手があるってのか？」

「……」

「そりゃ、おまえはいやだよな。吸きゆう血けつ鬼きの世界じゃ、三鷹の権けん力りよくなんかなんの役にも立たねぇもんな。おえらいお坊ぼちゃまもただの一般市民になっちまう。残念だったな、昇。おまえはもう、権力者じゃねぇ。えらそうにしていたおまえの三鷹の権力は、もうなんの役にも立たねぇ。もうおまえには、なんの力もないんだよ。え？　どうだ？　気分は。なんか言うことでもあるか？　だまってないでなんとか言えよ！　負け犬！」

　飛び掛からんばかりに前に出かけた御ご殿てんと口を開いた騎射場を手を上げて止め、昇はじっと、新堂を見つめた。

　自分に視線が集中しているのを意識して、大きく息を吸い、よく通るように、そしてなるべく感情をこめないように淡たん々たんと、声を出す。

「……そうか」

「何？」

「あなたの両親は、吸血鬼に屈してしまったんだな」

　新堂の目が大きく見開かれる。

「──屈したんじゃねぇ！」

　大おお柄がらな身体からだを怒りにたわませて、新堂は怒ど鳴なった。

「選ぶべき道を選んだだけだ！　屈したんじゃねぇ！　てめぇ、知ったような口を利くな！」

　場の視線が自分から新堂に移ったのを感じ、昇はリュックから十字架かを取り出しつつ背後を振り返った。

　なおも何かを言っている新堂を無視し、みなに言う。

「みんな、十字架は持ってる？　持ってない人、いる？」

「おい！　何やってんだ！」

　後ろで怒鳴っている新堂の言葉を気にせずに、ネックレスやらシルバーアクセサリーやら、どうにかして見つけてきたのであろう十字架を出すメンバーたちを順々に見ていく昇。

「騎射場、きみは？」

「あいにく、おれの周りにはなかった。どこからか探すよりもこれからを考えて、自分でつくろうと思っているんだが──な、なんだ？」

　騎き射しや場ばのまえに自分の十字架かを突きつけ、昇のぼるは淡たん々たんと、言った。

「これを、握れ」

「……に、握れ？　おい──」

「さっき、確かめてきた」無表情に言う。「やつらはたとえ日光は平気でも、十字架に触ると火傷やけどみたいなあざができる。……握るんだ、騎射場。きみが人間なんだったら」

　いつの間にか、新しん堂どうも押し黙り、辺りはしんと静まり返っている。

　全員が固唾かたずを吞のんで注目するなか、騎射場は息を吸い、ふざけた様よう子すも見せず、真しん剣けんに昇と向き合うと差し出された十字架をつかんだ。

　三秒ほど握り締め、手を離す。

　なんともなっていない手のひらを昇、そして場の全員に見せながら言う。

「これでいいか」

「……うん。ごめんな。気を悪くしたなら──」

「いや。いい。当然の措そ置ちだ」

「ありがと」

　昇はもう一度全員を見つめ、うなずき、そしてようやく新堂に視線を戻した。

　口を閉じ、昇の行動をうかがっている新堂──そして場の全員──を意識して、息いき吐はく音を響ひびかせる。

（──大事なのは、ぼくが何をすべきか分かっている、とみなに思わせることだ）

（主しゆ導どう権けんを握り、ぼくの行動で場を動かすこと。そうですね？　コウさん）

　それでこそみんなついてくる。

　人類を裏切ろうという『レッド』リーダーを見み据すえ、十字架をつきつけ、昇は口を開いた。

「あなたは──おまえは、十字架を持ってないんだな」

「ああ。必要ないからな」

「もう、血を吸わせているのか？　やつらの仲間になりかけているのか？」

「いいや。知らないのか？　子供はまだ身体からだができていないから、『ザ・ワン』は無理に血を吸ったりはしないんだぜ？」背後のレッドメンバーを振り返る。「な？　吸きゆう血けつ鬼きは、けっこう優しいんだ。決して悪じゃ──」

　バチン、というすさまじい音。

　昇の持っていた十字架にほおを殴なぐられ、あっけに取られた表情をつくって新堂は唇をぬぐった。

　唇が切れて血が出ているのに気づき、中学生並みの体たい軀くをいからせて昇に向き直る。

「てめ」

「話の途中で、勝手に後ろを向くんじゃない」新堂の言葉をさえぎり、変わらず感情を乗せない口く調ちようで淡々と言う昇。「ぼくが後ろを向けと言わない限り、ずっとぼくを見ているんだ」

「なん、だと」

「いいか？　確かにやつらは子供は仲間にしないのかもしれない。だがな、その必要があれば子供だろうと仲間にしようとするんだ。少なくとも、おまえを仲間にしようとはしていないかもしれないが、やつらはずっと、ぼくを仲間にしようとしている。なぜか分かるか？」

　十字架かを握り締めると、昇のぼるは新しん堂どうのほお、さっき殴なぐったのとは逆ぎやく側がわを遠えん慮りよ仮か借しやくなく殴る。

「！」

　その勢いに頭を揺らして思わずよろめき、ひざを着き、いまにも飛びかからんとせんばかりの勢いで憎ぞう悪おのこもった視線をぶつけてくる新堂の姿を気にするでもなく、言う。

「分かるか新堂。なぜかと言うとな、ぼくのほうが大事だからだ。一般人のおまえより、三み鷹たか家の嫡ちやく男なんであるぼくのほうが利用価か値ちがあるからだ。吸きゆう血けつ鬼きの世界では権力は関係ない？　あいにくだがな、いまはまだ、あるんだよ。関係が。何しろぼくは舞まい原ばるさまとの時間を取れる立場にいるんだから。

　やつらにとってはおまえより、ぼくのほうが価値があるんだ。大切なんだよ。

　──立てよ、新堂」

　立たない新堂のひたいに、思い切り十字架をぶち当てる。新堂のひたいが割れて血の筋が生まれるのを泣きたくなるような思いで見つめて心のなかで、叫ぶ。ああ、分かってる。これは決して最善の手段じゃない。それどころか最悪の手段かもしれない。でもぼくには、最善の手段を考えるだけの時間も余よ裕ゆうもないんだ。ぼくはぼくを頼ってくるみんなに頼れるところ、優位を見せなければならないし、そのためには眼めに見えてしかもやっつけられる悪役が必要なんだ。多分、新堂はぼくを本気で、これまで以上に本気で憎むだろう。殺意だって持つかもしれない。そして何より、今日のことを教きよう訓くんにして、彼は武器を持つようになる。それはバットかもしれないしナイフかもしれない。どちらにせよ彼は武器を持つようになり、それはいずれ、ぼくやぼくの大切なものに使われることになるかもしれない。

　それでもぼくには、これ以外の方法が、思いつかない。

　ようやく立ち上がった新堂に、昇は冷たく言い放った。

「人間を裏切るならそれもいい。だがな新堂、おまえは結局、利用されているだけなんだ。

　──賭かけてもいい。

　もしもぼくがおまえを殺しても、やつらは何もしないだろう。おまえのための復ふく讐しゆうなんて考えず、それどころか事件を隠いん蔽ぺいしてくれるだろう。だがな、もしもおまえがぼくを殺せば、やつらはおまえを許さない。なぜなら三鷹家の嫡男であるぼくが死ねば、隠かくすことはできないから。必ず大おお事ごとになり、舞原家に伝わって、やつらの計画を邪じや魔ますることなるから。もしもそんなことになったら、やつらはおまえも、おまえの家族も絶対に、許さないだろう。もちろん、ぼくの勝手な想像だけど──

　どうだ？　賭かけるか？

　それを賭かけここで敵同どう士し、殺し合う覚かく悟ごがおまえにあるか？

　ぼくは吸きゆう血けつ鬼きをやっつけるとそう言った。言ったからにはそれをやる、その覚悟をぼくはしている。けれどおまえは本当に、人間を裏切り敵となる覚悟があるのか？」

　ひたいに紅あかい糸の走った蒼そう白はくの顔のなか、ぎらぎらしているその眼めを見み据すえ、昇は十字架かを突きつける。かかって来い、とでもいうように。しかし無感情に新しん堂どうの眼を見つめ、待つ。彼が視線をそらすか、あるいは飛びかかってくるのを──

　やがて。

　新堂のほうが視線をそらす。

　昇のぼるは口を開いた。

「その覚悟がないなら、覚悟ができ、ぼくに勝てると思うまで姿を見せるな。そして忘れるな、おまえが敵に回るというんなら、ボクにはいつだっておまえを殺す覚悟があるんだ。

　分かったら、回れ右をして、帰れ！」

　新堂はしばらく、奇き妙みようにうつろな瞳で昇を見ていた。

　ふと、気がついたように口もとをぬぐい、笑う。

「昇、おまえが何をやろうと、結局、人間は滅びるんだ」

「……」

「最後に笑うのは、おれだぜ、昇」

　乾いた笑い声を上げ、新堂が回れ右したその瞬間。

　昇は持っていた十字架で、新堂の後頭部を思い切り殴なぐりつけた。




　　　８．




　何かが──形のない何かが、自分のなかで壊れたのを、感じる。

（コウさんも、こんな気持ちを感じたのだろうか）

　まるで殴おう打だ音おんを自分のものにしたかのような、ひっという呼吸音があちらこちらから上がるなか、昇は冷静にしゃがみ、気き絶ぜつした新堂の頭を撫なでてこぶがあるのを確認した。

　ぐしゃ、となっているところは特にない。

　流れている血も先ほどひたいを殴ったときのもののみ。

　脈も規則正しく、呼吸も正常。

　ただ気絶しているだけ、だと思うのだが。

「大丈夫かな」近づいてきた騎き射しや場ばを見上げ、たずねる。

「……あ、あ、頭だから、な、一応は、病院に行ったほうが……」

　うなずき、もう一度新しん堂どうが気絶していることを確認すると、昇は立ち上がり、ぐるりと周囲を見渡した。

　視線を『レッド』のメンバーたち──視線を合わせようとしないメンバーたち──の間にさまよわせ、静かに、言う。

「『レッド』のメンバーに、一応聞きいておきたい。新しん堂どうはいま、気き絶ぜつしている。だから正直に。

　みんなは本当に、吸きゆう血けつ鬼きになりたいの？

　本気でそう思っている人は、手を上げて」

　もちろん、こんな雰ふん囲い気きで挙きよ手しゆなどできるわけがないことを見越しての言葉。

　互いに視線を交わしつつもだれも手を上げないのを確認し、うなずき、昇のぼるは口を開いた。

「深くは聞かない。でも、もしも、もしも心のなかに少しでも、吸血鬼になりたくない、という気持ちがあるのなら、なりたくないけれどどうしようもない、とか思っているのなら」

　振り返り、ブルーメンバー、そしてホワイトの面めん々めんと一人一人視し線せんを合わせる。

「一緒に戦え、とは言わない。でもできれば、ぎりぎりまで、あきらめないでいてほしい。あきらめないで、待っていてほしい。このぼくを。

　ぼくが、必ずなんとかしてみせるから。

　手伝え、とは言わない。ただ待っていてくれればそれでいい、希望を捨てないで」

「な、なんとかって」

　おそるおそる、でもはっきりと疑いを声に乗せ、赤いシャツを着た少女──『レッド』のメンバーのなかには女の子が二人いた──が問う。

「いったい何ができるって言うんだ！　相手は人間じゃない、吸きゆう血けつ鬼きなのに！　こちらはまだ、小学生なのに！　助けだって呼べないのに！」

　場の全員の視線が、昇のぼるの身体からだにつきささる。まるで物質のような圧力をともなって。『レッド』のメンバーだけではない。『ブルー』も、『ホワイト』も、みんなが昇を見つめている。待っている。昇はこぶしを握り、感情をこらえた。（おまえらにはぼくが何に見えるんだ！）そう叫びたくなるのをこらえ、昨夜からずっと考えていた言葉の口を切る。

「みんなは、堂どう島じまコウを知っているよね。『チーム』のもとをつくったぼくらの先せん輩ぱいを」

　ああ、とだれかがうなずくのを待ち、話を続ける。

「お父さんが日ひ炉ろ理り坂ざかの人間じゃないせいで、堂島コウ先輩は子供のころからずっと、いじめを受けていた。でもコウ先輩はずっと、それを笑って耐えていた。父親に心配をかけないように。妹ができてからは、積極的に、ある意味いじめの原因でもある舞まい原ばる家の、その姫さまたちに直じき訴そしたりして……ぼくらよりずっと小さいころから、戦ってたんだ、この人は。笑ってたりとか、姫さまに頼んだりとか、子供でもできるなりの方法で」

　リュックからパソコン用のメモリーカードを取り出し、見せる。

「これは舞原家がまとめたコウ先輩についてのレポートだ。

　みんなも知っているよね？　ぼくらのもとになった、『ブラックＴシャツ・マフィア』ができたきっかけは」
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　御ご殿てんを見る。

　うなずく御殿。

「……あの、なんか、妹が宇宙人にさらわれた、とかで」

「そう。事件のくわしいことは分からないけれど、コウ先輩の妹は消えてしまった。コウ先輩は『妹は宇宙人にさらわれた』と言い続けて、だれにも信じてもらえない狼おおかみ少年にされて、どんどん孤立していった。舞原の姫と疎そ遠えんになったこともあり、まえよりいじめがひどくなって、でも子供はもちろんおとなもだれも助けてくれなくて──

　コウ先輩は、ついに、戦いをはじめた。学校と社会を相手に、ほとんどひとりで、ね」

　言葉が浸しん透とうするのを待つ。

　大きく息を吸い、続ける。

「ただいじめっこに復ふく讐しゆうするだけ、というならことは簡単だったと思う。ただ棒でも持って闇やみ討うちすればいいだけで、でもその結果はますます父親を日炉理坂にいづらくさせることになるし、結局いじめは終わらない。コウ先輩は復讐はもちろんのこと、自分たちが非ひをこうむることなく、しかもおとなが黙もく認にんどころか推すい奨しようしていたいじめをやめさせなければならなかったんだ。そして、その結論がぼくらの『チーム』の前身とも言える『ブラックＴシャツ・マフィア』だったんだ。

　信じられる？

　コウ先せん輩ぱいはぼくと同じぐらいの歳としで、学校全ぜん体たい相手に戦いを挑いどみ、勝ったんだ！　そしてこの人は、物語の人じゃなくていまも高校にいる、本当にいる人間なんだよ！」

　静まり返った森のなか。

　用心深く新しん堂どうの様よう子すを確かめつつ、続ける。

「もちろん、コウ先輩のケースはそのままぼくらには当てはまらない。

　コウ先輩が戦ったのは吸きゆう血けつ鬼きなんかじゃないし。

　けれど、ぼくは根っこは同じだと思う。

　コウ先輩は勝つために戦ったわけでも、勝てる可能性があったから戦ったわけでもない。

　どうしても戦わなければならず、

　どうしても、たとえ勝てないものにでも勝たなければいけなかったんだ。

　そしてこれこそが、いまのぼくらの状況なんだ。

　ぼくらはどうしても戦わなければならず、

　勝てそうになくても勝たなければならない。

　そして、それでも勝てるんだ。コウ先輩のレポートは、まさしくそれを教えてくれているんだ。たとえ小学生でも、どうしても戦わなければならないときがあり、そして必ず勝つ手段はある、ということを。

　……コウ先輩がどれほどみごとにそれをやってのけたかは、舞まい原ばる家がこうしてレポートを残していることからも、分かる」

　メモリーカードを揺らしてみせ、赤あか青あお白しろ、場の全員の目を見つめる。

　今度は視線をそらそうとしないレッドメンバーの瞳をとらえ、昇のぼるは言った。

「勝てないものに勝つ、というのはどういうことだろう──コウ先輩は、唯ゆい一いつの味方だった葉は切ぎりという人にそうたずねられて、こう答えたそうだ。『たとえ小学生でも、プロレスラーを負かすことができる──勝負をじゃんけんに持ち込めば』、と。バカみたいに聞こえるかもしれないけれど、この思し考こうが重要なんだ。この考え方こそが、きっと先輩に『ブラックＴシャツ・マフィア』をつくらせたんだから。確かに、普通にやれば吸血鬼なんかには勝てない。でもきっと、じゃんけんみたいな何かがある。ぼくらが吸血鬼に勝てるところがどこかにある。そして、その勝利を全体の勝利にすることができる──そんなチャンスがきっとあるんだ。ぼくらがあきらめなければ絶対につかめるチャンスが、きっと──

　堂どう島じまコウのこのレポートは、そのことを教えてくれているんだ、ぼくたちに。そして」

　息を吸い、吐き、ためて。

　その言葉を口にする。

「ぼくたちは、必ず勝てる。吸血鬼に」

　さわさわと、風が流れる。

　順じゆん繰ぐりに全員と視線を合わせたあと、レッドメンバー、さっき昇に問いかけてきた少女に視線を戻して昇のぼるは微笑ほほえんだ。

「……ああ、誓ちかうよ。四し季き老ろう家けの第二位、三み鷹たかの嫡ちやく男なんの名にかけて、ってそれに価か値ちがあるかは分からないけれど、ブルーリーダー、として」

　そうだ、ブルーリーダーとして。

　少女の瞳をじっと見つめる。

　そして昇は人差し指を立て、レッドメンバーの数を数えた。

「……七人、よし」

　振り返り、『ブルー』の面めん々めんに号ごう令れいする。

「ブルーメンバー、Ｔシャツを脱げ」

　ええ、と声が上がるのを待たず、まず自分の青シャツを脱ぎ、この場の『ブルー』で唯ゆい一いつの女の子、名は珠す洲ずみすみ、五年生、のもとへと向かう。

「ごめん。珠洲さん。でも、数が足りないんだ。手を抜いて、胸を隠かくして」

　う、うん、と言われるままに手を抜きシャツのなかで胸を隠した珠洲の身体からだに手をまわし、やさしくシャツを抜き取ると、昇はまだ脱いでいない面めん々めんをにらんだ。

　全員が脱いだＴシャツを集め、『レッド』のメンバーに向き直る。

　自分のシャツを『レッド』の少女に差し出して言う。

「これを持ってて。着ないで、隠していていいから」

　思わず手を伸ばし、受け取ってしまう少女。

　昇は次に、もう一人の女の子に珠洲のＴシャツを差し出した。

　少女は迷っていたが、やがて手を伸ばし、受け取る。

　次からはもう、差し出すと同時に受け取っていく『レッド』たち。

　レッドメンバー七人に青いＴシャツを配り終えると、昇はぐるりと見渡し、言った。

「勘かん違ちがいしないでほしい。ぼくは新しん堂どうを裏切れ、なんて言っているわけじゃない。ぼくが言いたいのは、こういうことだ。あきらめないでいてくれる限り、みんなはぼくのメンバーだ。ぼくたち『ブルー』はいつでもみんなを受け入れる。みんなのことを忘れず戦う。だから決して、あきらめないで。待っていてほしい。……せめて、ぎりぎりまでは」

　ふと、したを見る。

　いまだ気き絶ぜつしたままの新堂の姿に微笑みかける。

「本当は新堂さんだって、人間を裏切ったりしたくないはずなんだと思う。

　ただ、先が見えないのが怖いだけで──きっと。

　……ああ、でも、そのＴシャツは見せないで隠していたほうがいいと思う。

　じゃあ、ぼくの話はこれだけだ。もういいよ。みんな、気をつけて」

　昇のＴシャツを持ったままの少女に、にこっと笑いかけて昇は言った。

「新堂さんを、病院に連れて行ってあげて。大丈夫だとは思うけど、心配だから──」




　　　　◆




『レッド』のメンバーが去ってのち。

『ブルー』の七人そして『ホワイト』の一同は、昇のぼるを軸じくとした扇おうぎ形がたになって森の広間に座り込んだ。ちなみに『ホワイト』の二人は代わりのＴシャツを買いに出たため、ノートパソコンを開いているホワイトリーダーの騎き射しや場ば勇ゆう知ち以外は全員上じよう半はん身しん裸、という奇き天て烈れつな風景が広がっている。

「……これから、どうするの？」

　顔を真っ赤に、裸の胸を両手で隠かくした珠す洲ずがたずねた。

「もちろん、することはたくさんあるよ」

（そうだ、大事なのは全員にきちんと仕事を与えることだ）

（しっかり仕事を与えて、存そん在ざい場所を与え余よ計けいなことを考えなくていいようにする──コウさんはそうやって、初期の組織をまとめあげた）

「……やることはたくさんあるけど、さしあたって優先するのは──」

「Ｔシャツだ！」御ご殿てん和かず孝たかが顔を輝かせ、声を張り上げる。「昇さん！　Ｔシャツをたくさんつくりましょう！　大人おとな用も！　さっきみたいに、みんなに配るんです！　これって絶対いいですよ！」

　ノートパソコンに何か打ち込みながら、うなずく騎射場。

「それは確かに、効果的かもな。いいと思う。だがそれよりまえに、大量生産しなければならないものがある」

「なんです」

「十字架かだ。これが意外というか当然というか、なかなか手に入らないんだ」昇の持っている十字架を見る。「できればそれぐらいの、それなりに重さがあって大きいのがいいなぁ」

　昇はうなずいた。

「確かに十字架は、必要だね。鋳い型がたさえあれば、学校の工作室か、それともどこかの板ばん金きん工場で簡単に作れると思うんだけど……」

「三み鷹たか家で、どこかに発注できないか？」

「いきなり十字架を大量生産なんかするのは、舞まい原ばる家の注意も引くし、吸きゆう血けつ鬼きが許してくれないと思う。材料費とかは出せるけど、作るのは手作りだね」みんなの仕事にもなるし。

　珠洲がうなずいた。

「うん。手作りのほうが、なんか効果ありそうでいいよ。別に神さま信じているわけじゃないけど……」

　静まり返る、森のなか。

　しばらくして。

　一同でもっとも背の高い──というよりひょろ長い──乗のり田た頼より道みちが、おずおずと口を開いた。

「わ、和わ歌か丘おかって、神さまの、教会とか、ないのかな」

「あります」うなずく御ご殿てん。「と言っても元もと教会で、いまは活動していませんけど」

「持ち主は？」昇のぼるがたずねる。

「元・牧師さんだとか」

「じゃ、じゃあ、相手が吸きゆう血けつ鬼きなんだったら、その人に──」乗田が言い終わるのを待たず、

「だめだ」「だめです」「だめでした」

　御殿、騎き射しや場ば、そして一同でもっとも大おお柄がらしかし臆おく病びような五年生、小お田だ島じま満みつるが同時に答えた。

　もしかして、と三人をながめる昇。

　騎射場がうなずく。

「ああ。一応電話してみたが、まったく信じてもらえなかった。ふざけるなって怒ど鳴なられたよ」

「おれなんか、たずねていったんだけど追い返されました。牧師のくせに、ぜんぜん話を聞いてくれなくて」と御殿。

「たぶん、ほかにもたくさんいるんだろうな、そういう電話したり、訪ねていった子供が。それでいたずらだと思っちゃったのかも。何しろ吸血鬼だし──」昇は首をかしげた。「その教会がある地区って、まだ吸血鬼がいないのかな？」

　肩をすくめる、騎射場。

「そうかもな。……あの教会の地区は川の向こうだから、吸血鬼もそう簡単には行けないのかもしれない。ま、どちらにしても時間の問題だろうがな」

　この場の最年少、大だい丸まる健けんが声を上げる。

「あ、あの、何で川の向こうだと、吸血鬼は簡単に行けないの？」

「知らないか？　なんでも吸血鬼ってのは、流水のうえは通れないそうだ。もっとも、やつらにも当てはまるかは分からないが」

　御殿がため息。

「太陽の下も、平気で歩いていますしね。あとはどんな弱点がありましたっけ」

「にんにくに弱い！」と、乗田。

「鏡に映らない」と、小田島。「あと……心臓にくいを打ち、頭を切り離さないと死なない、とか」

　昇は首を振った。

「うん……そういう情報とか、文献とかも本格的に調べておいたほうがいいかもね。全部が当てはまるとは思わないけど、いくつかは、効果あるかもしれない。実際、十字架かは効果あるんだから」

「それはおれがやるよ。得とく意い分野だ」

「じゃあまかせるよ。騎き射しや場ば」

　──言葉が途と切ぎれる。

　全員の視線が集中していることに気づいて、軽く咳せき払ばらい、昇のぼるは口を開いた。

「でもまぁとにかく、今日やるべきはＴシャツ作りでも十字架か作りでもない、まずやるのは──あ、帰って来たかな」

　森の外から響ひびく、自転車のブレーキ音。

　ほどなく、Ｔシャツの買出しに出ていた『ホワイト』の二人が何かに追い立てられてでもいるかのようにあたふたと、走ってくる。無理もない。街はすでに吸きゆう血けつ鬼きだらけなのだから。

「か、買って、きたぞ」

　ぜぇぜぇ息を切らしつつ、財さい布ふと紙かみ袋ぶくろを昇に渡す。

「ありがと」

　昇は紙袋から青色のＴシャツ──先まで着ていた『ブルー』専用のものではなくただ青いだけの市し販はんのＴシャツ──を一枚取り出すと、胸を隠かくして両手を使えない珠す洲ずみすみの頭に通して着せた。

　裸のブルーメンバーたちを見回して、言う。

「それじゃあ、全員そろったところで、これからすることを話そう。ぼくらは、まず、

　ここにいる全員の家を、まわる」

「い、家を？」予想してなかった言葉だったのだろう、目を見開く騎射場。

　乗のり田た頼より道みちと小お田だ島じま満みつるにＴシャツを渡しつつ、うなずく昇。

「そう。みんなの家をまわり、みんなの家族に知ってもらう。ぼくたちがいることを。あなたの子供は決して一人ではなく、耐えているのはあなたたちだけではない、ということを、みんなのお父さんお母さんに分かってもらうんだ。だからがんばってくださいって」

　手を伸ばす大だい丸まる健けん、三年生の頭にシャツを載せ、内気でしかし頑がん固こさと粘ねばり強さを併せ持つ四年生、山やま内うち翼つばさの手にＴシャツを握らせる。

　下級生でありながらも、この二人はこの場に来てくれた。

　そう。

「いま、ぼくらに必要なのは、『数』だ。歳としとか能力とかは関係ない。数だ。どれだけ人を集められるか──」

　そうですよね、コウさん、と心のなかで呼びかける。

　黒いＴシャツを配り組織化したのもすべては数を集めるため。

「たとえば牧師さんだって、五人や十人だったらいたずらと思うかもしれない。でも三十人や五十人なら絶対に、無む視しできない。百人集まれば吸血鬼だって無視できなくなる。何よりも、数を集めれば集めるほど、みんなに示しやすくなるんだ。戦う人間がいて、戦う方法があり、この町にはまだ希望がある、ということを」

　ひとつ年下の四年生、しかし昇のぼるの右腕でもある御ご殿てん和かず孝たかにＴシャツを投げ、うなずき、昇は言った。

「だからいま、ぼくらがまずするべきことは、まだ吸きゆう血けつ鬼きになっていない人間にくじけないでと伝えることだ。これからもがんばれるように、そしてぼくら全員ががんばれるように、みんなの親にそれを伝えることだ。それがきっと数を生み、希望につながるから──あれ？」

　自分の分を肩に載せ、しかしまだ紙かみ袋ぶくろのなかにＴシャツがあることに気づき、昇は買出しに出た二人をながめた。

　二人は何か言いかけ、『ホワイト』のリーダーの顔をうかがいそわそわしている。

　一拍ほどの沈ちん黙もくののち。

「そうだな」騎き射しや場ばはうなずいた。

「余っているなら、もらおうか、おれたちも」

「……騎射場」

「勘かん違ちがいするな。『チーム・ホワイト』としては『ブルー』にくだるつもりはない。だが、いまは──。ブルーは晴天の色だ。夜の色と戦うにはぴったりだしな」手を伸ばす。

「……うん」

　昇はうなずき、騎射場勇ゆう知ちに青いＴシャツを渡した。

　手を伸ばしてくる、『ホワイト』のメンバー──向むか居い太たい陽よう、山さん稜りよう冬とう馬ま、五年生──にもＴシャツをやり、ようやく空からになった紙袋をたたむ。

　全員が青いシャツを装そう着ちやくしたところで、言う。

「よし、みんな、ぼくたちは、まだ、十人しかいないけれど──

　ここから戦いを、はじめよう。

　ぼくらの町を、家族を、守るんだ！」

「「おう！」」

　そうだ、ここからはじめるんだ。

　ぼくら自身の戦いを。

（そうだ、堂どう島じまコウに、できたんだ。ぼくだって、きっと）

（きっと、きっと、なんとかなる──）




　　　９．（水彩）




　人ひと気けの少ない、夏の午後のアーケード街。

　小学生ぐらいだろうか、子供の一団が自転車を漕こいで通っていく。

　みな同じような青いＴシャツを着て、その目に一いち様ように熱病のような何かをたたえて。

（まさか、こんな子供まで──）

　背せ筋すじが寒くなるのを感じ、木きの下した水すい彩さいはかたわらを歩いている三み輪わ方かた遼りよう子こを見た。

　自分と同じく日ひ炉ろ理り坂ざかの制服姿すがた──一いち応おう学校の先せん輩ぱいらしい遼子もまた視点を遠くに置いてぼぉっとしているのに気づき、汗が冷たくなるような焦しよう燥そう感かんに襲おそわれる。世界がどんどん飛びすさっていき、自分だけが取り残されているかのような、恐怖交じりの、焦り。

　水彩の視線に気づき、遼子は焦点を戻した。

「──ああ、何？」

「……別に」

「もう、ごめんてば。なんだったの？」

「なんでもないです」

「……あれ？　もしかしてすねてる？　ごめんごめん。あたしこう見えてもけっこう忙しいのよね」

「す、すねてなんかいません！」

　忙しいなら、あたしなんか連れまわさなければいいんだ、そう言いかける言葉を飲み込みそっぽを向く。なんか普通の友だちと普通の会話をしているみたいで、そんな感覚がいやで。ちなみに二人は昼から一緒に出かけ、ショッピング──遼子のホテル暮らしのための──なんかしたりして、そしていま、遼子が根ね城じろにしているホテル『観鶴台ホワイトクレイン』へと帰る途中（ちなみに買った荷物はすべて宅送）。その間、とくに脅おどされたりすることもなく、だから水彩には、いまいちこの遼子という少女のことがつかめない。水彩の友人朝あさ比ひ奈な菜な々な那な、を手に入れるため水彩を籠ろう絡らくしようとしているらしいのだが（どうも和わ歌か丘おかでは自分が一番菜々那と仲がいいらしい）、なんで自分をこんなにそばにおいて連れまわしているのかが分からない。どうも気に入られているような気はするが──

（あたしの血って、そんなにおいしいのだろうか）

　この人は、敵なんだ。吸きゆう血けつ鬼きなんだ──今日何度も繰り返してきた言葉をもう一度、心しん中ちゆうに繰り返し、黙り込む。

　ため息をつき、あ、そうだ、と手をたたく遼子。

「のど渇かわかない？　何か飲む？　ウーロン茶でいい？」

「え？　でも」

　近くに自動販売機なんか、と言うまえに、すぐ近くの一戸建ての家のドアが開き、家の主人らしき男性がペットボトルを手に現れる。

　まだ封ふうを開けていないペットボトルとクッキーの入った包みを渡し、ニコニコと頭を下げ、男性は何も言わずに家のなかへと戻っていった。

「遠えん慮りよしないで、どうぞ」自分もクッキー片手にペットボトルのふたを開けながら、遼子が言う。「それとも、どこかに入る？」周囲の家々を見渡す。

　水すい彩さいは息を吐き、つぶやいた。

「便利ですね」

　皮ひ肉にくを込めたつもりだったが、われながら本当にうらやましがっているような口く調ちように聞こえるのが悲しい。

　遼りよう子こは微笑ほほえんだ。

「まぁ、確かに便利は便利だけどね。携帯要いらずで。でも、本当の価か値ちは便利さなんかじゃないんだけどな。あ、そうそう、携帯持ってる？」

「はい」

「もしもあたしと連れん絡らく取りたいときは、携帯を使って。どの番号にかけても、あたしを呼べばつながるから」

「え？」

「携帯もパソコンも、ある程度のネットワークを持つものはほとんど掌しよう握あく、監かん視ししているの。だから、外の世界に助けを求めても、むだよ？　まぁ、家族が大事ならそんなことはしないだろうけど」

　薄く笑う遼子から視線をそらし、唇を嚙かみ、絞しぼり出すような声を出して水彩はたずねた。

「……なんなんですか」

「え？」

「携帯を掌握って、いったい、あなたたち、なんなんですか？」

「なんなんですかって言われてもねぇ。自分たちでは『ザ・ワン』と名乗ってるけど、あなたたちの認識で言えば『吸きゆう血けつ鬼き』でしょうね。血を吸うし、十字架かや日光が怖いし」

「でも、太陽ぜんぜん平気で──」

「ぜんぜん平気ってわけでもないわよ。精神的にはけっこうくるものあるし。ただ、あたしたちは、まだ『ザ・ワン』としては不完全なの」

「不完全？」

「そう」

　こんこん、と遼子は自分の頭をたたいた。

「本当に『ザ・ワン』化しているのは、ここ──脳の一部だけ。身体からだはほとんど人間のまま。だからこうして太陽の下も歩けるし」ぱきっ、と音を立てる。「クッキーもおいしいし」

「一部、だけ……」

「うん。何しろ完全に『ザ・ワン』化しちゃったら、太陽の光に耐えられないからね。舞まい原ばる家にこの町で起こっていることを気づかせないようにするためには、普段どおりの町を見せる──昼も動ける必要があるから。だから『ザ・ワン』化の進行を遅らせて、脳だけにとどめて人間の身体を保っているってわけ」

「……」

　沈ちん黙もく。

「飲まないの？　じゃあ行こうか。それとも、ホテルもうすぐだけど、タクシー呼ぶ？　別にいいよ？」

「いえ、大丈夫です。歩きます」

　ペットボトルを持ったまま、歩き出す。

　前方の病院、そしてその向こうに見えるホテルに向かって。そこで何をされるか知りながら、自分の足で。意い地じで。

（負けるもんか。絶対に）

「ごめんね、連れまわしちゃって」

　かたわらにつきつつ、すまなそうに遼りよう子こが言う。

「あたし、デートってはじめてで、ちょっとはしゃぎすぎちゃった」

「……女同どう士しは、デートじゃないです」

「……まぁ、そう、ね」

　ゆっくりと、歩く。

　少しずつ、でも確実に近づいてくる病院と、その向こうにそびえる巨大なホテル。

　自然と足取りが重くなる。

　遼子が口を開いた。

「どう伝えればいいかなぁ」

「え？」

「さっきの話の続きなんだけど、あたしたちの能力は、便利なだけじゃなくてね、ええと……水すい彩さい。あなたは人の心とか、自じ我がって、どこで生まれると思う？　抽ちゆう象しよう的な意味でなくて、物理……肉体的にね」

「……ええ？」肉体的に？

　ちょっと考え、水彩は答えた。

「脳、ですか？」

　遼子は頭を振った。

「ま、そういう考えがいまの人間では一般的よね。でも『ザ・ワン』はそう思わない。『ザ・ワン』的に言うならね、あなたの手と足は、まったく別の生き物なの」

「ええ？」

「そう、手と足は別の生き物であり、胃と心臓は違う生き物である。皮ひ膚ふと筋肉は異なる存在であり、手や足、指や髪かみの毛から内ない臓ぞうから皮膚にいたるまで、すべては違う存在たちが生きるために集合し協力し合っている共きよう生せい体たい、それが一個の『人間』、そう『ザ・ワン』は考える。そして」

　手を伸ばし、いとおしむように水彩の肩から腕を撫なでながら言う。

「その異なる存在たちが共きよう生せいするために作り上げた神しん経けい血管そして電でん磁じ場ばのネットワーク、そこから生まれるエネルギー、それが『心』であり、『あなた』なのよ。水すい彩さい」

「ネット、ワーク」

「そう。脳とは単なる中ちゆう枢すうでしかなく、大事なのはネットワークであり、そうした『人間』をつくるネットワークとそこに宿るエネルギー、それをあたしたちは『オード』と呼ぶ。あたしたちが血を吸うとき、本当に吸収しているのはその『オード』であり、あたしたちが仲間を作る、というのは、『あなた』をかたづくる閉じたオード・ネットワークを開放させあたしたちのネットワークにつなげる、ということなの。

　分かる？

　人と人とは分かり合えない。たとえ親友でも、家族でも、自分のことのようには分かり合えない。なぜなら『あなた』を作るネットワークは閉へい鎖さ系けいで、自分のなかだけでしか循じゆん環かんしないから。でも『ザ・ワン』は違う。『ザ・ワン』はあらゆるネットワークとつながり、ひとつのネットワークとして機能することができる。あなたが仲間になればあなたのネットワークはあたしのネットワークとつながり、あたしたちはひとつの共生体になれる。分かる？　世界から孤独と誤ご解かいがなくなるのよ？　みんながひとつになり、分かり合えるようになり、力をあわせられるようになる──それがどれほどすばらしいことか、分かる？」

　見て、と遼りよう子こは口を開いた。

　水彩の見ているまえで、遼子の犬けん歯しが伸びはじめる。

　と、遼子の指が伸び、いともあっさり伸びた犬歯をぱきっと折る。

　遼子は水彩の手を取ると、手のひらを広げさせ、折り取った犬歯をそぉっと置いた。

「！」

　水彩の手のひらに置かれた小さな犬歯のかけらは、日光のなか、たちまちさらさらとくずれ出す。あっという間に空中に、拡かく散さんし、きらきらとガラスのような反射を残して消えていく。

「これは……」

「見えた？　いまのが『ザ・ワン』の最小構こう成せい要素──そうね、人間の言葉でいうなら『有機的ナノマシン』が近いかな。

　これが、『ザ・ワン』の正体。

　人間の細さい胞ぼうほどの大きさもなく、いわばむき出しの遺い伝でん子しのようなもので、紫し外がい線せんや活性酸さん素そであっという間に変へん異いを起こして壊れてしまう、あまりにも小さくて脆ぜい弱じやくな存在。そして、そんな弱々しい存在が集合して作り上げた共生体、その強大なネットワーク、それが『ザ・ワン』であり、それらが相互につながりつくったネットワークから生まれる自じ我がこそ『ザ・ワン』の自我であり、そのネットワークが生み出す力こそ、『ザ・ワン』の力──

　分かる？

　これが『つながりひとつになることで生まれる力』なの。あなたの身体からだがあなたの心を生み出したのと同じ力。ネットワーク」

「……ネット、ワーク……」

「そう。『オード』のネットワーク。だから『ザ・ワン』は、本能的にネットワークを求める。人間の遺い伝でん子しがよりよき遺伝子との攪かく拌はんを求めるように、『ザ・ワン』はよりネットワークの巨大化、複雑化を求める。……そう」遼りよう子この声が小さく、まるで独り言のようになる。「『コア』がなんと言おうと、『ザ・ワン』だって一個の生き物なんだ、絶対に」

「え？」

「……ううん。とにかく」

　遼子は頭を振り、水すい彩さいに微笑ほほえみかけた。

　そっと近寄り、その手を水彩の腰にまわして抱き寄せながら、言う。

「とにかく、吸きゆう血けつ鬼き、と言うと人ひと聞ぎき悪いけど、『ザ・ワン』になるのは決して悪いことじゃないの。ううん。本当は、とてもすばらしいことなのよ」

「……」

「まぁ、最初の出会いが悪かったし、気持ちは分かるけど、冷静に、偏へん見けんを捨ててよく考えてみて。どの道を選ぶのがあなたにとっていいことなのか。『ザ・ワン』は本当に悪なのかどうか」

「……」

　気がつくと、病院がすぐ近くとなっている。

　腰にまわされた手が腕へとまわり、ほとんど腕を組むようにして、二人は歩く。二にの腕うでに遼子のふくよかな胸の感かん触しよくを受けつつ、重くなった足取りを押されるようにして、水彩は進む。

　どんどんと、病院が近づく。

　もう、ホテルの玄関も見える。

　水彩は立ち止まった。

　引っ張ってくる力に必死で逆さからい、ぽつりと言う。

「……侵しん略りやく者しや」

「え？」

「あなたは、侵略者じゃないですか」思わず大きくなる声。「言うこと聞かない人間は、滅ぼして……どうせ最後には、人間はひとりもいなくなるんだ。どんな理由があったって、侵略者は、悪なんだ！」

　うつむき吐き捨てた水彩のほおにそっと手を当て、顔を上げさせ、遼子は微笑んだ。

「それは誤ご解かいよ。まぁ、確かに侵略者と言われればそうかもしれないけれど、あたしたちに人間を滅ぼす気はない。ちゃんと共きよう存ぞんを考えている」

「そんなの──」

「だって、考えてもみて？　人間がいなくなったら、『ザ・ワン』はだれの血を吸えばいいの？」

　一拍遅おくれで遼りよう子この言葉に意味を理解し、水すい彩さいは思わず遼子をにらみ、叫んだ。

「人間は、あんたたちの食べ物じゃない！　そんなの、そんなの絶対共きよう存ぞんじゃない！」

　遼子は笑って答える。

「そうね。でもきっと牛や豚も、同じことを言うでしょうね。あるいは犬や猫も」

「う、牛や豚は……」

「知能が低いから何をしても許される？　それが通るんだったら、『ザ・ワン』が人間に何をしたって許されると思うけど」

「そ、そんなの」

「それに、あたしたちに血を吸われても人間は死なない。失った血もすぐ回復する。でも、人間に食べられた生き物は死ぬしかない。単純に悪を考えるなら、本当の悪はどっち？」

　口ごもる水彩。

　遼子の言葉が続く。

「人間は、生きるためだけじゃなく、楽しむためにも、食べる。ただ味を楽しむために、殺す。その必要もないのに、ただ楽しむためだけに食べられ滅めつ亡ぼうしかけている生き物が、いま世界にどれくらいいると思う？　ううん、実際に滅亡させられているのよ。いまこの瞬間にも。自然の淘とう汰たではなく、人間が楽しむためだけに。

『ザ・ワン』だって、確かに血の味を楽しみはするけど、少なくとも吸い殺したりはしない。

　倫りん理り的に言って、間違っているのはどっち？」

「……それは……」

「食べ物だけじゃない、人間は、他者を平気で傷つけられ、見捨てられる。自分という閉じたネットワークしか感じられない人間にとって、他者なんて究極的にはどうでもいい存在だから。だからあなたたちは、いまこの瞬間どこかの国で同じくらいの歳としの子供が死んでいても、平然と、生存には必要のないお菓子を買えて、それを悪だと思わない。

　でも『ザ・ワン』は、違う。

　なぜなら『ザ・ワン』は共きよう生せい体たいであり、そのネットワークにつながったものはすべて『ザ・ワン』──自分なのだから。自分が自分を見捨てたり、意味なく傷つけることは決してない、そうでしょう？　ならば、倫理的な点で言うなら、人間と『ザ・ワン』、どちらがより善い存在かなんて、決まっている。そうじゃない？」

　水彩は、答えることができなかった。

　視線を落とし、唇を嚙かむ。

　遼子は水彩から離れ、病院を背に手を広げた。

「『ザ・ワン』がつくりだす、これから来る世界では、だれも傷つけあうことはない。なぜならみんな『ザ・ワン』になるから。そこでは誤ご解かいも争いも起こらず、貧困もなく、

　そして──死もない。

　劣れつ化かする人間の物理的なネットワークとは違い、『ザ・ワン』のネットワークは劣化することがないから。

　貧困も死も、争いもない──これこそ真の理想郷きよう、そう思わない？　そこでは人間は、純粋に文化を追求できる。……もちろん、それなりの労働はしてもらうわ。単にしあわせなだけじゃ、人間は腐ってしまうからね。ちゃんと労働も競争も与える。でもそれは純粋に喜びのために。どう？　現在の、争いと事件の絶えない人間の世界とくらべて、そんなにひどい？」

「……」

「もちろん、当然ながら義務も存在する。ネットワークを支え、『ザ・ワン』に血を提供し、そして子供を産む義務が。でもね、その義務さえちゃんと果たせば、その人間は新たな『ザ・ワン』となれる──つまりは自分のためになる。合理的でしょ？」

「ち、血を吸わせるために、人間に子供を産ませるの？」

「その言い方は気分悪いわね。子供を産むのはもちろん、世界のすばらしさを味わってもらうためよ。少なくとも『ザ・ワン』は、そう思えるすばらしい世界を提供できる。でも人間はどうかしら？　いまのこの世界は、はたして子供を産みたくなるような世界なの？」

　それでも嫌けん悪お感かんをあらわにうつむいている水すい彩さいに、遼りよう子こはやれやれとでも言うように肩をすくめた。

「ま、気持ちは分かるけどね。何しろ世界が丸ごと変わるんだから。でも……

　水彩、あなたは『オズの魔法使い』って、読んだことある？」

「え？」

　顔を上げた水彩の視線をとらえ、遼子はうなずいた。

「あなたが嫌悪を感じるのはね、決して『ザ・ワン』の世界が悪いものだからじゃない。あなたが単に、そういう教育を受けてきた、というだけ。そう見えるメガネをかけさせられているというだけのこと」

「……」

「たとえば水彩、犬を食べろ、とか言われたら、あなたは嫌悪を覚えるでしょう？　でもほかの国では、まったく普通に食べる。逆に、日本人は馬を食べるのにそれほどの拒きよ否ひ感かんはないけれど、アメリカ人にとってその行為はすさまじい嫌悪を呼び起こす。日本人が普通に食べる牛や豚だって、ほかの国ではまったく食べなかったり、食べる人間を許さなかったりする。

　善ぜん悪あくなんて、そういうもの。

　すべては環境──教育が決める。

　もしも唯ゆい一いつ絶対の悪があるとするなら、それは他者の生命を奪うことだけ。でも『ザ・ワン』はそれをしない。ならばあなたが感じる善悪は、結局他た人にんに教育され植えつけられたものでしかない。分かる？」

「……」

「まぁ、そういう教育を受けてきたあなたがそう感じるのはしかたない。でもね、見て？」

　病院を背後に、遼りよう子こは手を振り広げた。

　同時に、病院の左端二階の窓が次々と開く。

　次々と、顔を出す妙みよう齢れいの女性たち。

　その胸に抱いているのは──

「見える？　あのかわいい赤ちゃんたちが」三み輪わ方かた遼子は微笑ほほえんだ。「これから生まれてくる子供たちは、みなしっかりした教育を受ける。健すこやかに育てられ、健けん全ぜんな精神と肉体で上質な『オード』をつくってあたしたちに提供し、年とし頃ごろになったら子供をつくれるだけつくり、時が来たら『ザ・ワン』の一員になる、それを善ぜんとし、喜びとするようになる教育を。

　分かる？　これこそ理想郷きようの本質。

　世界は彼らにとって、生まれながらに『エメラルドの都』となるの」

　ニコニコと微笑んでいる母親たち。

　その腕に抱かれる、安らかな顔をした赤あかん坊ぼう──

　気がつくと、水すい彩さいは叫んでいた。

「──洗せん脳のうだ！　そんなの洗脳、洗脳だ！」

　駆け出そうとするのと踏みとどまろうとする、そのジレンマが頭のなかで白光となって点てん滅めつし、すさまじいめまいに襲おそわれ思わず倒れこむ。

　地面に倒れた水彩を軽かろやかに抱き起こし、背の下に手をいれ支えると、遼子は微笑んだ。

「いいえ。おとなにやれば洗脳だけど、子供にやれば教育よ。……それよりね」

　片手とひざで水彩の身体からだを起こして支え、もう片方の手でやさしくその髪かみをなでてやりながら、言う。

「水彩ちゃん、他人のことよりも、自分のことを考えたら？　いまさら教育を受けなおすことのできないあなたに、耐えられるの？　えんえんと血を吸われ続けることが」

　首くび筋すじを、やわらかい唇が、なぞる。

　白い手が伸び、乱れた水彩のスカートをそっと、直す。ひざに、そして太ももにかするように触れる指の冷たい感かん触しよくに、水彩の身体がかすかに震える。

　すぐ耳もとで発される、遼子の言葉。

「ねぇ水彩。本当に、いまのうちなんだよ？　全てが終わっても、それでも仲間になるのを拒否するなら、あなたはただの血液供きよう給きゆう機にされる。そして、そう、赤ちゃん生産機にね。あなたはだれとも知らない男たちと無理やり交こう尾びさせられ、その子供を産まされる。何度も何度も、使えなくなるまでね。それが最後まで『ザ・ワン』を拒否した人間の運命。そんなふうになりたいの？」

「……や……ぁ……」

　力なく首を振る水すい彩さいをそっと抱きかかえ、立たせると、遼りよう子こはスカートのほこりを払ってやりながら、言った。

「ようく、考えることね。自分がどうするべきか。そして家族にどうさせるべきか。もうそれほど時間はないんだし、よく考えないと。

　ほら、行こう。もうすぐそこだよ。おなかすいちゃった」

　腕を組み、再び歩き出す。

　どんどんと近づき、大きくなるホテル。

　ふと、足を止め、水彩はポツリと、言った。

「……詭き弁べん、だ」

「え？」

「あなたのは、全部、詭弁なんだ」

「どうして？」

　だって、と水彩の声がうわずる。

「だって、お父さん言ってたもん！　千ち鈴すずは、あたしの友だちは死んだんだって！　あそこにいるのは、千鈴の姿をした偽にせ者ものだって！　何も殺さない？　いいや、殺したんだ。あなたは千鈴を殺し、千鈴のお母さんを殺し、三み輪わ方かた遼子って先せん輩ぱいを殺したんだ。殺して先輩の真ま似ねをしているだけの、悪の化け物なんだ！　あなたは偽者で、先輩は生きていないんだ！」

　遼子は微笑ほほえんだ。多少悲かなしげに。

「それを語るには、生命の定てい義ぎからやり直さないとね。あたしが生きているのかいないのか」ふっ、と顔に影が差す。「たぶん、『コア』が確かめたいのは、それなんだろうけど、きっと」

「と、とにかく」

　水彩は、組まれていた遼子の手を振り払った。

　遼子を、そしてその背後の巨大なホテルをにらみつけるようにして、言う。

「あ、あたしは負けない。あたしは弱いけど、でも、負けない、絶対に」

「……」

「確かに、あなたの力はすごいと思う。でも、お父さんが言ってたもん。それほどの力を持ちながら結けつ局きよく二千年も人間を滅ぼせなかったのは、何か弱点があるからだって。そしてそれこそが、人間があなたたちに負けない存在であることの証明だって。だから。

　あたしは子供だし、弱いし、何もできないし、あなたの言葉にも何一つ反論できないけれど、それでも絶対負けない！　最後まで、あきらめないんだから！」

　──ぱちぱちと、拍手の音が聞こえた。

　遼子が手を、たたいている。

　いいや遼子だけではない。

　水彩は周囲を見渡し、町行く人々がみんな立ち止まり手をたたいているのを見た。わざわざ車を止めてたたいている者がいる。建物の窓から、屋上から、玄関からわざわざ出てきて拍手しているものがいる。どんどんと増え、鳴り止まない──四し方ほう八はつ方ぽうから聞こえてくる拍手の音に、水すい彩さいは急に尿によう意いをもよおしてくるのを感じた。股こ間かんを真下に引っ張られるようなきゅううという感覚に、さらに足が震えはじめるなか、思う。いやだ、やめて、この拍手をやめさせて。いやだ、いやだ、こんなのは──

　遼りよう子こが独り言のように、言った。

「あたしがあなたをいとおしいと思う、この気持ちはどうすれば、伝わるのかな」

「……」

「いいえきっと伝わらない。あなたが『ザ・ワン』になってくれない限り」

「あ、せ、先せん輩ぱい……」ああ、と思う。

　ああ、あたしは自分が信じられない。ついさっきあきらめない、と言った舌の根の乾かぬうちに、もうへこたれそうになっている。敵であり化け物である目のまえの存在に泣きつこうとさえしている。どうしてあたしは、こんなに──

　──唐とう突とつに、拍手がやむ。

　そして水彩は、窓の開く音を聞いた。

　距離があり普通なら聞こえないはずのその小さな音が聞こえたのは、多数の音が同時に響ひびいたからだった。水彩の目のまえで、和わ歌か丘おかでも一、二を誇るホテル『観鶴台ホワイトクレイン』の、二十階建ては一面およそ二百に近い窓がすべて同時に開き、その窓すべてから人の顔が、のぞく。水彩の見ているまえで、二百近くの人間の口が同時に開き、まったく同じ言葉を発する。




　ねぇ水彩、あなたはこんな風景を見ても、それでも同じ言葉が言える？




　およそ二百の違う顔、違う口に違う口く調ちようで発された一いち言ごん一いつ句く違わぬ言葉に水彩は悟さとる。ああ、これは、示し合わせたわけじゃない。念ねん話わとやらで用意していたわけじゃない。あの顔のあの無数の異なる瞳の奥にいるのは、たったひとりだけ。無数の口を使って一度に言葉を発させたのは、あの焦点の合わない瞳の奥にいるのはたったひとりだけ──

「さて、それじゃあ」遼子が言う。




　今日の分、そろそろ吸わせてもらおうかな




　気がつくと、日暮れ──

　およそ二百もの口から発される遼子の言葉に、水彩はその場にぺたんと座り込んだ。

　手を引き、抱きかかえ、やさしく立たせようとする遼子にだだっ子のようにいやいやをする。

　尻を地面におしつけて、あとずさる。

　ホテルの回転玄げん関かんがぐるぐる回るのを見つつ、心のなかでつぶやく。ああ、いやだ、絶対あそこに行きたくない。絶対あそこに入りたくない。一面の顔が同じことを言うあそこに入るぐらいなら、あたしは死んだほうがいい。

　回転する玄関は、二人のメイドと担たん架かを吐き出した。

　震え、かたまり、動けないでいる水すい彩さいの身体からだが担架にそっと、横たえられる。宙に浮くような感覚があり、やがて風景がよこに流れ出す。夕暮れの昏くらい風景のなか、そびえたつ巨大なホテルのまがまがしいその影がどんどん大きくなっていくのをただただ見つめる。視線を外すことさえ許されず。

　かたわらから聞こえてくる、姿の見えない遼りよう子この声。

「そろそろ、心を開いてくれた？　仲間になる決心ついた？　ああ、答えなくていいわ。どちらにしても、血を吸うときに分かるから」

　血を吸う？

　あのなかで？

　どれだけ数がそろおうと瞳のなかには結局ひとりしかいないあの暗くら闇やみのなかで？　水彩は身じろぎをした。担架から落っこちようとしたのだが、身体はびくとも動かない。まるで脳と身体をつなぐ配線が切れてしまったかのごとく。『オード』とやらが壊れてしまったかのごとく。離れようとしてくれない視線によって強制的に巨大なホテルの姿を見させられながら、水彩は昨夜からもう何度目かしれない神への嘆たん願がんをはじめた。ああ、神さまお願いします。今度こそ、今度こそこれを止めてください。あたしがあの巨大なホテルの暗闇のなかに連れ込まれるのを黙って見ているようなことを、今度こそしないでください。あたしはキリスト教徒になります。これから朝あさ晩ばん神に祈ります。もう豚も牛も馬も犬も何も食べません。だから、お願いだから、あたしをあのどれだけ人がいてもみんな同じような眼めをしているところに連れ込ませないでください。ああ神さま、それが無理ならせめていまここであたしを殺してください。千ち鈴すずの母親みたいにこの人に生き返らせられないよう、雷かみなりで焼き尽くしてください。でもお願いだから、ああ、お願いだからあたしをこんな同じ眼ばかりしている人々のなかに入れないで──

　どれだけ祈ろうと、晴天がたちまち曇り雷らい鳴めいが鳴りだすことはなく、

（ああ、ああ、だめだ、だめだ、だめだ）

（このなかに入ったら、あたしはもう──）

（お願いです、神さま、お願いだから──）

　回転扉とびらが回転し。

　水彩は意識を失った。

　口のなかだけで上げた悲鳴は、結局だれにも届かなかった。




　　　10．（エレナ）




　すっかり外も暗くなった、ホテルの廊下。

「楽しかったね」舞まい原ばるサクラの元気な声に、

「ええそうね」山やま本もと美み里さとの多少不ふ機き嫌げんそうな声が重なる。

「山本さん、まだ怒っているの？　博物館であたしが間違えて『お母さん！』って呼んじゃったこと」

「別に！　どうせあたしは老ふけていますし！」

「えー老けてないよぉ。雰ふん囲い気きがだよぉ」

「フォローしてない！」

「もー。機き嫌げん直してよぉ。ほら、これからカラオケだよ？　山本さんの好きな歌、なんでも歌ってあげるから」

「ありがと……って、歌わせてくれるんじゃないのかよ！」

　と、したから小さな声が上がる。

「……エレナ？」

　神かん名な木ぎ唯ゆいの呼びかけに、ひとりだけグループを離れ出していたエレナが振り返ってうなずいた。

「ごめん。さき行っといて。わたし、御用事。すぐ追いつくから」

　うん、とうなずき。

　ホテルのカラオケルームへと、歩いていく三人。

　三人の姿が消えると同時。

「お疲れさま」

　柱の影から日ひ炉ろ理り坂ざかの制服を来た少女が現れる。

　エレナは笑った。

「どうも……って、へんな感じやな。三み輪わ方かた遼りよう子こさん」

「そうね。鴨かも音ね木ぎエレナさん。今日は本当にお疲れさま」

「まだ終わってへんよ」

「ホテルのなかなら余よ程ほどのことがない限り、大丈夫よ。それより日につ中ちゆう、平気だった？」

「ま、な。宝石屋では、十字架かのことでちょい焦ったけど。気づいてたんなら、教えてくれてもよかったんちゃう？」

「ごめんなさい。でも、なるべく不自然は避けたかったから。サクラの勘かんは、バカにできないのよ、本当に」

「そやな」

　沈ちん黙もく。

　ところで、とエレナが言う。

「すぐカラオケ合流せなならんし、その……」

「はいはい」

　遼りよう子こはポケットから試験管を取り出した。

　赤い液体で満たされたそれを、エレナに渡す。

　エレナは躊ちゆう躇ちよなくそれを受け取ると、遼子の見ているまえで栓せんをあけ、あっさりと口につけ、飲み干ほした。

　試験管を返し、告げる。

「ほな、な」

「ええ。今度ゆっくり話しましょう」

「ん。聞きたいこといっぱいあるしな。ほな、また」

　軽く手を振ると、背中を見せて歩いていくエレナ。

　遼子はしばらくエレナの背中をながめていたが、エレナの姿が消えるのを見届けると、やがて自分も反対方向へ歩き出した。




　　　　◆




　歩きつつ、エレナは口のなかを舌でまさぐった。

　感じるのは充実、喜び、あふれんばかりの力──疲れの癒いやされていく感かん触しよくと、そして、嫌けん悪お。

（自分はいま、血を飲んだ。人間の、生き血を）

　戦うため、という名めい目もくはある。

　そのためにはやつらの能力を知り、利用しなければならない、という大たい義ぎ名めい分ぶんはある。が、美び味みを感じたこと、そして自分がそれを求めていたことは、間違いない。弱い人間は、信じたいことだけを信じてそれにすがりつく。井いのなかの蛙かわずは大海を知らないだけでなく、井のなかを大海だと、最高のパラダイスだと思い込む。そう信じたいからこそ。だが。

（忘れるな、エレナ。戦うつもりでいるにせよ、わたし自体は、もう──）

　エレナは周囲にだれもいないことを確認し、手を開き、指にできた火傷やけどのようなあざを見た。

　昼、宝石屋でできたそれをながめる。

　十字架かは手に入れられなかったが、効果があることは身をもって確かめたし、それでじゅうぶん。

　小さく、つぶやく。

「……わたしは、エレナ。日ひ炉ろ理り坂ざかは四し季き老ろう家けの第三位、鴨かも音ね木ぎ家の、長女──」

　みんなはきっと、守ってみせる。

　エレナはこぶしをつくり、あざを隠かくすと（血を飲んだせいか、あざは急激に消えつつあった）、三人の待つカラオケルームへと向かい、歩いていった。
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午前の部







　　　１．




「うそだ！　うそだ！　うそだぁ！」

　閑かん静せいな午後の住宅街の一いつ画かくに、悲鳴と化した子供の声が響ひびき渡る。

　ほおに十字型がたのあざを浮かび上がらせた女性は悲しそうに青いＴシャツを着た自分の子を見、視線をめぐらしその場にいる子供たちを順々にながめた。

　やがてリーダー格の少年に視線を止めて、言う。

「あなたはひどい子ね、三み鷹たか昇のぼるくん」

「……」

「あたしは時が来るまで隠かくしておくつもりだったのに、あなたは自分の満足のために、あたしの正体を暴あばいた。あたしの子が、それでどれほどのショックを受けたか分かる？　あなたにあたしの子を傷つける権利があるの？」

「うそだ、うそだ、うそだ！　母さんは吸きゆう血けつ鬼きなんかじゃない！」

　叫び続ける少年──名は白しら井い晋しん太た郎ろうという、最近仲間になったばかり──を悲しげに見つめ、少年の母親が言う。

「ごめんね晋ちゃん。隠していたつもりはないの。時じ機きを見て、おまえにも話すつもりだったのよ。この自己満足な子に台だい無なしにされちゃったけど」

　憎にく々にくしげに、しかしどこかに冷笑をたたえ、晋太郎の母親は昇をながめた。

「あなたはいったい、何をしたいわけ？　人の家庭を壊して何が楽しいの？」

「……」

「うそだぁ」あきらめきれずに晋太郎が、うめく。「だって、だって、昨日までは……」

「ええ。昨日なったばかりだもの。でもね、晋ちゃん。母さんはとてもしあわせよ？　何でもっと早くならなかったんだろうって思うぐらい。母さんだけじゃない。お父さんも、お兄ちゃんも。みんなおんなじ。とてもしあわせ。だから晋ちゃんも」

「──うそだぁ！」

　涙に濡ぬれた眼めを開き、金切り声を上げる晋太郎。

「聞いて、晋ちゃ──」

　息子に手を伸ばした母親に十字架かを向け遠ざけさせると、昇は口を開いた。

「晋太郎に近づくな」

「あたしは晋しんの母親よ？」

「違う。おまえは母親のふりをした、別物だ」

「ひどい言い草ね。……ねぇ晋ちゃん。確かにお母さん、人間とは少し違っちゃったけど、それでもお母さんよね？　人間じゃなくなったからって、お母さんじゃなくなるわけじゃないよね？　親子の絆きずなって、そんなもんじゃ──」

「しゃべるな！」

　三十センチ長の大きな十字架かを刀のように、晋しん太た郎ろうの母親につきつける昇のぼる。

　同時に他のブルーメンバーたちが、昇と晋太郎を守るように陣じんを組んで手製の十字架をかざす。

　晋太郎の母親は、微笑ほほえんだ。

「よくしつけられているわね、あなたたち。て言うかしつけられすぎ」

「みんな、戻るぞ。……晋太郎、いまは……」

「……でも、ねぇあなたたち、ちゃんと自分の頭で考えている？」

　昇の言葉を無視し、晋太郎の母親は青色のＴシャツを着た少年たちを見回した。

「本当によく考えてみた？　吸きゆう血けつ鬼き、いや『ザ・ワン』になることが、いったいどういうことなのか」

「みんな、聞くな。帰るんだ」

「あら、どうして？　みんなに聞かれると困るわけ？」

「……」

　昇は押し黙り、振り返って晋太郎の母親を見た。

　笑顔を浮かべ、口を開く晋太郎の母親。

「みんな……いい？　『ザ・ワン』になるということはね、みんながひとつの家族になる、ということなの。『ザ・ワン』が世界に広がれば、ここにいるみんなだけじゃない、世界の裏側まで、みんなが家族に、友だちになる。それがどういうことだか分かる？

　それはね、この世界がひとつになり、戦争がなくなるってことなのよ」

　涙に乾いた眼めを開き、じっと母親を見つめる晋太郎。

　晋太郎に笑みを向け、そして場の子供たち全員にわが子に向けたのとまったく同じ笑みを向けると、母親は続けた。

「そう、みんなが『ザ・ワン』になれば、純粋に文化的な競争以い外がいの争いはこの世から消えてなくなる。飢うえることも、裏切られることも、意味なく殺されることもなくなる。本当の意味で、この世は平和な世界になるのよ。分かる？

　そして何よりも、もう人は死ななくてよくなる。

　みんなも考えたことあるでしょう？　大事な人に死なれ、別れる悲しみ──でもそんな悲しみは、つらさは、もうだれも味あわなくていい。『ザ・ワン』になれば、人はもう死ななくなるから。人はだれも、もはや死に怯おびえることなく、争いのない、隣りん人じんだれもが助け合う愛にあふれた世界を享きよう受じゆすることができる。

　そういう世界をなんて言うか、知ってる？」

　みんなが聞き入っているのを確かめると、晋しん太た郎ろうの母親は昇のぼるを見つめ、言った。

「そういう世界をね、『ミレニアム』というの。聖せい書しよっていう、神さまについて書かれた本の最後のほうに載っている、神さまが約束された楽園」

　だれかのつぶやくような声。

「……神さまが、約束……」

　そう、とうなずく晋太郎の母親。

「そこではだれも死ぬことなく、殉じゆん教きよう者たちは生き返り、争いごとのない平和な世界をしあわせに生きていける──神さまがその実現を約束された世界、千年紀ミレニアム。

『ザ・ワン』がつくりあげようとしているものこそが、それなのよ。

　それでもまだ、『ザ・ワン』が悪だと思う？

　神さまが約束された世界をつくろうとしている『ザ・ワン』と、それを邪じや魔まする人間、はたして悪は、悪あく魔まの味方をしている者は、どちらかな？」

　静せい寂じやくが、場を覆おおう。

　昇は十字架かを、手のひらが白くなるほどに強く握り締め、低い声で、言った。

「十字架を怖がるやつが、神について語るんじゃない」

「神を畏い敬けいするがゆえにこそ、十字架を恐れるのよ。あたしたちは」母親は笑った。「ねぇ、三み鷹たか昇くん。じゃああなたに聞くけれど、争いばかり繰り返して無む駄だに他者の生命を奪う人間と、ただ血を吸うだけで生命は奪わない吸きゆう血けつ鬼き、本当に悪いのはどちら？」

「……」

「血を吸う蚊かと、その蚊を叩たたき潰つぶす人間。神が罪と思うのははたしてどちらの行為かしら。ただうっとうしいというだけで命を奪って恥じない存在が、どうして正しさを語れるの？　生命は尊い、なんてことを語りつつ平気で生命にランクをつけ、他の生命をあっさり奪う、それが人間の本ほん性しようなのに。そんな人間が、どうして『ザ・ワン』を責められるの？」

「口がうまいな」昇は乾いた笑い声を上げた。

　晋太郎を見て、たずねる。

「なぁ晋太郎。おまえの母親はまえからこんなに饒じよう舌ぜつに、人間について語る人だったのか？　まえに一度でも、ミレニアムとやらについて語ったことがあったか？」

　驚いたような顔をして、首を振る晋太郎。

　昇は笑った。

「だったら、そこでしゃべっているやつはいったい何者だ？」

「吸血鬼だ！」

「そうだ」

　晋しん太た郎ろうの母親の、口もとがゆがむ。

「さすがというか、話をそらすのがうまいわね」

「……」

「でもあなたも分かっているはず。いいえ、ここにいる全員が分かっているはず。人間と『ザ・ワン』、善ぜん悪あくではかるならはたしてどちらが善で、どちらが悪なのか。

　それでも『ザ・ワン』にあらがうというのなら、あなたたちに正義はない。あなたたちは自分の都つ合ごうで、そう、ただうっとうしいから、というだけの理由で、そして蚊かだから、というだけの理由で尊とうとい生命を奪う自分勝手な存在に過ぎない。いい？　あなたたちの行動に正義は存在しないのよ。

　ならばあなたたちのやっていることは、自分勝手の自己満足でしかない。

　──とくにあなたはね。三み鷹たか昇のぼるくん」

「……そんなこと」

　晋太郎の母親は、笑い声を上げた。

「そんなことない？　いいえ、あなたは分かっているはず。ここのみんなも分かっているはず。善悪でいうなら『ザ・ワン』のほうが正しく、生物的にも『ザ・ワン』のほうが強い──どちらにしても、勝つのは『ザ・ワン』だということを。あなたたちにはどうやっても勝ち目などないことを。正義もなく、勝ち目もない。それでも戦おうというのなら、それは自分勝手な自己満足でしかない。そうでしょう？」

「そんなことない！」

「だったら答えてみなさい？　あなたはいったいどうやって、『ザ・ワン』を倒すつもりなの？　本当は倒す方法なんてないんでしょう？」

　全員の視線が昇に集まるなか。

　やはり、と昇は思った。

　やっぱりこいつは、話をそこに持ってきた。そこに持ってくると予想していた。なぜなら本当に、そんな方法などないからだ。『ザ・ワン』を倒せる確かな方法など何もなく、いまはまだ、ただ可能性にかけるしかないからだ。もちろん、みんなには正直にそう言ってある。それでもみんな、昇についてきてくれている。なぜならみんな、昇がいつかその方法を見つけ出してくれると信じているから。

　だが。

　最初に立ち上がってから、一週間弱じやく。

　いまだにその方法は、見つけられていない。

　昇は無意識に、堂どう島じまコウのレポートの入ったポケットをおさえた。

　周囲をぐるりと見渡す。

　全員が、昇のぼるを見ている。

　晋しん太た郎ろうの母親も、薄うす笑わらいを浮かべて。

　大きく深しん呼吸して、昇は口を開いた。

「かたるに落ちたな、『ザ・ワン』」

「え？」

「ごたごたとくだらない話をしたのも、結局はそれが目的だったんだろう？　ぼくが何を考えているか知るため。そのためにおまえは、晋太郎の母親を『ザ・ワン』に変えたんだ」

「……」

「何が隠かくしておきたかった、だ。本当に隠しておきたかったのなら、『ザ・ワン』の能力ならいくらでも予防策を立てられたはずだ。何しろぼくらは自分の行動を隠していないんだから。『ザ・ワン』、おまえはぼくらの結束を乱し、あわよくばぼくの考えていることを探り出そうと、ぼくらがここに来るタイミングを見計らって晋太郎の母親を犠ぎ牲せいにしたんだ。そして平気でそんなことをする、おまえに正義などあるもんか！　おまえは自ら証明したんだ！　おまえは正義などではなく、そしてぼくらに脅きよう威いを感じていると。ぼくらの行動を恐れ、そこまでやった──それこそが、ぼくらに正義と勝ち目のあることの証明なんだ！　そして！」

　何か言おうとする晋太郎の母親にかまわず、十字架かを持った左手をまえに突き出し、右手で腕に爪を立てると。

「！」

　昇は自分の腕を、一気に引っかいた。

　加か減げんのない思いっきりの力に皮が肉ごとかきむしられ、赤い身が露ろ出しゆつする。たちまち真っ赤な鮮せん血けつがあふれだすなか、昇は五つのみにくい爪つめ傷きずと、そこから流れる赤い血を晋太郎の母親に見せ付けるようにして、叫んだ。

「どんな理り屈くつを並べようと、おまえが求めているのは結局のところこれだけなんだ！」

　背後でひっ、と悲鳴が上がる。

「か、母さん？」

　晋太郎の母親は、まったく無表情に昇のかきむしられた腕を見ていた。

　その唇を、舌が割る。

　舌が露出すると同時に開いた隙すき間まから、つ、と唾だ液えきが流れ出る。晋太郎の母親の、白しろ目めに血管が浮いて出る。身体からだが震え、そして──

　昇の血まみれの左手から、十字架が落ちてがらんと鳴った、その瞬間、晋太郎の母親は、奇き声せいを上げて昇めがけて飛びかかった。そのあまりのスピードに、子供たちはだれも反応できなかった。




　　　　◆




「こういうことは、これっきりにしてほしいですな」

　昇のぼるが治療を拒こばんだため、救急箱をブルーメンバーに渡して、『ザ・ワン』の『端たん末まつ』男が首を振る。

「まだ脳の一部しか『ザ・ワン』化していないため、自分の欲望を完全に律することはできないんですよ、われわれは。とくに彼女は昨夜からずっと飢うえていましたし」

　いきなり昇を襲おそった晋しん太た郎ろうの母親をとめたのは、窓から晋太郎の家に飛び込んできた吸きゆう血けつ鬼き──にして晋太郎家の隣りん人じん──だった。

　彼は晋太郎の母親を押さえると、どういう方法でか気き絶ぜつさせた。

　どうやらずっと、だれかが見張っているらしい。昇のことを。

「いいですか、よく消毒してくださいよ」昇の腕を心配しながら男が言う。「昇さん。あなたはＶＩＰなんです。自分の身はしっかり守ってください。あなたに何か起こり、それがあなたの父親を刺激してしまったりしたら、われわれも、そしてあなたがたも、みんなが困るんですから」

「……」

「それでは、……ああ、晋太郎くん。お母さんは夕までには帰るからね、心配しないで。ちょっと栄養補ほ給きゆうをさせるだけだから」

　軽々と晋太郎の母親を背負い、玄関に歩き出す男。

　昇の脇を通り抜けざま、昇にだけ聞こえるように言う。

「ところであなたは、質問には答えていませんな？」

「……」

「いつまでだまし続けるんです？　お友だちのみなさんを」

　そして、男は出て行った。




　　　　◆




「昇さん！」

「リーダー、大丈夫ですか？」

　自分を取り囲むメンバーたち──低学年を中心とした、この一週間で新たに仲間になった者たち──をうつろな眼めでながめる昇。

　だれかが昇の手を取り、治療をはじめる。

　消毒液が傷にしみ、焼けるような痛みが走る。

　昇はふと、引っかいた傷を見た。

　引っかいたとき、痛みはほとんど感じなかった。

　むしろ、どこか受身な充足感があったような気さえする。

　そして昇のぼるは問いかける。

（どうしてぼくはあのとき、十字架かを落としたりしたんだ？）

（傷のせいで、力が入らなかったのか？　それとも……まさか、わざと……）

　血の流れる腕を見て、つぶやく。

　ああ、いやだ。

　ぼくは壊れかかっている。

　ぼくは壊れたくない。

（──本当は、壊れたいんじゃないのか？）

（いっそ、すべてを忘れて、楽に──）

　昇は首を振った。

「──みんな」全員を見渡し、聞く。「……さっきの話を聞いて、どう思った？」

「……」

「もしも、もしもみんなが、『ザ・ワン』の言うほうが正しいと思うなら」口が勝手に言葉をつむぐ。「ぼくには、みんなをとめることはできない」

「そんなことないですよ！」だれかの声があがる。「あんなぐらいで、たぶらかされたりはしないです。だろ？　みんな！」

「ああ！」

「昇さんの言うとおりだ！　やつらも焦ってきているんだ！」

「リーダー！」

「悪いのは向こうだ！　絶対あいつらやっつけるんだ！　やっつけるんだ！　絶対に！」

　最後に聞こえたその声は、晋しん太た郎ろうのものだった。

　たぶん、晋太郎はまだショックが抜けていない。興こう奮ふんがつらさを押しつぶしているだけ。

　きつくなるのはこれからだろう。

　うん、とうなずく昇。

　消毒液の痛みに耐えながら、言う。

「晋太郎は、どうする。もしもここに帰りたくないなら、ぼくが部屋を用意するけど」

「お願いします！」

　そう、と再び首しゆ肯こうする。

　無意識に右手をポケットに入れ、堂どう島じまコウのレポートの入ったメモリーカードを触りつつ、昇は言葉を発した。

「だれか、班長たちに連絡して。九人全員に。『コンサートホール』に集まるようにって」

　はい！　と元気のいい返事を聞きながら、昇は目を閉じた。

　傷の痛みに歯を食いしばりながら、思う。

（そうだ、ここでやめるわけにはいかない）

（みんなを、みんなを裏切るわけにはいかない）

　ああ、でもぼくはもう限界だ。

（──おとなの力が必要だ。『ザ・ワン』の言葉に言い負かされず、しっかり言い返してくれる、ぼくのような子供じゃなくてちゃんとしたおとなの人の力が）

（ぼくたちがしていることを、間違いじゃないと、自分勝手な自己満足じゃないと、そう言ってくれるおとなが──）

　そうだ、おとなならきっと、もっともらしい『ザ・ワン』の言葉に言い返せる。いかにも正しそうな悪あく魔まの言葉をきちんと否定してくれる。それに、ぼくの代わりにみんなをまとめてくれるかもしれない。もっといい方法で──

「騎き射しや場ばさんが、何かあったのか、と聞いてますけど」

　携帯を耳に当てた少年に、昇は微笑ほほえみ、うなずいた。

「こう伝えて。そろそろ、牧師さんに会うときが来た、と」

　昇の言葉に、場の全員の顔が輝くのがみえる。そうとも、何しろ牧師さんだ、吸きゆう血けつ鬼きを倒すいい方法だってきっと知っている。きっと、ぼくに代わってリーダーシップを取り、みんなを助けてくれる。吸血鬼なんて信じない？　いいや、信じさせてみせる、絶対に──

　頭のなかで、堂どう島じまコウの声が聞こえた。

（気をつけろよ。人間は自分が信じたいことをあっさり信じてしまうが、でもそれはとても危険なことなんだぜ？）

　──いいじゃないですか、いまぐらい──

　緊きん張ちようの糸が切れた瞬間傷きずの痛みが稲いな妻ずまとなり、軽く悲鳴を上げて、ようやく昇は気を失った。




　　　２．




「うわああああ！」

　大おお仰ぎような声を上げて後ろに倒れた鴨かも音ね木ぎエレナに、場の全員が固まって、注目をよこす。

「ど、どうしたの？　エレナ」

　か細い、でもしっかりと頭のなかにしみとおる神かん名な木ぎ唯ゆいの声に、われに返り、周囲を見渡すエレナ。

　そこは和わ歌か丘おかの高級ホテル、『観鶴台ホワイトクレイン』のスイートルームのリビング。

　豪ごう華かな絨じゆう毯たんのところどころにシーツを敷き、枕まくらも撒まいて、エレナもあわせて四人全員寝ね巻まき代わりの浴衣ゆかた姿すがたのラフな格かつ好こう、そこはさしずめ巨大な寝室といった雰ふん囲い気きとなっている。

「鴨音木？　どうかした？」

「いや。ちょっと体勢が崩れただけや」

　あらためて、自分が『鴨かも音ね木ぎエレナ』であることを実感する。そうだ、自分は白しら井い晋しん太た郎ろう家の隣りん人じんの奥さんでもなく、ましてや白井晋太郎の母親でもない。鴨音木エレナ、その人だ。口もとを手の甲こうでぬぐい、視線をめぐらし、低いガラステーブルの上に載ったコップを取って一口飲のむ。中身はただのウーロン茶。

（──求めているのは、これではない）

　先ほど感じたあの強力な『飢うえ』。

　乾いた唇を舐なめながら、友人たちを見る。隣となりに居てこちらを見ている神かん名な木ぎ唯ゆいはウーロン茶、対面にいる舞まい原ばるサクラはホットティ、その隣にいる山やま本もと美み里さとはなんか泡あわ立だつものを片手にテレビで甲こう子し園えん観戦。浴衣ゆかたにあぐらでテレビを見ているその姿はとても女子高生には見えない。

「山本、パンツ見えてるぞ」

　エレナの言葉に、泡立つものにいい気持ちになっているのか笑って答える美里。

「いいじゃない。どうせ女しかいないんだし。気にしない気にしない」

「聞いたかみんな。お許しが出たぞ。見れ見れ──」

「どれどれ──」

「……まじまじ」

「……あ」

「……あ、って何よ！　……ごめんなさいやっぱり気になるのでもうやめてください」

「あっはっは」

　笑いながらもう一度、エレナは口もとをぬぐう。

　さっきまで『白井家の隣人の奥さん』のなかに入って近くにいたせいで、晋太郎という少年の母親の感じた『飢え』の感覚を思い切り共有してしまった。

　手近な枕まくらをつかみ、顔を押し付け視線を隠かくすと、まぶたの奥の暗くら闇やみのなか。

　おのが内なるネットワーク、『オード』を伸ばし、和わ歌か丘おかに張り巡らされている吸きゆう血けつ鬼きのネットワークに入り込む。『オード』というのはいわば『自分』を成り立たせている電でん磁じ的なネットワークのようなもので、吸血鬼──『ザ・ワン』たちはこのネットワークでつながって、念ねん話わをしたり感覚や記き憶おく等など情報のやり取りをする。ときには相手の身体からだに自分の意識を乗り込ませたり操あやつったりもする。そしてエレナは、この一週間足たらずでその『オード』能力をかなり使えるようになっていた。

『オード』を伸ばし、部屋の向こう、近くにだれかいないか探す。

　常に心を開き『招いている』状態である『ザ・ワン』の『オード』は見つけやすく、つなぎやすい──廊下を歩いているウェイターを発見し、エレナは『オード』の眼めには見えず触れもしない電磁的触しよく手を男の心に侵しん入にゆうさせた。

　たちまちエレナの頭のなかに、かりかりかりという音が響ひびきだす。

　エレナとの『オード』がつながったことにより、向こうもまたこちらの頭のなかに入ろうとしている──だが、結局向むこうはエレナの頭のなかに入ることはできない。通常、『ザ・ワン』同士のコネクトは双そう方向で行われるが、エレナに関して言えばエレナから相手への一方通行となる。向こうは、意識することでエレナに言葉や映像を送ることはできても、エレナの心／頭のなかまでは入ってこられない。意識しなければつながったことさえ気づけない。このエレナの特殊性を『三み輪わ方かた遼りよう子こ』はエレナが『ハーフ』だからだと考えていたが（しかし『コア』はそれを否定していて）本当のところは分からない。だからエレナはこれを天てん啓けいと考える。友だちを助けるために神さまかなんかが与えてくれたチャンスだと。

　エレナの侵入に対し男は一瞬足あしを止めたが、結局何なにも気づかず再び歩き出す。ほっとして、エレナはさらに奥へと『オード』を伸ばす。たちまち奔ほん流りゆうしてくる男／『端たん末まつ』の情報。この『端末』の名は『木き村むら栄えい大だい』二十六歳、コンシェルジュを目指して修行中であり、このホテル『観鶴台ホワイトクレイン』に深いプライドと愛着を持ちその全ぜん人生をかたむけている。そのために二年前、和わ歌か丘おかに新たに要よう人じん用の豪ごう華かホテルが建てられ、それまで『観鶴台ホワイトクレイン』が誇ほこっていた和歌丘一位の見晴らしとＶＩＰの宿泊をそちらに譲ゆずってしまうことになったときには実に悲しい思いをしたものだが（そしてそれがきっかけで彼は単なるアシスタントマネージャーではなく『コンシェルジュ』と呼ばれる職種を目指すようになったのだが）、そんな豪華なホテルが新たにできたにもかかわらず舞まい原ばる家のお嬢じようさまサクラは変わらずここを利用してくれることに感激し、ホテルへの愛をいや増すと同時に舞原サクラの大ファンとなった──

（サクラについての情報は、これだけか）

　この一週間、『ザ・ワン』の目的はなんなのか、なぜサクラや舞原家に気づかれないよう面倒なまねをしているのか知るために情報を収集してきたのだが、どうも核かく心しんの情報が得られていない。ただ、『堂どう島じまコウ』という少年、そして《Ｉｔ》と呼ばれる何かがかかわっているらしいのだが、そして堂島コウは実際に存在している日ひ炉ろ理り坂ざか高校の生徒でサクラの恋人なのだが、《Ｉｔ》についてはそれがなんなのかさえ分からない。どうやら『ザ・ワン』にも序じよ列れつのようなものがあるらしく、一番下の『端末』たち──『第三人格』と呼ばれている──は自分たちがやっていることについて何も知らされていないらしい。『第一人格コア』はともかく『第二人格三輪方遼子』たちなら何か知っているかもしれないのだが、『第二人格』には侵入することができない。このことから推理すると、自分はどうも『第二人格』と『第三人格』の間に位置しているようだが……

（第二人格、か）自じ虐ぎやく的に、笑う。

『ザ・ワン』の能力を使えるようになってきたということは、自分の『ザ・ワン』化が進んでいるということだ。

　たぶん、完全な『ザ・ワン』になったとき、自分──鴨かも音ね木ぎエレナ、という少女は、消える。そのあとに残るのは、ただ鴨音木エレナという人格を形成した不ふ可か視しのネットワークのみ。いいや、もうすでに自分は『ザ・ワン』と呼ばれる共きよう生せい体たい／多た重じゆう人じん格かく存在の人格のひとつに過ぎないのかもしれない。

（それでもまだ、自分で考えることはできる。われ思う、ゆえに──ってやつだ）

　それに、戦っているのは自分だけじゃない。

　三み鷹たか家の息子むすこを先頭に、少しずつ、抵てい抗こう勢力が生まれつつある。もしも彼らに自分たちの存在を、なんとか『ザ・ワン』にばれないように教えることができたら──

「おーい、鴨かも音ね木ぎさん。遊ぼうよー」

　サクラに身体からだを揺すられ、エレナは枕まくらから頭を上げ、立ち上がった。

「はいはい。ちょっと待っててな」

「あれ？　鴨音木さん、どこ行くの？」

「ロビー。手紙が来てないか聞いてくる。ついでに洗せん濯たく物もの取ってこか」

「あたしも行く？」飲み物を置いて美み里さとが聞く。

「ええよ。そんなに荷物あるわけやなし」

　ホテルに滞在中、四人は洗濯物をホテルに出していた。ちなみに一般庶しよ民みんでホテルを使い慣れていない美里は、下着だけはしばらく自分で洗っていたのだが、洗って自分の部屋に干すたんびに他の三人が鑑かん賞しようしに来るのに閉へい口こうしようやくホテルに任せるようになったのは閑かん話わ休きゆう題だい。

「そう？　……ってちょっと。鴨音木、その格かつ好こうで出て行く気？」

「大丈夫大丈夫。これは正式なホテル着なんやし。気にしない気にしない」

　そうとも、このホテルのなかにいるだれがエレナの格好など気にするものか。

「でも──」

「大丈夫だって」笑って。

　エレナは浴衣ゆかたのまま、部屋を出た。

　さっき『木き村むら栄えい大だい』のなかに潜もぐり込み、どこに向かえばいいかは分かっていた。
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「様よう子すは？」傍かたわらに座った昇のぼるの問いに、

「特に変わったことはない。……ああ、でもいいニュースがあるぞ」騎き射しや場ば勇ゆう知ちは『まぁたいしたことではないけどな』とでもいうふうに、言った。「元もと牧師のおっさんは、まだ吸きゆう血けつ鬼き化していない。確実に」

　昇は目を丸くした。

「本当か？　なぜ分かった？」

　簡単だよ、と騎射場の持った十字架かが窓の向こう、きれいに掃除されている公民館のような、ぱっと見には教会に見えない建物を指す。

「ほら、玄関のところに十字架かの飾りがあるだろ？　さっき、あれを掃除していた」

「そうか」

「十字架に触れたんなら、人間ってことだもんね！」うれしそうに後ろから、珠す洲ずみすみが口を出す。「よかった。あとは……」

　しんとなる。

　ここは、和わ歌か丘おかの唯ゆい一いつの教会だった建物のまえ。

　何かの会社の事務所らしいがいまは人影もなく、昇のぼると騎き射しや場ばと珠洲の三人で、元もと教会を見張るために使っている。教会の裏には御ご殿てん和かず孝たかたち三人、川と反対側には山さん稜りよう冬とう馬まら四人が陣じんを張り、やはり吸きゆう血けつ鬼きがやってこないか番をしている。

「吸血鬼、来るかな」珠洲がつぶやく。

「どうだろう。ぼくらがここにいるのは気づいているだろうけど」と昇。

「むしろ来てほしいな。そうすれば、牧師のおっさんも吸血鬼のことを信じてくれるだろうからな」騎射場が言う。

「ああ」昇はうなずいた。

　どうやらこの近辺は、まだ吸血鬼化の波が来ていないか、あるいは目的があって隠かくしているらしい（できれば牧師に知られないよう隠しているのだと昇は信じたかった）。それは、逆に言えば牧師の助けを得るのは難しい、ということだ。この元教会の持ち主にして元もと牧師の稲いな吹ぶき九く朗ろうという人は、もはや神など信じていないらしい。まぁ、舞まい原ばる家の支配する日ひ炉ろ理り坂ざかにはキリスト教徒などひとりもいないのだから仕方ないかとも思う。もっとも、神を信じていない牧師だから日炉理坂に送られたのか、日炉理坂に来てから信仰を失ったのかは分からないが。よそ者に厳きびしい日炉理坂はこの和歌丘にもう二十年も住んでいるらしいが、とにかくそういう人間に吸血鬼のことを話して真しん摯しな協力を得るのは至し難なんの業わざだと昇は思う。何しろ昇たちは子供なのだし。それに──

　ねぇ、と珠洲が聞く。

「本当に、リーダーと御殿くんと騎射場くん、三人だけで行くの？」

「うん」

「でも、みんなで行ったほうがよくない？　そのほうが、牧師さんを説得しやすいんじゃ」

「いや、まずはぼくと騎射場、御殿の三人だけで話す。大丈夫、ぼくは三み鷹たか家の坊ぼちゃんだからね、それなりにまじめに話を聞いてくれると思う」

　確かに、みんなで行ったほうが効果はあるかもしれない。

　だがもしも、牧師さんがみんなの期待を裏切るような人だったら？

　他人を助けてくれるような人じゃなかったら？

　結局吸血鬼に対しなんの力もなかったら──？　何しろ牧師とはいえ人間であり、そもそも元・牧師なのだ。なんの助けにもならないどころか助けようとすらしてくれない、そうした可能性は当然ある。昇のぼるは正直、みんなに牧師と会うのを伝えたことを後悔していた。まずは自分と腹ふく心しんたちだけで会うべきだった。自分たちだけで会い、確かめるべきだったのだ。だがあのときの自分は、吸きゆう血けつ鬼きの卑ひ劣れつな罠わなのせいで気が動どう転てんし冷静さを欠いていて──

（どんなときでも冷静さを失ってはいけない、そうですよね、コウさん）

　ポケットを撫なでながら、思う。牧師が吸血鬼に対しなんの力もなかったとしても、それはそれでかまわない。なんの力もなくてもぜんぜんかまわない。ただ、仲間になってくれればいい。牧師が仲間になってくれれば、ぼくたちは自信が持てる。自分たちが正しいことをしている、ということの自信を持てる。それだけでいい。それだけで、戦える。自分たちは間違っていない、吸血鬼相あい手てに戦うことは決して間違っていない、それさえ保証してくれれば──

（……それとも本当にぼくは、みんなを破は滅めつに導いているだけなのか？）

　珠す洲ずが何か言いたげにこちらを見ていることに気づき、昇は微笑ほほえんだ。

「大丈夫だって。ぼくら三人だけでだめなら、そのときは父と話してもらうから。それでもダメなら、ぼくらの仲間全員で行く。でもそれは、とっておきの切り札だ。ぼくらが全部で何人いるか、正確なところを吸血鬼に知られたくないから」

「でも、なんで夜まで待つの？」

「夜なら、うまくいけば牧師さんに吸血鬼を見せられるかもしれない」

「そうだね」

　沈ちん黙もく。

　沈黙に耐え切れないように、すぐに口を開く珠洲。

「牧師さんなら、悪あく魔ま祓ばらいとかできるかな」

「悪魔祓いは神父さんじゃなかったか？」と、騎き射しや場ば。

「牧師と神父って、どう違うの？」

「……今度までに調べておく」

　いかにもくやしそうな騎射場の表情に、昇は吹き出した。

　ところで、と話を変える。

「『レッド』のやつらはどうしてる？」

「新しん堂どうなら相変わらずだよ。おれたちのまえには姿を見せないが、なんか黒くろ皮かわの上下にトゲトゲつけて、真っ赤なＴシャツに顔にはペイント、世にも恥ずかしい世紀末な格かつ好こうで、町中を闊かつ歩ぽしている」でもな、と声をしずめる。「……あれは、ちょっとまじめになんとかしたほうがいいかもしれない。このまえ遠とお目めでチラッと見たが、あの格好、バカらしさとは裏うら腹はらに宣せん伝でん効果は確かだ。気の弱っている人間が子供があんな格好をしているのを見たら、ますます戦う気力をなくす。あれはバカにするべきじゃないな。なんとかしないと」

　でも、と口をはさむ珠洲。

「それと同じくらい、あたしたちの青いＴシャツを見て、がんばろうと思ってくれる人がいるよね！」

　ああ、と騎き射しや場ばと昇のぼるはうなずいた。

　沈ちん黙もく。

　しばらくして。

　珠す洲ずが、つぶやくように、言う。

「……あのさ」

「うん？」

「吸きゆう血けつ鬼きがいるなら……神さまだって、いるよね、きっと」

「……」

「……あたしたちががんばっているの、見てくれているよね、きっと……」

　昇も騎射場も、答えなかった。

　答えられなかった。
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「ところで」ポケットのなかのメモリーカードをいじりつつ、昇は騎射場にたずねた。

「吸血鬼のことで、なんか分かったことない？」

　響ひびくように答える騎射場。

「そうだな、一応おれなりにまとめてみたけど、伝でん承しようだから、本当かどうかは分からないぜ」

「うん」

「まず吸血鬼というのは基本的に、『死体がよみがえってきたもの』らしい。つまり、最初から吸血鬼として生まれてくる存在じゃないんだな。死体が、神に呪のろわれたとか大地に拒きよ絶ぜつされてよみがえった存在、というのが基本みたいだ。だからやつらは神を恐れて十字架かに触れられず、神の愛たる日光に焼け、大地から拒絶されているために水を渡れずまた寝ね床どこも自分が生まれた土の上でしか眠れない」

　口をはさむ珠洲。

「それは、あたしたちが戦っている吸血鬼にあてはまらないんじゃ」

　騎射場は首を振った。

「そうでもないぞ。だっておれたちが見ているのは基本的に『吸血鬼に血を吸われた人間』だからな。そういうのは、正確には『眷けん属ぞく』といって、吸血鬼とはちょっと違うらしい」

　うなずく昇、

「つまり、『吸血鬼』はまた別にいて、その『眷属』を操あやつりながら隠かくれていると」

「ああ。そして吸血鬼は招かれなければ家や土地に入れないという。この点は実際に、おれたちの敵に当てはまる。つまり、だれかが吸血鬼をこの土地に招いたんだ。吸血鬼を知っている、だれかが」

「い、いったいだれがそんなことを？」

「それはいくらなんでも分からないよ、珠す洲ずさん。ただ、これだけは言える。和わ歌か丘おかは、海に面していない。その和歌丘に来るには、海から和歌丘までの土地全部に招かれるか、飛行機かなんかで和歌丘にピンポイントで送られてくるしかないんだ。そうだろ？　昇のぼる」

　昇はうなずいた。

「……そうか、そこから調べれば、『吸きゆう血けつ鬼き』がどこから来ていまどこにいるか分かるかもしれないな」

　こちらもうなずく騎き射しや場ば。

「ま、難しいとは思うがな。敵は外の世界、そして舞まい原ばる家から隠かくれている。当然侵しん入にゆうするときも隠れて入ってきただろうから。子供に調べられるようなルートは当然使ってないだろう」

「……」

「だがもしも、『眷けん属ぞく』じゃなくて『吸血鬼』そのもの──たぶんラスボスみたいなものだな──さえやっつけられれば、もしかして……」

　みんなの顔を見渡し、騎射場はため息をついた。

「……ま、あくまで伝でん承しようだ」

「いや。でもそれはなかなか役に立つよ。使えると思う。……ほかになんかある？」

「あとは、そうだな、弱点関かん連れんなんだが」こほん、とのどを鳴らして続ける。「あまり役に立つかは分からないんだが、気になることが、ひとつ」

「ぜひ聞きたい」

「伝承によると、吸血鬼は弱点まみれだ。日光に弱い。にんにくに弱い。聖せい水すいに弱い。十字架かに弱い──これは確認しているな。あと水が渡れず、鏡に映らない。自分の生まれた土の上でしか眠れず、日中は活躍できない。

　……ただ、これは全部、弱みではあっても決定的なものではないらしい。

　吸血鬼を倒す有名な方法では、心臓に木の杭くいを刺し首を落とす、というのがあるけれど、それですら首を近づければ生き返る、なんて話もある。たとえ身体からだが灰になっても血をかければ生き返り、すごいのになるとどんな殺され方をしようと月光を浴びるたんびに生き返ったりするそうだ」

「いくらなんでもそれはずるいよ」声を上げる珠洲。「いくらなんでもずるすぎる！」

　騎射場はうなずいた。

「まぁな。確かにでたらめだし、伝承が映画とかのせいで、オーバーになっただけだと思うんだけど、とにかく、なんとなく、完かん璧ぺきな倒し方ってなさそうなんだ。

　……ただ、ひとつをのぞいては」

「……ひとつ？」

「ああ」すまなそうにうつむく。「資料がなくて、あんまり調べきれなかったんだが……

　ダンピール、という存在が、それだ」

「ダンピール？」

　ああ、と騎き射しや場ばは息を吐いた。

「簡単に言うと、ヴァンパイア・ハーフ。つまり吸きゆう血けつ鬼きと人間の間の子供のことだ」

「……ええ？」

「東とう欧おうの伝でん承しようなんだそうだが、それによると、吸血鬼を倒せるのは吸血鬼と人間の間に生まれた子、つまりダンピールだけなんだそうだ。なぜなら吸血鬼とはすさまじい速さで動く存在であり、その姿は人間ではとらえることができず、吸血鬼と人間の間に生まれた存在だけが吸血鬼の動きをとらえてつかまえることができるから……と、おれが見つけた資料にはあった」

「……」

「まあそれはともかくとして、他の倒し方に比べて、そのダンピールってのだけははっきりと断だん定ていしているんだよ。ダンピールなら吸血鬼を倒せると。いいや、吸血鬼はダンピールにしか倒せない、と。

　それってなんか、気になるだろ？」

「……うん」

　ダンピール──ヴァンパイア・ハーフ。

　珠す洲ずがつぶやく。

「……吸血鬼がいるなら、そのダンピールってのも、きっといるよね」

「……うん」

「もしもその人を見つけ出せて、この町のことを教えることができたら……」

　昇のぼるはだまって、窓から外をながめた。

　一いつ見けん教会には見えない、まさしく公民館のようなそれをながめる。そして思う。牧師さんが助けになってくれればいいと。あるいはそのダンピールとやらがひょっこり現れてこの町で起きていることに気づき、正義の味方そのままにぼくらを助けてくれないか、と。

（……神さま、もしもいるのなら、教えてください）

（助けてほしいと思うのは、ひょっとして悪いことですか？　たとえぼくが小学生でも、助けを求めるのは罪ですか？　だから助けてくれないんですか？　それとも、もしかして本当に、ぼくらのほうが悪だから──）

（ぼくらに、いやぼくに、罪があるから──）

　それとも──

「神さまなんて、いないんだ」気がつくと、昇はそれを口にしていた。

　悪あく事じを目もく撃げきしたかのような真っ青な顔をした珠洲に、しまった、と思う。そのよこで、騎射場が口もとをななめに言う。

「まぁ、そう思ったとしても、口には出すなよ、昇のぼる。いないならいないでいいけど、もしもいたらあとで困るぞ？」

「……そうだね」

「そ、そんな。もっとちゃんと、信じようよ？　神様はちゃんといるって。そうしたら、もしかしたら──」

　そうだね、ともう一度うなずき、昇は再び視線を窓の外に移した。

　その手はポケットのなかで、メモリーカードをいじりつつ。

　日が沈んだら、牧師に会う。

　ああ、でも、はたして彼は、ぼくらを助けてくれるだろうか？
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　コンコンとドアを叩たたき、

「入るで」言うなりエレナは、鍵かぎのかかっていないドアを開いた。

「……何よぉ。どうしたの？」

　暗い部屋の大部分を占めているダブルベッドのうえであくびしている三み輪わ方かた遼りよう子この裸の姿に、思わず口もとをゆがめて言う。

「昼間っからええ身分やな。自分」

「人間としてはアレでも、吸きゆう血けつ鬼きとしては正しいでしょう？」また、あくび。「どうしたの？」

「……えと、つまり、その……」

「こっち来て、座ったら？　何それ。洗せん濯たく物もの？」

　エレナから袋を取り上げ、ビニールでパックされた下着を取り出す遼子。

　嬌きよう声せいを上げる。

「やん。かわい！」

「やめんか。変な──！」次の瞬間。

　遼子の伸ばした『オード』の触しよく手しゆがエレナのそれへとつながり、たちまち、遼子の『感覚』──互いに心を読むことはできないが、こうして情報を送りあうことはできる──がエレナのなかに流れ込んでくる。それを見たことで遼子の主しゆ観かんが感じたかわいさ、喜び、切なさそして思い入れといった『感覚』が、怒ど濤とうのようにエレナの脳内をかけまわる。まるで自分が感じたみたいに。それは決していやな感覚ではない、だからこそ甘く恐ろしいもの。

「……やめんか！」必死で意識を取り戻し、流れてくる情報をブロックすると、エレナは遼子から下着を奪い、袋に戻した。心臓をどきどきさせながら。

「あんたが変へん態たいなのは別にええけど、わたしまで変態にするのはやめてくれる？」

「意い地じ悪わるいなぁ。けっこう楽しかったでしょ？　あなたではなく、あたしの主観なんだから」

「それでも、無理やり押し付けられるのは気ぃ悪いわ」

「はいはい、分かりました。……でも」

　遼りよう子この目が細められ、射い抜ぬくようにエレナを見る。

「……『ザ・ワン』化、確かに進んでるようね。ブロックまでできるようになっているし」

「まだつながれへんけどな」

「それもまぁ、時間の問題だわ。よかったわよ、本当に。あなたが『ハーフ』じゃなくて」

「なんで？　『ハーフ』でもわたしは別によかったけど？」

「……」

『ハーフ』──それは人間の遺い伝でん子しの多た様よう性せいが産んだ、奇き跡せきの存在。

『ザ・ワン細さい胞ぼう』──ある種のナノマシンであるその本体は、『オード』を受け入れた人間の傷口から血管を使って宿やど主ぬしの細胞内に入り込み、自分の遺伝子を逆ぎやく転てん写しや、いわゆるレトロウィルス的な働きをみせ宿主の遺伝子を自分と同じものへと書き換える。

　つまり人間を、遺伝子レベルで『ザ・ワン』へと変えていく。

　だがまれに、その細胞に『ザ・ワン遺伝子』を組み込まれながらも『ザ・ワン』とならない人間がいる。

　組み込まれた『ザ・ワン遺伝子』を、自らのものとして取り込み適てき応おうしてしまうのだ。

　そうなるとその宿主は、遺伝子がどう発現するかにもよるが、『ザ・ワン』の能力を受け継ぎつつしかし弱点は持たない、というとんでもない存在になる可能性がある。

　味方にすれば頼もしいが、敵にすると実に厄やつ介かい極まりない存在に。

　遼子はうなずいた。

「そうね、あなたが『ハーフ』だったら確かに力強かったかもしれない。でもね、『ハーフ』になったからって、全部がいい方向に動くとは限らないのよ？」言葉を選んでいるのだろう、ゆっくりと、続ける。「最悪の場合、弱点ばっかり引き継いでそのくせ『オード』はぜんぜん感じられない、そんな存在になったかもしれないんだから」

「そやな」

「それに、……どちらにしても、あなたは『ハーフ』じゃなかったんだから。それは『コア』があなたの遺伝子を調べて保証してくれたし」

「だったら、なんでわたしはこんなに進行が遅いんやろな」

「それもいま、ちゃんと『コア』が調べているから、心配しないで。だいたい、遅くても確かに変化は進行しているわけだし」

「……」

「大丈夫だって」

　言葉とともに、『オード』をつたって遼子の『励ます気持ち』が伝わってくる。

「いい？　『ザ・ワン』がアメリカのもとで二百年も働いていたのは、『ハーフ』について調べるため──ヒトゲノムを解かい析せきするためだったんだから。それももう終了したわけだし。だから絶対、大丈夫。あなたが心配することはないわ」

「ん」

「それにある意味、進行がゆるやかだからこそ、サクラのそばにいさせられるんだよ？　何度も言うけど、サクラの勘かんはバカにできないんだから」

「そやな」

　沈ちん黙もく。

　しばらくして。

　静せい寂じやくのなか、かりかりという幻げん聴覚が耳じ内ないに響ひびく。

　遼りよう子こが、エレナの頭のなかに侵しん入にゆうしようとしている──エレナの本ほん心しんを求めて。だが、二人の『オード』はつながらない。それはあくまで互いの一方通行。遼子はエレナのなかには入れず、エレナが何を考えているか知ることはできない。逆も真ではあるのだが、それこそが現時点でのエレナのもっとも有効な武器。

　遼子はため息をついた。

「やっぱりダメか。はい、降こう参さん。それで、いったいなんの用なの？」

「……ええと、それは……」

「……もしかして、アレ？」

『オード』による探たん索さくでは分からなかったくせに、口ごもっているエレナの様よう子すにあっさり察し、遼子は微笑ほほえんだ。

「もしかして、血が欲しくなった？」

「ま、まぁ……ぶっちゃけ、そういうこと」

「こんな時間に、もう？」

「いや、栄養として必要なわけやないんやけど……その」

「ええ、分かるわ。精神的なもので、ひょんなことから『飢うえ』ちゃうのよね。うん。……でもなぁ」

「なに？　ストックない？」

「ううん、ちゃんとあるけど……ちょっといいかな。確かめたいことがあるんだけど」

「な、なに」

「ほら、いいかげん座って」

　ベッドのうえでぽんぽんと、自分の隣となりをたたく遼子。

　裸の少女の隣に座ることに多少躊ちゆう躇ちよを見せつつも、エレナは素直にベッドに座った。

　不安を隠かくし、ぶっきらぼうに言う。

「……何なに確かめたいのか知らんけど、みんなを待たせとるんやから、早くして」

「はいはい。じゃ、目をつぶってくれる？」

　エレナはおとなしく、目をつぶった。

　とたんに唇に何かが押し当てられる感かん触しよく。

「！」

　突然のキスに虚きよをつかれたその瞬間、獲え物ものを狙うふくろうのような勢いで遼りよう子この『オード』がエレナのそれをつかまえる。あっという間にエレナのなかに遼子の『感覚』が、満ちる。キスをしていることの喜び──通常のエレナなら嫌けん悪おと怒りを感じるところなのだが、押し寄せてくる感覚は遼子が得ている悦よろこびのみ。エレナにキスして喜んでいることをまったく隠かくしていない遼子の巨大な感覚に、エレナはもはや抗あらがえず、その陶とう酔すいを受け止める。口内に侵しん入にゆうした舌したは遼子のものであると同時に自分のものであり、共有しているものであり、遼子が与える感覚と受け止めている感覚がひとつとなって交じり合い、エレナの身体からだをかけめぐる。いま動いている舌が、自分のものかそれとも遼子のものなのかそれさえももう分からずに、渾こん然ぜんとして奔ほん流りゆうしてくる感覚のまま、エレナという個人は陶酔の波に消えていく。

　──どれほどの時が経たっただろうか。

　ふと気づき、自分がベッドのうえに浴衣ゆかたを乱してしどけなく横たわり、遼子に見下ろされていることに気づいて、エレナは『オード』の不ふ可か視しの触しよく手しゆを伸ばし、遼子に怒りの念を送った。

　さっきの陶酔はうそのように消え、怒りと嫌悪とばつの悪さしか感じない。

　エレナの怒りの『感覚』をあっさりブロックし、遼子は微笑ほほえんだ。

「ごめんごめん。そんなに怒らないでよ。趣味に走っちゃったけど、確かめたかったのも本当だから」

「だから、何をや。うちの唇の感触か？」

「それはだから趣味だって。あたしが確かめたかったのはね」

　笑って、人差し指で自分の上唇を持ち上げる遼子。

「──これ、よ」

「え？」

　遼子の犬けん歯しがむくむくと、あっという間に牙きばへと育つ。

　鋭い二本の牙をエレナに見せ、遼子は言った。

「そう、これ。もうあなたも、根ができている。つくれるのよ、これを」

「……へ？」

「分からない？　ようやくって感じだけど、あなたもついに、自分で血を吸えるようになったってわけ。おめでとう」

　──エレナは目を見開いた。

　遼子に言われたことがじわじわと脳に浸しん透とうし、やがて衝しよう撃げきが全身を襲おそう。

　ベッドに座っていなかったら倒れこんでいただろう、全身が震えるようなショックに、頭のなかが真っ白になり何も考えられなくなる。そこに。

　伝わってくる、

　遼りよう子この喜びにあふれた声と感覚。

「ね？　あなたのなかで『ザ・ワン細さい胞ぼう』は、ちゃんと仕事をしていたのよ。ゆっくりでも、ちゃんと」

　エレナはなんとか言葉を発した。

「……そ、そうや、な」

（落ち着け、落ち着け、そうだこれは予想していたこと──）

　必死で平静を取り戻そうとするエレナに、しかしさらなる衝しよう撃げきが襲おそう。

「これでもう、チューブは必要ないわね」

（──ええ？）

　愕がく然ぜんと口をあけ、エレナは絶ぜつ句くして遼子をながめた。

　遼子は微笑ほほえみを浮かべている。

「そう、今日からあなたは自分で血を吸える。あなたはようやく、友だちの血を味わえるのよ。大好きな友だちの血を──こんな喜びほかにある？」

（……だ、大好きな友だちの血を？）

　絶句し続けるエレナに、遼子はわざとらしく片目をつぶって見せた。

「心配しないでも、あの二人はあなた専用。だれも取ったりはしないから。まぁ、でもときどきは、『感覚』だけでも送ってほしいなぁ。……あ、でも」ただし、と真剣な顔をしてエレナを見る。「これは言いにくいんだけど」

「……な、なに」連続する衝撃に思わず身構えたエレナに。

　遼子はため息をつき、言った。

「いい、これだけは分かって。もしもあの二人を仲間にできそうでも、仲間にするのはだめ。勘かんのいいサクラに気づかせないためにも、あの二人にはまだしばらく人間でいてもらわなければならないから」

「……」

「だから、あの二人が招かせずとも最初から心を開いているようだったら、残念だろうけど、まだいまは、あきらめて。制御できるようになるまでは、チューブで我慢して」

「……う、あ……」招かせる？

　遼子は首を振った。

「もちろん、それはいまだけよ。すべてが終わったら、当然仲なか間まにしていいわ。このすばらしい『ザ・ワン』世界の一員にね。ただ、いまだけは、我慢してってこと」

　仲間にする。

『ザ・ワン』世界の一員に。

（そんな、そんなことだけは、絶対に！）

　切れ切れに、それでも必死になって、エレナは何とか声を出した。

「……で、でも、招いているかどうか、なんて、そんなのどうやって見分ければ……」

「ああ、それは簡単よ。血を吸うときに分かるから。ちゃんと本能が教えてくれるって」

　で、でも、と必死にあらがう。

「サクラにばれるから仲間にするなって……あいつらの血を吸ったりしたら、そもそもあいつらにばれるやん。ええの？」

　遼りよう子こは笑った。

「バカね。だから当然、相手が眠っているところを狙うのよ」その口もとがにんまりとする。

「そっか、まだ教えてなかったっけ。いい？　相手が寝てさえいれば、いったん吸きゆう血けつ行為に入れば相手は絶対目めが覚めないの。傷はすぐ治るし、せいぜいＨな夢を見たと思うだけ。途中で起きたり、ばれることは絶対にないから」

「……で、でも……」

「大丈夫、さっきも言ったけど、そのときが来たら本能がちゃんと教えてくれるから。何も不安がることはないし、きっとあなたも気に入るわよ。じかに吸う『オード』にあふれた血はね、チューブ入りなんかよりずっとおいしいんだから」

　言い終えると、遼子は話は終わりとばかりにエレナに背を向け、下着を探し、ベッドのうえで日ひ炉ろ理り坂ざか高校の制服を身につけ始めた。

　その白い背に、懇こん願がんするようにエレナが言う。

「ま、待って」

「……何？」

「……自分でやるのは、もう少しだけ、待って」必死の声を出す。「もうしばらくは、せめて心の準備ができるまでは、わたし、チューブで……」

「ダメよぉ。不安になるのは分かるけど、あなたにはこれからも働いてもらわなければならないんだから。いざというときのために、ちゃんと力をつけてもらわないと」

　あっさりとダメ出しすると、制服を身につけ終えた遼子はベッドから立ち上った。

「とにかく、そんな怯おびえなくっていいって。不安なのは分かるけど、何回も言うけど、そのときが来たら本能が教えてくれるから。あなたが気をつけるのは、寝ているときを狙うということ、そして相手が『招いていたら』我慢する、ということだけ」

「……」

「あとは……そうね、これはアドバイス。血を吸うときは、付け根から、よ。首とか、脇とかあと太ももとか、とにかく初心者は、胴どう体たいから末まつ端たんに渡る付け根から吸うこと。場所によってそれなりに味も違うし」笑って言う。「注意するのはそれぐらい？　そんなに不安がらなくても大丈夫だって。簡単なんだから。リラックスして、楽しみなさい？　友だちの血を」

　部屋の外へと向かいだす遼子に、あきらめきれず、エレナが頼む。

「……だったら、せめて……せめて、その」

「もう、何？」

「二人が寝るのは夜やし、……飢うえているのはいまやし、せめて、いまのぶんだけでも、ちょっと、一本だけ……」

　そうだ、それで今日を乗り切れればいい。

　遼りよう子こには明日、二人とも『招いていた』から吸えなかったと言えばいい。それで──

　しかし無情に遼子は答える。

「悪いけど、だめ。我慢して」

「そ、そんな、意い地じ悪わるな」

「意地悪じゃないわよ。あのね、ちょっとぐらい飢えてたほうが、おいしいって。本能も研とぎ澄まされるだろうし、初体験なんだし。なるべくおいしい方法で、ね」

「……で、でも……」

　沈ちん黙もく。

　ドアのまえに立ち、ドアノブを握り、遼子は止まった。

　しばらくして、振り返る。

　エレナを見つめる瞳には、もはや笑みなどかけらもない。

　冷たい氷のような表情を見せ、遼子は淡たん々たんと、言った。

「分からない？」

「え？」

「あたしはね、あなたにこう言っているのよ。あたしたちの仲間であるということを、その牙きばで証明しなさい、と」

「……！」

「それじゃ、今夜。がんばって」

　ドアが開き、遼子が出て行く。

　もはやどうしようもなく、エレナはその場に立ち尽くした。

　心のなかで、つぶやきながら。

（わ、わたしが、あの二人の血を──）

（そんな、そんな、そんなの──）




　　　５．




　午後、九時。

　夏の夜は闇やみに覆おおわれ、すっかり暗くなっている。

　稲いな吹ぶき九く郎ろう元もと牧師が元教会のなかにいるのを確認し、三み鷹たか昇のぼると騎き射しや場ば勇ゆう知ち、そして御ご殿てん和かず孝たかの三人はうなずき、教会に向かった。

　教会の門には、古めかしい赤あか金がね色のドア・ノッカーがついていた。

　重いリングを持ち上げ、離す。

　コンコンという硬い音を、響ひびかせる。

「だれだね」ドアの向こうから聞こえる、くぐもった、低い声。

　昇のぼるは声を張り上げ、はっきりと、言った。

「すいません。ぼくたちは助けを求めています」

　しばらくして。

　さびにきしむ音がして、ドアが開く。

「入りなさい」

　ドアを開いたのは、ポロシャツを着てズボンをはいたまったく普通の格かつ好こう──いやいやちょっと若作り──の、初しよ老ろうの男。

　男は三人を招き入れると、何も言わず、建物の奥へと歩き出した。

　元もと教会の内部は暗く、がらんとしていた。

　明かりがあるのは説教台のあるところだけ。

　説教台はドアの対面にあり、その背後に大きな十字架かと、聖せい書しよのどこかの場面だろう、イエスと思われる人間とその使し徒とたちがテーブルにつき晩ばん餐さんをとっている様よう子すを描いた絵が飾られている。

　絵を見る昇の視線に気づき、初老の男はぼそっと言った。

「腐らせるのはもったいないから、飾っているんだ。毎月違う絵をな。いまここを訪れるのは、その絵を見に来るものだけだ」

　説教台の明かりがあるところまで、歩く。

　明かりのなかでようやく止まり、視線をめぐらせて、初老の男は年ねん齢れいにふさわしいしわの刻まれた顔をしかめさせた。

「……きみは、確か三み鷹たか家の……」

　さらに後ろの二人を見、御ご殿てんの顔を見つめてうなずく。

「それにきみは、確かまえに来た子だね。吸きゆう血けつ鬼きがいるとか言って」

「はい」

「最近、真夜中を狙って電話がなるよ。吸血鬼がいる、助けてくれ、と。いったい何が起きているんだ？　何かのいやがらせか？」

「違います」昇は牧師を見上げた。「決していたずらじゃないんです。本当に」

「まさか、きみまで吸血鬼がいる、などと言うんじゃないだろうね」

　昇はポケットのなかで、メモリーカードを握り締めた。

　ここに来るまでに考えていた草そう稿こうを、頭のなかで思い出しつつ、口を開く。

「……実は……」そのとき。

　ふたたび、ドアが打ち鳴らされる音が響ひびいた。

　説教台の明かりのなかで、四人は暗い扉を見る。

　三人が顔を見合わせるなか、元もと牧師は口を開いた。

「……だれだね」

　扉の向こうから、答えが返る。

「あなたと話をしたいものです。いま、この町で起きていることについて──そして。

　神のおこないに、ついて」

　低い、声。

　にもかかわらず明めい瞭りようで、ドアの向こうから聞こえているのにもかかわらずまったくくぐもっていない、声──

　突然の予感に襲おそわれ、昇のぼるは騎き射しや場ばを見た。視線が合い、昇はそこに自分が感じているのと同じものを見つける。御ご殿てんの眼めにもそれがある。ああ、怖い。とても怖い。この声は、違う。この声は、いままで知っているどんなものよりも、違う──

「だれだね」元牧師はもう一度、聞いた。

「教会に見捨てられしものです」声は答えた。

「そう、万人に開いているはずの場所にすら、招かれなければ入れぬものです」

　笑っているようなその声は、しかし感情がまったくうかがえないようにも感じられる。

　声は扉を通り抜け、言った。

「入っても、よろしいですか？」

　御殿が息を吞のむ音が、教会内に、響く。

　騎射場も真っ青になって、他に見るものがないとでも言うように昇の顔をながめている。

　昇は口を開いた。

　だが、言葉は出てこなかった。

　嗚お咽えつをなんとか言葉にするまえに。

　牧師が答えた。

「鍵かぎは開いている。入りなさい」

　ドアも窓も閉まっているはずの教会内で、風が一いち陣じん、吹き荒れて。




　扉が、開いた。













午後の部
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　稲いな吹ぶき九く朗ろうは元もと・牧師、つまりもう牧師ではないと思われていたし、本人も特に説明したりはしなかったが、実は牧師をやめたわけではなかった。いまだに彼の属する宗しゆう派はの正式な牧師であったし、その宗派が定めたところの死ぬまで辞やめない終しゆう身しん牧師でもあった。

　ただその信仰に対する情熱は、失われていたが。

　ある日突然、彼はそのことに気がついた。

　もちろん、ただそれを受け入れたりしたわけではない。稲吹は、考えられる限りの信仰を取り戻す努力をしてみた。障害者の施設や孤こ児じ院いんを訪たずね歩き、刑けい務む所しよを訪おとずれ死し刑けい囚しゆうや終身刑けいを受けた者の話を聞いてまわった。病院でボランティアもした。が、たとえば病気の苦痛に耐える者、理り不ふ尽じんな障害や不幸に耐える者、あるいは死をまえに心安らかにそれを受け入れる者たちを見ても、「人間ってすごいなぁ」と思うだけであり、かつてほとばしるほどあった神への思いはよみがえらず、やがて彼は信仰を取り戻す努力をやめ、信仰が失われた旨むねを自分の属する宗派に伝えた。その結果、彼は日ひ炉ろ理り坂ざかは和わ歌か丘おかの教区に終身牧師として遣つかわされることになった。要するに、どうせキリスト教の根付かない土地なんだから好きにしろ、ということだろう。舞まい原ばる家とも話がついていたのだろう、永えい住じゆうもすんなり認められ、稲吹は和歌丘の教区の終身牧師となった。

　かたちだけの教会の、かたちだけの牧師。

　世間から元教会の元牧師と思われていても、稲吹はとくに否定はしなかった。終身の誓いに従っていただけで──従っているといえるのなら、だが──自分でももう牧師だとは思っていなかった。もうどれくらい、牧師のカラーをつけていないだろう。もうどれくらい、礼れい拝はいを行っていないだろう。それでも、なぜだろう、稲吹は十字架かを下ろすことはしなかったし、まるで何かの儀ぎ式しきのように、毎月宗しゆう教きよう画がを掛け替えていた（特にお気に入りの絵は、現在かけている『最後の晩ばん餐さん』だった）。教会の掃除は絶やさず、その扉は常に開いていた。まるで何かを待っているように。稲吹は自分のそうした行動を、あるいは信仰を求める心の働きではないかと思っていた。自分は心のどこかで、信仰を取り戻したいと思っているのではないか、と。ある日突然福ふく音いんが鳴り響ひびき、自分はかつての情熱を取り戻せるのではないか、と。

　そして実際、福音は彼が思いもしなかった姿で扉を開くことになる。

　それは闇やみをその身にまとい、らんらんと輝く真っ赤な瞳を持っていた。
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「──では」

　ゲームに勝った（これで連続三勝している）神かん名な木ぎ唯ゆいがこほん、と前置きし、気取った声でテーマを出す。

「そうですね、いまだ経験のないあたくしたちではありますが、想像の翼つばさは広がります。というわけで、次のお題は『一度はしたいマニアックプレイ』。はい！」

　パン・パン

「猫ごっこ！」

　パン・パン

「──靴くつ履はいたまま？」

　パン・パン

「え、あ、その……」

　パン・パン

「……え、ええと……」

　パン・パン

「ちょ、ちょっと待って、ええと……」

　パン・パン……じぃーっ。

　あのねぇ山やま本もとさん、とサクラが首を振る。

「止まっちゃうから恥ずかしくなるんだよ。勢いで押せばいいのに」

「だ、だって……って、だいたい、『猫ごっこ』って何よ！」

「猫のまねだにゃ？」

「そ、そんなのサクラがいつもしていることじゃない！　あたしたちにはマニアックでもサクラにはぜんぜん普通でしょう！　ずるい！」

「うわ、すごい文もん句くのつけ方だね」やれやれと首を振る、サクラ。

「んで、結局山本は、何なん？」のんびりと、エレナがたずねる。

　全員の注目が集まる。

　じぃーっ。

　みなの期待を一いつ身しんに浴びて、美み里さとはええと、と口ごもり、もじもじしていたが、やがて、赤せき面めんしたままぼそっと言った。

「……パス」

「え？　なんやて？」

「パスよパス！　悪いわね！　もう！」

　好きにしろ、とでもいうように布ふ団とんのうえに大の字になる。

「んでは、罰ばつゲームぅ」

「一分よ一分！　──んわ、うひゃはやはひゃはははは──待て、いや、おい、ぢかは──ふっわははははは──ぎゃあ！」

　三人に身体からだを押さえられ身体中をくすぐられ、目に涙を浮かべてのたうちまわる山やま本もと美み里さと。

　その白い首を見て、エレナはふと、彼女のうなじをぺろっと舐なめた。

　が（「わ、きゃ、こら！」）、感じたのは塩っぽさのみ。

　エレナは心のなかで、うなずいた。

（──よし、大丈夫。飢うえはそれほどひどくない、耐えられる）

　先ほどまで感じていたすさまじい『飢え』は、精神的なものだったからだろう、三み輪わ方かた遼りよう子こに与えられたショックのせいできれいさっぱり霧む消しようしている。いま感じるのは普通の『おなか空すいた』感のみ。これなら、大丈夫。耐えられる。いずれ血が欲しくなるのは避けられないだろうが、今夜だけ我慢できればいい。明日、遼子に「二人が招いていたから吸えなかった」と言えばいい。いいやそれよりも、明日の昼、『ザ・ワン』の『オード』能力が低下しているときを見み計はからってもしものとき用の血液ストックを見つけ出し、手に入れておいて──

（そうだ）

（だれが友だちの血なんか吸うもんか。血を飲むのでさえアレなのに、そこまですれば、わたしは本当に化け物になってしまう）

（絶対に、我慢してみせる）

　今夜さえ、乗り切れればいい。きっと。

　唯ゆいが口を開いた。

「このゲーム、成り立たないね。必ず山本さんのところで止まっちゃう」

　荒く呼吸をしながら、ふてくされたように答える美里。

「悪かったわね。だいたいこんなゲーム、女だけでやるのがまず間違っているのよ。不ふ毛もうだわ」

「ほほう、では山本は、男とやりたいとおっしゃる」

「言ってない！　そうじゃなくて、──うう」

　唯が首を振った。

「女だけだから、こういうのできるんでしょ。今夜のテーマは『女だけの内ない緒しよ話』なんだから」

「だ、だからさ、もっとこう、普通の──だれそれがかっこいいだとか、だれだれが気になっているだとか、だいたいなんでいきなり興こう奮ふんするシチュエーションとかマニアックなプレイについて話し合わなきゃならないのよ！　おかしいわよ女子高生として！」

　そうだよ、とサクラが美里の肩を持つ。

「山やま本もとさんはお子ちゃまなんだから、もっと話を合わせてあげなくちゃ」

「あ、ああ、あ、あんたに言われると腹が立つ！」

「とは言っても、このなかで彼かれ氏し持ちなんはサクラだけやしなぁ」

「そうだ、サクラちゃん彼氏がいるんだよね」唯ゆいがうなずいた。

　じ、と全員の視線が、今度はサクラに集中する。

　エレナが早さつ速そく、サクラのもとに詰め寄っていく。

「ほーらサクラ、遠えん慮りよせんとノロケてみ？　堂どう島じまコウとの愛の日々を」

「えー、そんなたいしたことしてないよぉ。まだキスだけ」

「そんなこと分かってるって」ぶっきらぼうな美み里さとの声。「ま、でも、どうせ彼氏のいないお子ちゃまなあたしにはいい刺し激げきになりますから。おとなのサクラさん。どうか話を聞かせてくださいませな」

　たずねる唯ゆい、

「堂島コウって、年上キラーとか、いろんなうわさ聞くんだけど、やっぱキスとかうまいわけ？」

　サクラはしばらく、うーんと考えていたが、やがて首を振った。

「そうでもないなぁ。コウのキスって、唇くっつけてくるだけだし、うまいってわけじゃないと思う。ただ唇ってだけでいうなら、山本さんのが柔らかいし」

「ふうん。そうなんだ」

「ちょお意外やなぁ。堂島コウって、もっと、こう、なんかアレや思てた」

「ちょっと待ていまなんか聞き捨てならないこと言われたような気がするんだけど？」

　三人の顔を見回し、

「あ、でも」ゆっくり言葉を足すサクラ。「……やっぱり、コウのキスって普通と違うかな」

「ほほう？」とエレナ。

「どういうふうに？」と唯。

「……だれとくらべて？」と美里。

「あのね、普通のキスって、たぶんキスしている最中が一番気持ちいいと思うんだ」サクラは答えた。「でもね、コウのキスは違うの。なんか、目をつぶって、ちゅってして、それで終わり！　みたいな、その日一日のオチみたいな感じのキスだから、している最中は一瞬なんだけど、あとで思い出して、思い出すのが長くて、そのときが一番気持ちいいの」

「……」

「あとで思い返して、うきゃー、みたいな感じになって、じっとしてられなくて、おふとんのなかで転がっちゃうの。そんでね、そういうふうな、キスしたあとのが気持ちいいって、やっぱコウとのキスだけだから、やっぱりコウのキスって特別なんだと思う」

　──押し黙る三人。

「あれ？　やっぱ分かりにくい？」

「……ううん、そんなことないよ」しばらくして、唯ゆいがうなずく。「……サクラちゃん、本当に堂どう島じまコウが好きなんだね」

「うん！」

「ああ、恋する乙女おとめやな」とエレナ。

「そうだよ！　あたしは恋する乙女なのだ！」

　美み里さとは何も言わずにサクラを見つめていたが、やがておもむろにサクラの頭をかかえ、ぽんぽんとたたいて叫んだ。

「あー、あたしも彼かれ氏し欲しいなぁもう、ちくしょ！」

　三人のため息が、部屋いっぱいに響ひびく。

　しばらくして、唯が、ところでサクラさん、乙女もいいですがもっとアダルトな話はありませんかと水を向け、えーでも山やま本もとさん死んじゃうかも、なんだそれはどんな話だ話してみやがれこんちくしょうてめえ彼氏がいるからっていい気になってんじゃねぇぞ！　なんて会話を聞きながら、エレナはふと、先ほど遼りよう子こにされたキスの感じを思い出す。それは確かに柔らかく、気持ちよく、思い出すと恥ずかしくなるのだが（もっともそれはエレナではなく遼子が感じたものではあるのだが）、たぶんサクラが感じているそれとは違うのだろうなぁ、と思う。そして思う。自分もいつか、だれかとサクラみたいなキスをするのだろうか──その瞬間。

「！」

　どくん、とエレナの心臓が、鳴った。

　うつ伏せのまま、思わず枕まくらにしがみつく。

　どくん、どくん、と心臓が鳴る。

　いいや、それは心臓ではない。動どう悸きが激しくなったわけではない。それは細さい胞ぼう、全身の個々の細胞が、それ自体が一個の心臓になったかのように脈を打つ。震えだす。全身を駆かけめぐるすさまじいまでの戦せん慄りつに、エレナは枕にしがみつき、顔をうずめ、身もだえた。

（こ、これは──）

『オード』──全身すべての細胞が生み出す電でん磁じ的なネットワーク、エレナを成り立たせているネットワークそのものが、反応している。

　より強く、より巨大なネットワークに。

（これは──『コア』！）

『コア』だ。

『ザ・ワン』の主人格──いわば『ザ・ワン』の中ちゆう枢すうが、どこかで活動を開始している。この町で、その力を解放している。そのあまりに巨大な力にエレナの『オード』が、『オード』をつくる全身の磁じ場ばが、引きずられる。引き上げられる。巻き込まれる。変えられる。

（──『コア』が、動き出している）

（その力を隠かくすことなく、現れている！）

　なぜ？　なんのため？　どこで？

　頭のなかに響ひびき渡る、巨大な『かりかり』音。

　ともすれば消えそうになる意識を必死に繫つなぎとめるなか、聞こえてくる友人の声──

「うわ、エレナがすごい身み悶もだえてるよ」

「さ、サクラが作り話なんかするからだよ！　……作り話なんでしょ？　そうだよね？」

「でもまさか山やま本もとさんじゃなくて鴨かも音ね木ぎさんが反応するとは」

　ちゃ、ちゃうわ！　となんとか顔を上げ、三人を見て。

（……う、わ）

　エレナの活性化させられた感覚は、はじめて美み里さとと唯ゆい、そしてサクラの全身を覆おおう『オード』をとらえた。

　人間の目では分からない、色とりどりに光り輝くネットワークエネルギー。

　口もとから、よだれが垂たれる。

　そしてエレナは、急激な力に襲おそわれた。

　あまりにも巨大で、抗あらがいがたい、強烈な、本能の。

『飢うえ』に。
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　風が吹き荒れたと思った瞬間、説教台を照らしていた照明が、溶けるようにフェードアウトする。

「な、なん……だれだ！」牧師が声を上げた。

　声と同時に、扉が開く。

　暗くら闇やみにまぎれ、扉から何者かが、歩いてくる。入ってくる。男の姿は闇やみにぼやけてよく見えない。いや違う。昇のぼるは悲鳴を上げようとした。が、悲鳴は口のなかで消え、ただ湿しめった空気が漏もれ出るのみ。かすかなうめきを上げながら、昇は思う。いや、突然の超ちよう人じん的ひらめきで理解する。見えないのではない。この男が見せないのだ。この男が見せようと思ったときしかその姿はとらえられない。そしてこの男が姿を見せたときには、たとえまぶたを閉じたとしてもその姿が見えるだろう。見せられるだろう。通常視し覚かくというものは、光の反射をとらえて認識したものである。だがこの男は光を反射させない。なぜなら光は敵だから。だから男は光をくぐりぬけている。男の姿が見えるのは、この男がその姿を直接『見せて』くるからなのだ。

（──吸きゆう血けつ鬼きの姿は、人間ではとらえられない──）

「だ、だれだ、きみは」牧師の上ずった声。

　闇やみのなか、男は手を振った。

　闇のなか、灯あかりがともる。

　いつの間に並べられたのだろう、壁にそって置かれた無数の赤いろうそくにいっせいに小さな火が揺れる。ろうそくとは思えないほど白い光が暗い教会内を照らし出し、ぽかんと口を開けたままの少年三人と牧師の姿、そして新たな訪ほう問もん者の姿を闇に浮かび上がらせる。

　若い、青年。

　その目には、サングラス。

　身体からだには闇よりも濃いマントをまとい、薄ら笑いを浮かべながら、こちらに向かって歩いてくる。

　腕を引かれるのを感じ、昇のぼるは騎き射しや場ばを見た。そして騎射場が指差す窓を見る。ろうそくの火で鏡になった窓には、自分たちと牧師の姿は映っていても青年の姿は影も形もない。

「き、きみは、だれだ……何者だ」牧師が問うた。

「おや、まだわたしの紹介はされていませんでしたかな」青年は軽く頭を下げ、言った。

「わたしこそが吸きゆう血けつ鬼き──以後『ザ・ワン』とお見知りおきを」

　バタン、と音を立て、教会の重いドアがひとりでに閉じた。
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　あまりにもすさまじい飢うえの感覚に、立ち上がることができず、エレナは必死で枕まくらにしがみついた。

　閉じたまぶたに浮かぶのは、いましがた見た、力にあふれた『オード』の姿。

（だめだ、だめだ、だめだ──）必死に自分に言い聞かせる。（もうダメだ、二度と目を開けてはダメだ。また見たら、耐えられる自信がない──）

　サクラのまえで吸うことは、できない。

　サクラがいないところ──二人が寝るのを待たなくては。

（──って何を考えている！　だめだ！　サクラの目がなかろうと二人が眠ろうと、吸血なんてするもんか！　耐えるんだ！）

　全身に湧わき上がる、凶きよう暴ぼうな飢えの衝しよう動どう。

（だめだ、だめだ、鴨かも音ね木ぎエレナ、おまえは本物の化け物になりたいのか！）

　枕を顔に押し付けたまま、声を出す。

「……ご、ごめん、唯ゆい」

「なに？」

「わ、わたしを、部屋に、連れてって……ちょっと、寝たい……」

「……大丈夫？」

「だ、大丈夫だから、早く……」

　そうだ、眠るんだ、眠って、朝まで耐えるんだ、そして、血のストックを探しに……

　身体からだに手が、まわされる。

　枕を顔に押し付けたまま、唯と美み里さとに支えられ、エレナは立ち上がる。歩き出しつつ、暗くら闇やみのなか、感じるのは二人の『オード』。思い出すのはさっき目にした『オード』の光。ああ、と思う。こうして近くにいるだけで、分かる、感じる、二人の『オード』を。なんてすばらしい、生命力に満ち溢あふれた、原始の力──

（バッテリー。生命のバッテリー）

（生命のための最初の一歩──）

　手に入れたい。

　共きよう生せいしたい。

　ひとつになりたい。

　そうだ、と思う。そうだ、わたしはひとつになりたい。そして、美里の『オード』は閉じているけど、唯の『オード』は開いている。唯の『オード』は最初から、わたしのことを『招いて』いる。わたしたちは、すぐにもひとつの存在になれる。『オード』と『オード』をつなぎ合わせて、ひとつの存在になれる。ただ、彼女の血を吸えば──

（──ふざけるな！）

（唯ゆいをわたしのような化け物に変えるぐらいなら、もう何もかもどうでもいい、わたしはいますぐ死んでやる！）

「お願い……早く」必死で声を絞しぼり出す。「早く、ベッドに……」

「待って、鴨かも音ね木ぎ。いま、医者を」

　エレナは枕まくらに口を押し当てたまま、金かな切きり声を上げた。

「医者なんていい！　だから、早く、眠らせて！」

「……エレナ……」

　横たわらせられる感かん触しよく。

「ふ、布ふ団とん、かぶせて……」

　身体からだがシーツにつつまれる。

「も、もう、いいよ。わたし、眠るから。お願いだから、眠らせて……」

（お願いだから、早く、離れて。これ以上、わたしに『オード』を感じさせないで──）

「ああ、うん。……エレナ」

「鴨音木、何かあったら、すぐ呼ぶんだよ」

　ためらいながらも、三つの『オード』が離れていく。

『オード』が遠ざかっていくことに切せつ羽ぱ詰まった思いを覚え、思わず飛びかかりひきとめたくなるのを必死でこらえる。

　口のなかにあふれだす、唾だ液えき。

（ああ、ああ、いやだ、いやだ）

　舌に感じる、とがった二つの──

（わたしは、もう、化け物だ──）

　ドアが閉まったのを確認し、闇やみのなか、エレナは手を伸ばし、ベッド脇のスタンドをまさぐって手て鏡かがみを見つけ出し、取った。

　顔を上げ、おそるおそる、手鏡をのぞきこむ。

　鏡の向こう側からのぞき返してくるのは、赤く輝く二つの目。
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　ふざけるな、と稲いな吹ぶき牧師は言おうとした。

　何が吸きゆう血けつ鬼きだ、ふざけるな、と。おまえが子供たちを脅おどかしてここに電話をかけさせていたのかと。いったいなんのつもりなんだ、と。だが言葉は出てこない。青年はただ静かに歩いてくるだけ、にもかかわらず感じる圧倒的な暴力の雰ふん囲い気きに吞のまれて声が出てこない。それに、（ああこいつは吸きゆう血けつ鬼きだなんてこった吸血鬼は本当にいたんだこいつは本物の吸血鬼だ）

　突然の超ちよう人じん的な理解力──まるで目のまえの存在から情報があふれ出しているかのような──により、目のまえの青年が吸血鬼であることを、悟さとる。

　ゆっくりと、説教台に向かって歩いてくる青年。

　だれも、身じろぎもせず、呼吸すら制限されるなか、じっと青年を待っている。

　ふと、青年は足を止め、サングラスをはずした。

　現れる、ルビーの赤に燃える瞳。

　超自然の暴ぼう虐ぎやくに彩いろどられたそれを、青年は昇のぼるに向けた。

　ひぃ、という悲鳴が上がり、しばらくして、あたりに尿にようのにおいが漂いだす。昇は最初、自分が漏もらしたのだと思った。が、あいにくと昇の膀ぼう胱こうは空からっぽだったし、そもそも緊きん張ちようのあまり身体からだ中がからからになっている。

　青年は昇の背後に視線を伸ばし、苦笑した。

「わたしが怖いか。だがそれを恥じることはない。恐怖に反応できるのは、生命力が優秀である証しよう拠こなのだから」

　視線が、昇へと戻る。

「はじめまして、と言っておこうか、少年。もっともわたしは、ずっときみを見ていたが。ずっと会いたかったのだよ。神について語るのに、きみは実にいい相手だ」

　だが、と笑う。

「今夜は、きみに会いにきたんじゃないんだよ」

　再び歩みがはじまる。

　近づいてくる青年に、つぶやくように言う牧師。

「……き、きさまは……」何者だ、と聞きかけて、言葉を変える。「いったい私になん用だ」

　青年は笑った。

　歌うように、言う。

「おまえのことも、調べさせてもらったよ。稲いな吹ぶき九く郎ろう──信仰を失った、牧師」

「……」

「ああ、わたしはがっかりしているのだよ」吸血鬼は大きくため息をついた。「わたしはな、楽しみにしていたのだ、日本の聖せい職しよく者とはどんなものか」

　首を振り、牧師の脇を通り抜け、十字架かと絵かい画がの飾ってある壁へと向かう。

「いつの時代も、わたしは聖職者との戦いを楽しみにしていた。神を信じ殉じゆんじる者、その信仰を崩ほう壊かいさせて堕おちていく者、新たな信仰に目覚める者──すべてがわたしの楽しみであり、喜びだった。だがおまえは、すでに信仰を失っているという」

「そ、それがきさまに何か関係あるのか？」

「あるとも。なぜならわたしは受動的には楽しめない存在なのだから。積極的に、楽しもうと思わなければ何も楽しめないのだから」青年の唇が笑みの形に割れる。「わたしはおまえを楽しもうと思っていたのに、おまえはそれを裏切った。だからわたしは、今度は積極的に悲しみ怒ろうと思うのだ」

「……」

「稲いな吹ぶき九く朗ろう──信仰を失った牧師。いったい何が、おまえの信仰を失わせた？　妻さい子しを事故で失ったことか？　妻子の命を無む残ざんに奪われたことか？」

「きさまに何が分かる！」

「分かるさ。だてに二千年も生きてはいない」

　説教台に立ち。

　青年は背後にゆっくりと手を伸ばし、いとおしむように最後の晩ばん餐さんが描かれた絵画に触れた。

「わたしの二千年の経験で言えば、つらい目に遭あうことで信仰を捨てる者などほとんどいない。多くの者は、むしろ神に祈ることでその苦く境きようを乗り越えるものだ。おまえがもっとも苦しいとき、神はそばにいてくれた、そうだろう？　おまえはそれを感じなかったのか？」

「……」

「おまえの信仰を失わせたのは、理り不ふ尽じんな事件でも、理不尽な世界でもない──そうだろう？」

　吸きゆう血けつ鬼きは厳おごそかに、言った。

「ならば何が、おまえの信仰を失わせた」

「そんなこと──」

「答えは、無関心だ」吸血鬼は笑った。

「そう、いつだって無関心こそが、人から良心を、奪う。おまえはある日突とつ然ぜん、気づいたのだ。もっと楽な生き方があることに。自ら苦境に臨のぞまなくても世界はまわり、おまえがだれかを助けなくても結局なるようになることに。おまえは気づいたのだろう？　ある日突然家族が殺されながら相手を赦ゆるそうという努力をするよりは憎にくんだほうが楽であり、そのどちらを選ぼうが結局世界は変わらず、小さな悪の積み重なりに支配され、善は残らず、なるようにしかならないことに」

「違う！」

「いいや、おまえは絶望したのだ。無関心から生まれる、緩やかな、ぬるま湯のような絶望に、その身をゆだねてしまったのだ。そして」

　絵画を、大きな十字架かを見上げて言う。

「そのくせに、おまえは神を試している。この世に善があり、信仰が必要なら、神がおまえに信仰を戻してくれるだろうと心のどこかで思っている。神を試し、助けを求めつつ勝ち誇ろうとしている。この石をパンに変えてみろ、でなければおれの勝ちだと言わんばかりにな。だがそれは赦されざる神への冒ぼう瀆とくだ」

「……わ、私は……」

「だからわたしが来たのだ」吸きゆう血けつ鬼きは宣せん告こくした。「おまえは助けを求めながら、ただ神を試すことしかしなかった。吸血鬼など絵え空そら事ごとだと決めつけ、真夜中に泣きながら電話してくる子供の気持ちを考えようともしなかった。神はいつでもおまえにチャンスを与えていたのに、おまえはそれを拒否して、そのくせ試し、勝ち誇ろうとしている──

　だからわたしが、来た」

　手を、背後の十字架かへと伸ばす。

　十字架に触れた部分から、まるで熱ねつ湯とうに入れた氷のように、吸血鬼の手がばらばらと崩れ、きらきらと銀に輝きながら拡かく散さんしていく。

　欠けつ損そんした腕を誇るように掲げ、その目を赤く輝かせ、吸血鬼は笑った。

「見るがいい、

『彼は死の力を持つ者、すなわち悪あく魔まをおのが死によって滅ぼし──』

　十字架には、確かにわたしを滅ぼす力があり、おまえが失ったものは、決して机き上じようの理想ではない。おまえは自分のもっとも大事な部分を自ら踏みにじり、自分で自分たる者を殺してしまったのだ」

　ああ、とうめき声をあげ、牧師は腰を落とした。

　と、その身体からだが昇のぼるたちの見ているまえで、空中に、浮き上がる。なんの支えもなく。

　吸血鬼の一ひと招まねきで、牧師の身体が空中を移動する。

「──やめろ！」

　叫んで、昇のぼるは十字架をかざした。

　武器というよりは盾たてのように。

（そうだ、十字架は、こいつに有効だ）

（あざどころじゃない、こいつをばらばらに、できる、だから怖がるな、怖がるな、お願いだから怖がるな──）

　必死になって、のどの奥から震える声を絞しぼり出す。

「ぼ、牧師さんを放せ！」

「心配するな、少年。危き害がいを加えたりはしない。そう、まさにその逆だ」うつろな口から笑い声が上がる。「……ところで少年は、わたしがこの土地から何をはじめようとしているか、知っているな？」

　昇の口から、勝手に声が飛び出していく。

「……み、ミレニアムを……つくる」

　吸血鬼はうなずいた。

「そうだ。黙もく示し録ろくに語られし、神が約束された王国。それを、神の代わりにわたしがつくる。十字架をもっとも敬うやまうものである、このわたしが」

「……そ、そんなの……」

「黙もく示し録ろくによれば、世紀末には海から七つの頭を持つ獣けものがのぼってくるという。その頭にはそれぞれ神を汚けがす名があり、彼は地上に悪あく魔まの王国を打ち立てる。だがその支配は長く続かず、やがて獣は封ふう印いんされ、地上にミレニアムが訪れる」吸きゆう血けつ鬼きは笑った。「知恵ある者は、その数字を数えるがいい──獣の名は六六六、それは人間を指す数字──そう、わたしがその獣の数字を持つ者を倒し、この世にミレニアムをもたらす。分かるか？　神の偉大な力を、ほかならぬこのわたしが示すのだ」

「……あ、あ……」

　うめく牧師を指差す吸血鬼。

　と、牧師の身体からだが空中で回転し、その顔が吸血鬼のまえに向かって差し出される。

　その赤い目を輝かせ、十字架かにより欠けつ損そんした腕を掲げて吸血鬼は言った。

「なぁ、信仰を失いし者よ。おまえもかつては聖せい職しよく者だったというのなら、カインの印しるしは知っているな？

　カインは神に対して罪を犯したが、しかし神に赦ゆるしを乞こわなかった。そこで神はカインを追放したが、そのひたいに印をつけ、だれもカインを殺してはならないと言い渡された。分かるか？　神は神を信じ従わぬことを理由に殺してはならぬ、と自ら定められたのだ。宗教が異なるからといって迫はく害がいしてはならないと、自らカインを守る印をつけられたのだ。

　これこそ神が慈じ悲ひたる証あかし」

「……な、何が……言いたい」

「分からないか」吸血鬼は笑った。

「すべてを赦す神の御み心こころをもって、わたしはおまえを赦そうと言うのだよ。

　背はい教きよう者たるおまえを、わたしが守ってやろうというのだ。

　きさまに、『ザ・ワンの印』とでもいうべきものをくれてやろう」

　欠損した腕が、むくむくと、伸びはじめる。

　再生していく。

　再び手に──いや、パンを持った手に。

　吸血鬼が笑う。

「『最後の晩ばん餐さん』──すばらしい絵だ。救きゆう世せい主しゆが裏切りを予言する場面」

　ああ、と牧師はうめいた。

「……よ、よせ……やめてくれ……」

　吸血鬼の欠損した手は、いまやパンを握り締めた手となっており、そしてもう片方の手は、いつの間にかグラスを握り、毒々しくも赤い液体がなみなみとそこにたたえられている。

　ろうそくの明かりにほのかに照らされたなか、吸血鬼はおのが肉体から創造したパンとグラスを掲げ、言った。

「さぁ、食べるがいい。『このパンをわたしの身体からだと思い、この杯さかずきをわたしの血と思って』な。

　血こそ契約の、証あかし」

「い、いやだ、よせ、やめ──あ」

　牧師の目から、涙があふれる。が。

　その口は意志に逆さからい、大きく開く。あんぐりとその口をあけ、牧師はそれを、食べはじめる。吸きゆう血けつ鬼きが差し込んだそれを、食べ、嚙かみ、食らい、咀そ嚼しやくする。嚥えん下かし、吞のみこみ再び口をあけ、赤々しいその液体を口にする。静かな教会のなかに際きわ立だって響ひびき渡るのは、ぐちゃぐちゃという、咀嚼音。嚥下音。牧師がこの世のものならぬそれを食事する音──

　背後から、うげぇ、という声が上がった。

　続いて嘔おう吐とする音が、次々と、聞こえ出す。ともすれば自分も吐きそうになるのをこらえ、昇のぼるはじっと、吸血鬼と食事する牧師を見続ける。いつの間にか、牧師の顔は変形をはじめていた。ひたいが、あごが、よこのほうに広がっていく。まるで顔の内側に本でも押し込まれているかのごとく、四角形に。牧師の顔は、いまや肉でできた四角い本の表紙だった。ついにあごのとがりはなくなり、四角の中に、牧師の今にも泣き出しそうな穢けがされた顔が浮いている。

　用意された食事をすべて食べ終え、牧師はどさりと床に落ちた。

　放心したように倒れこんでいる牧師のそのひたいには、大きくローマ数字で『Ⅰ』の文字。

『ザ・ワン』の哄こう笑しようが、響き渡る。

「さぁ信仰を失いし者よ。その印しるしある限り、わが眷けん属ぞくはだれもおまえを傷つけない。そしておまえがわたしの邪じや魔まをしない限り、おまえは自由にこの町のどこでも歩き回れる。

　おまえは自由に歩き回り、そして見届けるがいい。

　世界に、ミレニアムが到来するのを。

　このわたしが神の望みしミレニアムをつくりあげるのを、おまえが捨てたものがこの世につくりあげられるさまを、その目で目もく撃げきし、おのが不明を恥じるがいい」

　ばりん、と教会のガラスが割れる。

　視線をめぐらし、昇は窓の向こうに無数の赤い光点を見る。そう、無数。取り囲んでいる。取り囲んで、笑っている。笑い声、この世のものとは思われぬ、地じ獄ごくの歓声──現実とは思えない悪あく夢むのようなその光景をどこか遠いところでながめながら、昇は心のなかで繰り返す。化け物だ、化け物だ、化け物だ──どうして自分は少しでも、本気で勝てると思ったりしたんだろう。最初から、勝てるはずなどなかったのに。自分は小さい小学生なのに、どうして戦おうなんて思ったりしてしまったのだろう。こんな化け物相手に。

　勝てるはずがない。勝てるはずがない。

　勝てるはずがない──

（いいや、まだだ、冷静になれ）

　頭ののなかで、現実には聞いたことのない堂どう島じまコウの声が、響く。

（考えろ、考えろ、考えろ──）




　　　６．




　闇やみを見つめる。たぶん赤く光った瞳で。

　しかしぜんぜん眠れない。

　聞き耳を立てる。いまは何時ごろなのだろうか、サクラと唯ゆいと美み里さとは何をしているのか──まだ眠らないのか。

（いやだ、いやだ、いやだいやだいやだいやだいやだ──）

　唯の血は吸えない。最初からエレナを招いた状態である唯の血を吸えば、唯まで『ザ・ワン』にしてしまう。

　吸うなら『オード』の閉じている、美里の──

（いやだいやだ、わたしは化け物じゃない、わたしは人間だ、人間だ、人間だ──）

　抑え切れない飢き餓がは『コア』の活動の余よ波はを受け、もうどうしようもないほどに膨ふくれ上がってしまっている。

　このままでは、自分は狂ってしまうだろう。

（そのほうが、ましだ！）

　でもそうなったら、いったいだれがみんなを守る？　いいやそのまえに、狂った自分がみんなに襲おそい掛かってしまったら？　そもそもエレナがおかしくなれば、三人にこの町の異常を知らせることになり、そうなったら吸きゆう血けつ鬼きどもはきっとみんなを殺してしまう。この町ごと、みんなを滅ぼしてしまう。

（そうだ、そんなことにならないよう、理性があるうちに、少し、ほんの少しだけ……）

（──いやだ！）

　リビングの様よう子すを探る。

　本来なら防音されて聞こえないはずのリビングの様子も、いまのエレナには聞こえる。どうやらサクラは寝室に戻り、唯と美里は交代で起きていることにするつもりらしい。エレナのことを心配して。

（そんな友だちの血を、わたしは──）

　いやだ、いやだ、いやだよう……

　唯が部屋へ戻る音。

　いま、リビングには山やま本もと美里がひとりきり。

（──そうだ）突然、獲え物ものを狙うまえの猫のように冷静になって考える。（大事なのは、みんなを守ることだ。そのためなら、なんだってするって、吸血鬼になったっていいって決めたじゃないか）

　現実問題、自分にはだれかの血を吸う以外の選せん択たく肢しはない。たとえどれほどいやだとしても。そして吸うなら、唯ゆいがだめならもう美み里さとしかいない。

（いやだ……そんなの、いやだ……）

　我慢すればするほど、自分の理性は削けずられていく。もしも理性が飢き餓がに食い尽くされてしまったら、あとはどうなるか──

　それだけは絶対に、避けなければならない。

　みんなを守り続けたいのなら、選択肢などないのだ。

（……ごめん、山やま本もと、本当にごめん）

（ああ、でも、だから、早く眠って──）

　無意識に唇を舐なめ、ずっととがり続けている牙きばの感かん触しよくを確かめながら、エレナは思う。どれくらいで、美里と唯は交代するだろう。どうやって起きている唯をごまかし、美里の部屋に入ろう。そしていったいどうやって──

「！」恐ろしい考えに、行き当たる。

（──山本はずっと、サクラと寝ている！）

　お風ふ呂ろに乱入しないことを条件に（そしてたぶん、それはサクラの思おも惑わくどおり）、サクラと美里はこの一週間ずっと一緒に寝ていた。きっと今日もそうするだろう。そして、サクラは鋭い。自分が部屋に入り込んだら、サクラはすぐに目を覚ますだろう。少なくともいままで、サクラを起こさずに部屋に入れたことはない。どれほど朝早く、そしてどれほど静かに部屋に入っても、サクラはすぐに目を覚ます。いくら夜でも、不ふ穏おんな気配をまとっている自分がサクラを起こさないように山やま本もとさんに近づいて（どうせ二人はぴったりくっついて寝ているだろう）その血を吸うのは不可能に近い。

（サクラに気づかれる危険を冒おかして山本の血を吸うことは、できない！）

（そして唯ゆいの血も吸えない！）

（どちらにしてもわたしは、だれの血を吸うこともできないんだ！）




　エレナのなかで、何かが切れた。




　シーツをはねのけ、立ち上がると、脇わき目めもふらずに部屋を出る。キッチンのテーブルに小さな灯あかりをともして宿題をしている美み里さとを見つけ──輝くような『オード』を見つけ、火に寄せられる蛾がのように、飛ぶような足取りでそちらへと、向かう。

「あ、鴨かも音ね木ぎ。気分は──あ？」

　怪け訝げんな表情を浮かべ、目が、と言いかけた美里の口を強ごう引いんに手で押さえると、エレナは美里をうつ伏せにテーブルにおしつけ、浴衣ゆかたを引っ張り白い背中をあらわにさせた。
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「ちょ、ちょっと、こら！」

　もう、何も見えない。

　聞こえない。

　ただ弾はじけんばかりにうねった『オード』の奔ほん流りゆうだけが、エレナに感じられるもの。

（あああああ……）

　唇を舐なめ、大きく息を吸い込むと。

　エレナは牙きばをむき出して、美里に覆おおいかぶさった。

　口のなかにたちまち広がる、甘い甘い快楽──




　　　　◆




　──意識が、戻る。

　気がつくと、エレナはキッチンにいた。

　目のしたに見える、闇やみのなかで真白い背中。

　その肩筋には赤いもの。

　口のなかに広がる、甘い、あまりに甘い、感かん触しよく。

　エレナは手の甲こうで、唇をぬぐった。

　手の甲についた赤いものを見て、再び白い背中に視線を移す。

　白い背中が動き出し、美み里さとが振り返る。

　そのほおを上じよう気きさせ、涙を浮かべてエレナを見ている。

　傷ついた、瞳。

　蹂じゆう躙りんされた者の顔。

　エレナはあとずさった。

　もう一度、唇をぬぐう。そして見る、手の甲こうを汚けがす赤いもの、そしていまだに舌に残ったこの感かん触しよく──

「……あ、あ」

（わたしは、わたしは、わたしは──）

　知られた。そして、そして──

　少しずつ、あとずさり。

　エレナは美里を残し、部屋を飛び出した。




　　　　◆




　どれぐらい走っただろうか。

　木ぼく鐸たく、と書かれた公園を見つけ、エレナは公園のなかに入った。

　ベンチを見つけ、座る。

　ふと気づき、周囲を見渡す。が、近くに『ザ・ワン』の影はない。『コア』の活動に、みんな引きずられていったのだろう──何があったか知らないが。

（──もう、終わりだ）

　欲望に負け、友だちを襲おそった。

　──吸きゆう血けつ鬼きになってしまったことを、知られてしまった。いや、いきなりエレナが吸血鬼になったとは、さすがに思わないだろう。それでも美里は唯ゆいとサクラに話し、三人は警けい戒かいするようになり、それを知った吸血鬼たちが彼女たちを拘こう束そくし──

（──ああ）

（わたしは、逃げるべきじゃなかった。きちんと話すべきだった。分かってもらえないとしても、最後まで、がんばるべきだった──）

　なのにわたしは、逃げてしまった。

　自分のしたことの恥ずかしさに、耐えられなくて。

（どうして、どうしてわたしはこんなに弱い？）

（みんなを守るって、絶対守るって、誓ちかったのに──）

　泣きたいと思った。

　が、涙は出てこない。

　妙みように冷静になって、ベンチにもたれ、月を見上げ──




「……鴨かも音ね木ぎ？」




　エレナは首をめぐらし、浴衣ゆかた姿すがたにスリッパのままの美み里さとの姿を見つけた。

「……山やま本もと……」

　いいや、正直になろう。

　心のどこかで、期待はしていた。

　だれよりもやさしい二年二組の委員長、山本美里なら、すぐに追いかけてきてくれるんじゃないかと思っていた。だからこそ、サクラと唯ゆいのいるあの部屋から逃げ出したのだ。

　心のどこかで、期待していた。

　美里が追いかけてきてくれるのを。

　でも……でも……

（本当に……来てくれた……）

「……来て、くれたんだ」

　美里はだまって、エレナの隣となりに座った。

　独り言のように、言う。

「嚙かみ付かれたような気が、したんだけど」

「……うん」

「でも傷はおろか、歯型もないのよね。浴衣には、血がついているのに」

　ほら、と浴衣の肩を示す。

「……うん」

「だからね、あたしの硬い身体からだに嚙かみ付いて、鴨音木、歯でも折ったんじゃないかって」

「……はは」

　あらためてじっとエレナを見つめ、口を開く美里。

「何があったの？　……ううん、この一週間、鴨音木いったいどうしたの？」

　この一週間──

　エレナは、美里に寄りかかった。

　そのまま、美里の胸に顔をうずめる。

　やがて、しゃくりを上げ始める──

　美里は何も言わず、エレナの背中を撫なで続けた。




　　　　◆




　そして、エレナはすべてを美み里さとに話した。

　自分の身に何が起きているのか、そしてこの町にいったい何が起きているのかを。




　　　７．




　窓ガラスがすべて割られた教会を、静せい寂じやくが支配している。

　静寂は他の音の邪じや魔まをせず、聞こえる音を増幅し際きわ立だたせることでおのれの存在をアピールする。いかに何かが動こうと、働こうと、いずれ勝つのは自分だといわんばかりに。

　聞こえるのは、牧師が動いて起こすかすかな衣きぬ擦ずれの音と、小学四年生、御ご殿てんのすすり泣く声のみ。

　騎き射しや場ばは何も言わず、音を立てず、放心したように座り込んでいる。

　吸きゆう血けつ鬼きとその眷けん属ぞくたちは、去っていった。

　その力を存分に、見せつけて。

　昇のぼるはのろのろと立ち上がり、放心している騎射場、おのれの尿にように座り込んでいる御殿、そしてそこにこの不幸の答えがあると言わんばかりに『最後の晩ばん餐さん』を覗のぞき込んでいる牧師の様よう子すを確かめた。

　そして視線を、割られた窓ガラスに移す。

　みんなの様子も、無理もない。

　自分たちの敵がどれほど巨大で恐ろしい存在なのか、その超ちよう自然ぶりをまざまざと思い知らされたのだから。とても勝ち目がないだろうということを、実感させられたのだから。

　みんな、座り込んでいたいに違いない。

　心のなかで、つぶやく。

（……なぜ、最初に立ち上がるのは、ぼくなんだろう）

　堂どう島じまコウのレポートを、思い出す。

　戦いたくなくて、でも戦わなければならなかった昇の先せん輩ぱい。

（ぼくは、たぶん、堂島コウに一番近いところにいるんだ）

　大きく、息を吸う。

　みんなに背を向けたまま、深しん呼吸して、言う。

「騎射場、御殿……吸血鬼たちは、行ったか？」

　返事を待たずに続ける。

「……行ったなら、もう大丈夫だ。……みんな、よくがんばった。……ううん。いままで、よくがんばってきてくれた。

　でも、それももう、終わりだ」

「……」

　牧師、御ご殿てん、そして騎き射しや場ば──自分の背中が確かに注目されていることを意識する。

　歯を食いしばり、昇のぼるは言った。

「ついに来たんだ、待っていたチャンスが。……ついに」

　しばらくして。

　泣くような騎射場の声。

「……なん、だって？」

　畳たたみ掛けるように答える昇。

「聞こえなかったのか？　ぼくはこう言ったんだ。待っていたチャンスがついに来た、と。ずっと探していた勝ち目が、ついに、ついに現れたんだよ！」

「……の、昇？」

「ああ、そうだ。確かに敵は強大だ。みんなも見たろ？　あの化け物ぶり。だからこそ、やつらは油ゆ断だんした。傲ごう慢まんさから油断して、牧師さんをいじめ、ボクらを怖がらせようとして、逆に勝ち目を与えてくれたんだ！」

「……え、え？」

「見なかったのか！」ほとんど怒ど鳴なるように叫ぶ。「やつは十字架かに溶けた！　やつの手は十字架にばらばらになったんだ！　ぼくらの敵は吸きゆう血けつ鬼きっぽいやつじゃなく、吸血鬼そのものなんだよ！」

「……」

「だったらやつらは日光に弱い！　昼は動けない！　そして心臓に杭くいを打ち頭を切り落とせば死ぬ！　自分の生まれた土の上でしか眠れない！　やつは弱点だらけの吸血鬼なんだ！」息継ぎをして、言葉を続ける。「あの迫力、まさしくあいつがラスボスなんだ。あいつこそ真の吸血鬼であり、他のみんなはあいつに操あやつられているだけなんだ！　だから、きっと、あいつを倒しさえすれば──」

　言葉を止め、割れた窓を見る。

　みなに背中を向けたまま、窓まど枠わくに残った破片に背後の様よう子すを写し、騎射場と御殿が目に焦点を戻してこちらを見ていることを確認する。

　大きく息を吸い、昇は言葉を吐き出した。

「明日から、ぼくらの行動は、変わる。

　まず、あいつ──仮に『本体』と呼ぼう──を見つけることを考える。『本体』はすごい力を持っているけど、昼はその力は使えない。『本体』は外国から来た、だから記録を調べれば、きっと『本体』が隠かくれている場所を割り出せる。ぼくたちは、明日からあの『本体』を探し出す。昼のあいだに探し出し、その胸にくいを打ち込んでやる！

　──待ち焦こがれていた、ぼくらのチャンス、唯ゆい一いつの勝ち目なんだ。ついに勝ち目を手に入れたんだ！　そうだろう？」

「……昇のぼる」

「……昇さん」

　二人の声に生せい気きが戻っているのを感じ、昇は自分の顔を両手でたたいた。

　そしてようやく振り返る。

　二人にたったいま洗面したばかりのような笑顔を見せ、力強く言う。

「よし、今日は疲れただろうけど、休めるひまはそれほどないぞ。明日から忙しくなる。この広い和わ歌か丘おかから、あの『本体』を探し出さなきゃならないんだから──

　みんな、ここまで来たんだ、これからもがんばってくれるよな？」

「はい！」

「……あ、うん！　ああ！」

「よし、じゃあ早さつ速そく行動に移ろう。明日の朝、みんなで『コンサートホール』に集まり、計画を練るんだ。これからますます人ひと手でがいるぞ。それに機動力も──」

　ふと、いま気づいたとでもいうように、昇は稲いな吹ぶき牧師を見た。

　あっけに取られてこちらを見ている牧師に言う。

「とにかく、これで吸きゆう血けつ鬼きのことは信じてもらえますね？」

「……あ、ああ」

「なら、お願いします。牧師さん。ぼくらを助けてください。『ザ・ワンの印しるし』だかなんだか知らないけれど、それはきっとぼくらの役に立つ」

　床に座り込んでいる、顔が四角に変形している牧師のもとに歩み寄り、手を伸ばす。

　牧師は、差し出された手をつかんだ。

　それは、あまりに小さな手だった。

　昇が自分を引っ張り、助け起こそうとしていることに気づき、稲吹はあわてて自じ力りきで立ち上がる。そうしてあらためて、気づく。この少年が実に小さく、そして幼いことに。

　昇は牧師の手を引いて御ご殿てんと騎き射しや場ばのもとに歩くと、輪を作り、言った。

「よし。今日はいろいろあったけど、予定どおり、牧師さんも味方になってくれた。ぼくらの計画に問題はない。

　明日から、いよいよぼくらは攻撃に出る！」

　おう！　という掛け声が、教会のなかに元気よく、響ひびく。さっきまで意気消しよう沈ちんしていたのは幻まぼろしかと錯さつ覚かくするほどに。これが子供の持つ強さなのだろう、と、何やら今後の予定について話し合っている子供たちを見ながら、稲吹は心のなかで嘆たん息そくした。だが、なんという子供だろう、そしてなんという子供たちだろう。自分はあの状況で絶望することしかできなかったのに、この子供たちは自分より強大なものと戦いながら、わずかなところに希望を見出し強く戦おうとしている。──とくにあの、三み鷹たか家の息子むすこは。なんという強い存在だろう、そう、稲いな吹ぶき牧師は思った。それにくらべて自分は、と。もっとも、もしも稲吹が先ほど、窓に顔を向けこちらに表情を見せようとしなかったときの昇のぼるの顔を見ることができていたら、この場で一番怯おびえているのはだれか、という点について考えを変えていたかもしれない。そうすれば、次に来る悲劇を少しは軽いものにできていたかもしれない。だが昇が窓に顔を向けていた時間はとうに過ぎ、いまの昇はそこに笑顔を浮かべていた。だから稲吹牧師は昇の内心について知りようがなく、ただただ見たままの、その強さに感かん服ぷくしていた。

　夜の教会に、昇の声が、響ひびく。

「いくぞ！　勝つのはぼくたちだ！」

　唱しよう和わする、三人の声──




　闇やみがもっとも濃くなる時間は刻こく一いつ刻こくと、近づいてきていた。







[image: 第四幕『そしてブルーへ』]







　　　１．（午前十一時）




　和わ歌か丘おかが生者とザ・クイツク・ア死者ンド・ザ・デツドの歩く土地と化してから、三み鷹たか昇のぼるは偶ぐう然ぜん得た舞まい原ばる家がまとめた堂どう島じまコウについてのレポートを、何度も何度も読み返した。三鷹昇にとって、それはこの状況を打破するためのマニュアルであり、この現実に耐えるための聖せい典てんだった。だから昇は時間を見つけてはそれを読み、ほとんど暗あん記きするばかりになり、日ひ炉ろ理り坂ざかでは自分が一番堂島コウの思し考こう法を理解している、自分は堂島コウ的思考法を身につけていると自じ負ふするまでになっていた。

　だが、そんな彼にもひとつだけ、どうしても理解できない行動があった。

　なぜ堂島コウは、「妹は宇宙人にさらわれた」なんてことを連れん呼こしたりしたのだろう。

　兄でありながら妹を守れなかった、その想いは、自分にも妹がいる昇は理解できる。真実かどうかはおいといて、宇宙人、なんてものにさらわれた理り不ふ尽じんへの怒りも分かる（なんとなれば昇などは、吸きゆう血けつ鬼き、なんてものに襲おそわれているのだから）。だが、なぜそれをことさら声を張り上げ繰り返す必要がある？　それが真実であろうがなかろうが、そんな言葉を繰り返せばだれにも信じてもらえなくなり自分が孤立することぐらい、いくら小学生でも想像ついたはずなのだ。にもかかわらず堂島コウは、いじめが激化してからもその言葉を繰り返すのをやめなかった。悪い結果を生むことなど分かっていたはずなのに、「妹は宇宙人にさらわれた」と言い続けた。そのために余計ひどい扱いを受けても。

　なぜだ？

　さすがの堂島コウも、理性を失っていたのか？

　この点だけがどうしても、昇には分からなかった。そんなバカなまねをした堂島コウの状態を想像できなかった──この点において、昇は堂島コウを完全に理解できてはおらず、堂島コウになりきれていなかった。それが昇を不安にさせた。それは柔らかく重い真ま綿わたとなって、常に昇の心臓を締め付けていた。どこまで堂島コウになりきれるかが勝負の分かれ目になると信じていた──それ以外に頼れる方法がなかった──昇にとって、堂島コウの行動を理解できないというのはほとんど恐怖だったのだ。

　だが、いまだにそれが理解できない。

　どうしても、堂島コウのその行動が、分からない。彼にそぐわしくないように感じてしまい、感情を移い入にゆうできない。

　堂島コウになりきれない──

　そんな状態のままで、昇はいま、自分が最後と定めた戦いに向けて歩き出そうとしていた。

　目のまえには、闇やみがパカリと口を開けている。




　　　２．（午前九時）




　山やま本もと美み里さとは、ぶっちゃけ朝に弱かった。

　目を覚まし、ベッドの西洋風天てん蓋がいをじっとながめて見けん当とう識しきの喪そう失しつに、見舞われる。ここはどこ？　あたしはどうしてこんなベッドに寝ているの？　もう一週間以上このホテルに滞在しているのにいまだに慣れない。何しろそれまで、ずっとスイートルームのスイートは「甘い（＝豪ごう華かな？）」のスウィートだと思い込んでいたぐらいであり、この手の豪華さとはまったく無む縁えんの生活をしていたのだから。

　それがいきなり、友だちの舞まい原ばるサクラに引っ張り込まれた。

　思い出し、口もとを曲げる。

　あの日、突然サクラがうちにやってきて、言ったのだ。家出してきたから付き合って、と。一学期お世話になったから、夏休みもお世話して、と。なんとも傍ぼう若じやく無ぶ人じんな言いい草ぐさだが、両親は大喜びでどうぞどうぞと美里を差し出し、気がつくと和わ歌か丘おかの豪華ホテルのなかにいた（だいたい家出で豪華ホテルにとまるのもなんなんだかなぁ、といった感じなのだがこれまたやっぱりサクラらしい）。

　鴨かも音ね木ぎエレナと神かん名な木ぎ唯ゆいまで巻き込んで。

　──妹と、けんかしたらしい。

　いまだ寝ぼけたまま身体からだをまわし、かたわらの枕まくらに鼻を押し付ける。

　無意識に残り香をかぎつつ、つぶやくように言う。

「……サクラ？　いる？」

「んー？　いるよー？」

　身体を伸ばし、のろのろとベッドから身を乗り出し、美里は柔じゆう軟なん体操をしているサクラを見つけた。人間とはあれほどに足が開くのか、あれほど身体を曲げられるものなのか、とその気風とは裏うら腹はらに文科系である美里は身体を曲げているサクラの姿に感かん嘆たんのため息をもらす。

「おいで」手を伸ばす。

　ベッドのしたから寄ってきたサクラにベッドのうえから抱きついて、首くび筋すじに鼻をうずめ、くんくんとにおいをかぐ。そんな美里の頭をよしよしと撫なでて、サクラが笑う。

「寝ぼけている山本さんって、かわいいなぁ。いつも寝ぼけていればいいのに」

　くんくん。

「……サクラって、素すでいいにおいするよねぇ……」

「小さいころから香料とか塗りたくられているからね。染み込んでるの。……ああでも体たい臭しゆうって遺い伝でん子し的なものだそうだけど」笑う。「……ハナちゃんなんか、もっとすごいよ？」

　ハナちゃん、というのはサクラの双ふた子ごの妹である。名はイハナ、一いち卵らん性せいで、遺伝子的には同じ存在。

「……すごい？　においが？」

「ううん、においじゃなくてね。ハナちゃん、昔の女じよ優ゆうさんみたいにほとんど汗かかない人だから、あまりにおいしないんだけど、そのぶん、興こう奮ふんしてくるとね、だんだんといい香りがしてきて、興奮するほどにおいが強くなって、とにかく、うまく言えないけど、すごいの！」

「……へぇ」

　だんだんと、目が覚めてくる。

　サクラの首に廻していた腕をはずし、身体からだを起こして伸びをする。

　目をこすり、サクラをぼぉっと見て、言う。

「……最近、イハナさんの話がよく出るね」

「そう？」

「さびしくなってきた？　会いたい？」

　サクラは微笑ほほえんだ。

「こんなに長い時間、会ってないのってはじめてだけど、さびしくはないかな。つながっているの分かるし」

「……」

「さびしいっていうよりね、ちょっと心配。いつでも心配。あたしお姉さんだから」

「……家出やめて、帰りたい？」

「ううん。夏休みは遊ぶって決めたし。それにね、いい機会だし」

「いい機会？」

「ハナちゃんはいつだって、舞まい原ばる家のためとか、サクラのためとか、だから。もうそろそろね、自分のためを覚えなきゃ。別々に」

　そんなことを言うおとなびたサクラの表情に、思わず胸をつかれ、抱きしめて頭を撫なでてやる。そうすると、いつもの子供なサクラに戻って甘えてくる。たぶんサクラの本当の魅み力りよくはこのギャップなのだろうと美み里さとは思う。純じゆん真しんな子供とときおり姿を見せる老ろう獪かいなおとなとの同居。一言で言うなら自由──いやむしろ、野生。そう、サクラは野生だと美里は思う。人間は、胎たい児じのままで生まれてくる。だから育つには親の力が必要。だが野生の生物は、生まれたときからすでに一個の存在であり、すぐにひとり立ちさせられおのが身一つで生きていかなければならない。だからこそ純真なまま知恵がつく。おとなと子供が同居する。そしてサクラにはまさしくそういうところがある。かわいいから、という理由で猫ねこ耳みみをつけ、そしてそれは本当にそう思っているのだろうが、でもそれによって結局信じられないようなわがままを平然と通させるような、計算をもしている部分（サクラに「だってあたしは猫だもん！」とか言われると、だれもが「じゃあ仕方ないか」と思ってしまう）。勘かんだけで生きているかと思えば深く思し考こうもしており、ときには計算もして、しかし自分の思うがままに生きている──幼いころから舞原家の当とう主しゆとして育てられ、早くに母が倒れて舞まい原ばる家を背負うことになった、そうした環境が、いまのサクラをつくった。計算と純じゆん真しんが見事に融ゆう和わした存在を。

　そう、日ひ炉ろ理り坂ざかを統すべる舞原家の次期当とう主しゆが、ただの金持ちお嬢じようさんでいられるはずがない。

　その背負う重荷は、きっと相当なものだろう。

「サクラ」サクラの頭を撫なでながら、美み里さとは思わず言った。

「ん？」

「あたしは何があっても、いつもサクラの味方だからね。いつだって、絶対に」

「ありがと！」サクラが笑う。

　そして言う。

「……でもあたし、山やま本もとさんも少し心配」

「え？」

「山本さん、やさしいから。そしてあたし、知ってる。やさしい人はね、結局人よりたくさん荷物を背負わされるんだ」

「……」

「困ったときはいつでも言ってね？　あたし、頼りになるんだから」

　美里は何も言わずにサクラの頭をごしごし撫でた。やん、と身をよじるサクラの髪をくしゃくしゃにしながら、サクラに言われたことを考える。そしていま自分が背負っている荷物のことを考える。だが美里はまだ知らない。後日、自分がどれほどの荷物を背負わされることになるのか。だが、それは恐らく幸運なことなのだろう。もしそのことを知ることができたとしても、やはり美里はその荷物を背負うことを選ぶだろうから。それがサクラの大の友だち、山本美里という少女だった。




　　　　◆




「あれ、ふたりともどこ行くの？」

「ほら、夕の夏祭りに着ていく浴衣ゆかたを取りに。なんか選べるようホテルの人が数そろえてくれたみたい」

「じゃ、あたしも行く！」

「だーめ。サクラと唯ゆいは留る守す番ばんな。おとなしく待っといて」

「ええーっ？　なんで」

「ほら、サクラちゃん。おとなしく一緒に待ってよ。あたしが『新にい妻づま記き』読んであげるから」

「……ふえぇ？」

　サクラと唯を部屋に残し、美里とエレナはホテルの廊下に出た。

　しばらく歩いたところで、エレナが言う。

「ごめんな。本当に。こんなんに巻き込んで」

「いいよ、別に。鴨かも音ね木ぎが悪いわけじゃないし、ひとりで無理して耐えられるよりは、あたしもずっと楽だし。一いつ緒しよにがんばろ」

「……じゃ、じゃあ……」

　エレナはうつむいた。とはいってもそれでも目め線せんは美み里さとよりうえにあるのだが。

　ためらいつつ、言う。

「……い、いま、いい？」

「……え？」

　何を言われているかに気づき、美里の顔が赤くなる。

「ちょ、ちょっと、待ってよ。……ここで？」

「『飢うえ』てるわけやないけど、これから、力、使うかもしれんし、……その」

「で、でも、ここで？　こんな──ここ廊下だよ？」

「大丈夫。だれも通らんて。それに、急がんと」

　一いつ瞬しゆん美里は考え込んだが、結局うなずいた。

　だまって、首をかしげて首くび筋すじをさらす。

　重なる影、

　一瞬だけちくっと感じる痛み。そして──




「あらあら、仲がいいことで」




　突然響ひびいた声に、美里は思わずエレナを突き飛ばした。

「あいた！」

「あ、ご、ごめん」手を伸ばし、倒れこんだエレナを立たせる。

　憮ぶ然ぜんとして声の主をにらみつけるエレナ。

「……覗のぞき見たぁ気ぃ悪いな」

「あら、ここは廊下よ？」

「……自分の『オード』、隠かくしてたやろ。わたしに分からんように」

「サクラに分からないようによ。ほら、サクラの部屋が近いでしょ。勘かんのいい相手をだまし通すには、こういうところから用心しないと」言いつつ。

　あまりにあからさまな三み輪わ方かた遼りよう子この視線に、美里は思わず顔を赤くした。

　美里を背後に隠すようにしながら、エレナがたずねる。

「で、いきなり呼び出して、緊きん急きゆう事態って、なんや」

「ええ。そのことなんだけど」

　三輪方遼子は両手に持っていた二つの紙かみ袋ぶくろを、エレナに渡した。

　なかにはたくさんの、色とりどりの浴衣ゆかた。

　腕を組み、壁に寄りかかって言う遼りよう子こ。

「今日、和わ歌か丘おかで行われるお祭りのことなんだけど」

「ああ」

　遼子はため息をついた。

「……どうやら、舞まい原ばる依い花はなが出てくるらしいのよ。……おそらく、これを機会にサクラを連れ帰るつもりでしょうね」

「それは……」

　美み里さとが口をはさむ。

「たとえイハナさんが来たって、サクラは帰らないよ。あの子、そういうところ強ごう情じようだもん」

　ええ、と遼子はうなずいた。

「普通ならね。でも。舞原依花はサクラの性格をよく知っている。だから当然、連れ帰るためのえさを用意してくる」

「……えさ？」

「堂どう島じまコウよ。情報はすでに確認したわ。堂島コウは明日から、友だち何人かと山にキャンプに行くみたい。当然依花も、ね」

「……」

「堂島コウはサクラの恋人。当然、サクラはついていきたがるでしょう。でもそうなったら、残り少ない夏休み、多分サクラは戻ってこない」

　遼子は首を振り、言った。

「まだ、機は熟していない。いまサクラを連れ帰られては困るの。……いい？

　たぶん依花は、サクラを強情にさせないため、ホテルではなく祭りで『偶然』サクラに会い、世せ間けん話的にその話を持ち出すと思う。でも逆に、その点が利用できる。サクラを祭りに行かせないのは無理だとしても、『ザ・ワン』とあなたたちとで連れん携けいを取って、なんとか二人を会わせないようにするの」

「……ええ？」とエレナ。

「そ、そんなの」と美里。「……たとえ祭り中に会えなくても、あとでホテルにたずねてこられたら？」

「もちろん、ホテルには戻さないわ。祭りをなるべく長引かせ、あなたたちはサクラの気まぐれで、別の──そうね、一般家庭にお邪じや魔まするわけ。そして依花がサクラを探している間に、サクラに誤ご解かいを埋め込む。たとえば、けんかしている依花がサクラに当てつけるためにサクラに内ない緒しよで堂島コウとキャンプに出かけようとしている、みたいな。そうすればサクラも強情になって、意地でも帰らなく──」遼子はため息をついた。「……そんな目で見ないでよ。強ごう引いんな作戦なのは承しよう知ちしているわ。急だったんだからしょうがないでしょ？　これからちゃんと考えるわ。とにかくまずは、会わせないこと」

「……でも、うまくいくんか？　そんなん」

　首を振り、肩をすくめ、遼りよう子こはエレナを、そして美み里さとを見つめた。

「さぁね。正直あたしもうまくいくとは思えない。だから山やま本もとさん。覚かく悟ごしておいて。これは大事な局面よ。もしもサクラが連れ帰られたり、あるいは舞まい原ばる家にこの和わ歌か丘おかで起きていることを知られた場合、『ザ・ワン』は速すみやかに作戦を次のレベルに移行する。そのときは」

「……」

「もう、あなたたちにいままでみたいな待たい遇ぐうの保障はできないから。それは覚悟しておいて」

「……ええ。分かったわ。分かってる」

　美里は唇を嚙かみ、遼子をにらんだ。

　遼子は肩をすくめ、そして一いつ瞬しゆん、エレナを見た。それは疑ぎ惑わくの目だった。いまだに、エレナが本当に味み方かたかどうかをはかりかねている瞳。理り屈くつでは味方なのだが信じ切れていない瞳。奇き妙みような話だが、エレナは遼子を見ていると、『ザ・ワン』ではなく一個の人間を相手にしているような気になる。もちろん、サクラに気づかれないよう『ザ・ワン』化をゆるやかにしているため、遼子はまだほとんど人間なのだが、それにしても彼女は『ザ・ワン』らしくない。彼女の行動は『ザ・ワン』というより権けん力りよくを得た人間そのままだ。少なくとも他の『ザ・ワン』たちは、エレナを疑ったりはしていない。『第三人格』はもちろん、遼子と同じ『第二人格』たちも、遼子の話によれば『第一人格コア』さえもエレナを疑っていないらしい。というより、『ザ・ワン』にはその性質上、仲間を疑う、という選せん択たく肢しはないはずなのだ。なぜなら『ザ・ワン』は全員でひとつの共きよう生せい体たい、同じ存在なのだから。にもかかわらず、遼子はエレナを疑っている。そしてエレナは、ときにそれをおもしろく感じることがある。もちろん、そんな遼子こそ自分の最大の障害なのは分かっているのだが。

「とにかく、いいわね。夕方から、勝負よ」遼子が言った。

「ああ、分かった」うなずくエレナ。

　つぶやくように美里が言う。

「ベストは尽くすわよ。あなたのためじゃなく、サクラのためにね」

　二人とひとりはそこで別れた。




　　　３．（午前七時三十分）




　午前七時三十分。

　その花屋はまだ開店していなかったが、三み鷹たか昇のぼると珠す洲ずみすみは行動を開始した。

「すいません」

「はぁい。……ごめんなさい、うちはいま……」

　出てきた女性の店員が、昇のぼると珠す洲ずを見てその顔をほころばせる。

「あら、かわいいお客さん。三み鷹たか昇くんと珠洲みすみちゃんね。……ああ、十字架かはやめて。あたしは『ザ・ワン』よ。それで、どうしたの？　何か用？」

「……花が欲しいんですけど」

　店内、色とりどりの花を見渡す。

　名前も知らないたくさんの花は、そのほとんどが大きく咲き乱れるか、あるいはしおれてしまっている。

　昇はたずねた。

「まだつぼみのは、ありませんか」

「ごめんね」女性は頭を搔かいた。「もう、新しいのは入れてないの。ここにあるのは、まえからあったやつだけ」

　女性は、手を伸ばした。

　近くの花に、そっと触れる。

　とたん、花はたちまちに枯かれ、散っていく。

　女性はため息をついた。

「まぁ、こういうわけでね」

「……」

「植物って、最初から『オード』が開いている……これじゃ分からないか。つまりね、最初から『招いて』いる状態なの。完全に『ザ・ワン』化したら制御できるんだけど、いまはまだ、自分の制御ができなくてね。触っただけで枯らしちゃう」

「……分かりました。どうも」

「そこにあるのでよかったら、どれでも持って行っていいから。ごめんね。役に立たなくて」

「いいえ。じゃあ」

　昇と珠洲は、店を出た。

　そのまま歩きながら、昇がたずねる。

「……どうだった？　ぼくの見たところ、なかったような気がしたんだけど」

　珠洲は首を振った。

「うん。なかった。間違いない。あの花屋が輸入したはずの鉢はち植うえは、あそこにはひとつもないよ」

「そうか」笑って珠洲を見る。「きみの勘かんが、当たったね」

「で、でも、まだ決まったわけじゃ……」

「いや、多分、正しいと思う」

　決め手となったのは、土。

　大地に呪のろわれている吸きゆう血けつ鬼きは、自分の生まれた場所の土のうえでしか眠れないという。この伝でん承しようが正しければ、和わ歌か丘おかに来ている吸きゆう血けつ鬼きの本体もまた、眠るための土を持ち込んでいるはずだ。そう考え、昇のぼるたちはまずそこから吸血鬼の本体の居い場所を捜すことにした。舞まい原ばる家は日ひ炉ろ理り坂ざかにおける物品の輸出入について厳しく管理し取り締まっているため、パソコンで楽にその状況は調べられる（その情報にアクセスできれば、だが。その点は昇の父の権けん力りよくのおかげでクリアできた）。が、何しろ探しているのは土、それも人ひと一人が横たわれる程度の分量だ、持ち込もうと思えばどんな方法でも持ち込めそうな気がする。

　調査は難なん航こうを極めた。

　結局、昇たちは舞原家の管理を信じ、タンスやテレビなどの商品に土を仕込むような舞原家に不ふ審しんがられそうな持ち込み方はしていないだろうと判断、土つち自体の輸入状況にしぼって調べることにした。が、そもそも土を輸入するというのはどういう業ぎよう種しゆなのだろうか。造ぞう園えん会社等を調べてみたが、そういう活動をしているところはない。最近家を建てたり庭を改装したという話も見つからない。これは材料としての部分から調べなければならないのかと半なかば途と方ほうにくれていたとき、珠す洲ずが言ったのだ。

　花屋なら、苗なえ等を鉢はち植うえで輸入しているかもしれないと。

　鉢植えには、土が入っていてもおかしくない。土を輸入しても怪あやしまれることはない。さらに言えば、花屋は花を栽さい培ばいするための花はな園えんも持っている。それはいかにもありそうに思え、昇たちはそれを調べた。そして。

　和歌丘でももっとも大きい花屋が蘭らんを鉢植えで外国から大量購こう入にゆうしていることが分かった。

　しかもその花屋は、和歌丘から日炉理坂へと続く山すそに自営の花園を持っている。その花園は居住区から離れていて、周囲に洞どうくつなどもあり危険とされ、子供の立ち入りは許されていない。

　運うん搬ぱん会社の輸送記録を調べ、昇たちは大量の蘭の鉢植えが輸入後その花園に運び込まれたことをつきとめた。しかも運び込まれて以降、蘭が運び出された形けい跡せきがないことも。

　そして当の花屋にも、その鉢植えは見当たらない。

　近くには、洞くつがある。

　昇は結論を下した。

　運び込まれた物のメインは花ではなく、そして自分たちは、ついに吸血鬼のねぐらを突き止めたのだ、と。

　行動をするときだった。




　　　４．（午前十一時五分）




　花園のなか。

　目のまえに闇やみ深くその口を開いた洞くつ。

「どうですか？」

　昇のぼるは後ろに立っている、四角い顔をした男にたずねた。

　まるで本を飲み込んだような顔をした、牧師の服を身にまとい首にばしっとカラーを巻いた男は、ひたいの部分、『Ｉ』と読める印しるしに人差し指を当て、うなずいた。

「……ええ、感じます。確かに、何かがいる」

　稲いな吹ぶき牧師──現在は『ブックマン』とも呼ばれている──の存在は、確かに『ブルー』のメンバーにある種の力を与えていた。その吸きゆう血けつ鬼きによって変えられた特とく異いにグロテスクな容よう貌ぼうもマイナスになってはいなかった。それに何より、彼はそのひたいの印のおかげで吸血鬼に傷つけられることはなく、しかもある程てい度ど吸血鬼の気配を感じ取ることができる。ほとんどが子供である『ブルー』のメンバーにとって、吸血鬼にならずしかも吸血鬼が近づけば教えてくれる稲吹は本当に安心を与えてくれる存在なのだ。

　もちろん、稲吹がおとなであることも、安心させてくれる要因だろうと昇は思う。

　現在、和わ歌か丘おかのおとなのほとんどは『ザ・ワン』と化し、そうなっていないものも大部分は家のなかに閉じこもっている。これは、おとなのほうが目立ち、守るものがあり、そして何より身体からだのできていない子供にくらべて面めん倒どうなく血を吸える『食料』になるからだろう。だからおとなたちはその行動を『ザ・ワン』に規制され、容易に動くことができない。舞まい原ばる家をだますための日常行動以外のことはほとんどできない。そして何より大たい抵ていのおとなは──親たちは、子供を人ひと質じちに取られるともう何もできなくなる。多くの親が、子供には手を出さない、ということを条件に『ザ・ワン』の仲間となった。そして『ザ・ワン』の仲間となった親たちは、今度はみずから子供を『ザ・ワン』に捧ささげようとする。そういうことをさせる『ザ・ワン』が正義だとは、昇にはとても思えない。

　そう、正義。

　おとなが動きが取れない以上、子供ががんばるしかない──そういうなかで、数少ない貴き重ちようなおとなであり、思った以上に役に立ってくれている稲吹牧師だったが、ひとつだけ、昇は彼に不満があった。それは、以前昇が晋しん太た郎ろうの母親に言われた「吸血鬼こそが善であり、人間は悪」という話が本当なのか、という点について、稲吹が答えをくれない、ということだ。どうも、答えられない、というわけではないらしく、稲吹は何か自分なりの答えを持っているらしいのだが、それについて昇が聞くとなぜか言葉を濁にごしてしまう。

　どうやらそこに、稲吹が信仰を失った理由の一いつ端たんがあるらしい。

　それはプライベートな事こと柄がらであり、だから昇も無理に聞こうとはしなかったが、それでも、自分が正しいことをしているかどうか分からない、という点は、堂どう島じまコウについて完全に理解していない、と感じる点とあいまって昇を不安にさせている。

　しばらく洞どうくつをながめ、やがて昇はうなずいた。

　腰に手を当て、ぶらさがっている白木の杭くいを確かめる。シャツの長なが袖そでをめくり（昇はしばらくまえから、長袖の青シャツを着るようになっていた）腕時計が動いているのを確かめ、振り返り、牧師がゴム製のハンマーとなたを持っているのを確認する。

　ブックマン牧師は心配げに言った。

「昇のぼるくん。今日はあくまで、確かめるだけだよ」

「はい」みんなにもそう言ってある。

　だから二人だけで乗り込む。

　だが、もしも、チャンスがあるのなら──

「行きましょう」

　昇は先頭に立ち、肩につけたランプを確かめると、洞どうくつに向かって歩き出した。




　　　　◆




　──爆ばく音おんが轟とどろいたのは、彼らが洞くつに消えて、三十分ほどしたころだった。




　　　５．（午後五時五十分）




　開いた窓からかすかに、祭り囃子ばやしが聞こえてくる。

「出っ店、出っ店、わったがしひっよこ！」

　変なふしをつけて歌いつつ、浴衣ゆかた用の下着姿すがたで飛び回る、サクラ。

「ねぇ、みんなおそろいの着ようよ──」

「絶対にいや」浴衣を選びつつ、断だん固ことして首を振る美み里さと。「おそろいは絶対にいや」

「なんで？」

「えーえーサクラ、あんたはかわいいわよ。広こう辞じ苑えんに美少女って言葉を載せるなら舞まい原ばるサクラって出したくなるぐらいかわいいわよ。とてもあなたはかわいいわ。だから絶対に、いや！」

「？　なんで？」

「……とにかく、いや」

　こちらも下着姿の唯ゆいが、口をはさむ。

「いいじゃないサクラちゃん。みんな別々のを着たほうが、楽しいよ」

「……楽しい？」

「着付できる人間が三人もいるんだから、途中でとっかえっこできるでしょ？　みんなで順順に着まわすの」

「それいいね！」

「それは……あたしも別にいいけどさ、あたしとサクラはともかく神かん名な木ぎと鴨かも音ね木ぎは身長が……って、鴨音木？　聞いてる？」

「……ん？　ああ。聞いてるよ」

　エレナはあわてて向き直り、うなずいた。

「ええよ、別に、うちは、それで。いい考えやん」

「……へぇ？」

　美み里さとの怪け訝げんな声を聞きつつ、エレナは『オード』のネットに戻る。

　すでに祭りは始まっている。

　が、念のため、七時ころ──日が暮れるころにエレナたちは出ることになるだろう。サクラが祭りに出かけたら、祭り会場で待機している舞まい原ばる家のスタッフたちがすぐにイハナに連絡を入れ、イハナは飛んでくる。およそ三十分弱で。

『分かっているとは思うけど』頭のなかで、遼りよう子この声が響ひびく。『──祭り会場にいるのはあなたたちと舞原家の依い花はなとスタッフ、そして『ザ・ワン』だけだから』

『ああ、分かってる』返事するエレナ。

　すでに念ねん話わも可能になっている。相変わらずお互いの一方通行ではあるが。

　遼子の注意の念が届く。

『いい？　必ひつ須す条件は依花とサクラを会わせずに、なんとかサクラを満足させて会場を離れさせること、なん、だけ、ど──』

『──ど？』

　しばらくして、声が届いた。

『──なるべく『オード』は使わないで』

『……ええ？』

『いやもちろん、ぜんぜん使わないことはできないだろうけど、なるべく──その、……サクラに気づかれるとやばいし』

『……』

『じゃあ、まぁ、そういうことで』

『……あんたは会場いくんか？』

『え？　ううん。あたしはいかない。……ほら、その、いろいろすることあるから』

『──分かった』

『じゃあ、舞原家を感かん知ちしたら、また連絡を入れるわね』

　遼子の『オード』の触しよく手しゆが離れる。

　エレナはダメもとで自分の『オード』を伸ばし、遼子の心に侵しん入にゆうを試みた。

　が、やはり入れず、あきらめて人には見えない不ふ可か視しの触手を戻し、ため息をつく。

「どうしたの？」唯ゆいの声。

「ん？　ううん。なんも」

　……なんだろう。根こん拠きよはないが。

　遼りよう子こは何か、隠かくしているような気がする。

　──それに。

（……朝は気がつかなかったけど……）

　和わ歌か丘おか全体に張られている『ザ・ワン』の『オード』が、ネットワークが、なんか弱くなってきているような……




　　　６．（午後？時）




　ほおに当たる冷たい感かん触しよく。

　ふと気づき、昇のぼるはあわてて立ち上がった。

　何が起きたのか、とあわてて闇やみのなか、周囲を見渡す。かたわらに稲いな吹ぶき牧師が倒れているのに気づき、あわてて駆け寄る。

「稲吹さん！　稲吹さん！」

　稲吹もすぐに息を吹き返した。

「……ん、ああ……？　いったい、何が……」

　昇は周囲を見渡し、そしてうえを見上げた。

「……洞どうくつの、床が崩れたみたいです」

　五メートルほど上方に、かすかに切れた糸のはし。その反対側は闇の向こうに消えている。昇たちが洞くつのなかで迷わないよう伸ばしてきた糸だ。

「ぼくたち、落ちたみたいですね」

　ライトをたたき、壊れてしまっているのを確かめつつ、独り言のように昇は言った。

「……でも、なんとか登れそうだ。道はふさがれていない」

　それはそうだろう。道をふさぐような罠わなを仕掛ければ、なかにいる者は閉じ込められて出られなくなってしまう。そうなって困るのは侵しん入にゆう者だけではない。

　昇は袖そでをめくり、腕時計を見た。

「──稲吹さん、いま何時ですか？」

　稲吹は腕時計を見、その表示が消えているのを確認した。

　あわてて携帯を取り出すが、そちらもうんともすんとも言わない。

「……これは……」

　あきらめたように自分も携帯をしまい、昇はつぶやいた。

「……ぼくたち、どれくらい気き絶ぜつしていたんでしょうか」

　五分？　十分？　それ以上？

　洞くつに入ったのが十一時ごろ。

　それから三十分ほどしか歩いていない。

　まだ昼ごろだとは思うが──

　見つめあう。

　しばらくして。

　おもむろに、稲いな吹ぶきは口を開いた。

「戻ろう。昇のぼるくん」

「……」

「あるいは、まだ昼前かもしれない。だが、『あるいは』や『かもしれない』は危険すぎる。どれだけ気き絶ぜつしていたか分からない、あるいはもう夕方かもしれない──その可能性がある以上、ここは引き返すべきだ」

「それほど長く気絶していた気は、しないです」

「それでもだ」稲吹は息を切った。「昇くん、きみはわれわれがここまで、どう歩いてきたか分かっているか？」

「……」

「私には正直分からなかった。このなかでは、まっすぐ進んでいるのか曲がっているのか、下がっているのか上がっているのかさえ、糸を確かめながらでなければ分からない。ここは、もはや普通ではない空間なんだ」

「……」

「そして、直線ではなく曲がりくねっているんだとしたら、吸きゆう血けつ鬼きが眠っているところまでたどりつくのにあとどれほど時間がかかるか分からない。いや、ここが敵の本ほん丸まるなら、かなりの時間がかかって当然なんだ。時計無しで昼夜も分からず進むのは、あまりに危険すぎる！　そうだろう！」

「そうですね」昇はうなずいた。

　ゆっくりと、辺りを見渡す。

　ライトはもはやなかったが、闇やみに目が慣れたからか、ぼんやりと、洞どうくつ内部の様よう子すが分かる。壁はつるんとなめらかで、どこか青白く発光しており、道も自然にできたものとは思えないほど整っている。

　まるでだれかが舗ほ装そうしたかのように。

　だれかが招いているように。

　ここまで来る途中、道の分ぶん岐きはひとつもなかった。

　もっとも普通の住処すみかなら、分岐などなくて当たり前だが。

　昇は指を舐なめ、目のまえにかざした。

「不ふ思し議ぎですね」つぶやくように言う。

「風はない。けど、三十分近く歩いたのに、ぜんぜん息苦しくない。空気が清せい浄じような気がする。吸血鬼にも空気って、必要なのかな。

　ここはきっと、快適な部類に入る洞どうくつですよね。やつにとっては、自分を守る場所でさえない。用心なんて必要ない、ただの住処すみか──ねぐらなんだ」

　それとも、自分が信じたいことを信じ込もうとしているだけか？

「昇のぼるくん？」

　昇は牧師を見つめ、言った。

「──戻ることは、できません」

「──なっ」

「なぜぼくらが、ここまで来られたと思います？」疲れた笑みを見せ、言う。「答えは簡単。敵が傲ごう慢まんだったからです。ぼくらみたいな子供には何もできないと決めつけ、軽んじた、その油ゆ断だんのおかげで、ぼくらはあなたを仲間にでき、敵の正体を暴あばき、ここを見つけ出し、ここまで来られたんです。ここだってそうだ、侵しん入にゆう者に対するそなえなんてほとんどしていない。きっと、この落とし穴みたいなやつぐらいだ」

「そう決め付けるのは──」

「でもぼくらはここまで来た。そして、そのことに気づいたら、やつはもう油断しないでしょう。夜のうちにねぐらを移し、今度は相そう応おうの用心をする。そうなったらもうぼくらに勝ち目はない。これは最初で最後のチャンスなんだ」

「……」

「こんな大きな穴を開けてしまった以上、もう気づかれるのは避けられない──

　ぼくはもう、進むしかないんです」

　昇は牧師に手を伸ばし、言った。

「ハンマーと、なたを」

「！」

　牧師の目に映ったものに、首を振る。

「いいえ、だめです。ここから先は、ぼくひとりで進みます」

「そんなこと……！」

「分かってください。あなたの言うとおり、ここから先は危険すぎる。二人とも倒れるようなことはできないんです」

「だが──」

「ほかのみんなはどうするんです！　……怒ど鳴なってすいません。でも、ぼくらが二人ともいなくなったら、みんなはもう本当に、おしまいだ。ぼくがここを進まなければならないように、あなたは生きて戻らなければならないんです」

　牧師は首を振った。

「それは違うぞ、昇くん」

「……」

「これが最後のチャンスというなら、進むべきはおとなの私であり、戻るべきは子供のきみだ。それが自然の摂せつ理り……いや、倫りん理りなんだ」

「……だめです」

「なぜだ？」なおも言いつのる。「進まなければならないと言うのなら、ここはどう考えても私が進むべきなんだ。きみは子供で、私のほうが力が強く、しかも私は吸きゆう血けつ鬼きが近づけばだいたい分かり、しかも殺される可能性が低いし──」言葉が、止まる。

　目のまえに現れた、袖そでをまくられた昇のぼるの両手に息を吞のむ。

　左手には、ひきつれたような五いつ筋すじの傷。

　しかしそれ以外にも、両手に大小さまざまな傷がある。切り傷のような、擦すり傷のような、火傷やけどのような傷。波うち、変色し、しかもそのうちのいくつかはついさっきつけられたとでもいうように生々しい──

　昇は笑うように、言った。

「ぼくは、壊れかけている」

「……」

「ぼくは、みんなをだました」まだ子供のその顔が、激しくゆがむ。「希望なんてほとんどないのに、あるようなことを言ってみんなを集めた。吸血鬼が、あんなに恐ろしいやつだと、ほとんど勝てそうにない相手だと分かってからも、それでもみんなを巻き込み続けた。伝でん承しようなんて本当かどうかも分からないのに、本当のことだとみんなに信じ込ませて」

　そして、と笑う。

「でもそういうことをしたのは、全部、ただ自分を守りたかったからだ。ぼくと、ぼくの父さんと妹を守りたかったからだ。でもそれはぼくひとりじゃできないから、ぼくはみんなを巻き込んだんだ。本当は、吸血鬼になったほうがしあわせだったかもしれないのに、それが正義だったかもしれないのに、ぼくはみんなを巻き込んでしまったんだ。それも全部、ぼくの都つ合ごうで……

　なのに、みんなはぼくを信じて……頼りにして……

　ここまでみんなを引っ張ってきて、これも結局だめだったら、ぼくは、もう」

「……昇、くん……」

　昇は、笑っていた。

　その顔に弱々しい笑みを浮かべて、言う。

「……だから、お願いします。

　……ぼくに行かせてください」

　そんな昇の姿に、夏なのに長なが袖そでを着たその姿に、稲いな吹ぶきはようやく気づく。昇はまだ小学校の五年生だということに。まだその思し考こうに融ゆう通ずうの利きかない子供なのだということに。そしてその子供の肩に、自分たちはどれほど重い荷物を載せてきたのかということに。

　昇のぼるを引き止めることは、もう稲いな吹ぶきにはできなかった。




　　　　◆




　腰に鞘さやに入ったなたを吊るさせ、ゴムのハンマーを背負うようなかたちにしてやると、稲吹は目印用の糸巻きをしっかりと昇の腰に結びつけ、その端を自分の手に持った。

「……それじゃあ、気をつけて戻ってください」昇が言う。

　稲吹は答えず、しばらく宙を見ていたが、やがてその四角い顔を昇に向け、口を開いた。

「昇くん」

「はい」

「きみはかつて聞いたね。吸きゆう血けつ鬼きの言うことは正しいのかと。吸血鬼と人間、生きるべき正しい存在はどちらなのかと」

「……」

「私なりの考えで、答えよう。

　吸血鬼の言葉は正しいのかもしれない。だが、それでも生き延びるべきは人間だ。たとえ吸血鬼の言葉が正しいのだとしても、人間が生き延びるべきなんだ」

「……」

「これはでまかせではない。まえに吸血鬼が私に言ったこと、あれもある意味では正しい。だが、本当の意味で私に信仰を捨てさせたのは、その考えだ。それが正しいと心から感じてしまったからこそ、私は信仰を失ってしまったんだ」

「稲吹さん」

「戻ってくるんだ、昇くん」その肩をたたき、力強く言う。「私は外で、きみを待ってる。そして、きみが戻ってきたら、私はなぜそういう考えにいたったか、きみに話そう。だから、たとえ吸血鬼を倒せなくても、絶望してしまったとしても、必ず戻ってくるんだ。いいね？

　信じるんだ、私を。

　きみは、決してひとりじゃない。ただ、狭い世界しか見えていないだけだ。いまは」

「……」

「いいね」

「……はい」昇はうなずいた。

　そして。

　軽く礼をすると、背を向けて、闇やみの奥へと歩き出す。

　その小さな背中を消えるまでただ見つめ続け、そして、稲吹は久しくやらなかったことをした。

　たとえあんな小さな子に過か酷こくな運命を与える存在だったとしても、祈らないよりはましだと思えた。




　　　７．（午後八時）




　三み輪わ方かた遼りよう子こは目をつぶり、集中した。

　たちまちその身に感じる、和わ歌か丘おかの住民──いまや『端たん末まつ』と呼ばれる存在──たちが『コア』を中心に相互につながり作った『ザ・ワン』のネットワーク。それは『端末』が増えれば増えるほど複雑になり、地域が広がれば広がるほど強大となる。いまはまだ和歌丘に閉じ込められてはいるが、いずれは日ひ炉ろ理り坂ざか全体に、そしていつかは地球全ぜん域いきに──

　ミレニアムが到来するとき、

　世界のすべてが『エメラルドの都』となる。

　争いと孤独が存在しない、寂しさのない世界に。

　遼子は力を集中し、自分の『オード』をネットワークに乗せ、からめ、場を掌しよう握あくしようとする。なるべく少ない力で。力は温存しなければならない。そうだ、たとえあの三み鷹たかのガキが何をしようとも、そして舞まい原ばる家がやってこようとも（そしてエレナが何を考えていようとも）、だれにも『ザ・ワン』の邪じや魔まはさせない。『ザ・ワン』を滅ぼさせはしない。このわたしがいるかぎり──

「！」

　町まち境ざかいに配置させていた『端末』が、日炉理坂から和歌丘に何者かが侵しん入にゆうしたのを確認し、連絡して来る。

　それは、舞原家の飛行船。

（──ついに、来た）

　ごまかしきれるならばよし、しかし、もしもごまかしきれなかったら、そのときは──

（計画は変更、もうこんなまだるっこしいことはしないで、一気に攻撃を、かける！）

（そうだ、『コア』は遊びすぎ、そして慎しん重ちようすぎなんだ、たとえ相手が舞原家だろうと、『ザ・ワン』は人間なんかに負けない！）

　そうだ、絶対、負けるもんか。

　三輪方遼子は集中し、いつもよりも弱々しく感じられるネットワークの掌しよう握あくをはじめた。




　　　　◆




　頭のなかで、声が響ひびく。

『舞原依い花はなが到着したわ。いま、そちらに向かっている』

『分かった』念ねん話わで答えを返すと、エレナはまぶたを開き、唇を離した。

　血を吸ったところを舌でぺろりと舐なめてやると、もう傷口は消えている。

　エレナは身体からだを離し、ほおを赤くしてどこか放心した表情をしている美み里さとの目を見つめ、言った。

「来たって」

「……え？　ああ、あ、うん」

　目に焦点が戻り、あわてて襟えり元もとを正す美里。

　心細げに言う。

「できるかな、二人を会わせないようにする、なんてこと」

「やるしかないし。もしもできなかったら……」

　おそらく、『ザ・ワン』は行動を起こす。

　サクラはもちろん、たずねてきたイハナ、そのスタッフたち全員に、襲おそい掛かっていくだろう。そうなったらいくら普通でない舞まい原ばる家の面めん々めんでも、はたして逃れられるだろうか？　何しろ祭り会場に集まる何百人という数が、ほぼ『ザ・ワン』の『端たん末まつ』なのだから。

　だがしかし、少なくともサクラを確保できている限り、『ザ・ワン』はそこまでする気はないらしい。いったい何を考えているのかは分からないが──

（……堂どう島じまコウと、《Ｉｔ》とかいうもの）

（いったい『ザ・ワン』の目的はなんなのだろう……）

　それに、

（……なんか知らんけど、おかしい……）

『ザ・ワン』の『端末』は、おのおのが『オード』のネットワークでつながっている。にもかかわらず、これだけの数の『端末』がそろえばいつもなら空気中に満ち満ちてぴりぴりと感じられるはずのネットワークが、いまはなぜかあまり感じられない。それどころかなんとなく、弱まっているような気さえする。

（『ザ・ワン』に、何か起こってる？）

（それとも単に、サクラに気づかれないようセーブしているだけ？）

　ふと目を戻し、暗くなった美里の表情に気づいてあわてて言う。

「だ、大丈夫やて。こうしてエネルギーももろたし、みんなでがんばれば絶対なんとかなるよ」

「……うん。そうだね。絶対なんとかしないと」

「ん、そうそう」

　仮設のトイレから出る。

　待っていた唯ゆいとサクラに元気に言う。

「お待たせ！」

「遅いよ！　早くいこ！」

　四人は陽気な音のする、神社の長い石いし畳だたみを見上げた。

　まずはこのうえで、おみくじと屋や台たい見物。




　　　８．（午後八時十二分）




「サクラさまの位置を確認しました」

「そうですか」

　部下からの問いに、飛行船から降り仮設テントでお茶を飲んでいた舞まい原ばるサクラの妹、イハナは立ち上がり、浴衣ゆかたのすそをひるがえした。

「いまは？」

「友だち三人と一いつ緒しよに、屋台を回っています。現在Ｅ─17の区画でお面を選んでいます」

「分かりました」うなずき、かたわらに座ったメイドに言う。「ずいぶんと、遅い時間になりましたね」

　メイドの少女はうなずいた。

「主しゆ催さい者側のトラブルで、花火の打ち上げ時刻が遅れたから、それに合わせたのでは、と」

「ああ」

「まぁ、サクラさまは丁てい寧ねいに出店を見て回られるでしょう。確かに広い会場ですが、サクラさまは目立つ方ですし、焦ることはないかと。わたしたちはこちらの入り口から入り、適当に近づいていきましょう」

「分かりました」

　久しぶりに、姉に会える──

　イハナはらしくもなく、胸のうちに温かい何かが広がるのを感じた。

　トレードマークである無表情が、かすかに緩む。

　双ふた子ごとして生まれ、もうすぐで十七年。

　お互いが相手を自分の半身のように思い、仲良くしてきた。だから、こんなに長く離れていたことはいままでなかった。それはもちろん、けんかはこれまでだって数え切れないほどしてきている。だが大たい抵ていの場合、二人のけんかは一日二日で終わっていた。サクラの怒りは瞬間的なものが多く、あまり長く続かないのだ。もっとも、例外もあり、それが今回だった。また、いつもはイハナが折れるかなだめるかしてすぐに収まるのだが、今回は理由が理由だけにイハナが折れることができなかったということもある。

　何しろけんかの原因は、イハナの友人である真ま嶋じま綾あやという少女にあるのだから。

　この真嶋綾という少女、イハナの所属する『みすてりぃサークル』という同好会の仲間であり、そうなったいきさつにはこれまた複雑な事情があって、ようするにイハナと真嶋綾は戦友のようなものであるのだが（ついでに一人の男をめぐってのライバル同士でもあり、しかもその男、サクラの想い人と同どう姓せい同名というか同一人物であるために話は複雑になってくるのだが）、このくだんの真ま嶋じま綾あや、かつてサクラの目のまえでサクラの恋人堂どう島じまコウをなぐったことがあるらしく、珍しくサクラはそのことで怒りを持続させていたらしい。さらにその後、堂島コウが真嶋綾のために後こう輩はいと決闘を行う、という日ひ炉ろ理り坂ざか高校の歴史に残る事件が起こり、なんとなく世せ間けん的に堂島コウと真嶋綾はできている、みたいな感じになってしまって、しかもそのせいで堂島コウはひと月近く入院する羽は目めにまでなってしまい、そのことでサクラはさらに怒りをためこんでいた。そんなある日、イハナが真嶋綾と出かける約束をしていてそれでサクラの遊ぼうという誘いを断ってしまったために、ついにサクラの怒りは爆発してしまい、「そんな女と遊ばないで！」「何を聞き分けのないことを」というわけでけんかになり、サクラは飛び出していってしまったのだった。しかも、サクラは家出する際、イハナの部屋をめちゃくちゃにしていき、さらにそれだけでは飽き足らずイハナの持ち物から『新妻記』という本を持っていってしまった。ちなみにこの『新にい妻づま記き』という本、かなりの値打ちがあるものなのだがちょっと内容がアレで、そんな本を持っていた／読んでいたんだとサクラに思われるのが恥ずかしくてイハナはすぐにはサクラを迎えに行けず、いったん時機を外はずすとなかなか迎えに行きにくく、まぁそうしたもろもろの積み重なりによって今の状況ができあがったのである。

（変な話だなぁ）とイハナは思う。（私とコウが一緒にいてもぜんぜん平気な顔をしているのに、むしろ喜ぶのに、私と真嶋綾が一緒だと、嫉しつ妬とするなんて）

　だがまぁ、そのコウと自分と一緒にキャンプに行けるのだ、喜んで帰ってきてくれるだろう。実はほかの人間も一緒、というかくだんの真嶋綾も一緒なのだが、それだって、うまくいけば逆に仲直りさせられるかもしれないし。

　ぼぉっと考え事をしているイハナに、メイドの少女がいたずらっぽく言う。

「せっかくのお祭り、コウさまとご一緒できていたら、楽しかったでしょうね」

　イハナは無表情に答えた。

「仕方ないでしょう。この状況でコウと歩いていたら、サクラを余計すねさせてしまいますから」

　うわわ、とイハナを見るメイド。

「仕方ない？　やっぱりコウさまと歩きたかったんですね？」

　イハナは口を開き、みん、と言いかけ（ちなみにこのみん、というのがこのメイドの少女の名前）、そして閉じた。

　何事もなかったかのように、言う。

「それでは、参りましょう」

　テントから出る。

　人ごみににぎわう沿道を見て、かすかに目を開き、言う。

「私は、祭りをあまり知らないのですが」

「はい」

「和わ歌か丘おかの祭りでは、猫ねこ耳みみをつけるのがしきたりなのですか？」

　メイドの少女はあっけにとられ、目を丸くして猫耳をつけた無数の縁えん日にち客たちを見ていたが、イハナの言葉にまさしく何食わぬ顔というやつで、うなずいた。

「ええ。そうです。イハナさまのぶんもすぐに用意させます」

「そうですか」

　猫耳だらけの縁日を見回しつつ、言う。

「……これは、サクラを探し出すのは、存ぞん外がい骨が折れそうですね」
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　　　９．（午後？時）




　もうどれくらい歩いたろうか、そう何なん度ど自分に問うただろうか。

　方向感覚が奇き妙みように狂う青白く光る洞くつ内を、ただ、昇のぼるは歩く。曲っているのか進んでいるのか、登っているのか下っているのかさえ判別できない、時間の感覚などとうにない、なかを。

　しばらくは脈を測っていたが、いつの間にかやめていた。

　腰にぶら下げたなたと杭くいが、揺れては腿ももに当たって、思った以上に、痛い。

　それ以上に背中に背負ったハンマーが、昇の身体からだを圧迫する。疲れを倍ばい増ぞうさせていく。先の見えない闇やみの向こうに足を一歩踏み入れるたびに精神力がごそっとけずられ、先にはるかに続く道を見るたび、足取りがずんと重くなる。積み重ねられていく疲労は、自分を信じる感覚を、狂わせる。止まっているのか歩いているのかすら分からずに、ただまえを、したを、見つめ続ける。もうほとんど自動的な足取りに乗って。

　進んでいるのか？　止まっているのか？

　まだ昼だろうか。

　もう夜なのか？

（そもそもこんな杭で、本当に殺せるのか？　ぼくがやろうとしていることは、本当に意味のあることなのか？）

　考えるのは、家族のこと。

　この町で起きていることを知らない妹の、あゆむ。

　いつでも背中の悲しげな、父。

　顔はおろか名前も知らない、母親。

　母親は日ひ炉ろ理り坂ざかにいると、昇のぼるの父親は言っていた。姿こそ見せないがちゃんとおまえを見守っているんだぞ、と。だが、年末から年始にかけて、父は見ていられないほどに落ち込んでいた。急激に、老ふけ込んだ。だから昇は悟さとった。母親は、ついにこの土地からもいなくなってしまったんだと。父は本当に、母を愛していた。そのことは、だれが母親かも分からない昇が三み鷹たか家の正式の嫡ちやく男なんとして収まっていることからも分かる。親しん戚せき一同からひどい反対を受けたが（おかげで昇は四歳で、妾しよう腹ふくという言葉と人がどれだけ口くち汚ぎたなくなれるかを知った）、それでも父は頑がんとして譲ゆずらなかった。

　顔も知らない母親。

　自分は妾腹であり、罪の子であり、だから母親はいなくなったのだとかつて昇は親しん戚せきに言われた。

（だから、なんだろうか）

（ぼくが罪の子だから、こんな目に遭あっているのだろうか。神さまが、ぼくに罪をつぐなわせようと）

　重い足を持ち上げ、歩く。

　ほとんど自動的な動作は、しかし確かな疲労を脳へと伝えてくる。

　もうどれくらい歩いたろうか、

　まだ日は照っているのか、それとももう、夜なのか──

「！」

　突然足に闇やみがぶつかり、昇は階段を下りている人間が段があると思って足を踏み出したら段がなくいきなり地面を踏んだときのように、ひどく狼ろう狽ばいしつつたたらを踏んで、結局そのまま後ろに転がった。

　何が起きたか分からずも身体からだを起こし、ぼんやりと、闇を見る。

　いや、闇やみではない。

　それは、扉。

　闇よりもなお深い暗黒の色を持つ、扉。

　昇は大きく息を吸い、いまだもやのかかった意識のなかで扉をながめた。よく見ると、扉の上方に字が彫ってあるのが分かる。それはラテン語で『われをくぐらんとする者、すべての希望を捨てよ。われこそ地じ獄ごくへいたる門なり』と書かれていたのだが、昇はラテン語が分からなかった。その代わり、ドアにやけに現代風なドアノブがついているのは分かった。だから昇はほとんど自動的に手を伸ばし、ドアノブを握り、それを廻した。

　扉は音も立てずに、軽やかに開いた。




　　　10．（午後八時ニ十分）




　猫ねこ耳みみが、ひょこひょこ揺れている。

　猫耳をつけ、その顔を何かのキャラクターを模もしたお面で隠かくしている桃もも色いろの着物を着た少女に近づくと、舞まい原ばるイハナは軽くのどを鳴らし、口を開いた。

「久しぶりですね。サクラ」

「とんでもねぇ！」お面を取ったら老ろう婆ばだった、は答えた。「あたしゃウメだよ！」

「すいません、……モウロクしていました。……つまり、あなたが、ではなく私が、という意味で、ですが」

　たとえどれほど狼ろう狽ばいしようともそれを隠すすべを身につけ、日ごろから実じつ践せんしている少女は、顔色をまったく変えずに謝罪し、きびすを返した。ただ頭のうえではその内心を表すかのごとく猫耳が揺れ動いていたが、これは普段からあまりつけ慣れていないのだから仕方がない。

　ゆっくりと戻り、その内心はどうであれ落ち着いた声でメイドにたずねる。

「これはどういうことですか」

「いえ、確かに桃色の着物を着てお面をかぶっているという連絡が……」

「あれはウメという方です」冷静だからこそ迫力のある口く調ちよう。「サクラは視線に敏びん感かんです。だから思い切った監かん視し、追つい跡せきができず憶おく測そくとタイムラグができるのは分かります。しかし──」

「待ってください！」

　イハナのかたわらに控えていた、こちらは普段着ぎの少年（ちなみに彼は名をホミンという）が耳を片手で覆おおいながら言う。

「イハナさま！　区画Ｂ─17にて目もく撃げき情報！」

「反対方向で、ですか？」

「で、でもこちらは間違いないそうです。猫耳、青い着物にお面をかぶり、現在、金魚すくいをしていると」

「……金魚救すくい？　ああ、水すい槽そうに入った金魚を網あみで救い出すという……」

　うなずくメイド、

「何やらベタなかん違いをしているような気もしますが、とにかく急ぎましょう」

　移動を開始する、一同。




　　　　◆




『よし、いまや！』

　イハナのグループが移動を開始したのを『念ねん話わ』で確認し、エレナは的てき屋やと化している『ザ・ワン』の『端たん末まつ』たちに指示を出した。イハナの間かん諜ちようが目を離している（長く見続けているとサクラに気づかれる、らしい）すきにサクラの周囲が品変わり、たちまち一いつ軒けんだった金魚すくい屋が向かい合わせに八件並ぶ。さらにそのひとつ向こうの列に突然プレハブが立つ。

　美み里さとがサクラに近づいた。

「あのさ、サクラ……って、きゃあ！」サクラの後頭部をはたく。

　口から金魚を吐き出して、サクラは首を押さえた。

「……痛いよ山やま本もとさん、何するの？」

「そ、それはこちらのせりふよ！　食べちゃだめじゃない！」

「……なんで？　獲とれたての新しん鮮せんなのに」

「新鮮じゃない！　いや新鮮かもしれないけど、金魚は食べるものじゃないの！」

「……だったらなんで、捕まえるの」

「……え」

「捕まえた獲え物ものは、食べなくちゃ。それが礼れい儀ぎなんだよ」

「……いや、あの……」首を振る。「とにかく、食べちゃダメ、……ね？」

「……じゃあ、逃がさなきゃ」

　ちぇー、と言いながら、サクラはかたわらに置いたバケツを水槽にあけ、すくった金魚を水槽に戻した。全部で五分で三十八匹は和わ歌か丘おかの縁えん日にちにおいて新記録達たつ成せいだったが、あいにくと公式の記録には残らなかった。

「あのさ、サクラ、次は向こういこ」

　プレハブにサクラを引っ張りながら、たずねる美里。

「もしかして、サクラ、お祭りはじめて？」

「うん！　だからとっても楽しいよ！」

　二人を見送り、ため息をつくエレナ。

　ちなみに、そのよこで神かん名な木ぎ唯ゆいは一いつ所しよ懸けん命めいガムの型抜きをやっていて、たまに的屋のおじさんと欠けてる欠けてないで言い争っていたのだが、ふと顔を上げ、周囲が自分のところを除いてすべて金魚すくいになっていることに驚いた。

「うわ？　ええ？」

「おっと姉ちゃん、余よ所そ見みはこの伝説のレベル６をクリアしてからにしてくんな！」

「ええ？　レベル６？　これ、何？　ゴモラと大阪城？」

「なぁ唯ゆい、うち、ほかのん見てきてええ？」

「いいよ。あたし六時間はここにいるから」

「……祭り終わっとるがな」

　プレハブへと走っていくエレナ。

　やがて、着物を取り替えたサクラとエレナが現れ（身長差のせいでエレナは実にセクシーな格かつ好こうと化していたが意に介している余よ裕ゆうはなかった）、二人は美み里さとと一緒に別の区画へと走っていく。

　しばらくして。

　えらく冷たい声が聞こえた。

「どの金魚屋のどの青い着物のどの猫ねこ耳みみですか」

「……あの、ええと……」

「かたっぱしから当たってみましょう。イハナさま。金魚すくいはどうです？」

「……こんなにたくさん屋台が出るとは、金魚救すくいとは、なんとも人気な商売なのですね」

　舞まい原ばる家の姫君と、えらく恐きよう縮しゆくしている普段着ぎの少年と、そして何やら楽しそうに、金魚をすくうときは枠わくと柄えを使うんですよ、その際さい金魚にたたきつけるのもまぁありです。いえほんとはいけないんですけどね、と楽しそうに解説しているメイドが金魚すくいの店と青い着物の女性ばかり並んだ一角に入ってくるのを見、

（……もしかして、イハナさんから逃げているのかな）

　唯はため息をつき、レベル６に挑ちよう戦せんするため机に向かって屈かがみこんだ。




　　　11．（午後？時）




　青白くかすむ壁に囲まれた闇やみに。

　ゆっくりと、一歩、踏み込む。

　きれいに円形にくりぬかれた、明らかに自然の創作物ではない部屋の、その真ん中に、台がある。台のうえには大きな棺かんおけ。ふたはかぶせられてはおらず、脇によけられている。

　背せ筋すじに何かが、走る。

　傷だらけの腕に鳥とり肌はだが立つ。

　昇のぼるはゆっくり、また一歩、踏み出した。

　まだ、棺おけのなかは見えない。

　そぉっと、まさしく寝ている子を起こさないように静かに、ゆっくり、一歩を歩む。

　少しずつ、見えてくる──

「──！」

　昇のぼるは二歩ほど退さがり、そのまま座り込んだ。

　ゆっくりと、背中からハンマーを下ろす。

　目のまえに、ハンマー、木の杭くい、なたそして十字架かをならべる。ふと、十字架を取り、ひざまずいた体勢になって、十字架をひたいに当てる。

　自然に、昇は祈っていた。

　神に、祈る。いや、誓ちかう。

（ああ、神さま、助けてくれとはいいません）

（だからお願いです。最後まで、ぼくを見ていてください。ぼくがこれをやりとげられるよう）

（このおぞましき行為を、ぼくが最後まで、やりとげられるよう──）

　立ち上がり、十字架だけを持ったまま、棺かんおけに向かう。

　青年──吸きゆう血けつ鬼きの本体が、目を閉じ、死んだように横たわっているのが見える。

　その両手を腹のうえで合わせて。

　昇はふと、思った。

（……ちょっと待て）

（さっき見たとき、手はあそこにあったか──？）




　　　12．（午後八時五十分）




「ちょっと待ってください」淡たん々たんとした声が聞こえてくる。「ヨーヨーというのは、釣つれるものなのですか？」

「ええ。ちゃんと針と糸で釣れますとも。とろくさ……いや、どんくさ……いや、不ぶ器き……おててのかわいいイハナさまにもきっと簡単に釣れますよ。釣ったら、びったんびったんして遊ぶんです」

「びった……それは本当に、私の知るヨーヨーですか？　そのまえに、サクラはなぜヨーヨーなどを……」声が遠ざかっていく。

　他の『端たん末まつ』の目を使いイハナが通り過ぎたのを確かめ、『通行止め』の札を立たせると、エレナは美み里さとに言った。

「さて、次や」

「……うん」じっと、エレナの顔を見る、美里。

「……何？」

「……すごいね。鴨かも音ね木ぎって」

「ほめられたもんやないよ、こんなん。人間じゃない、吸きゆう血けつ鬼きの力やし」

　沈ちん黙もく。

　言いにくそうに美み里さとは口ごもっていたが、やがて意を決し、口に出した。

「……あのさ……」

「ん？」

「吸血鬼になった人間って、もう人間には戻れないの？」

　沈黙ののち。

　エレナは首を振った。

「……いや」

「戻ること、できるんだ！」

「……完全に、は無理やけどな」空を見る。「まえに言ったとおり、『ザ・ワン』はネットワークが生み出す存在やから、『ザ・ワン』を形成するネットワークを壊せさえすれば、まだ人間部分が多いもんは人間に戻れる──つうか、自分を守るために既き存ぞんのオード・ネットワークに擬ぎ態たいするだけやけど」

「……擬態って」

「擬態つうても遺い伝でん子しレベルで宿やど主ぬしに擬態するから、これはもう人間と一緒や。ただこれは人間部分が多かったときの話で、『ザ・ワン細さい胞ぼう』のほうが多かったときは……

　ただもう崩れ去るのみ、や」

「……エレナは？」

「まだ脳だけやから、人間に戻れると思う。けど、現実問題、『ザ・ワン』のネットワークを壊すのは無理やし。可能性があるとしたら、この土地の人間全員を飛行機に乗せて、どっかほかの『招かれざる土地』に連れて行くことぐらいで……」

「でもそれなら、舞まい原ばる家ならできるよね？」

　どうかな、と首を振るエレナ。

　美里が何か言いかけたとき、二人のかたわらの仮設トイレが開き、サクラが出てきた。

「お待たせ！」

　的てき屋やのはっぴを着、ねじりはちまきをしたサクラの姿に拍手するエレナと美里。

「うん、かわいい！」

「ほんまにあっとるわ」

「へへ、そう？」

　──と。

　イハナの動向を追わせている『端たん末まつ』から緊きん急きゆう信号が入り、エレナはちっと舌した打うちをした。

　小声で美里に告げる。

「しもた、スタッフに見つかった！」

「ええ？」

「……やばい、イハナがすぐに戻ってくる。サクラをはやく、どこかつれてって。うちは時間を稼かせぐから！」

「うん、分かった。サクラ、いこ！」

「え？　そっちは戻る方角──」

　美み里さととサクラが遠ざかるのを見送りながら、エレナは『オード』の触しよく手しゆを伸ばし、首をひねった。

（……しかし、おかしい）

（スタッフの動向をとらえられなかった──いや違う、なんか『ザ・ワン』の統とう制せいが、うまく取れていない）

（──『ザ・ワン』のネットワークが弱くなってる？）

　ああダメだ、考えているひまはない、イハナはすぐに戻ってくる──だが。

（『ザ・ワン』に、いったい何が起こっている？）




　　　13．（午後？時）




（──いいや、気のせいだ、手は最初からあそこにあった）

（怖がって、すくんでいるだけだ！）

　十字架かを持ったまま、ゆっくりと、進む。

　はっきりと、見えてくる、横たわる青年の、姿。目を閉じ寝ているだけにもかかわらず、圧倒的な雰ふん囲い気きがある。空気がねっとりと重くなり、水のなかを歩いているかのような。

　──あの胸に、杭くいを打ち、

　──その首を、切り落とす。

　ああ、でもぼくにそんなこと、はたしてできるのだろうか。手のなかによみがえるのは、『レッド』のリーダー新しん堂どう一いち郎ろうの頭を殴なぐりつけたときの感かん触しよく。でもこれからやることは、あのときなんかの比ではない。

『レッド』もまた、現在の和わ歌か丘おかの大きな問題だった。なにやら悪あく魔ま主義者のような格かつ好こうをして町を練ねり歩く『レッド』たちの冗じよう談だんのような姿は、しかし弱いおとなから希望を奪うにはじゅうぶん過ぎた。が、かなり問題になっているにもかかわらず、『ブルー』は『レッド』においそれと手出しができなかった。なぜか？　昇のぼるが新堂を傷つけたからだ。そのせいで、『レッド』の面めん々めんは武器を持つようになったからだ。すべては昇が仲間をまとめるために新堂をピエロ扱いしたせいで──

　手のなかから消えてくれない、いやな感覚。

　だがこれからすることは、その比ではない。

　たぶん、自分が心安らかに眠れる日など、もはや訪れないのだろう。

　それでも、ぼくはやる。

　昇のぼるは一歩、踏み出した。

　と。

　青年の目が、開いた。

　真しん紅くの赤をたたえた瞳が昇をとらえる。




　　　14．（午後九時三分）




「いったいどういうことなのです」イハナはかたわらの少年（でも年上）にたずねた。

「さきほどから、なぜ報告があるたびにサクラの服装は赤だったり青だったり緑だったりピカソだったりテキヤだったり千せん変ぺん万ばん化かしているのです？」

「……さ、さぁ」

「まさかとは思いますが」通行止め、と書かれた札を見ながら、言う。「私とサクラを会わせまい、としているのではないでしょうね」

「と、とんでもない、まさか──」

「でもまぁ、これは確かにおかしいですわね」

　通行止めの札を見て、その先の縁えん日にちの屋台をながめつつ、メイドは口を開いた。

「確かにだれかが、お二人を会わせまいとしてるような気がします。……というより、サクラさまが逃げ回っているかのような」

　イハナはショックを受けたとは微み塵じんも感じさせない口く調ちようで言った。

「そんなバカな。世界のどこに妹から逃げる姉がいますか」

「世界は広いものです。きっとどこかにいるでしょう。でもまぁそれはともかく、相手はサクラさま、何でもありの方ですし、あの方の行動など予測するほうが無む謀ぼうです」

　イハナは深く納なつ得とくした。

「それはまぁ、確かにそうです。それで、サクラはいま？」

「テキヤの格かつ好こうをして、Ｃ─19で射しや的てきをやっていると」答える少年。

　メイドの目がきらりと光る。

「……監かん視しに伝えなさいな。サクラさまが手に入れる景品をよく見ておくようにと。ではイハナさま。参りましょう。通行止めとありますが、この際ここを突っ切って──」

　──と。

　通行止めの方角から、やけに甲かん高だかいひそひそ話が伝わってくる。

「──知ってるか？　浴衣ゆかたのしたにはパンツを着けないのが本当なんだぞ？」

「ええ？　でも浴衣用のパンツってあるじゃんか」

「あれは近年生まれたものだ。本当は着けないのが正しい着き方かたなんだ。本当に着物のことを分かっている人は、パンツなんか着けないのさ。……ああ、そして見ろ、舞まい原ばるのお姫さまだ。浴衣ゆかたが実に似に合あっているなぁ」

「何しろ着物が普段着の方だからな。見事に着こなしてらっしゃる。よく分かってる。うん」

　──沈ちん黙もく。

　やけに感じる、周囲からの無ぶ遠えん慮りよな視線。

　かたわらの少年が首を振る。

「──全員やっつけちゃいますか」

　無表情に答えるイハナ。

「なぜです。なぜ突然そんなバカなことを」

　メイドが微笑ほほえんだ。

「ではイハナさま、わたくし、ちょっとパンツを買ってきましょうか。それとも道を変えて──」

　メイドの言葉をさえぎって、淡たん々たんと無感情にイハナは言った。

「その必要はありません」

「イハナさま？」

「私は別に、どこも間違ってはいません。だから当然、恥じるところもありません。着けるべきときは着け、着けるべきでないときは着けない、ただそれだけです。私はなんら恥じることなくこのままでこの道を歩みます」

「……イハナさま……」感かん嘆たんの声を上げるかたわらの少年。

「ああ、さすがはお嬢じようさま」よよ、と崩れるメイドの少女。「ああ、それでこそ舞原家の姫です。そうですとも、ええ、この場合は着けているほうが間違っているのです。もうこの際、舞原家で御お触ふれを出してしまいましょう。『着物のしたは、パンツ不可！』と！」

「私の名前を変なふうに歴史に残すのはやめてください」

「とにかく、それでこそイハナさまです。これでわたくしも、コウさまに対してうそつきにならずにすみますわ」

　イハナは止まった。

「……い、いま、なんと？」

「え？　ああ、あのですね。実はまえに、コウさまと世せ間けん話をしているとき、そういう話題になったのです。イハナさまは制服のときはともかく、着物のときは履はいてない、だからコウさまと会うときは、たいてい──イハナさま？　ああ、しっかり、イハナさま──？」

　イハナが立ちくらみを起こしてふらふらしている間に、エレナはサクラが遊んでいる屋台とイハナたちとの間にまったく同じ風景の区画を、『端たん末まつ』を使い作り出した。もちろんサクラと同じ格かつ好こうをした『端末』に、射しや的てきをやらせるのも忘れていない。ちなみにそこは唯ゆいが型抜きに挑ちよう戦せんしている場所だったりして、唯ゆいはふと顔を上げまたも周りが品しな変わりしていることに驚いたが、すぐに集中力を取り戻しガムの型抜きに戻った。ガムの型抜きは片手間でやれるようなものではなかった。




　　　15．（午後？時）




　皓こう々こうと燃える真しん紅くの瞳に見つめられ、昇のぼるの心臓が一いつ瞬しゆん止まる。

　空気が一気に重さを増し、昇の肩にのしかかる。

　三日月のような笑みを浮かべて吸きゆう血けつ鬼きは、言った。

「……もう少し、だったのにな。残念だが。

　たったいま、日が沈んだぞ」

（……ああ、ああ、そんな、うそだ）

（落ち着け、冷静になれ、最後まで、考えろ、考えろ、考えろ──）

「もう、終わりだよ、少年。逃げても、無む駄だだ」

（まだやつの手は、届かない。まだぼくをつかまえられない──なのにやつは、目を開いた）

　──昇はゆっくりと、動き出した。

　圧倒的な暴力の雰ふん囲い気きのなかを、ほとんど自動的になって、戻るのではなく、吸血鬼に向かって一歩を踏み出す。

　笑い声が、響ひびく。

「ほほう、みずから殺されに来るか。感かん心しん感心」

　昇はそれでも、一歩を踏み出す。ほとんど無意識に。まるで何かに突き動かされているかのように。退さがらず、進む。

「安心しろ、その勇気に免じて一瞬で殺してやろう」

　──恐怖を、感じていないわけではない。

　が。

（落ち着け、冷静になって考えろ）

（なぜ、あそこで、目を開いた？）

（なぜぼくが近づくまえに、口を開いた？）

　一歩、踏み出す。

　もう互いの手の届く距離。

　やがて吸血鬼の、声質が変わる。

「よせ、よすんだ、やめろ──」

　昇の手は震えることなく、吸血鬼の胸に持っていた十字架かを置いた。

　硫黄いおうのようなにおいが、立ち込める。




　　　16．（午後九時十八分）




　突然イハナが倒れ、近くのテントに運び込まれてから、スタッフたちの姿が消えた。

　それでも油ゆ断だんなく『端たん末まつ』に周囲を見張らせながら、エレナは『オード』の触しよく手しゆを伸ばし、遼りよう子こを探した。

（──遼子？　どこだ？　どこにいる？）

　いつもなら、和わ歌か丘おかに張り巡らされた『オード』のネットに乗ってすぐに見つけ出せるのだが──

（『オード』の糸が──ネットが、弱い、いや、どんどん弱くなっていく）

（これはいったい、どうしたんだ？）

『端末』が、サクラが動き出したことを伝えてくる、その『念ねん話わ』すらかすかになっている。

（──まさか、まさか、まさか──）

　程なくして現れる、サクラと美み里さとの姿。

　サクラは手に、射しや的てきで得た大きなタコのぬいぐるみを持っている。

　エレナを見つけ、叫ぶサクラ。

「あーっ！　鴨かも音ね木ぎさん見つけた！　唯ゆいちゃんも！」

　エレナのしたのほうでがりっという音と、「ああ！」という悲鳴が上がったが、それはあまりに小さな声だったのでエレナにしか聞こえなかった。

「お、おうサクラ。どないした」

「最後はね、花火だって！　みんなで叫ぶんだよ、『たまぁ！』って！」

「『たまぁ！』じゃない、たまや。猫じゃないんだから」と、美里。

　そんな二人を見、意味もなくうんうんとうなずきながら、エレナは安あん堵どのため息をつく。

（よし、花火が終われば、撤てつ収しゆうできる。どこかに友だちの家があることにして、そこに……）

　──と。

『エレナ！』急を要する念話の叫び。『舞まい原ばる家が、動き出した！』

　そしてエレナは、『端末』の見た映像をとらえる。

　テントから出、走り出す、たすきをかけた着物の少女とメイドの姿──




　　　17．（午後？時）




　十字架かは吸きゆう血けつ鬼きの胸のうえで、ばちばちと音を立てていた。

　吸血鬼の胸に沈み込もうとするのを、それを上回る再生力で耐えているらしい。

　だが昇のぼるはそれを確かめもせず、杭くいと槌つちを取りに戻る。

　左手に杭、右手にハンマーを持ち、なたを腰に挟はさみこむと、昇のぼるは再び、吸きゆう血けつ鬼きに向かって歩き出した。

　吸血鬼が叫ぶ。

「もう遅い！　もう、いますぐにも夕日は沈む！　そうしたら、きさまなんか！」

　吸血鬼の怒りの叫びに空気が振動し、部屋中がびりびり震える。吸血鬼が大声を出すたびに、昇の内ない臓ぞうが大きく跳ねる──だがそれとは裏うら腹はらに、心は落ち着いていく。吸血鬼が叫ぶほど、恐怖のほうは消えていく。

　昇はついに、吸血鬼のかたわらに立った。

　昆虫を見るような目つきで吸血鬼を見下ろすと、なんの躊ちゆう躇ちよもなく、胸に置かれた十字架かによって区切られた、四つの空間、その向かって右下の部分──心臓の部ぶ位いに杭を当てる。

「よせ、やめろ！」吸血鬼は叫んだ。「子供のきさまがそれをすれば、きさまは永遠に呪のろわれる！　きさまはもはやまともな道は歩めんぞ！」

（──だから？）

「よし、分かった！　きさまの家族には手を出さない。約束しよう！　きさまときさまの家族は助けてやる。そしてこの国をくれてやる！　きさまの望みはなんだって、かなえてやる！　だから、やめろ！　わたしにそんな、杭のごときを当てるんじゃない！」

（ぼくの望みは、ただひとつだけ）

　昇は杭くいを、吸きゆう血けつ鬼きの左胸に立て、傷だらけの左手でそれを支え、ゴムのハンマーを持った右手を振り上げた。
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「よせ！　やめろ！」吸血鬼が叫ぶ。「──きさまはこれが正しいことだと思うのか？　それが善だと思うのか？　どちらが生き延びるべきか、きさまは本当に考えているというのか──」

　昇がはじめて、口を開く。

「──いいや、吸血鬼。これは決して正しくない。

　それでも、ぼくは──」

（コウさんは、かつて葉は切ぎりという人に、言った）

「よせ、やめろ！　やめてくれ！　だいたい虫けらのようなきさまが、唯一ザ・ワンたるこのわたしを倒そうとなんかするんじゃない！」吸血鬼が叫ぶなか──




「──悪には悪で、立ち向かう」




　言葉とともに、昇は思い切り、ハンマーを振り下ろした。

　ごきっという音とともに、

　杭くいがずんと、胸に沈んだ。




　鮮せん血けつが、噴ふき上がった。




　　　18．（午後九時十九分）




　爆ばく音おんを立て、花火が、上がる。

　すさまじい勢いで連続で花火が打ちあがる。たちまち辺りに火か薬やくのにおいが立ち込め、白い煙が漂いだす。近距離からの打ち上げによる鼓こ膜まくを震わす轟ごう音おんと夜空に咲いた大たい輪りんに、サクラは美み里さとの手を握ってはきゃあきゃあ声を上げている。

　その視線は空にあり、その耳は爆音にさえぎられている。

　花火を予定より早く打ち上げさせると、エレナは『端たん末まつ』に指示を出し、サクラに変装させた『端末』たちをイハナの近くに目くらまし用に配置すると同時に他の『端末』に暴ぼう徒とを装わせ、たすきがけした舞まい原ばるの姫とメイドの少女を取り囲ませた。あわててスタッフたちが二人の救助に駆け寄るが、何しろすさまじい人ごみ──それもエレナの意志に従う──に邪じや魔まされてイハナたちを助け出せないでいる。よし、とエレナは思った。これでいい、もちろん、舞原家の人間にけがをさせるつもりはない。ただサクラをこの場から離すまでの間、動きを止めていられればいい。

　何なに気げに美里と腕を組み、空を見上げながら歩き出す。

　当然サクラもそれに引っ張られ、少しずつ、場から離れだす。

（よし、よし、……これで──）




「サクラ！」




　心臓が止まるような感覚に襲おそわれて、エレナは正面を見た。

　帽ぼう子しをかぶった少年が、こちらをさえぎるようにして、立っている。

　いや、確かにその凹おう凸とつのない小さな身体からだは少年っぽいが、その顔は──

「あれ？　うわぁ！」花火の炎ほのおに浮かび上がったその顔に、サクラが笑った。

　帽子を脱ぎ、腰をも越える烏からすの濡ぬれ羽ばの長ちよう髪はつをおのが周囲にあふれさせ、男だん装そうしていた舞まい原ばる家の姫、サクラの妹舞原イハナがうなずいてみせる。

「……久しぶりですね。サクラ」

　エレナの、そして美み里さとの顔から血の気が引く。

　そしてエレナは感じる。周囲の視線がすべてこちらに集まるのを。

　脳のう裏りに声がよみがえる。

　もしもサクラが、連れ帰られたら──

（ああ、分かっている。分かってる──）




　　　19．（午後？時）




　身体中に血を浴びて、それでも昇のぼるは、杭くいが胴どう体たいを貫つらぬき棺かんおけの底に届くまで、打ち続けた。

　最初すさまじい勢いで噴ふき出していた血は、いまやじくじくあふれるだけになっている。

　その口こう腔くうを鮮せん血けつで満たし、ごぽごぽと配水管のような音を立てながら、吸きゆう血けつ鬼きは自分の首になたを当ててくる昇に向かって、言った。

「やめるんだ、いまならまだ、間に合うぞ？　ごっ」

　首になたをたたきつけられ、言葉が止まる。

　が、子供の力では、首は切断できない。

「……」昇はなたを吸血鬼ののどにあてたまま、きびすを返した。

　その背中に、なおも訴える吸血鬼。

「……ここで……引き返せばまだ間に合う。おまえの手についた血は、洗い流せる。だがこのさきに進めば、きさまはもう戻れない。きさまは殺人者として、永遠に、呪のろわれる」

　昇はかがみ、ハンマーを拾い上げた。

　吸血鬼が言う。

「いいことを教えてやろう──わたしが消滅すると同時に、この洞どうくつは崩ほう壊かいする。きさまはここで生き埋めになる。きさまはここでわたしと死ぬのだ。

　生き埋めが──窒ちつ息そくし、身体からだを押しつぶされる死が、どれほど苦しいものなのか、きさまは知っているのか？　それでもきさまはやるというのか？　生命を捨ててまで！」

　ハンマーを両手で持って、吸きゆう血けつ鬼きのもとへと向かう。

　吸血鬼は目鼻口耳、考えられる限りの穴から血を流しつつ、叫んだ。

「なぜきさまがそこまでする！　なぜそこまでする必要がある！　自分を犠ぎ牲せいにしてまで！」

　昇のぼるは意識せず、答えていた。

「ぼくが、三み鷹たか家の子だからだ」

　ゆっくりと、棺かんおけのなかへと入り、吸血鬼の首をまたぐ。

　少し考え、吸血鬼ののどに渡してあるなたの刃はを足であらためて立て、刃やいばの端のみねを片足で踏む。そうしておいて、ハンマーを、頭上高く振り上げる。

「！」

　吸血鬼が、微笑ほほえんだ。

　先ほどまでとはうって変わったやさしい口く調ちよう──むしろあの教会のときの口調──となって、言う。

「昇くん。ひとつだけ教えておこう」

「……」

「この世には、無料のものなどありえない。だれもが代価を支払い、だれもが代だい償しようを支払い、そして借りたものは返さなければならない。──だれもが、必ずな。

　それが自分の生命や、生命より大切なものだとしても。

　きみには、その覚かく悟ごがあるか」

「……ぼくはただ、するべきことをするだけだ」

「それこそ神の望みし答えだよ、昇くん」吸血鬼は笑った。「さて、それじゃあ──

　楽しかったよ、昇くん。本当に、ね。

　またすぐ会おう。さきに行って待ってるよ」

　昇は何も言わず、ハンマーをなたに向かって振り下ろした。

　一撃げき、二撃、三撃──

　四度目の打撃を待たず、それは切り落とされた。




　　　　◆




　首を落とされた吸血鬼の胴どう体たいが、首から一拍おくれて、棺おけのなかで白はく煙えんを上げ始める。

　と同時に、洞どうくつが振しん動どうを開始する。

　昇はよろよろと吸血鬼から離れ、棺おけのふちに足を取られて棺おけから転がり出、倒れこんだ。

　揺れだした洞どうくつを身体からだ全身で感じながら、ふふ、と笑う。

　どうやらあの吸きゆう血けつ鬼き、これについてはうそを言ってなかったらしい。

　さきに行って待ってると、あいつは言った。

　たぶん、ぼくはここで死ぬんだろう。

（……いいよ、別に。どうせ、もう……）

　あの堂どう島じまコウならきっと、こんな状況でもあきらめないのかもしれない。

　でもぼくは、堂島コウじゃない。

　どんどんと揺れが激しくなる、洞くつ内。

　天井からぱらぱらと砂がこぼれだす。

　ふと、昇のぼるは目を開いた。

　のろのろと、しかし確信を持って身体が動く。ほとんど自動的になって、昇の身体は棺かんおけのふたを持ち上げる。意識せず、重いふたをなんとか棺おけに載せて、自分も棺おけのなかに転がり込む。何をしているかも分からずに。なぜぼくの身体は動くのだろうと思いつつ──

　すさまじい爆ばく音おんが響ひびき。

　洞くつが崩れだし、そして昇は意識を失った。




　　　20．（午後九時二十分）




　少しずつ、人の輪がせばまっていく。

　エレナは深しん呼吸し、身構えた。

（……ただ殺されはしない。殺させはしない。抵抗してやる、最後まで）

『オード』の眼めには見えない不ふ可か視しの触しよく手しゆをたわませる。それを相手につなぐことで、エレナは『ザ・ワン』の『端たん末まつ』たちをある程度操あやつれる。何人までを同時に、しかもこの状況で操れるかは分からないが。

（それでも……あきらめない！）

　なぜかは分からないが、『ザ・ワン』の『端末』同士をつなぐネットワークが弱まっている。いや、どんどん弱まり続けている。これならもしかして、──少なくともイハナたちが逃げ切るまでは抵抗できるかもしれない。向こうの統制をかき乱しまくれば。

　聞こえてくる、イハナの声。

「久しぶりですね。サクラ」

「とんでもねぇ」サクラは笑った。「あたしゃウメさんだよ」

（そしてエレナと美み里さとはぎょっとした。サクラの言葉に、本当に、ぎょっとした。）

「やめてください」無表情に言うイハナ。「サクラ……姉さん。まだ怒っているのですか？」

「ううん？　怒ってないよ？」笑顔で空を見上げる。

　いまだ上がり続ける花火を見て言う。

「お祭りって楽しいね！　あたし、とっても楽しかった！」

「そうですね」とても楽しかったとは思えない平へい坦たんな口く調ちよう。

　沈ちん黙もく。

　しばらくして。

　イハナは口を開いた。

「あの、サクラ」

「なぁに？」

「……実は、その」こほん、とのどを鳴らして言い直す。

「実は、今日、堂どう島じまコウから、キャンプに行かないか、との誘いを受けました」

「キャンプ？」サクラの顔が輝く。

「ええ。一週間ほど、泊まりがけで、山に。みんなで、どうかと」

「うわぁ、いいなぁ。楽しそう！」サクラの顔がさらに輝く。「山かぁ……いいねぇ。絶対に、楽しいよね、山は遊べるもの、おいしいもの、たくさんあるし、楽しいよ」

「そうですね」だったらなんでそんな楽しくなさそうな顔をしているんだろう、とたずねたくなるような顔をしてうなずく。

「きっと、楽しいキャンプになるでしょう」

「うん！　絶対楽しいキャンプになるよ！」

「……ただ、夏休みももう残り少ないですし、日程が明日からなのです」たたみこむように続ける。「あまり時間がありませんが、いまから準備できますか？」

　ざわ、と人の輪が、近づく。

　美み里さとの手が、エレナの腕をつかむ。

　エレナは息を吸い、そして──

（──え？）

　イハナはかすかに目を開き、サクラを見た。

　かすかに震える声で、たずねる。

「……い、いまなんと？」

　サクラはあっけらかんと答えた。

「ごめんね、って言ったの。あたし、キャンプにはいかないから」

　しん、となる。

　いつの間にかイハナのそばに来ていた（そしてなんらかの雰ふん囲い気きを感じ取ったのだろう、緊きん張ちようした顔をして周囲を見回していて、それはかなり精せい悍かんな感じなのだがイハナの着物で女じよ装そうしているために全部だいなしになっている）少年とメイドの少女もぎょっとしてサクラを見ている。

　予想外の答えに意い表ひようをつかれたのだろう、かすかに震えの感じられる声で、イハナが聞いた。

「な、なぜです？」そして思わず言ってしまう。「ま、真ま嶋じま綾あやが来るからですか？」

「うんそう」サクラはあっさりうなずいた。

　そしてうーんと首をかしげる。

　この少女にしては珍しく明らかにダメージを受けているのが分かるイハナに笑って言う。

「あのね、ハナちゃん。あたし、真嶋さん、嫌きらい」

「……そ、それは……」

「でもね、ハナちゃんの大事なお友だちなのは分かるよ。だからね、大丈夫。あたしも友だちいるから、友だち大事なのは分かるから。ハナちゃんの友だち、冬ふゆ月つきさん以来だし」

「……」

「あのね、今回怒おこったのは、あたしが間違ってたんだよ」微笑ほほえみを浮かべて言う。「だから、ハナちゃん、真嶋さんのことは大事にしなきゃ。あたしも少しずつ慣れていくから心配しないで、仲良く遊んで。キャンプに一緒に行くんなら、あたしのことは気にしないで、あたしに気なんか使わないで、二人でもっと仲良くなってね。そういうのって、とっても大事な時間だから」

「……で、でも、サクラは……」

「別に遠えん慮りよしているんじゃないよ」

　サクラはたたたっと走って唯ゆいをひっぱり、エレナと美み里さとの間に入って腕を組んだ。

「あたしもいまはね、友だちと遊ぶ時間なの。とっても大切な、時間」

「……」

　たたたっと走り、今度はイハナにかけよる。

「……あ」

　妹をぎゅうっと抱きしめ、言う。

「ちょっと寂しいけどね、あたしとイハナは、もっと別々にならなきゃ。双ふた子ごでも、いつまでも一緒じゃだめなんだ」

「……サクラ」

「うう、娘を嫁よめに出す心しん境きよう」サクラはイハナの頭をかいぐった。「気をつけてキャンプいくんだよ。いい？　いじめられたらすぐ言って。あたしはいつでも飛んでいくから。……でも、それまでは別々に、がんばらなくちゃね」

　ぎゅうっと、抱きしめる。

　おそるおそる、抱きしめ返す。

　なぜかメイドの少女も二人に抱きつき、女装した少年はうろうろと困っていたりして。

　場の緊きん張ちようが、解けていく。

　ほとんどへたり込むような感じで、エレナは美里と唯によりかかった。

　心のなかで、思う。

（よかった、よかった、よかった──）

　気がつくと、

　ネットの感覚が、消えている──
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　　　21．（午後九時二十六分）




「昇のぼるくん！　昇くん！　昇くん！」

　自分に呼びかける声で、昇はぼんやりと、目を開いた。

　視覚に入ってくるのは、ひたいに『Ｉ』の烙らく印いんがある本のような四角い顔。

「……いな、ぶき……さん」

「よかった！　ああ、よかった、神よ！」

　牧師にきつく抱きしめられ、少しずつ、記き憶おくがよみがえる。

「……ぼ、ぼ、ぼくは……」

「山すそが崩れて、棺かんおけと一緒に飛び出してきたんだよ！　ああ、洞どうくつが崩れ出したときにはどうなることかと思ったが──」

　はっ、と気づき、昇のぼるは身体からだをよじり、牧師から離れた。

　背後を、そして周囲を見渡す。

　どっぷり日が暮れているなかに、

　がけ崩れを起こしたようになっている、洞どうくつのあった山すそ。

　昇は牧師を見た。

　ああ、と牧師はうなずいた。

　感かん極きわまったかのように言う。

「ああ、感じた。感じていたよ、吸きゆう血けつ鬼きの気配、その気配が、だんだんと弱くなるのを──消えていくのを！

　勝ったんだ！　きみは勝ったんだよ、昇くん！　吸血鬼の気配は完全に消えた！　もうあそこに、吸血鬼はいない！」

　再び昇を抱きしめてくる、力強い手。

　昇は放心したように、その抱ほう擁ようを受けていた。

（──勝った）

（──ぼくは、勝った、吸血鬼に、勝った──）

　は、と気づく。

　稲いな吹ぶきさん！　と牧師に言う。

「すいません、ぼくを、ぼくを送ってください！」

「え？　ああ、ああ。分かった、そうだな。もちろん」

　ポケットから車の鍵かぎを取り出して、走りだす稲吹。

　そのあとに付き従い、いや、追い抜かんばかりの勢いで走る昇。

　心のなかで、つぶやきながら。

（ぼくは、勝った、勝ったんだ！）

（父さんを、あゆむを、みんなを、守れたんだ！）

　父さん、あゆむ、みんな──

　全身を、喜びが包む。

　早くみんなに会いたい。

　そして喜び合いたい。この気持ちを分かち合いたい。早く教えてあげたい。闇やみはもう晴れるだけだということを。明日からは晴天が来るということを──




　　　22．（午後十時二分）




　花火も打ち終わり、祭りは終わった。

　帰りはじめる縁えん日にち客──『ザ・ワン』たち。

　とはいっても本当に帰るわけではなく、完全に危険がない、と判断するまではサクラと舞まい原ばる家の周りにつきまとっているだろうが、サクラがあれだけきっぱり「帰らない」と言った以上、もう危険はないだろう。そう、『ザ・ワン』のネットももうほとんど感じない。これは臨りん戦せん態勢が終わったと見ていいだろう。もっとも、今日は夕方からずっと『オード』のネットが弱かったのだが。それがなぜかは分からないが。とにかく。

　危険は、過ぎた。

　ぐったりと、エレナは地面に座り込んだ。

（──疲れた──）

（とにかく疲れた……力を使い切ったわ。帰ったらまた血ぃもらわんと）

　思わずにへぇと口もとをほころばせ、唇を舐なめ、遠くでサクラとイハナが抱き合い互いのほおにキスしているのをながめる。

　別れる二人。

　サクラはこちらに、歩いてくる。

　イハナが向こうに、歩いていく。

（危険は、過ぎた──）

　美み里さとがサクラのもとへと走る。

　唯ゆいも歩いて向かっている。

　エレナも立ち上がり、歩き出した。

　なんとなく、ぼぉっと、疲労に満ちた充じゆう足そく感にひたりつつ。

　ああ、よかった。

　本当に、よかった。

　身体からだがまるで意識を持ったみたいに動き、エレナをサクラのもとへと連れて行く。美里がサクラに抱きついているのが見える。抱きついて、かわいがり、頭をなで、ほっぺたにキスをしている。んでもってサクラに唇を突き出され、ずささっ、とあとずさり顔を真っ赤にしている。そのほほえましい光景に、エレナは口もとをほころばせ、




　サクラのもとを通り過ぎた。




（──あれ？）

　イハナの方向へと向かい、手を振って言う。

「サクラのことは、心配せんといてな！　わたしらがしっかりそばにおるから！」

　イハナは振り返り、うなずいた。

　きちんとこちらに向き直り、深々と、お辞じ儀ぎする。

「……サクラをよろしくお願いします」

「まかせて！」そして。

　エレナの唇は、その言葉をかたちづくった。




「──今度、遊びに行ってもええ？」




　エレナのなかで、エレナの意識が凍りつく──

（わたし、いま、何を言った？）

　ああ、違う。

　顔をゆがめようとする。言葉をひねり出そうとする。だめだ、やめて、答えないで！　だが身体からだが動かない。顔から笑顔をはぎとれない。なぜなら、ああ、感じる。強大な『オード』が自分を捕らえ、操あやつっている。突然空間に、『ザ・ワン』のネットが満ち満ちていく──いや違う、これまで隠かくれていたのだ、エレナを油ゆ断だんさせるため。

（ああ、うそだ、うそだ、うそだ──）




「ええ、いつでもいらしてください」




　イハナの声が空間に響ひびいた。

　その瞬間。

　和わ歌か丘おかに閉じ込められていた『ザ・ワン』の『オード』が、新たな世界への道を得る。それが分かる。これで外に広がれる──恐怖を感じ、エレナは叫ぼうとした。自分の口を、のどをかきむしり、イハナに異常を伝えようとした。ダメだ、イハナ、ダメだ、ダメだ──だが身体は動かない。油断して、力を使い切っていた身体は相手の『オード』をブロックできない。そしてエレナの心と裏うら腹はらにその身体を操っているのは──

『ついに馬ば脚きやくをあらわしたわね、エレナ』

　頭のなかに、三み輪わ方かた遼りよう子この勝ち誇ったような言葉が届く。

『この裏切り者──でもまぁ、お礼は言っておくわね。ありがとう。

　これで『ザ・ワン』は、日ひ炉ろ理り坂ざかに──舞まい原ばる家に、入れるわ』

（……ああ、ああ、そんな、そんな……）

（わ、わたしが、うちが、そんな──）

　こちらにお辞じ儀ぎをし、去っていく、イハナ。

　止めるまもなく、あっさりと飛行船に乗り込み、ほとんど無音で空高く舞い上がっていく。

（舞原家が、帰っていく──）

　飛行船が見えなくなり。

　しばらくして、エレナの身体を操る『オード』の感かん触しよくが、消えた。

　頭のなかに響ひびく、かりかりという音と、得意げな遼りよう子この声。

『残念だったわね、エレナ。でもね、たとえ心に入れなくても、お見通しなのよ、あなたの考えていること、なんて』

（──おみとお、し）

『まぁ、でも、赦ゆるしてあげるわ。まだ終わっていないし、これからも、サクラをだまし続けるために役に立ってもらわないといけないから。

　……ただし。

　当然、罰は受けてもらうわよ。たぶんあなたにとって、一番きつい罰を、ね』

　──なに？

　エレナは振り返った。

　放心してエレナを見ている美み里さとと（ああ、違うんや、うちは……）、どうしたの？　と美里に聞いているサクラの姿、そして心配げにこちらにかけ寄ってくる、神かん名な木ぎ唯ゆいの小さな姿を見る。それを視覚に入れると同時に、頭のなかで声が笑う。

『そうよ、エレナ。あなたにとって、一番つらい罰──

　あなたの友だちに、その血を捧げてもらうわ。

　あなたが『ザ・ワン』を裏切ってまで守ろうとした友だちの血を、ね』

　エレナは絶ぜつ叫きようをあげようとした。

（──いやだ！）

（そんなの、絶対、いやだ！）

　しかし声は、出なかった。

　空気中に満ち満ちる、『ザ・ワン』の強大な、ネット──

　響く遼子の哄こう笑しよう──




　　　　◆




　はなやかな祭りが終わり、

　闇やみが一気に加速する。




　　　23．（午後十時二分　同）




　飛び降りるように車から出ると、昇のぼるはボロボロの身体からだにもかまわず、家に向かって駆け出した。一いつ刻こくも早く家族に会いたくて。

「──！」

　メイドのサキが、門のところに立っている。

　その手には、十字架かを持って。

（──十字架を、持って？）

（そうだ、敵の親おや玉だまを、操あやつっているやつをやっつけたから、みんな元に戻ったんだ！　サキも、人間に戻ったんだ！　みんな！　みんな助かったんだ！　だからもう十字架だって平気なんだ！）

　人間は、自分の信じたいことを、信じこむ。

　それを信じ、昇のぼるは走った。その後ろでは、稲いな吹ぶき牧師がそのひたいの『Ｉ』の烙らく印いんから血を流し、苦く悶もんしていた。あまりにすさまじい力に。あまりにすさまじい暴ぼう虐ぎやくの気配に。身み悶もだえし、ひざをつく。おとなの彼はすべてを悟さとり、昇を止めようと必死で手を伸ばしていたが、当然届くわけもなく、声もかすれて発せられない。

（ああ、神よ、なぜ、なぜ、なぜこんなひどいことを！）

　稲吹の、あふれる涙がひたいの血と混ざり合わさり朱あけと変わるのにも気がつかず。

　昇は、家族のもとに走った。

　サキの後ろに人影があるのに気づき、それが父だと気づいてさらにスピードを上げる。心のなかで、叫びつつ。父さん、もう大丈夫なんだよ、ぼくたちは、勝ったんだ！　もう何も心配いらないんだ！

「昇！」手を広げ迎えようとする父親の声に、

「父さん！」昇は嗄かれんばかりに声を張り上げた。

　もう戦わないでいいんだ。耐えないでいいんだ。

　もう少しだ。もう少しで、家族の、父さんのところへ──




　サキが、右手に持っていた十字架を、左手に持ち替えた。




　あざのできた右手のひらを、昇に、向ける。




　何が起きたか分からずに、いや理解を拒絶して、昇は走り続けた。転びそうな勢いで。そんな昇の目のまえで、サキは昇の父に十字架を渡した。

　十字架を受け取った父の手が。

　昇のまえではじけ、拡かく散さんし、消える。

　昇の足が、止まった。

　勢いは止まらず、そのまま地面に転げて倒れこむ。

　放心した昇の目のまえに、支えを失った十字架がぼたんと落ちてくる。

　地面に落ちて重たい音を上げた十字架と、そして倒れた昇を悲しそうな目で見つめ、昇の父は、言った。

「まったくおまえはひどいことをするなぁ、昇のぼる」

「……と、と、父さん……」

（……うそだ）

「おまえが『ザ・ワン』の中ちゆう枢すうを破壊したりするから、今度は父さんが中枢を務めることになってしまったじゃないか」乾いた笑い声。「二千年の叡えい智ちと経験と人格は、今日よりおまえの父親が受け継ぐ。分かるか？　昇。父さんが今日から『ザ・ワン』の中枢、『コア』になるんだよ」

「……」

（ああ……うそだ）

（うそだ、うそだ、うそだうそだうそだうそだ──）

「なぁ昇。中枢を殺せば『ザ・ワン』を滅ぼせると思ったのか？」父の唇がうつろに割れる。

「だとしたらおまえはゲームのやりすぎだ、息子むすこよ。そんなのがうまくいくのはゲームのなかだけの話だ。女王アリを殺せばアリは死ぬか？　女王バチを殺せばハチは滅びるか？　いいや。また新たな女王が生まれるだけだ。たとえ中枢を破壊しようと、『ザ・ワン』の『端たん末まつ』がひとつでも残っていたら、それを中枢として『ザ・ワン』は生き返る──

　だれにも、何者にも『ザ・ワン』は滅ぼせない」

「……」

「わたしはあそこでおまえに言ったな？　物事には代だい償しようがつきまとう、と。おまえが中枢を破壊した代償が、これだ。おまえが中枢を破壊した代償に、おまえの父親は中枢になった。完全に『ザ・ワン』化し、もはや日に当たれぬ身体からだになった。どうだ？　これで満足したか？」

　地面に伏したまま、昇は崩れ落ちた。

　頭のなかで、声が叫ぶ。

（──うそだうそだうそだうそだうそだうそだうそだうそだ──これは現実じゃ、ない！）

「なぁ昇」父親の声が言う。「これで分かっただろう。これが現実だ。もはやわたしがミレニアムを創造することは、だれにも止められぬ現実なのだ。

　なぁ昇。この意見には、この世のすべての親が同意してくれると思うが──

　いいかげん夢を見るのはやめ、現実を見るんだよ。

　潔いさぎよく受け入れて、堅けん実じつに、生きるんだ」

　それとも、と声が笑う。

「それともおまえは、いま自分が感じているような絶望を、仲間にも味あわさせるつもりなのか？　それが人を束ねるリーダーの、三み鷹たか家の息子のやることか？　おまえが真にやるべきことは、みなが怖がらないようおまえ自身が率そつ先せんし、みんなを新たな世界へ導いてやることなのではないか？」

　ようやく昇のもとへたどりついた稲いな吹ぶきが、這はうように、昇を守るように覆おおいかぶさり、うめくように言う。

「……それがおまえの目的か」

「うん？」

「そのために、おまえはこんなひどいことをしたのか！」

　昇のぼるの父親──いまや吸きゆう血けつ鬼きの中コ枢アは、笑い声を上げた。

　まさか、と首を振る。

「いいや、それだけではないよ。もちろん、子供たちの希望を一気に打ち砕く目的もあったが、本当の目的は、堂どう島じまコウ、さ」

（──堂島、コウ？）

　昇はかすかに顔をあげ、父親の顔をしたものを見た。

　父親の顔をしたものは、笑い、うなずいた。

「そう、本当の目的は堂島コウ、彼との戦いの、前ぜん哨しよう戦せん──いや、試し金きん石せきだよ。

　昇、おまえで、確かめさせてもらった。

　堂島コウというのがどういう男なのかを」

「ど、どういうことだ！」牧師が叫ぶ。

　吸きゆう血けつ鬼きは、笑った。

「わたしがミレニアムを創造するためには、どうしても堂島コウに勝たなくてはならない。それも、殺してはいけない。彼の精神を屈くつ服ぷくさせ、絶望させ、敗北に導き負けを認めさせなければならないのだ。そうしなければ彼の《Ｉｔ》は手に入らんからな」

「──？」

「だから昇、おまえで試させてもらった」その口がうつろに笑い、三み日か月づきをかたちづくる。「そうだ、昇。おまえに堂島コウのプロファイリングレポートを手に入れさせたのは、わたしだ。おまえに堂島コウの思し考こう方法を身につけさせたのはわたしだ。そして、昇よ、おまえもおまえの女友達も知らないようだから教えてやろう。現在日本では土または土の付着する植物の輸入は禁止されている。……分かるか？　昇、わたしが言っている言葉の意味が」

　鈍くも目を見開いた昇に、吸血鬼は口もとをゆがめ、告げる。

「そうだ、おまえがわたしのねぐらを調べられたのも、わたしのねぐらにたどりつけたのも、すべてはわたしが助けたからだ。わたしがおまえに、都つ合ごうのいい情報を与えたからだ。おまえは最初から、わたしに操あやつられていたんだよ。信じたいことを信じこまさせられてな」

　やさしい笑みを見せ、昇にたずねる。

「なぁ息子むすこ。わたしがいつから『ザ・ワン』だったと思う？」

「……」

「最初から、だよ。」父親は笑った。「そう、最初から──サキを『ザ・ワン』に変えたのはわたしだ。おまえに吸血鬼を怖がらせ、そして十字架かを与えたのもわたしだ。おまえがくじけないよう励ましたのもわたし──すべては最初から、『ザ・ワン』でありおまえの父であるこのわたしが用意したものだ。おまえに堂どう島じまコウになりきらせ、わたしと戦うようしむけるために、最初から、な。

　そして。

　おまえは見事に堂島コウになりきり、戦ってくれた。

　おかげでいいデータが取れた。

　ありがとう、昇。おまえは実にいい息子むすこだったよ」

　ばっと手を振る。

　何もない空中から現れ出たマントをまとい、手を広げる。

　空にかかった月をながめ、笑い声を響ひびかせて言う。

「なぁ昇のぼる。わたしはな、おまえにしたのと同じことを──少し規模は大きくなるが──堂島コウにしようと思っているんだよ。

　だから聞かせてくれないか？　おまえにはまだ、立ち上がる力があるのかどうか。いまだわたしと戦う気力があるのかどうか」

「……」

「おまえがこれだけの目に遭あって、それでもなお、わたしと戦おうというのなら、そもそもこの作戦は堂島コウにも通用しないだろう」

　だが、と笑う。

「だがもう戦えないと言うのなら、それはつまり、堂島コウも戦えないということだ。

　堂島コウとの決闘は、わたしが勝つということだ。

　さぁ、どうだ？　わが息子。おまえには、いまだ戦う気力があるか？」

「……」

「の、昇……くん？」

　昇は、立ち上がろうとしていた。

　目のまえに落ちた十字架かを握り、のろのろと、稲いな吹ぶきから身体からだを放して立ち上がる。

　かすかに、光のない目で稲吹を見る。

　そしてゆっくり、周囲を見渡す。

　──と。




「お父さん？　お兄ちゃん？」




　玄関から出てきた妹の姿を見た瞬間、昇は駆け出していた。

　妹を抱きしめ、そのまま走ろうとする。

　が。

　妹から悲鳴が上がる。

「痛いっ！」

　──昇のぼるは身体からだを離し、妹を見た。

　あゆむの露ろ出しゆつした腕の、あざを見る。

　昇が手に取った十字架かが触れてできたあざ。

　兄の視線に気づき、あゆむは微笑ほほえんで、言った。

「ごめんね、お兄ちゃん。お兄ちゃんの十字架、もう持てなくなっちゃったけど──

　でも、お兄ちゃんがいけないんだよ？」




「これはお兄ちゃんがしたことの、代だい償しようなんだから」




　──声が、聞こえた。

　頭の奥から鳴り響ひびくような、声。

　それが自分の悲鳴だと知ってか知らずか、十字架を取り落とし、昇は叫んだ。

　叫び続けた。

　悲鳴を上げ続けた。

　そして。

　走り出す。

　稲いな吹ぶきの脇を通って、夜の闇やみのなかへと。

　家族がいないところへと──

　吸きゆう血けつ鬼きの哄こう笑しようの響くなか。

　昇の姿はたちまち、闇のなかへと溶けていく。一いつ拍ぱく遅れで、稲吹はあわてて少年を追いかけたが、闇はどんどん深まって、もはや昇の姿をとらえることはできなかった。

　闇は深く、強大で、もはやそれは手遅れだった。




　　　24．（午前三時五十二分）




　ダイニングに座っていたエレナのもとに、唯ゆいがやってくる。

「サクラ、寝たよ」

「……うん、ありがと」

「なんとか言いくるめたけどさ、……朝には山やま本もとさん、戻ってくるんだよね？」

「……うん」

　唯は手を伸ばし、こちらを見ようとしないエレナのほおを押さえて自分を見させた。

　その目を見つめ、聞く。

「山やま本もとさん、どこに行ったの？」

「……」

　目をそらそうとするエレナを強ごう引いんに押さえ、なおもたずねる。

「いったいエレナに、山本さんに、何が起きているの？」

「……」

「話して。エレナ」

「……」

「あたしにも、話せないの？」

　エレナは口を閉ざし続けた。

　話したい。話して楽になりたい。でもそれをすれば、美み里さとの覚かく悟ごが台だい無なしになる。なぜなら山本美里は、本当なら唯ゆいが受けることになっていた仕打ちを受けに遼りよう子この部屋に行ったのだから。何も知らない唯を、サクラを、守るため。しかもその罰ばつは、ただエレナを苦しめるためだけのもの。『ザ・ワン』を裏切ったエレナに罰を与え、警けい告こくするために、三み輪わ方かた遼子はエレナに友人を差し出させた。その血を吸わせろと。そして山本さんは、自分から名乗り出た。これ以上つらい目に遭あう人間を増やさないよう、唯を守ろうと、自ら志し願がんしてくれた。そして、いま──




（おそらく遼りよう子こは、ただ血を吸うだけじゃないだろう。きっと美里を屈くつ服ぷくさせようとする。屈服させ、美里を吸きゆう血けつ鬼きに、『ザ・ワン』に変えようとする）

（お願い、美里、がんばって！）

　ああ、でもそれを願う資格がいまの自分にあるだろうか。

　美里から希望を奪った者がいるとしたら、それは他のだれでもない、自分なのだ。美里のまえで舞まい原ばる家に『ザ・ワン』を招かせたのは、自分なのだから。たとえ自分の意志ではなくても、あのとき自分は、『ザ・ワン』だけでなく美里をも裏切ってしまったのだ──

「！」張りめぐらせていた『オード』の糸が、それをとらえる。

　エレナは立ち上がった。

「……山本が、戻ってくる」

「え？」

「ごめん、唯。わたし、迎えに行かなくちゃ」

「じゃ、あたしも」

「だめ！」あわてて唯を押さえつける。

　そして、言う。

「……お願い、わたし一人で、行かせて……」

　しばらくして。唯はうなずいた。

「分かった」

「ごめん」

「その代わり、必ず山やま本もとさんを連れ戻してね。そして、ちゃんと話して。全部」

　エレナは答えず、答えられず。

　部屋を出た。

　廊下に出、山本美み里さとの『オード』がエレベーターに乗ったのを確認し、そしてその『オード』がいまだ閉じたまま──『ザ・ワン』になっていない、人間のままなのを確かめ、ほっとして、歩き出す。が、美里の乗ったエレベーターがここではなく階下に向かっているのに気づき、あわててエレベーターに向かって走る。

（ああ、美里が、ホテルから出て行こうとしている！）

　──いや。

　彼女がここにはもう戻りたくないというのなら、それをとめる資格はエレナにはない。

　それでもエレナは美里を追った。

　ホテルの回転扉とびらを抜けて、周囲を見渡す。

『オード』の触しよく手しゆを伸ばしつつ、走る。




　　　25．（午前三時五十九分）




　すずり通り、と呼ばれる広い通りで、エレナはようやく美里を見つけ、近寄った。

　放心している美里に、おそるおそる声をかける。

「……み、さ、と」

「……ああ、鴨かも音ね木ぎ」

　美里はエレナに気づき、第一に笑顔を見せた。

　笑って、言う。

「よく分かったね。ここが」

「……どこに、行くん？」

　どこかな、と美里は周囲を見渡した。

　エレナの表情に気づき、笑って言う。

「心配しなくても、ちゃんと目的あったわよ。この辺にね、あたしみたいな子がいるってあの遼りよう子こってやつに聞いて、なんか会いたくなっちゃってさ。なんか、同じ境きよう遇ぐうなら、なぐさめられるかなぁ、って……」しばらくして、笑う。「……違う、ね。なぐさめて欲しいのは、あたしのほうだ。うそつき……」

「……美み里さと」

「そんな心配そうな顔しなくても、ただ血を吸われただけだから、って、分かるのか。あたしが何をされたのか。あなたたちは『ザ・ワン』、ひとつの存在だもんね」

「……」

「……ごめん」美里はうつむいた。「あたし、いま、ちょっとやさぐれているね」

　沈ちん黙もく。

　しばらくして、美里が口を開く。

「あそこに公園があるよ。あそこでちょっと、座ろうか」

　歩き出す。

　その背中を見、ついて歩きつつ、エレナは言った。

「……ごめん、なさい」

　われながら、軽い言葉だと思う。

　でも言わずにはいられない。

　すぐに背中が返事をする。

「いいよ、あやまらなくて。悪いのは鴨かも音ね木ぎじゃない。鴨音木だって被害者なんだし」

「……でも」

「あのとき、鴨音木の顔見て気づいちゃったからね。鴨音木、操あやつられたんだって。自分の意志じゃないんだって。だから、仕方ないよ」独り言のように言う。「……どうして気づいちゃうんだろ、あたし」

「……」

「気づかなかったら、怒れるのに。憎にくめるのに、ね」

　そうだ、とエレナを思った。

　本当に、そうだ。

　でも、美里は気づく。

　やさしい人は、他の人よりも、気づく。そして荷物を背負い込む。ただやさしいからというだけで、他人よりきつい目に遭あう。

　まえを歩く、小さな、弱々しげな肩。

　傷ついた、背中。

　しばらくして、背中が言った。

「遼りよう子こさんに、聞いたわ。これから世界がどう変わるのか」

「……」

「『エメラルドの都』だっけ？　なんかとてもうれしそうに、話してくれた。これから世界がどう変わるのか。『ザ・ワン』に従った人間が、どうなるのか、──そして従わない人間が、どうなるか」

「……」

「まえに話してくれたよね、『ザ・ワン』は招かない限りその土地に入れず、その人間を無理やり吸きゆう血けつ鬼きに変えることもできないって」

「……うん」

「だったら、今日からはもう、日ひ炉ろ理り坂ざかも、安全じゃない……」

「……」

　沈ちん黙もく。

　心のどこかで、エレナは舞まい原ばる家の助けを期待していた。美み里さとだってそうだろう。日炉理坂の人間は、だれでも舞原家の助けを期待する。だが今日、日炉理坂の主あるじにして舞原家の姫、舞原イハナは『ザ・ワン』を招いた。招いてしまった。こうなると、もはや──

　何よりも日炉理坂には、エレナや美里の両親も住んでいる。

　人ひと質じちとして、『ザ・ワン』がこれを見逃すはずがない。

　もう、自分たちの家族も安全ではない。

　いいや、もう──

「……ねぇ」

　小さく震える声に、エレナは顔を上げ、美里の肩が、背中が震えているのに気づく。

　あの美里が、泣いている。

　日炉理坂高校二年二組の委員長、あの山やま本もと美里が泣いている。

　顔を見せないまま、美里は震える声で、言った。

「ねぇ、正直に答えて。

　……あたしたちには、まだ、希望があるの？」

「……」

「もう希望は何もないの？　もうどうにもならないの？」

　肩を震わせて、振り絞しぼるように声を出す。

「希望があるなら、あたし、耐える。我慢するよ。してみせる。

　……でも、あるの？

　本当に、この先に希望はあるの？　あたしたちに未来はあるの？　希望があるなら耐えられる。でも希望も何もないのにただ耐える、なんて、あたしにはとてもできないよ。

　……できない、よぉ……」

　震える肩。

　嗚お咽えつ交じりの、声。

　できることならかけよって、抱きしめてやりたい。そして言ってやりたい。希望はあると。望みはあると。だが、どうしてそんなことが言える？　つい先ほどまざまざと、あれほどの敵の強大さを、残ざん酷こくさを見せ付けられたばかりなのに。どうしてそんなことが言える？　そもそも自分すら、信じられないような、ことを？

　震える友だちをまえにして、何もできず、エレナは闇やみに、立ち尽くしていた。

　そんなとき、

　その声は、聞こえてきた。




「──この町には、吸きゆう血けつ鬼きがいます。

　だから、助けてください」




　　　26．（午前三時五十九分　同）




　走り回り、挙あげ句くの果てにはひたいの『Ⅰ』の烙らく印いんを使って吸血鬼に聞き込みをしたりして、稲いな吹ぶき牧師はようやく昇のぼるを見つけ出した。

　すずり通り、と言われる通りの角に、昇は座り込んでいた。

「昇……くん」近づいていった牧師に。

「ああ、牧師さん」思いのほか力強い声で答える昇。「ちょうどよかった」

　昇の様よう子す、そして目に宿る強い光りに正直驚おどろきつつ、牧師はたずねた。

「ちょ、ちょうどよかったとは？」

　昇は通りの向こうを指差した。

「ほら、あれ、木ぼく鐸たく公園っていうんですけど、あそこのベンチに、なんか只ただ者ものじゃない雰ふん囲い気きの男の人が座っているでしょう？　あまり見かけたことない顔なんですけど、あの人、吸血鬼ですか？」

　しばらく見つめ、答える牧師。

「いや、違う。普通の人間だ」

「そうですか。よかった」

　昇は笑みを見せた。

　怪け訝げんな表情を浮かべている牧師に、笑って言う。

「そんな顔しないでも、ぼくなら大丈夫ですよ。まぁ、正直それほど大丈夫じゃないけど、まだ気は確かです。ぼく自身の判断ですけど、たぶん、ぼくはまだ壊れていないと思います」

「……」

　沈ちん黙もく。

　稲吹が、何をどう話そうか考えあぐねていると、昇が先に口を開いた。

　笑って言う。

「あのですね……

　牧師さんは、堂どう島じまコウって知っていますか？」

「……え？　あ、ああ、一応は」

　堂どう島じまコウ。

　日ひ炉ろ理り坂ざか版ばん狼おおかみ少しよう年ねん。

　狼が来たと叫ぶ代わりに妹は宇宙人にさらわれたと叫び、一いち躍やく有名になった小学生。

（そして、あの吸きゆう血けつ鬼きが戦おうとしている相手──）

「え？　なんて言ったんだね？」昇のぼるが言った言葉を聞き逃し、稲いな吹ぶきは聞き返した。

　昇は答えた。

「ぼく、ずっと考えていたんです。なぜ堂島コウは、妹は宇宙人にさらわれた、なんて叫び続けたんだろうって」

「……」

「そんなの叫んでも、主張し続けても、うそつき呼ばわりされるだけで、いじめられるだけで、なんのいいこともないのに。決して頭の悪い人じゃないのに、どうしてそんなバカなまねをし続けたのだろうって。

　でも、ようやく分かりました。

　考えてみたら、簡単なことだったんです」

「……な、なぜだね」

　昇は微笑ほほえみ、言った。

「堂島コウの妹は、本当に宇宙人にさらわれて、そして堂島コウは、どうしても妹を助けたかったからです」

「……」

「だって、そうでしょう？　宇宙人にさらわれた妹を助け出すには、宇宙人を信じ、そしてやっつけられる力を持つ人の助けが必要だ。それ以外の人じゃ助けられない。当然堂どう島じまコウにも助けられない。だから堂島コウは、たとえうそつきよばわりされても叫び続けなければならなかった。いつか、自分の話を信じて助けてくれる人にめぐり合うために。自分の話を信じて、妹を助けるために一緒に戦ってくれる人を見つけ出すために。

　だから、堂島コウは叫び続けた。

　いじめられても、うそつき呼ばわりされても。信用をなくしても」

「……」

「ようやく、ぼくのなかで堂島コウが、つながった」

　昇は立ち上がった。

　公園に向かって歩き出しつつ、言う。

「堂島コウには妹を助ける力がなかった。でも堂島コウは、戦い続けた、妹を助けるために、助けられる人を探し出すために、叫び続けた。妹は宇宙人にさらわれたと叫び、戦える人を探し続けた。自分ができる戦いを、戦い続けたんだ、あの人は。結局むだになったとしても──　だったら、今度はぼくの番だ」

　公園に向かいどんどん歩きながら、ついてきている牧師に、そして自分に言い聞かせるように言う。

「ぼくは確かに吸きゆう血けつ鬼きには勝てない──最初から、勝てなかった。勝てる相手じゃなかった。

　最初から無理だったんだ。

　だったらぼくは、コウさんみたいに、吸血鬼に勝てる人を探しだす。

　この和わ歌か丘おか、そして、やつらが世界を和歌丘の外にまで広げるなら、その世界まで飛び出して、ぼくは探し出してやる。きっと。吸血鬼を倒せる人を、見つけ出す。見つけるまで、叫び続ける。それがぼくにもできる、これからのぼくの戦いなんだ。そうだ、ぼくは決してあきらめない。あきらめないで探し続ける。そして、あいつは言った。ぼくが負けない限り、堂どう島じまコウも負けないって。そしてぼくは、まだ負けてない──だから。

　堂島コウは、絶対に、負けない！」

　大きく息を吸い、大きな荷物をベンチに載せて座っている男のまえに立つ。

　その目を見つめて、昇のぼるは言った。




「──この町には、吸血鬼がいます。

　だから、助けてください」




　　　27．（午前三時五十九分　同）




　木きの下した水すい彩さいは家から抜け出、家の近くはすずり通りの木ぼく鐸たく公園でブランコに乗っていた。

　とくに何を考えているわけでもなかった。

　ただ、家に戻るのがいやなだけだった。

　だから公園に行った。

　いまや和歌丘は、ある意味、日本で一番夜が安全な町なのだし。

　何も考えず、深夜──もう早朝、夜明けまえのブランコをこぐ。ただ、ただ、ブランコをこぐ。そんなとき──

　その声は、聞こえた。




「──この町には、吸血鬼がいます。

　だから、助けてください」




　思わずそちらを注目して、水彩ははじめてこの公園にいるのが自分だけではないことに気づく。

　ベンチの辺りに三つほどの人影があり、さらに公園の入り口にも二つの人影がある。

　なんだろう、と水すい彩さいは、無感動な瞳で見ていた。

　ベンチに座っておにぎりにかじりついていた男は、あっけに取られて、顔が四角い──誇こ張ちようではなく本当に四角い、まるで顔のなかに本をはめこんだような──牧師姿すがたの男を見、そして少年を見た。

　頭を搔かいてうなずく。

「……そうか、吸きゆう血けつ鬼きか。そりゃ大変だな」

「本当なんです」子供の声。

　ベンチに座っていた男はため息をつき、立ち上がり、ベンチに載せていたカバンを開いて子供に見せた。子供が息を吞のむ音が聞こえ、そこでようやく興味がわいて、水彩はブランコから降り、そちらに近づいた。そして男の声を聞いた。

「吸血鬼たぁ、さすがのおれも考え付かなかったよ」男は言ったのだ。「でも、まぁ、なんとかなるだろうさ」と。

　水彩は思わず足を止め、まじまじと男を見つめた。

　子供も、そして顔の四角い男も、自分たちから話しかけていながらびっくりした顔でベンチの男を見ている。

「……あ、あの……」

　入り口から入ってきた二つの人影──水すい彩さいと同じくらいかちょっと年上っぽい少女たちが、おそるおそる、ベンチの男に話しかける。

「い、いま、なんて言ったんですか？」

「ん？　ああ、いま──」

　そこで男は周囲を見回し、水彩とも視線を合わせ、総そう勢ぜい五人の姿を数えてうなずいた。

　笑って、口を開く。

「なるほどな。そろいもそろってしょぼくれた顔をしているなぁ。いかにもたったいま、こてんぱんに叩たたきのめされてきましたって顔だ。

　だがもしもまだがんばれる機会があるのなら、まだまだがんばりたいって顔でもある。

　だったら、まだ間に合う。たぶんおれは、一番いい見せ場に間に合ったってところだな。そう、九回裏二死満まん塁るいここで逆転ホームラン、みたいな」

　男はひとりでうなずき、カバンを足で押し、全員に中身を見せた。もっとも見せられても水彩にはそれがなんだか分からなかったが。映画で出てくるような科学兵器っぽいと思った。

　男がうんうんうなずきつつ、言う。

「みんな、がっくりきているようだな。ま、相手が吸きゆう血けつ鬼きともなりゃ、それも仕方ねぇか。おれもさすがに吸血鬼は予想していなかったし。だがな、夜ってやつは夜明けまえが一番暗いってぇたとえもある。一番暗い所に来たなら、あとは夜明けを待つだけなんだ。そうとも、どん底まで落ちればあとは這はい上がるしかねぇんだから。

　吸血鬼がなんだってんだ。

　あんたらも、もうこれ以上ないってぐらい叩きのめされたってんなら、ひとつ、ここからは人間さまの大逆転と行こうじゃねぇか」

　ベンチの男の言葉に、一同は顔を見合わせる。顔に不ふ審しんを表しつつも、互いの顔をよおく見る。それは、これから同じ運命を戦う仲間たちの顔だった。のちに水彩は、このときのことを思い出し、そしてこのときの一番の奇き跡せきはなんだったのかを考える。いったい、何が奇跡だったのか？　あの公園に海かい藤どう重しげ彦ひこと名乗る、武器をたくさん持ったやけに自信たっぷりの芝しば居いがかった中年おじさんがいたことか？　吸血鬼に烙らく印いんを押された牧師さんがいたことか？　あの強さとやさしさを併せ持つ、山やま本もと美み里さとに出会えたことか？　それとも『ザ・ワン』でありながら『ザ・ワン』を裏切った鴨かも音ね木ぎエレナがいたことか？

　いいや、違う、と水彩は思う。

　あのとき本当に奇跡だったのは、あの三み鷹たか昇のぼるという少年がいたことだ。そしてあんな小さな子供が、ずいぶんひどい目に遭あいながらもそれでも戦う意志を持ち続けていてくれたということだ。彼のその意志こそが自分たちをあの場に集め、彼の「助けてください」という言葉こそ、自分たちを出会わせてくれたのだから。そして、彼がその意志を持ち続けられたということ、それこそがあの晩の奇跡だったのだ。

　力でも、能力でもない。

　意志の、奇き跡せき。

　のちに水すい彩さいは、このときのことをたびたび思い出し、そしてそのたびに勇気を自分のなかに見つけ出す。そう、確かに自分は弱い。特に何かができるわけでもないし、すぐにくじけることも多々。それでも、と水彩は思う。それでも自分も戦おう。自分のできる戦いを、精せい一いつ杯ぱい戦い抜こう。たとえ敵が吸きゆう血けつ鬼きなんてものだとしても。あのとき起きた奇跡みたいに。それが何かにつながると信じて──




　　　　◆




　こうして。

　夜の黒からいずれ青へとつながる空のした、六人は集つどい、のちに二人を追加して。

　八人は人間の逆転を、そこから始めた。
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　　　１．




「じゃあ、あたし、しばらく帰らないから」

　娘の言葉に、木きの下した一いち路ろと水みず香かの夫婦はがっくりと、うなだれた。

「なぁ水すい彩さい」かつて父だったものが言う。「おまえは意い固こ地じになっているがな、『ザ・ワン』になるのは決してそう悪くはないぞ？」

「そうよ水彩」かつて母だったものが言う。「これはあなたが思っているよりもずっと、すてきなことなのよ。……だいたい、もう人間に未来はないし。これは進化なの。ダメな人間からもっと立りつ派ぱな存在への」

　母はいつでも批判的。

　水彩は笑った。

　牧師に言われたことを、思い出す。

　人間と吸きゆう血けつ鬼き、生きるべきはどちらなのか──

　水彩は、たずねた。

「お父さん、お母さん。二人はまだ、あたしの親？」

「もちろんだよ」父の顔が言う。

「当たり前じゃない」母の顔がうなずく。

「たとえ『ザ・ワン』になったって、あたしたちはあなたの親よ」

　じゃあ、と水彩は笑った。

「あたしが『ザ・ワン』に殺されそうになったら、二人とも『ザ・ワン』を裏切ってあたしを助けてくれる？」

　沈ちん黙もく。

　それは……と口ごもる、二人。

　水彩は、微笑ほほえんだ。

　荷物をまとめ、背中に背負い、口を開く。

「あのね、お父さん、お母さん。あたしは、……弱くて、何ができるわけでもないけど、でもあの子は、あたしよりずっと小さいのに、がんばってくれているの」

「……」

「家族のために、友だちのために。みんなのために。そしてね、その子があたしに『数でいい』って言ってくれているのよ。ただいるだけで、役に立つって。だから、あたしは何ができるわけでもないけど、それでも一応年とし上うえだし、こんなあたしが役に立ち、戦える場所があるなら、戦おうと思うんだ。生きるために」

（生き続ける、ために）

「だから、行くね」

　──両親は、うなずいた。

　首を振り、言う。

「……気をつけてな」

「こう言うのも変だけど、がんばって」

「うん」

　こうして、水すい彩さいは家を出た。




　　　２．




「あのね、サクラ」

　荷物をまとめつつ、山やま本もと美み里さとは着替えをしている舞まい原ばるサクラに言った。

「あたし、とても困っているの」

「そうなの？」

　そうなの、とうなずき、サクラの瞳を見つめて言う美里。

「それでね、サクラに助けてほしいの」

「いいよ！　どうすればいいの？」

「……何も聞かないで、ただ一緒に、来てほしいの。豪ごう華かなホテルなんかないし、お姫さまのサクラには、けっこうつらいかもしれないけれど。でも、あたしを信じて。だまってついてきて。絶対に、サクラを守ってみせるから」

　サクラは笑った。

「うん、分かった！　そんなの簡単！

　でもあたしを守るってのは、ちょっと違うと思うけどな」




　　　　◆




　美里がサクラを連れて部屋を出てから、鴨かも音ね木ぎエレナは神かん名な木ぎ唯ゆいにすべてを打ち明け、これからの予定を話した。

　唯がたずねる。

「……つまり、あたしたちは逃げ回るわけね？　サクラをつれて。その海かい藤どうとかいう人が、舞原家だか堂どう島じまコウだかの助けを呼んでくるまで」

「……まぁ、そう」うつむいて（それでも目め線せんは唯よりうえなので、なんか変な感じになるのだが）、エレナはうなずいた。

「きっと、つらいことになると思うんやけど……」

「それはぜんぜんかまわないけど」

　唯ゆいはじぃっと、エレナを見つめた。

　そして言う。

「……エレナは、気づいてる？」

「……え？」

「エレナはその、『ザ・ワン』とかいうのの……一部、なんだよね？」

「うん」

　唯はほとんどエレナをにらみつけた。

「じゃあ……エレナはそれでいいの？　堂どう島じまコウでも舞まい原ばる家でも、だれでもいい、神さまでもなんでもいい、そんなうえからのヒーローが来るまで逃げ回って、だれか他人に助けてもらって解決してもらってばんばんざい、そして助けが来なかったらええい畜ちく生しようと恨うらみ言ごとを言って終わっちゃうような、そんな結末で、いいの？」

　うわ？　唯？

「……いいのって、それしかないし。仕方ないやん」

「仕方なくなんかない！」

　唯は──この少女には珍しく──大声を上げた。

「ううん、ほかの場合はそれでいい！　助けに来るのが警察とか自衛隊ならそれでいい！　そうでなくても、百歩譲ゆずってエレナが人間なんだったらそれでもいい！　でもいまのエレナは違うんでしょう！」

「え？　……え？」

「分からないの！」ほとんど叫ぶような声。「舞原家も堂島コウも、結局は『個人』なんだよ！　その人たちの都つ合ごうで、エレナまで敵と見なされたらどうなるのよ！　単純にその人たちに分かりやすい、人間対『ザ・ワン』なんて構図にされたら、エレナまで殺されちゃうかもしれないんだよ！」

　エレナは、だまった。

　もちろん、そのことは考えた。

　でも──

　ゆっくりと、口を開く。

「……わたしは、ええよ」

「……」

「もしもそれで、みんなが助かるんなら、わたしは、どうなっても──わ！」

　いきなり横よこっ面つらを張りたたかれ、エレナは目を丸くして、唯を見た。

　唯は涙なみだ目めになってエレナをにらみつけていたが、やがて、言った。

「エレナは、分かってない。あのころから、エレナはぜんぜん、分かってない」

「……え？」

「……もう、いいよ。言って分からないなら、いい」

「ゆ、唯ゆい」

　唯は大きく息を吐いた。

「でもね、これだけは言っておく」エレナをにらみつけ、言う。「もちろん『ザ・ワン』は敵だけど、もしも、舞まい原ばる家や堂どう島じまコウがエレナまで殺そうとするなら、舞原家も堂島コウも、あたしにとっては敵だから」

「……」

　きびすを返し、荷物を持ってさっさと歩いていく唯。

　たたかれたほおを押さえ。ため息をつき、エレナは自分の荷物をまとめはじめた。

　そうしながら、でもな、と思う。

　あんな、唯。わたしのことを心配してくれるんのはうれしいけど……でもな。

『ザ・ワン』っていうのは、そんな簡単に倒せる相手やないんや。

　堂島コウだって、舞原家だって……たとえ世界中の軍隊を集めたって、簡単に倒せる相手やない。なのに、そんなんと戦うんに、いちいちわたいのこと気にしてたら、勝てるもんも勝てんようになる。

　それにな。

　最近、わたし、こうも思うんや。

　あのとき、唯が死にかけてるとき、わたしは神さまに祈った。唯を助けてくださいて。唯を助けてくれたら、あたしのなんでもあげる、て。生命でも、一番大事な宝物でも、なんでもあげる、だから唯は助けてって、祈った。

　で、唯は助かった。

　けど、神さまはわたしから、なんも取らんかった。

　──それはな、たぶん、このためやないかと思うんや。

　人間を助けるために、いままでわたしから取るの、待っていてくれたんやないかって。そのために、唯を助けてくれたんやないかって。

　だったら、わたしは死んでもいい。

　それで唯が、山やま本もとが、サクラがそしてみんなが助かるんなら──

（神さま、どうぞわたしの生命でもなんでも、持っていってください）

（それでみんなが助かるんなら、うちはぜんぜん、平気やから）

　それがわたしの運命ならば──

　荷物をまとめ終えると、エレナはホテルの部屋を出た。

　みんなと合流し、そして。

　戦いを、はじめる。




　　　３．




「……サクラたちが、いなくなったわ」

　いかにも機き嫌げんの悪そうな三み輪わ方かた遼りよう子この問いに、サングラスをした男──『コア』は、なに！　と口をあけ、そのままあくびした。

「……あんたねぇ」

「ふわぁ。……いや、聞いているよ。それで？」

「それでって、サクラたちがいなくなったのよ！　どうするの！」

「どうもしないさ。いままで通り。計画通り」

「サクラたちはどうするの！」

「どうでもいいよ。ほおっておけ」

　沈ちん黙もく。

　しばらくして。

　遼子は苦にが々にがしげに、言った。

「まえから言おうと思っていたんだけど、あなた、危き機き管理しなさすぎだわ。ていうより自分の計画に無関心すぎ」

「だってめんどくさいんだもん」

「だってめんどくさいんだもん、じゃない！　ああ、もう！　いいわ！　あたしが勝手に探すから！　あんたが連れてきた部下借りるわよ！」

「いやそれは困る。ちょっと待ってくれ、遼子」

『ザ・ワン』は頭を搔かき、言った。

「鴨かも音ね木ぎエレナについては本当に、心配要いらないんだよ」

「まえにもそう言ったけど、結局彼女、裏切ることを考えていたじゃない」

「でも考えていただけだろう？」

　次の瞬間、

『オード』によって遼子の頭のなかに、鴨音木家の家か系けい図が伝わってくる。

「……な、なに？　これ」

「鴨音木エレナについて、おもしろいことが分かったんだ」

『ザ・ワン』は笑い声を上げ、遼子にたずねた。

「なぁ。鴨音木エレナを『ザ・ワン』にしたのはだれだと思う？　なぜ彼女は『ザ・ワン』になったんだと思う？」

「え？　それは、当然『端たん末まつ』のだれかが……」

「そう、確かに『端末』のだれかがやった。ただし、やったのはなんと六百年まえの『端末』だ。そして変えられたのは、彼女の六百年まえのご先せん祖ぞさまなんだよ」

「ええ？」

　口を開き、話し出す『ザ・ワン』。

「どうも鴨かも音ね木ぎ家というのは、閉へい塞そくしがちな日ひ炉ろ理り坂ざかの遺い伝でん子しに新しい風を吹き込む役割を果たしてきたらしい。現在は冬ふゆ月つき家がやっている舞まい原ばる家の『スタッフ』集めも、もともとは鴨音木家がやっていたものなんだ」

「へぇ……」

「つまり鴨音木家は、日本はもちろん世界各国を飛び回り、各国の優ゆう秀しゆうな遺伝子を持つ人間を日炉理坂に持ち帰っていたんだな。その過程で、代だい々だい多くの外国人と婚こん姻いんを結び、外国の血をその家か系けいに取り込んでいた。ほら、鴨音木エレナの顔はなんとなく日本人っぽくないだろう？　風ふう貌ぼうも、しゃべり方も、エレナという名も。すべては外の血を取り込むという鴨音木家の役割から来ているものだ。まさしく人類の血のるつぼ、それが鴨音木家であり、鴨音木エレナなんだよ」

「……」

「そう、外の血を取り入れて遺伝子的な閉塞を防ぐ、それが鴨音木家の役割であり、仕事であり、そうした活動の過程で──」くっくっと笑う。「──そう、どこかで鴨音木家は、人間に擬ぎ態たいしていた『ザ・ワン遺伝子』まで取り込んでしまった」

「……『ザ・ワン遺伝子』を？」

「そうだ。『ザ・ワン遺伝子』は『ザ・ワン』のネットワークに触れない限り、完かん璧ぺきに人間の遺伝子に擬態し続けるからな。どこかでわたしの眷けん属ぞくにされ、しかし何かの事情でネットから外れて人間に擬態していた『端たん末まつ』を、鴨音木家はその家系に取り込んでしまったんだ。その結果、きっとそういう素そ養ようがあったのだろう、『ザ・ワン遺伝子』は鴨音木家の遺伝子にきれいに取り込まれ、代々鴨音木家に受け継がれた。鴨音木エレナの代まで。そしてこれからも、受け継がれていくはずだったのだろう」

　遼りよう子こがうなずく。

「……でも、あなたがやってきた」

「そう、わたしがやってきて、この土地に『ザ・ワン』ネットワークを張りめぐらせた。そのために、人間に擬態していた『ザ・ワン遺伝子』がわたしのネットワークに触れ、目覚め、人間部分を乗っ取りはじめた。こうして彼女は『ザ・ワン』になった──つまり彼女は最初から、生まれたときから『ザ・ワン』だったんだよ。ただ目覚めていなかっただけで」

「……」

「最初のうち、彼女の『オード』がつながらなかったのは、人間部分が『ザ・ワン』を『招いて』いなかったからだ。だが、いまや彼女の遺伝子は擬態から目覚め、どんどん『ザ・ワン』化していっている。招いていない人間部分はどんどん消えていっている。早ければ明日、遅くても一週間で、彼女は完全な『ザ・ワン』となるだろう──

　……皮ひ肉にくだと思わないか？」

　サングラスのしたで笑いながら、遼りよう子こに言う。

「完全に『ザ・ワン』化すれば、『第一人格』であるわたしに同化する。そうなれば、わたしの自じ我がには逆さからえない。そのとき彼女は自らの牙きばで仲間を襲おそい、自らの手で仲間を差し出すことになるんだ。自分が何よりも守りたいと思っているものを、ね。ああ、皮肉だよ。本当に、皮肉だ」

「……」

『コア』はしばらく笑い続けていたが、やがて笑うのをやめ、言った。

「なぁ」

「え？」

「この世に神はいると思うか？」

　さぁね、と遼子は肩をすくめた。

「そんなのあたしにはどうでもいいし」

「完全に『ザ・ワン』化すれば、そんなこと言えなくなるぞ」

「早くその日が来ることを望むわ」

　沈ちん黙もく。

　遼子は首を振り、しばらく考え込んでいたが、やがてため息をつき、ドアの外に向かって歩き出した。

　が、止まる。

　しばらくして、口を開く。

「最後にもう一度、確認しておきたいんだけど」

「なんだい？」

「彼女──鴨かも音ね木ぎエレナは本当に、『ハーフ』じゃないのね？」

「ああ。ある意味では『ハーフ』と呼べないこともないが、遺い伝でん子し的には完全にノーだ。彼女の遺伝子は『ザ・ワン』を内ない包ほうしてはいるが、混ざり適応してはいない──きみが聞きたい答えはこれだろう？

　彼女は『ダンピール』ではないよ。だからおそれることはない」

「……そう」

　ならいいわ、とうなずき、少女は出て行った。

『ザ・ワン』はそれを見送り、そして笑った。

　思う。

　ああ、三み輪わ方かた遼子、彼女はなんて魅力的な『端たん末まつ』なのだろう。

　見ているだけでおもしろい。

（……あの、『ハーフ』への関心）

　あるいは彼女は、無意識に気がついているのかもしれない。本当の『ハーフ』はだれなのか。しかしそれを意識の奥おく底そこにしまいこんで考えまいとしているのかもしれない。なぜなら、それは完全に『ザ・ワン』化したいと願う彼女に絶望をもたらすから。

　いずれそれに気がついたとき。

　彼女はどんな反応をするだろう。

　そのときのことを考え、『ザ・ワン』は楽しみに打ち震えた。そして思う。ああ、やっぱり現世はおもしろい。そしてたぶんこの喜びは、『魂たましい』を手に入れることができたらさらに強いものになるだろう。そう、つくられた存在である『ザ・ワン』は、魂と呼ぶべきものを持たない。そして二千年経たったいまでも明確な定義のなされていない魂は、二千年の叡えい智ちを持つ『ザ・ワン』にすらよく理解できておらず、それゆえ自分で創造することはできない。だが。

　この世には、理解できていようができていまいが、ただ望むだけで自動的に望んだ願いをかなえてくれるアイテムがある。

　その名も《知恵の実》。

　それは『ザ・ワン』をこの世に生み出した超自然の存在であり、いまは魂と引き換えに願いをかなえてくれるアイテムとなっている。それはつまり、《知恵の実》は魂が何かを知っているということだ。そして《知恵の実》のなかには、自分の魂を使わなくても、他人の魂を使って望みをかなえてくれるものさえある。《Ｉｔ》と呼ばれるものがそれだ。《Ｉｔ》と呼ばれる《知恵の実》は、《知恵の実》のなかでもかなり特殊なものであり、自分ではなく他者の魂を使って願いをかなえる。つまり『ザ・ワン』のような魂を持たない存在でも、他人の魂を集めることで使用可能になる。

　現在の持ち主は、堂どう島じまコウ。

　彼を『ザ・ワン』に変えてしまえば、《Ｉｔ》もまた『ザ・ワン』のものとなる。

　そのときは──

　くっくっと、『ザ・ワン』は笑った。

　そうとも、そのときこそ、わたしは魂を得、つくられた存在から生命持つ存在に変わる。

　そしてわたしはこの世にミレニアムをつくる。

　そうなれば、神ももはやこの『ザ・ワン』を無視することはできないだろう。

　もしも存在するのなら、だが。

（……二千年、か）

『ザ・ワン』はしばらく笑い続けた。

　そして、さてと、とねぐらの準備をはじめる。

　十字架かに弱い、日光に弱い、招かれなければ入れない──確かに自分でも厄やつ介かいな弱点だと思う。何しろ自分が寝ている間に世間でどれほどおもしろいことが起こっているか、見過ごしているか分からないから。だが、そうした弱点の数々は、しかし《Ｉｔ》さえ手に入れられれば超ちよう克こくできる。《Ｉｔ》さえあれば、もはや弱点などなくなる。日光のした、わざわざ招かれるのを待たなくてもこちらから遊びにいけるようになる。そうなれば、世界は──

（わたしが世界を天国に変える）

（神が望みしミレニアムを、この『ザ・ワン』が到来させる。そう、造ぞう物ぶつ主しゆの望み通りに）

　そしてわたしは生命になる。魂たましいを得て、生命に。

　それはいったい、どんな感じなのだろう。

　その素敵な想像に胸を躍おどらせつつ、ねぐらに入り、『ザ・ワン』は夜明けとともに眠りについた。

　太陽の下を駆け回り、神と語る夢を見ながら。

　そのころにはもう、夜明けとともに寝る必要などなくなっていることだろう。











（第一部／エメラルドの都・了）









次巻予告／クォ・ヴァディス







（本文のネタバレがあるので、未み読どくの方はまず本文からお読みください）

（というか次巻のネタバレも含んでいるので、そういうのが嫌いな方もご注意を。まず次巻を読んでから──）

（ってそれじゃ次巻予告にならないじゃん！）

（それはまぁともかくとして、とにかくそういうわけですからご注意を）




（いいですか？　いいですね？　では──スタート！　どんがらがっしゃん！）




　　　　◆




（雷らい鳴めいが、響ひびく）

（雨のなか、本のような顔を持つ異い形ぎようの男と迷めい彩さい服ふくを身にまとった男が立っている。片方は手に武器を持ち、片方はひざまずき、同時にその口を、開く）

「「──神よ憐あわれみたまえ──」」

（場面転てん換かん）

（向かい合い立つ、親子らしき二人。父親らしき男が笑う）

「どうしても、わたしに逆らうと言うのか」

（悲しげに答える少年）

「……これは罰なんだよ、父さん」




「ぼくたちは、どこかで間違ってしまったんだ」




（場面転換）

「これでもう、みんなおしまい！」

（激げき情じように駆られた少女が叫ぶ）

「あなたいったい、なんなの？　いまさら、あたしに何をさせたいのよ！」

（長身の少女が微笑ほほえみを見せる）

「……ずっと、探していた……」

（突然、長身の少女の表情が変わる。その顔に苦痛を浮かべ、絞しぼり出すように言う）

「いや、いや、絶対に、いや……」

（気がつくと、相手が替わっている。長身の少女の言葉に首を振り、向き合い立った背の低い少女が笑ってその口を、開く）

「逃げちゃダメだよ。これは」




「舞まい原ばる家も堂どう島じまコウも関係ない。あたしたちの物語なんだから」




（場面転てん換かん）

（二人の少女が闇やみに向かって立っている。時を違え、場所を違え、それでもその口から出ていく言葉は同じ）

「どうして？」

「どうして、あたしなの？　どうしても、あたしじゃなければいけないの？」




（モノローグ）

「……なんでこの町だったんだろうと思う。でもきっと、この町だからこそ、なんだ。この町の人間は、みんな秘密を守るから。外に対して秘密を守り、なかのみんなで支えあい、悪も罪もなぁなぁに覆おおい隠かくして『しあわせ大家族』を続けていく──そんな町だったからこそ」

「この町が、選ばれた。そして──」




（二千年、二千年を、待っていた）

（このときを、ただこのときだけを──）




「──そしてようやく、出会えた……」




（漆しつ黒こくの闇のなか、その身を朱あけに染め、桜の花びらを散らして踊る少女の姿）

（やがて闇へと溶けていき）

（浮き上がる、二つの炎ほのお。いいやそれは目。真っ赤に輝く二つの瞳）

（伸びてくる、白い腕。虚こ空くうに響ひびく、少女の小さな、声──）




「──堂島、コウ──」




　　　　◆




　神は応えずただ風ふう雲うんが急を告げるのみ。吸きゆう血けつ鬼きの巣そう窟くつとなった和わ歌か丘おかのなか、立ち上がり、それぞれの決意を胸に戦いをはじめる八人の人間。吸きゆう血けつ鬼きＶＳ人間──はたして生き残るのは？　そしてそのとき堂どう島じまコウは？　はたして主役に出番はあるのか？　ていうかおまえは本当に主役なのか？　おまえはいったいどこにいくんだ──なんて疑問をひしひしと感じさせつつお届けする次巻は、シリアス度１５０パーセント増し（当社比ひ）で送る《Ｉｔ》編シーズン・フィナーレ──







　悪あく魔まのミカタ⑫《Ｉｔ》──Ｍ．Ｌ．Ｎ──（仮）







　──が、




「あなたの魂たましい、いただきます！」

「って、あたしの出番はあるんですか？　ま、まさかここだけなんてことは──うわぁ！」




　お楽しみに！




　　　　◆




　以上、

　──なお、これはイメージ予告であり、実際の本編とは異なる場合があることをご了りよう承しようください。いや、だってこれから書くわけだし。変わる可能性はいくらでもあるわけだし、ってうわぁ！──の、

　うえお久ひさ光みつ、でした。







[image: ]







うえお久ひさ光みつ

悪魔のミカタのジャンルは何かとよく聞かれる。声を大にして答えたいのはやまやまなのだがここはあえてやめておく。どうか既刊から『推理』してください（何？　推理？　こ、これはもしかして大きなヒント？）まぁジャンルがなんであれ、これは堂島コウの物語。……あれ？

[image: ]




イラスト／藤ふじ田た 香かおり

コンニチハ。舞原家に一度およばれしてみたいと思っている藤田です。今回の口絵マンガは…気がついたらとっても人口密度高いです。珍しく女の子三昧です（笑）










悪あく魔まのミカタ⑪




It/ザ・ワン
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